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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、一般国道 4号北上拡幅事業に関連して平成21年度に発掘調査された北上市滝ノ沢遺跡

の調査の成果をまとめたものです。

今回の調査では、縄文時代の捨て場、炉跡、柱穴、平安時代の竪穴住居跡、穴などが発見されてい

ます。特に注目されるのは、縄文時代前期の終わりから中期の初めにかけて (約五千年前)の捨て場

で、大量の上器や石器が出土しました。今回の調査区が、この当時の村の中心であったと考えられ、

石製の耳飾りも作っていたようです。板状の上偶も29点出上しています。

本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学

術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました、国上

交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所および北上市教育委員会をはじめとする関係各位に対し、

深く感謝の意を表します。

平成24年 2月

公益財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長  池 田 克 典



例   言

1 本報告書は、岩手県北上市下鬼柳15地割31‐ 3ほかに所在する滝ノ沢遺跡の発掘調査の結果を収

録したものである。

2 今回の調査は、一般回道 4号北上拡幅事業に伴う事前の発掘調査である。

調査は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課と国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

の協議を経て、 (公財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが担当した。

3 岩手県遺跡台帳に登録される遺跡番号はM E75-0373、 遺跡略号はTS-09である。

4 発掘調査期間、担当者、調査面積は次の通りである。

平成21年 4月 9日 ～8月 26日  金子昭彦・藤原大輔 1,252∬

5 室内整理期間と担当者は、次の通りである。

平成21年 12月 1日 ～平成22年 3月 31日  金子昭彦・藤原大輔 (12月 ～ 1月 前半のみ)

平成22年 4月 1日 ～平成23年 3月 31日  金子昭彦

6 第 I章は委託者、第Ⅶ章は各分析者、その他は金子が執筆した。

7 基準点測量、航空写真撮影、遺物の分析鑑定 。保存処理は、次の機関に委託した。なお、明治夫

学文化財研究施設の御厚意で黒曜石産地推定を行っていただいた。

基準点測量 :(有)岩手測量設計事務所、航空写真撮影 :東邦航空株式会社、石器の使用痕分析 :

株式会社アルカ、石質鑑定 :花商岩研究会、鉄製品の保存処理 :岩手県立博物館

8 報告書作成にあたり、次の方々に御協力・御指導いただいた (敬称略)。

稲野裕介、高橋文明 。小田嶋知世・杉本 良 ,大渡賢―・君島武史・岩田貴之 (北上市立埋蔵文化

財センター)、 菅野智則 (東北大学埋蔵文化財調査室)

9 調査成果はこれまでに略報 (「平成21年度発掘調査報告書」岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調

査報告書第571集)に発表しているが、本書の内容が優先するものである。

10 調査で得られた一切の資料は、岩手県立坦蔵文化財センターにおいて保管している。

11 土層の色調は、『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修)を参考にした。
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調査に至る経過

「滝ノ沢遺跡Jは、一般国道 4号北上拡幅改築工事の施工に伴って、その事業区域内に存すること

から発掘調査を実施することになったものである。

一般国道 4号は、東京都中央区日本橋を起点として、青森県青森市に至る国道で、東北地方の大動

脈の一端を担つている主要幹線道路である。 ´

一般回道 4号北上拡幅は、北上市相去町と同市飯豊町の間、約12.2kmの 区間で計画されており、北

上市内の交通混雑解消と、交通安全の確保、沿道環境の改善を図ると共に、高速交通時代の一端を担

い、地域経済発展の根幹となる道路として、昭和57年度より事業を進め順次完成併用してきている。

「滝ノ沢遺跡」については、過年度において岩手県教育委員会が分布調査を実施し確認され、平成

20年度に試掘調査を実施している。その結果に基づいて岩手県教育委員会と国土交通省東北地方整

備局岩手河川国道事務所が協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ

ー (当 時)の受託事業とすることとした。

これにより、平成21年 4月 1日 付けで岩手河川国道事務所長と財団法人岩手県文化振興事業国理

事長 (当 時)と の間で受託事業を締結し、「滝ノ沢遺跡」の発掘調査に着手した。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)

立 地 と 環 境

1 位置 ・地形 ・調査範 囲

(a)位置

遺跡は北上市の南部、和賀川の南にあり、JR東北本線北上駅から南に約2.5km、 北上市下鬼柳14、

15地割、大堤西一丁目付近に所在する (第 1図 )。 和賀川によって形成された村崎野段丘 (中位段丘)

の段丘崖付近に立地し (第 3図 )、 標高は80m前後、段丘下の沖積地との比高差は約20mである (第

2図 )。

(b)地形・地質

上述のように、本遺跡は、中位段丘の段丘崖付近に立地する (第 2図 )。 岩手県ほぼ中央を南流す

る大河北上川による段丘は、この付近では北上山地が迫っていてあまり発達せず、その支流和賀川に

よる段丘が基本的な平地を形成している。和賀川の北側では川に沿って、南から北に自然堤防→低位

段丘→中位段丘と並ぶ。南側は、夏油川によって形成された低位段丘があるため分断されることにな

るが、崖線は見た目にはそれほど違和感なく東西に続いているように見え、さらに西側では再び中位

段丘となる (章末文献29:p.3)。

遺跡は、和賀川が北上川にそそぐ合流点に近く、崖下は氾濫平野、自然堤防が認められ、縄文時代

には湿地状を呈していたと推測される。

本遺跡の表層地質はロームで (第 4図 )、 クロボク土壌が発達している。

(c)調査範囲

今回の調査範囲は国道 4号の両側で (第 2図 )、 遺跡範囲 (第 5図 )のほぼ中央北端の段丘崖付近

を調査した。ただし、この遺跡範囲の西、東、南端がどうやって決められたか不明瞭で、特に南側は、
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第 1図 遺跡の位置
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1 位置・地形・調査範囲

市街化が進んだためか試掘結果を見てもほとんど埋蔵文化財が確認されず (本章第 3節参照)、 実際

には著しく北側の段丘崖に偏っている。本遺跡の主体となる縄文時代前期末～中期初頭の遺物包含層、

そしておそらく当時の集落の範囲を考慮すれば (本章第 3節参照)、 今回の調査範囲はその東限に相

当しそうである。次に多くのものが発見される9世紀後半～10世紀初頭の集落の範囲は、ずつと広が

るようだが、まとまりがなく範囲は不明瞭である。

調査区は、国道 4号の両側に分かれ、現地では “上り車線区"、 “下り車線区"の ように呼称した

が、長く煩雑である。この地点で国道はほぼ南北に走つており、 “西区"、  “東区"と呼称しても混

乱は生じないと考え、改めた。また、調査区は段丘崖の斜面から段丘上にまたがっており、西区では、

排上の都合等で調査範囲全体を一度に調査することはできなかったため、三区に分けて調査した。段

丘上を “上段"、 斜面だが比較的緩やかで捨て場が認められる “中段"、 その下の急斜面～斜面下を

“下段"と 称した。 “下段"は、上部は削平されていたためか、斜面下におそらく上方からの流れ込

みと見られる遺物が僅かに出上しただけであつた。なお、東区は、斜面は削平されていたためか、ほ

ぼ段丘上しか捨て場は残っておらず、北半分は調査を除外し排土置き場としたので分けて調査してい

ない。

2 基本層序 と検 出・出土状況

(a)基本層序

今回の調査区では、概ね次のような土層堆積を示している。

I層   腐食土あるいは耕作土。層厚20～ 60cm。 西区中～上段からは土器片が多量に出土する地

点がある。

Ⅱ層  10YR3/3暗褐色土 (シルト) 遺物包含層。 0～75cm。

Ⅱ―Ⅲ層 基本的な土性はⅢ層だが、遺物が少量出土する。西区下段などⅡ層が不明瞭な地点に存

在する。

Ⅲ層  10YR2/1黒色土 (シ ルト) クロボク上。 0～ 30cm。

Ⅳ層  10YR5/6黄褐色土 (粘土) 0～ 30cm?

V層   2.5Y8/2灰 白色 (粘土) 0～ 30cm?(西区中～上段のみ?)

V層   責褐色砂礫  層厚不明。

西区下段では、一部平らな地点に10cm程度のⅡ_Ⅲ層が認められるのみで、基本的には、盛±10～30

cm、 I層 30～ 60cm、 Ⅳ層という層順である。西区中段は、概ねI層 0～20cm、 Ⅱ層 0～40cm、 Ⅲ層20

cm、 Ⅳ層で、 I層 とⅡ層の区別がはっきりしない地点が多い。下段上部、中段上部は、削平のため I

層下Ⅳ層という地点がある。

Ⅳ～V層 は地点による違いが認められ、黒っぽく変色している地点もあり、これが1977～82年度調

査区の4層 に相当するのかもしれない (章末文献87:p.14)。 Ⅳ層が、その 5層 (黒沢尻火山灰層)

に相当するのだと思われる。

西側に隣接する1984年度の北上市教育委員会による試掘調査区では、基本的に同じ層序が認められ

たようだが、包含層以下の状況が不明である (章末文献100:p。17)。 1977～ 1982年度の西南西区では、

Ⅱ層の上にもう一つ黒色上の遺物包含層が認められたようだが (章末文献87:p.14)、 西区には広が

っていないようである。ただし、今回の調査でも、表上の下部が締まり遺物が多く出土する部分が帯

状に広がる場合が認められ、これに相当するのかもしれない。なお、道路を隔てて南側に隣接する当
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Ⅱ 立地と環境

センターの調査区 (章末文献52)と は異なっていたのか、うまく対応させられない。

(b)残存 (カ クラン・削平)状況

今回調査区の段丘上 (“西区上段")は、極めて平坦であったが、調査の結果、これは削平による

見せかけで、実際にはその北端は盛り上がっていたことがわかった (第 9図グリッドHH列 より北、

HR列 まで)。 この地点は地山まで削平されており、埋蔵文化財は残っておらず トレンチで調査終了

となった。西区では、さらに中段から下段の間も地山まで削平されている (第 9図 HY列 より北、 I

E列あたりまで)。

東区では、調査時に入れたトレンチによって第 9図 HN列 より北が全て地山まで削平されているこ

とがわかり、調査除外となった。また、その南側の道路際も地山までカクランされている箇所が点々

とあった (第 10図 )。 東区の南端 (GW区より南)も 、おそらく道路工事の際に地山まで削平されて

いたが、雨裂は深かつたため残存していた。

さらに西区中、下段、東区では切株 (直径 lm超のものも)が多 く残っており、調査の支障になっ

た。西区上段には切株はなかったが、広告用立看板の基礎が残っており、また思いのほか風倒木痕が

多かった (第25図 )。

(c)検出・出土状況

最初に地区別の検出状況。以下は調査順である。西区下段は、遺物包含層 も薄く、また全て地山 (Ⅳ

層上)面まで下げたので検出に難はなかった。西区中段は、調査が遅れたため地山まで全てを剥ぐこ

とはできなかったが、西壁に接するグリッドをトレンチ状に地山まで下げた結果遺構は全く確認され

ず、また斜面のため残りの部分に遺構が存在したとは考えにくい。

西区上段は、調査が遅れたためⅢ層上面までしか下げていない (断面図を作成した西端のみ幅 lm
強Ⅳ層上面まで下げている)。 Ⅲ層から遺物は出土せず、遺構も理屈上はⅢ層上面までに検出される

はずであり、問題はないが、Ⅲ層は黒色土であり遺構の認識は難しく、 “取りこぼし"が危惧される。

また、Ⅱ層中やⅢ層上面から焼土や柱穴状土坑が多数検出され、これらは竪穴住居跡の一部である可

能性が高い。しかし、Ⅱ層上面で検出を試みたが全く見えなかった。断面に遺物が並ぶ箇所も僅かに

認められ住居跡として対処したが、床を認識することはできず住居跡とすることはできなかった。

東区北側は削平され、その南側の上面もカクランが多かった。遺物包含層 (Ⅱ 層)も 、HC列 より

北側は、雨裂内を除いて20cm以下と薄く、またその南側も、厚いところで50cmと 西区上段に比べれば

薄く細分できそうなところはほとんどなかった (H B93グ リッド付近のみ)。 そして、全てⅣ層上面

まで下げる時間的な余裕があり、また実際のところ、西区のように、Ⅱ層中、下から、焼土や柱穴状

土坑は 1基 も検出されることはなかったので、 “取りこぼし"も ないものと思われる。

出土状況。西区下段は、通常の遺物包含層の範囲で遺物は点在するだけであった。西区中段は、上

部が削平されていたためか表土からも大量の遺物が出上し、この後重機で表土を剥ぐ計画は断念せざ

るを得なくなった。西区中段、上段、東区HC列～GX列の間の遺物包含層 (Ⅱ 層)は、同程度の密

度で大量の遺物が出土した。西区上段の遺物が多いのはⅡ層自体が厚いためである。東区の大部分は

遺物密度が低めだが、雨裂内からは大量の石器類が出上し、東区の調査中に土器と石器の箱数が逆転

した (土器は大コンテナ、石器は中コンテナだが)。 また、東区は、全体的に古代の遺物の混入が多

くカクランを受けているようである。
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3 これまでの調査

これまでの調査

(a)表 の見方・補足

第 5～ 6図 と第 1表に略記 したが、報告書が干J行 されているもののみである。本章は、平成22年 4

月に作成 したもので、それ以後に発行 された報告書については扱っていない。遺構、遺物が発見され

なかった試掘調査、工事立会についても、北上市教育委員会は積極的に公表 しているため、通常より

はるかに多 くを第三者が↓巴握できると思われるが、それでも古い調査については不明である (試掘が

年報=文献1641こ 載った1994年以前、あるいは年報が発行される1989年度以前)。

表について補足すると、文献については、本章末に示 し、全て番号で引用 している(こ こでも同じ)。

“調査箇所"は、便宜上次のように示 している。これまでの調査結果から、本遺跡の中心は、今回の

調査区～西に隣接 した部分であることは間違いない。これは、縄文時代前～中期に顕著だが、晩期 も、

さらには平安時代でも、遺構・遺物は密である。そこで、今回の調査区を中心に東西南北の方位で示

し、現在の道路で区分 して大体の場所を示す (第 5図参照)。 国道 4号にv字に交差する東西道路を

基準 とし、これより北を、西区、東区と呼称する。調査が進んでいる西区の南側は、この道路 と並行

する一本南側の道路を境に北側を西南西区、南側を南西区に分ける。この道路の東側は国道 4号に接

続 していない。この国道 4号に面する南北に長い部分を南 1区 とし、商端の道路を挟んだ同じような

区画の部分を南 2区 と呼ぶ。西区、西南西区、南西区も同様に、南北に縦断する道路で細分 し、東→

西に 1→ 3区 と呼称する。南西区は、 1区 の中央にも縦断する道路があるので、東側を la区、西側

を lb区 と称 した。国道西側は、これより南西方向にも遺跡は続 くが、調査はほとんどなされておらず、

遺構 。遺物 もほとんど発見されないので、区として分けず、小学校や中学校など目印になる建物を基

準に位置を示 した。第 1、 5図の遺跡範囲南西端に見える記号の西側の方が中学校、東側力Ⅵ 学ヽ校で

ある。表の「南小」 とは南小学校の略である。

国道東側は、遺跡の中心から外れ、あまり調査 もなされていないので、やや大まかに分ける。国道

の東側隣接地にも、西側 と同様南北に延びる区画があり、これを南E(EAST)区 とし、南端の道路

より北側を南EA区、南側を南EB区 と呼称する。前述のようにV字道路より北側 を東区、南側を、

国道西側 と同様、最初の東西に延びる道路 より北側を東南東区、南側を南東区と呼び、国道に近い幅

で南北に縦断する広い道路の西側をA区、東側をB区 とする。西区は、もっと西側にある曲が りくね

つて北側に廷びる道路を境に、西側をA区、東側をB区 と呼称する。

本調査に至 り報告書が刊行された試掘調査については割愛 した。 (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センターの本調査の前には、岩手県教育委員会が試掘調査を行っている (文献16、 19)。 2002

年の本調査の前に行った試掘調査では、今回同様国道東側にもトレンチを入れているが、過去に地形

改変を受け、遺構、遺物が確認されなかったため、本調査の対象範囲から除外されている (文献16)。

今回は国道東側からも遺物が出上 したことから調査範囲に含められたが (文献19)、 今回詳細に トレ

ンチを入れた結果、北半分は地形の改変を受け流れ込みと判断され全面を下げることはしていない。

(b)調査概要

本遺跡は古 くから土器片、石器が表採され、1972年の今回調査の遠因となる国道 4号線北上バイパ

スエ事に当たっては膨大な遺物が出土 したが、調査の行われないまま遺跡の一部が破壊されたそうで

ある (文献87:p.8)。 その後、この地域の市街化が急速に進み、土地区画整理事業に伴って行われ

た1977年 の事前調査に端を発 して (文献87)、 内容確認調査 も併せて行われ (文献87、 100)、 その

後の開発に対応 してきた経緯がある (第 1表)。 基本的には小規模な民間の開発で、市教育委員会が
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Ⅱ 立地と環境

対応 してきたが、2002年には国道 4号の拡幅工事に伴った事前調査が県教育委員会の指導のもと (財 )

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターによつて行われ、今回の調査は、この北側の続きである。

ところで、当初開発に追われる状態で遺跡認定がなされ遺跡範囲がはつきりしなかったためか、滝

ノ沢遺跡や隣接する丸子館遺跡を包括する「滝ノ沢地区遺跡」 という呼称もなされ (文献87:p.8)、

1982年 に県教育委員会によって示された図表にも、縄文時代の滝ノ沢遺跡とは別に「縄文 。中・近世・

その他」の時代の遺跡として「滝ノ沢地区」遺跡も示されている (文献■ :pp.2～ 3)。 少なくとも

2001年 まで県の遺跡台帳には「滝ノ沢地区遺跡」 という呼称が残 り、そのため (財 )岩手県文化振興

事業団埋蔵文化財センターが発行 した報告書 (文献456)に は、この名称が用いられているが、電子

化された現在の県の遺跡台帳では、滝ノ沢遺跡となっている。

遺跡範囲の東限、南限、西限がいつ確認されたのかわからないが、これまで本調査が行われた範囲

(第 5図 )外の東～南～西では明瞭な埋蔵文化財は確認されていないようである。遺跡範囲から外れ

ているのか、開発によつて消滅したかは不明である。

(c)時代 。時期ごとの概要

本遺跡は、縄文時代、平安時代の複合遺跡で、縄文時代は、大木 6～ 7a式期を中心とした前～中

期 と後～晩期の二時期に分けられる。後～晩期は、これまで晩期の上器 しか発見されていなかったよ

うだが、今回後期後葉土器が出土した (第 182図 1299)。

・縄文時代前～中期

本遺跡の主体 となる前期末～中期前葉の大規模な捨て場は、西 1区 と2区の間に南北に入る谷を西

限とし (文献91)、 国道 4号東側に南北に入る谷を東限 (今回調査区)、 1989年度調査区 (南西区)

付近を南限とするようである。北限は、今回調査区中段あたりまでで、その下の斜面下方には広がつ

ていないことが分かった。1984年度の調査でも同様の傾向を示 している (文献100)。 遺物包含層中

に住居 (そ の一部と思われる焼上、柱穴状土坑)が多数発見されることから、集落自体 も上記範囲よ

りそれほど広がらないと思われるが、土器片はその周囲からも出土している。

前期末 (大木 6式)以前、中期前葉 (大木 7a式 )以後の上器片 (大木 2b、 4、 5、 7b～ 8b

式)も 、ほぼ同じ範囲から出上 しているが、大木 8a式集落跡が、東 B区 (遺跡北東端)あたりに確

認されている。現状保存されたので不明だが、その南側で検出された縄文時代住居10棟 も、この時期

のものだろうか (文献166)。 また、この間をつなぐ大木 7b式の集落はさらに別の地点に存在する

のかもしれない。時期ごとに段丘達にそって集落が移動するのは、この地域の前～中期で一般的な在

り方である (次節参照)。

・縄文時代後期後葉～晩期

西 1区 を中心に晩期初頭～前葉土器が比較的多 く出上 し、晩期中葉土器片は少ないながらも西 1区

だけでなく東 B区でも発見されている (2005年 度調査区)。 今回の調査区で初めて後期後葉土器片も

出土 した。最も濃い西 1区でも、遺構は土坑や焼土、埋設土器のみで (1997年 度調査区)、 住居は発

見されないが、大型中空土偶の脚が 2点 (1986、 1997年度調査区)、 ボタン状石製品 (2001～ 2年度

調査区)な ど、侮れない遺物が出土 してお り、1986年度の中空土偶は晩期中葉、1997年度のそれは晩

期初頭～前葉 (大型遮光器土偶 ?)の可能性があり、ボタン状石製品は晩期初頭の可能性が高い (金

子 2010)。 小規模集落と単純に位置づけて良いかどうか (金子 2009:p.20)。 斜面下の丸子館遺

跡 (第 7図31)で も晩期の上器が出土することが古 くから知られているが、公表されたものを見る限

り (文献80、 84、 135)、 晩期後半～弥生時代中期前葉で、晩期前葉は認められないようである。

・平安時代
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第 1表 滝ノ沢遺跡これまでの調査一覧

査

度
調
年 調査原因

調査箇所

(本文参照 )

調査
面積ド

査
関

調
機

調査期間

(西暦 )

調査成果 検出遺構

(時期不明遺構省 く)
出土遺物 猷

↓章木
備考

1977 区画整理
西南西 1区隣接

(た だ し、77年
度南西 2区道路

飛 び地 、82年
西区 トレンチ合
む)

900

北
上
市
教
育
委
員
会

7763～811

縄文前期末～中期初頭集落→ ロ

ングハウス残骸 ?(炉跡、柱列)、

炉 8、 集石 81年 度調査で北側
に延びる谷検出、ここが包含層
西限/谷で須恵器片出土

大木 5～ 7b式 (6～ 7a
主 )土 器 、男根状石製品、
管玉、垂飾、_状耳FFり 25、

その未成品、土偶 42、 耳栓
9、 土製玉 4、 直径 5 cll程

度の腕輪 に似 た土製品、礫
石錘 2,599

V

ミ～南道路
五含層南限

宅地造成 7&107～1218
l区東側モザイク状

19梗 宅地造成 80728～1213

1981 宅地造成 180 81&18～1023 l区西端 包含層西限

ク範囲確罵 8Z413～430 1区南西端 西区

1984
確認調査

(精査含
む)

西 1区東～北東

今回調査区西隣 不明 8493～ 1120
大木 6住居、北側斜面土器捨て

場/9C末 ～ 10C初 住居、土

師焼成坑

大木 4～ 6式 (6主 )、 円筒
下層 di式土器、土偶 6、 石
剣 2、 垂飾、礫石錘 141/
晩期前葉土器/土師、須恵、
土錘 28

遺跡中央北端付近

査

未

調

居
＞

認

住

査

確
く

信

西
付

ヽ
端

西

北

北

央

区

中
１
跡

西
遺

近
不明 86721～95 縄文前期住居 ?/平安住居

大木 5～ 7a式 (糠 塚 主 )

土器、土偶 6、 耳栓、攻 耳、

礫石錘 121/中 空土偶

4年度西隣

詈位的所見

198「
確認調査

(精査含 )

西南西 2区北東

端、 3区
飛び地
二地点

87818～ 1028
G区→遺物包含層西端/L区 →

平安竪穴状遺構 2

大木 5～ 7a式土器片/土
師器 (G区でも)、 須恵器

G区 81年度調査区西隣

198〔 宅地造成
西
端

南

西
ib区 北 、

不明 8&&19～930 平安時代住居 2? 大木 5～ 7a式土器片/土
師器、須恵器

ク,93 90年度調査区西隣

199( 個人住宅 ?
南西 lb区 北東
端

320 9044～510
縄文前末～中初遺物包含層 (他
と異相)/平 安時代 ?溝

大木 6～ 7a式土器、土偶
6、 土製攻耳、石剣 9、 礫
石錘 153

18、 89年度の間

妾合、層位的所見

198〔

在宅老人
デイサー
ビスセン
ター

南西 la区 北西

端
不明 8947～518

縄文前末～中初遺物包含層 (他
と異相)/平 安時代 ?濤

大木 5～ 8b式 (6～ 7a
中心)土器、■lR Ю、致耳 2、

礫石錘 217

特別老人
ホーム拡張

南西 la区 北東

端
不 明 ν 93～ 1031

縄前末～中初r■E3、 土坑 ■ (貯

蔵穴、陥 し穴状 )、 遺物伍合層
大木 6～ 7a式土器、土偶
3、 石剣 1、 礫石錘 21

103 19年 度東隣

個人住宅 南 2区北西端 150 92724～83 な し 「範囲外から混入」土器片 104 !」 平 ? 遺跡中央南端

1994 資材置 き場 西 2区東寄 り 試掘 94718～720 縄文土坑、平安住 1(盛土保存 ) (調査面積 200ポ ) 164 豊跡南南西端

個人住 宅 西 1区南端中央 450 9794～ 1119
縄文晩期土抗、焼土、坦設土器
/9世 紀末 ～ 10世紀初頭住居
3

朔大ヽ木７ａ、中］一『
鵬
器、も、武

大

±

２

８

晩期主体、前中期わず
か

宅地造成 南小北東隣接区 試掘 991119、  22 時期不明落 ち込み、溝 (調 査面積 17儲 ∬) 量跡範囲中央南端

アパート 05年 度南隣接 試掘 0082～3 縄文住 10、 古代住 1ほ か (1,122ポ 現状保存 ) ミB区

住宅建築 東南東A区中央 立会 0061 なし (調 査面積 231ポ  ) 縄文土器、土師器、須恵器 A区中央南端

グループボーム78、 80年調査区 立会 00911^-915 遺物Q舘  (調査面積 795ポ ・) 遺物 晉南西 1区 中央

住宅建築 東南東A区東寄 立 会 001214 土坑 1

2001 住宅建築 南 1区中央北寄 り 472 01521～ 731 縄文住居 1、 土坑 (陥 し穴状 )

大木 5～ 7a式上器、土偶
9、 耳 41A、 土九玉、瑛 耳 5

/1Pt前土器片、ボタン状/
土師器、須恵器、刻書

2年度南西Ia区東隣

加
・肥

住宅建築
西 1区 南端中央

西寄 り
462

01830～ 1204
02415～ 724

縄文住居 1、 掘立柱建物 3、 大

木 6～ 7a式上器片敷土器片囲

炉/9C後 葉 ～ 10C初 頭住居
4

〕7年度調査区西隣

Ю α 国道拡幅
南1区東端

今回FIB査区南隣 り
1,646

文

ン

蔵

セ

埋

財

一

県

化

タ

0291～126
縄文前期末～中期初頭集落→住

居 5、 焼± 5、 埋設土器 6、 配

石 6、 柱穴 219

“
賦
故
品
、

遺構 遺物は北端に

集中

調査区南北約200m

弘ЭOラ アパート 南 1区中央南寄 り 試掘

北
上
市
教
育
委
員
会

0257 な し な し 調査面積44∬

土地売却 遺跡範囲南西端 試掘 03122 なし (調査面積 224ド ) な し 140 南中学校北東隣接

整地 遺跡範囲南西端 試 掘 03122 なし (調査面積 72∬ ) 縄文土器 南中学校北東隣接

住宅建築 05年度南隣接 立 会 03826～27他 なし (調査面積 515ポ ) な し 東南東 B区北西端

2004 携帝基地 ∽年度東隣接 試掘 04528 時期不明土抗、柱穴状土抗 なし (調査面積 26ポ ) 東 B区西端

市道改良
遺跡北東端

東B区東端
05412～428

大木 8a式集落→住居 1、 竪穴

状 4/貯蔵穴、陥 し穴

大木 7b～ 8a式 (8a殆
ど)土器/晩期中葉土器片、
石剣

東西二地点に分かれ、

西区は削平

住宅増築 l13年度試掘地点東 立会 05411、  13¶と なし (調査面積 133ポ ) な し 遺跡範囲南西端

抜恨 植林
西南西 2区西端

近い
05105～119

陥 し穴/9世 紀後半住居 1、 土

坑 1

大木 6～ 7a式土器片/土
師器、須恵器、土錘 2

149 削平

畑進入路 西 1区南端中央 06418～517
縄文前期末～中期初頭柱穴列 1

柱穴状土坑群
大木 6式上器片、瑛 状耳飾
り未成品 ?

畑南西端

アパート 南EA区中央東輪 試掘 0■125 土坑 4 なし (調査面積 926ギ ) 国道束側

Ⅱ 立地と環境
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第 6図  これまでの調査範囲 (2)一中心部分一



Ⅱ 立地と環境

本遺跡から出土した平安時代の遺物は、 9世紀後半～10世紀初頭のものがほとんどである。次節で

述べるように、この地域では、この時期中位段丘上が積極的に開発されるようになり (伊藤 1998:

p.84)、 本遺跡もそれに伴って出現した集落跡と考えられる。

この時期の集落跡がそうであるように (伊藤 1998:p.84)、 本遺跡の場合も “散居"的様相を呈

し、西区～西南西区～南西区、東B区 (2000年度試掘)な どに広がるが、縄文時代同様西 1区 に特に

その痕跡が濃いのが興味深い。西 1区は畑や林が多く残り、残存状況の問題と思われるが。遺構、遺

物の種類と量はそれほど多いとは言えないが、住居や溝のほか、土師器焼成坑、土錘なども検発見さ

れている (1984年度調査区)。

4周 辺 の 遺 跡

北上市は県内中心都市の一つとして開発も多かったが、非常に早い段階から埋蔵文化財保護に積極

的に努めてきており、その結果、多くの発掘調査がなされ、また報告書も迅速に刊行してきた。その

ため、分布調査による曖昧な情報に頼らずに文脈を描ける稀有な地域となっている。そこで、ここで

は、今回の調査で多くのものが発見された縄文時代前～中期と平安時代 (古代)の二つに分けて、周

辺の調査遺跡を見ていきたい (第 2、 3表)。 表中の文献については、本章末に示し、全て番号で引

用している (こ こでも同じ)。 なお、未調査あるいは他時代の周辺の遺跡については、岩手県の遺跡

台帳 (岩手県教育委員会)、 文献52、 55、 59等 に詳しい。

原則として発掘調査がなされ報告書が干J行 されている遺跡のみ扱い、試掘調査は埋蔵文化財が確認

され図で報告されているものに限るが、その後に本調査がなされたものは原則として含めていない。

本報告が後に出された概報も含めていない。平成22年 4月 に当センターの図書室にあったものに限り、

それ以後に発行された報告書については扱っていない。また、県や市町村教育委員会 の発行年が古

い報告書には欠号があるため、表に示せなかったものがあると思われる。欠号がはっきりしているも

のには、江釣子村教育委員会発行の『江釣子遺跡群』の昭和60、 61年度報告書、 F北鬼柳地区遺跡群

詳細分布調査報告 I』 、北上市教育委員会発行の『鹿島館遺跡調査報告 I』 (北上市文化財調査報

告第14集)がある。北上市教育委員会発行文化財報告書の第20集以前は欠号が多いが、遺跡以外の

報告書も多いと思われる (ち なみに、第 7、 8、 11～ 13、 18、 21集は当センターにあった)。

(1)縄文時代前～中期の遺跡

(a)表 の見方・補足

第 2表 と第 7図 に示した。前期末～中期前半を中心とし、これらについては、第 7図の図幅から若

干はみ出すものも網羅しているが、前期前半、中期後半ははっきりしないものは割愛した (網羅的で

ない)。 香号は、北上川東岸を北→南、和賀川北側を東→西、南側の段丘崖を西→東、その南側を北

東→南西の順に付けている。

以下、表の補足。第 7図 には図幅外で位置を示せなかったが第 8図 にはあるもの。第 2表 bの横町

遺跡は第 8図 68、 cの塩釜遺跡は69、 dの館Ⅳ遺跡は70、 eの境遺跡は80、 gの鳩岡崎上の台遺跡

は17、 hの新平遺跡は32である。第 2表 aの高畑遺跡は、第 8図 の図幅からも外れているが、第 8

図の北東隅から北東へ約 6 km、 滝ノ沢遺跡から北東約1lkmの位置にある。滝ノ沢遺跡からはやや離れ

るが、同じ北上市内の同時期の拠点的な遺跡ということで表に掲げた。第 2表 fの樺山遺跡は、第 8

図の南東隅、No。78の南東隣にある。第 2表 iの蛭川館は jの蛭川遺跡の一部に相当し、第 7図北西
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4 周辺の遺跡

第 2表 周辺の遺跡一覧表(1)一縄文時代前～中期―

遺跡名 所在地 立  地 遺跡の性格 遺構 造物 調査→機 関 年号 ( 備  考 文献
雪kB 化上 丘陵地 大木 6～ 7a集落 住居 土偶、礫石錘、大木 2、 9～ 10式土器 市S46(不明 ) 央状耳飾 り 1

b 黄町 化上 1位段丘 土抗 大木6～ 7a、 10式 、円等上層 a式土器 狭状耳飾 り 埋H6(1980)
〕し上 大木 5～ 7a拠点、10～後期集落 住居62 土偶 108、 攻耳38 市H4～ 6(不明 ) ヽ文編未見 で詳細不 明 134141

塩 釜 Iヒ上 ,位段丘 大木 7a～ 8b式上器、石製装飾品 市H18(96)
d 館 Ⅳ 北 上 氾濫平野 大木 9～ 10式住居15 前期初頭、大木 6～ 7b式土器、耳飾 り 埋 Hl～ 3(8,952) 人体文付土器
1 立花南 |と上 自然好 防 前期末土器片 市H15(363)
2 男山 北 上 小起伏山〕 繊維土器片 市S58(確認 )

岩脇 |ヒ上 中位段丘 土坑 前期初頭、大木 2式土器片 里H6(1800)
4 斉羽場館 北上 中位段丘 大木 1、 7b～ 8b式土器片 県S46(不明 ) 1斉羽場城跡」 3

北上 繊維土器片 埋H20(1290)
5 釜 Ffl 北上 自然堤防 大木10式住居 1、 石棒 埋H14～15(3,lT)

境 :上 自然堤 防 大木 8b式土器片 埋 H18～ 19(7,135)
比
「 大木 9～ 10式集落 住居 1、 土坑 埋H18～ 19(2590) 61

樺 山 】ヒ上 葛位段丘 中期配石、配石下土坑、住居 大木 7a～ 9式上器、土偶 県S27(不明 ) ∃吏跡 『北上市吏Jに転載 1

北 上 中期～後期初頭集落 配石、大木 6、 7b式住居 耳飾 り 市S43 トレンチ)

北 上 配石、前期末～中期初頭住居 5 大木 6～ 10式 (～ 7b式主)土器 市Hl(不 明 ) 土偶 7、 攻状耳飾 り 98
北上 前期末～中期初頭住居 大木 6～ 7b式土器、土偶 9、 耳飾 り 市H4～ 5(確 認 ) 斧状十製 品、」■状耳 glfり

北 上 前期後葉～中期中葉土器 (大木 6式主 ) 県H20 (不明 )

6 和 野 比上 低位段丘 大木 8b～ 9式住居 1 市S32 不 明 ) 「帰帆場遺跡 |と して穀告
7 擦沢 Iヒ上 申位段丘 袋状土抗、陥 し穴 ? 繊維土器片、大木 8b式上器 県S49 11

北 上 前期初顕土器片 市S63(不明 8世紀末製銅遺構
北 上 袋状土坑、陥 し穴 ? 繊維土器片 市Hユ 不 明 )

1ヒ上 袋状土坑、陥 し穴 ? 繊維土器片 市Hl 不甥 ) 97
北 上 焔 し欠 ? 織維 十器片 市Hl 不明 ) 105
北 上 市H9(20,∞ 0) 遺物編未見で詳細不明
北 上 焔 し穴 ? 特狭磨石 市H18(1,983) 158

嗚岡崎上の台 化上 ■位段丘 大木 6～ 8a式集落 大型住、袋状土坑 前期初頭、大木 5式上器 県48～ 51(不明 土偶多数、次状耳飾 り 9

大木6～ 8b式集落跡 住居 2、 大型住、袋状土抗 土偶、耳栓 県S56～57(235) 害2、 3次調呑 6869
北 上 :木 5～ 8a式集落 大型住 土偶、耳飾 り、石剣 埋H5～ 6(3.978) 第 4次調査 43
北上 太型円形住居 1 大木 7b～ 8a式土器 市H12(320) 第 5次調査

北 上 (本 8a～ b式住居 大木 5～ 8b式土器、土偶、瑛状耳飾 り 市H14(2約 ) 第 6次調査 136

下谷地 耳ヒ上 氏位段丘 前期初頭土器片 早S48(610)、 S49(580) 下谷地 A、 B遺跡
9 へ幡 北上 氏位段丘 大木10式土器片 市H16(312) 147

本痣 |ヒ上 位段 丘 大木 6式上器片 ? 市H2(270)
北上 大木 8b式住居 1、 袋状土坑 大木 7a～ 8b式上器 県S48～49(12,960) 隣谷地遺跡として古墳群と一括

h 新平 化上 中位段丘 土抗・前期前葉、大木 4～ 7b式土器片、石錘 埋 S59(1,572)
陀上 大木 2?、 5～ 6式、 8a式 土器片、土偶、攻耳飾 ? 里H15 2,828)

陀上 大木 5式土器片 ? 埋 H17(3,184)
蛭川範 陀上 膿位段丘 太木 8b式 ?土器片 HrS56(500) 中世城億

|ヒ 上 大木 7b～ (～ 8b式主)後期前葉 中期住居 1 土偶 町Hl(200) 78
】ヒ上 竪穴状 1、 石囲炉 1、 袋状土坑 大木 7b～ 8b式上器、十偶 市H4 %5) 104
北 上 遺物包含層中に石囲炉、焼土 大木 7a～ 8a式上器、土偶 市H5(300)

蛭ナ|| 北上 ■位快丘 大木 7b式 ?住居 1 大木 7b～ 8a式上器、三角濤形石製品 市Hl
に 蟹沢館 北上 雪位段丘 前期後半集落、ロングハウス環状 ? 大木 2～ 5式、岩偶、攻耳 S63～ H2(不 明 ) 概報のみ 礫石錘6,571`点

11 石曽根 中位段丘 大木 8b式集落 掘立、袋伏土坑、陥し穴 大木 1、 5～ 8a式上器片 理Hl～ 2(3150)
本郷野 1ヒ 上

“

位段丘 大木 7a～ 8a式集落 住居18 土偶、映状耳飾夫成品 埋Hl～ 2(15,490) 本郷遺跡
上須々孫館 】ヒ上 ■位故丘 大木 8b式拠点集落 住居 18、 袋状土坑、陥し穴 7～ 8a式土器片 理H2 4,150) 体崎館遺跡

14 中屋敷 北 上 ■位段丘 前期初頭、大木 8b式上器片 埋H3(6,080)
法量野 I 北 上 辛位段丘 大木 7a、 8b式土器片 理H2 (9,990)

県孫 化上 中位BL丘 大木6～ 7a式拠点集落 石錘多数、土偶、耳飾、大木4～ 5式土器 理H2～ 3(15,560)
17 硯音館 七上 限位段丘 大木 6～7b式土器片 埋 H2、 4(&540)

上反HT Iヒ上 lR位母F 中期前半土器片 埋H2～ 3(4710)
梅ノ木台地] |ヒ上 砥位段丘 大木 6式上器 ? 埋H3(3890)
梅ノ木台地 I |ヒ上 低位段丘 大木 5～ 7b式土器、土偶、礫石錘多数 埋Hl
岩崎城西 化上 眠位段丘 前期初頭～大木 2b式、大木 6式土器片 埋Hl(5550)
岩崎城 化上 低位段丘 大木 7b～ 8a式拠点集落 土偶、耳飾、前期初頭、大木 5式土器片 県S49～50(23,990) 「梅ノ木遺跡Jと して報告 7

23 高田坂 上 眠位段丘 大木 6式住居 1、 焼土 ユ 埋H2(5054) 1岩崎台鋤接跡群 |と 1´ て報告

24 伍大坂 I 上 眠位段丘 土抗、陥 し穴 ? 前期初頭、大木 6式土器片
埋S63～H3(46,267) 「岩崎台地遺跡群Jと して報告 3925 欠ノ下台地

|

】ヒ上
|

氏位段丘 中期末 ?住居 1 前期初頭、大木 6、 8a、 9～ 10式土器

六軒   | 】ヒ上 |申～低段丘 前期初頭 ?土器片 理H2(300) 「 L残枷■番蘇 | 2馬

六軒 iヒ上 低段丘 前期初頭 ?、 大木10式 ?土器片 埋 H2(8370) 「上鬼柳Ⅲ遺跡J 25
六軒 |ヒ上 低段丘 袋状土坑、陥 し穴 前期初頭～大木 1、 7a～ 8b、 10式上器 埋H2(9190) 上鬼柳Ⅳ遺跡J

酬上 化上
|

氏位段丘 大木10～ 後期初頭拠点集落 斧状、土偶、大木 8b～ 9式土器片 埋Hl～ 3(4930)
下成沢 I 1ヒ上 氏位段丘 ? 前期初頭、中期中葉土器片 県S47(1,250) 天沢遺跡 1

29 下成沢 ] ,ヒ 上 1位段丘 焼石 ピッ ト? 繊維土器片、大木 8b式土器 県S47(1,200) 下成沢遺跡 1

鹿島館 化上 氏位段丘 大木7a式住居 大木 2式土器片 市S47(8,000)
J] 丸子館 化上 氏位段丘 狭状耳飾 市E10(1,470)

電ノ沢 化上

“

位段丘 本書第 1表参照
萄館 化上

“

位段丘 繊維、大木10式土器片 県S48(4660)
鬼柳西裏 化上 ヨ然堤防 大木10式住居 1 大木 3?、 7b式 土器片、大木10式土偶、装身呉 県S50～51(4400)

〕5 八木畑 |ヒ上 当然堤防 大木10式土器片 県S49(800)
,6 大堤 上 ■位段丘 大木 2b式土器片 市H15(試掘 ) 140

葛前壇 Ⅱ 上 ■位段丘 大木 1～ 2式住居、土坑 土器 市S63(不粥 ) C～ D区 102
子ホ I 上 E位段丘 大木 1～ 2式住居、土抗、大木 9式住居 映状耳飾、男根状石器 市Hl(不 明 ) G区
根梨ノ本 上 1位段丘 「前期中葉」陥し穴 H2～ 4(30ア000) 「南部工業団鋤内潰訴 |

上大谷地 上 ,位段丘 前期末～中期前葉土器片 県 S47(800) l

成沢 Ⅱ 上 Ⅲ位段丘 前期後葉住居 2、 前期中～後葉土坑 大木 5式土器片、中掠火山仄 市H8(2,000)
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H 立地と環境

隅から西へ約 l kmに あり、滝ノ沢遺跡の北西約■.5kmに位置する。第 2表 kの蟹沢館遺跡は、蛭川遺

跡の北北東約 l km、 滝ノ沢遺跡の北西約13kmに ある。

報告書等は出ているが、表に示せなかったもの。北上市立「博物館本館北側」を試掘 した際に大木

l式上器片が採取されているようだが (文献90)、 遺跡として登録されていないようである。その他

の遺跡から出土 した前期末～中期前葉の土器も、『北上市史』 (文献)に は多 く掲載されている。

次に、第 7、 8図の図幅に近接 しないが、比較的近い同じころの主だった調査遺跡を挙げる。江刺

市宝性寺遺跡は、第 8図の南東端から南東約4.5km、 滝ノ沢遺跡から南東約 8 kmに ある、中位段丘に

立地する大木 5～ 7a式の拠点集落である (文献50)。 金ヶ崎町中荒巻遺跡は、滝ノ沢遺跡から南約

7 kmに位置 し、低位段丘に立地する大木 8a～ b式集落のようだが、大木 6～ 7b式上器片も出上 し

ている (文献 8)。 金ヶ崎町和光 6区遺跡は、滝ノ沢遺跡から南西約10kmに あり、中位段丘に立地す

る大木 6～ 7a式の拠点的な集落で、大木 5式上器も認められる (文献21)。 金ヶ崎町千貫石、長根

前遺跡は、和光 6区遺跡の北北西約 2 km、 滝ノ沢遺跡からは南西約 9 kmに あり、大木 1、 4～ 8b式

土器、土偶が出上 しており、ロング・ハウスや大木 7b式の住居が検出されている (文献167)。

最後に、以上より遠いが約20に皿圏内にある同じころの主だった調査遺跡。第 7図和賀川の南側段丘

崖に並ぶ遺跡群は、秋田自動車道建設に伴って調査されたものであるが、その秋田自動車道を秋田方

面に向かった錦秋湖サービスエリア建設に伴って調査されたのが、峠山牧場 I遺跡B地区である (文

献40、 45)。 滝ノ沢遺跡からは西に約22kmの 距離にあ り、大木 6式期を中心 とする拠点集落 (ロ ン

グ・ハウスが放射状配置)である。滝ノ沢遺跡の南東約20kmに は、大中田 (文献49)、 新田遺跡 (文

献48)があり、どちらも大木 5～ 6式を中心とした集落で、大中田遺跡は攻状耳飾の未成品が多 く発

見されている。滝ノ沢遺跡の南西約22km、 胆沢扇状地の扇頂に近い位置に大清水上遺跡がある (文献

54)。 大木 5式を中心とする拠点集落 (ロ ング・ハウスの環状集落)であり、国史跡である。ちなみ

に、同じく国史跡の大木 2～ 4式 を中心とする拠点集落、遠野市新田Ⅱ遺跡は、滝ノ沢遺跡の東北東

約32kmに ある。また、前述の峠山牧場 I遺跡の北西約10km、 滝ノ沢遺跡の西北西約31kmに は、大木

6式を中心 とする拠点集落、清水 ヶ野遺跡 もある (文献46)。 さらに、滝ノ沢遺跡の南南東約 13止m

にある佐野原遺跡は、小規模集落らしいが大木 6式の竪穴住居跡が発見されている (文献169)。

以上の諸遺跡を一覧 した20万分の 1図が文献48に あ り (第 4図 )、 分布調査の結果 も網羅 してい

る。この地域は、伊藤鉄夫、陽夫両氏によって綿密な分布調査が行われ、その結果も公表されている

ため (文献171、 172)、 この図で、この地域の大木 6式期を中心 とした様相をかなりの程度押さえる

ことができよう。ただし、丸子館、滝ノ沢遺跡の位置が逆になっている。

(b)概要

第 7図の図幅内を中心に滝ノ沢遺跡からほぼ10km圏 内の様相を概観する。縄文時代前～中期の遺跡

は、立地、集落形態などから二つの画期が認められ、前期初頭～大木 2b式、大木 4～ 8b式、大木

8b～ 10式期の三期に分けられる。大木 8b式は過渡期で、前後どちらの様相も認められる。前期初

頭～大木 2b式期は、土器片が散在する程度だが、大木 4式以後の立地に共通 しながらも高位段丘や

小起伏山地など標高の高い場所での出土が目立つ (第 2表 2～ 4、 k)。 大木 3式上器の出土は当該

地域には非常に少ない。そうした中で、蟹沢館 (第 2表 k)は特異な存在だが、より広い範囲を見渡

せば、上述の大清水上、新田Ⅱ遺と共通するようである。すなわち、大木2～ 6式期は、それまでと

同様の立地でロング・ハウスを主体として集落を構成するようだが、大木2～ 5式期の拠点集落が存

在しない地域では顕在化しないのであろう。

そして、土器自体は大木4式から徐々に出土していくようだが、実際には大木 5b式か大木 6式期
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4 周辺の遺跡

に至って、これまでよりやや低い地形 (中位段丘が主)を 中心にロング・ハウスを主体としない集落

が出現するようであり、この地域にも顕在化する (第 2表 a、 b、 f、 g、 i?、 16)。 こうした傾

向は大木 8a、 一部 8b式期まで続くようだが、大木 6式期ほどの繁栄は認められない。また、第 2

表 bの横町遺跡では、 cの塩釜遺跡、さらにはdの館、遺跡へ (小田嶋 2008:p.9)、 第 2表16の

煤孫遺跡では、12の 本郷野遺跡あるいは22の岩崎城遺跡、さらには13の 上須々孫館遺跡、そしてお

そらくどこか別の遺跡を経て27の 柳上遺跡へというように、拠点集落が周囲に移動している様子が窺

われる。滝ノ沢遺跡や第 2表 fの樺山遺跡、́ gの鳩岡崎上の台遺跡では、こうした傾向は認められな

いが、滝ノ沢遺跡や鳩岡崎上の台遺跡は、遺跡として括られた範囲自体が大きく、遺跡の中で時期ご

とに集落が移動している可能性がある。現に、滝ノ沢遺跡でも、大木 8a式期の集落は、今回の調査

区から離れた東B区 (前節参照)で認められ、鳩岡崎上の台遺跡でも、時期による移動が認められて

いる (文献43:p.257)。 大木 8a式期までの集落移動は、同じ地形の中で行われていたようである。

大木 8b式期になると、これまでと同様の地形にも立地するが、より低い場所にも明確に集落が立

地するようになる (第 2表 d、 5、 e、 6、 10、 34)。 ところが、大木10式 の終わりころから後期初

頭にかけては、低い場所を捨て再び元の地形に集中するようで、例えば、上述の館Ⅳ遺跡は再び横町

遺跡へもどるようであり (小田嶋 2008:p.9)、 元々これまで通り比較的高い地形に立地していた遺

跡 (第 2表 f、 i、 27)イよ、後期初頭までそのまま継続するようだ。中期後業での変化は古くから指

摘されている (例 えば、佐々木1983)。

こうした変遷の中で本遺跡の主体的な時期、大木 6式期に焦点を当てる。このころの遺跡、特に集

落跡は、地形の変化点、それも段丘崖に立地することが多く、和賀川、胆沢川流域では特に顕著で、

連続して並び線をなす (第 7図 )。 これらの遺跡では礫石錘が顕著に出土するが (第 2表 16、 上述の

峠山牧場 I遺跡など)、 滝ノ沢遺跡では特に多い。これは、段丘下が和賀川の氾濫原に当たり、湿地

状を呈していて内水面漁業に適していたことを意味するのであろう。そして、段丘崖という立地は、

段丘下の漁、崖付近の植物採集、段丘上の狩猟という三つの主要生業の交叉点を意味し、その比重が

ほぼ均等化していたことを示唆するのではないか。

集落は比較的高いところに立地することが多いが、低地にも土器片の出上が見られる (第 2表 d、

1、 10な ど)。 これは、低地に集落が立地した、あるいは低地での活動が増えたと言うよりも、繁栄

に伴って、おそらくは人口が増えたため、低地を訪れる人がこれまでより非常に増え、低地での活動

が顕在化しやすくなったため (確率の問題)と考える。ついでながら、稀に見られる低地での前期初

頭土器片の出土も (第 2表 d、 8)、 ここでの活動が顕在化しただけで、特にここに集落が立地した

わけではないと思う。顕在化するのは、「前期初頭」と捉える時期幅が長いせいかも知れない。

この地域の大木 6式期の拠点集落は、滝ノ沢遺跡のほかに、横町 (第 2表 b)、 樺山 (同 f)、 鳩

岡崎上の台 (同 g)、 煤孫 (同 16)がある。高畑遺跡 (同 a)も 相当しそうだが、横町遺跡よりさら

に遠い。新平遺跡 (同 h)も 相当するかもしれないが、地形改変によって不明である。最短の樺山遺

跡までは直線で3.5km程度だが、間には大きな北上川がある。同じ地形の煤孫遺跡までは約7.5km離 れ、

その他はいずれも北上川、和賀川という大河川を挟み、4.5、 6 kmと 集落間距離は一定しない。

拠点集落の周囲には、同時期の上器散布地が認められる傾向があり、また第 2表23の 高田坂遺跡や

上述の佐野原遺跡のように、この時期には明確な小規模集落も存在するようである。

(2)古 代 の 遺 跡

周辺の古代 (古墳時代末～平安時代)の調査遺跡は、第 3表および第 8図に掲げたが、本遺跡の主
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第 3表 周辺の遺跡一覧表(2)一古代一

遺跡名 折在地 立  地 遺跡の性格 遺構 遺物 調査→機関 年号 (笛 備 考 文 献

l 秋子沢 北 上 中位段丘 10世紀初頭前後住居16 須恵器、鉄製紡錘車、鎌、緑釉陶器 市S41、 42 二次 は早稲 田大学 と 約

2 築館 化上 中位段丘 奈良時代住居 1 土師器 市H18 246) 153

3 鳥喰 I 化上 氏位段丘 古代住居跡 土師器 県H13 試掘 )

4 南田 I I佐 上 自然好 防 平安時代住居 3 土師器、須恵器 県H13 300 「南田遺跡」
5 堰向 コ 北 上 自然堤 防 9世紀後半～10世紀初頭集落 住居46、 掘立 耳皿、風字硯 埋H15 総柱建物跡 緑釉 陶器丹

6 西川 目 |と上 ヨ然堤防 9世紀後半～10世紀初頭集落 住居 9、 掘立 土錘68点 哩H15
9世紀後半～10世紀初頭集落 住居 3 土師器、須恵器 市H16(立 会 ) 142

9世紀後半～10世紀前葉集落 住居 6、 焼成遺構 土錘、砥石 市H16 t928) 144
7 中島 封ヒ上 自然堤防 県H14(試掘 )

8 岡島 北 上 自然堤防 9世紀後半住居 県S50(1,920) 「野田Ⅱ遺跡 |と 報告 5

9世紀末～10世紀初頭住居 1、 10世紀後半土坑 砥石 市H17(52)
9 野田 I 七上 自然提防 土師器数片 早S51(3,000) 5

9世紀後半～10世紀集落 住居 5 土師器、須恵器、鉄鎌 埋 H18(955)

柱穴状土坑 土師器片 県H19(試掘 )

中居侠 Ⅲ 】ヒ上 ヨ然堤 防 県Hll(立 会 )

11 中居俵 Ⅱ 】ヒ上 低位段丘 平安時代掘立柱穴 土師器、須恵器 具H10(試 掘 )

9世紀後半集落 住居 6 土師器、須恵器 壁Hll(800,
幅下 】ヒ上 自然堤防 平安時代竪穴住居 土師器、須恵器 市H15(試掘 ) 140

牲丹畑 】ヒ上 自然堤防 奈良～平安集落 住居 6 甑、土鍾 市S62(試据 ) 92

奈良～平安集落 住居 7 赤焼土器、墨書、刻書、鋲製紡錘車 市S63(不明 ) 95
9～ 10世紀集落 住居25 土錘、羽日、鉄製雁股鏃、鎌 理S63～ Hl(8660 1上川岸 Ⅱ損 LuN Iと して報告

8世紀後半住居 市H13(290) 132

8世紀末～ 9世紀中頃集落 住居 3 土製九玉 市H16 000)

9世紀中葉住居 1 土師器、須恵器、砥石 市H17(92)

古ft住居 1 土師器、須恵器 市H18(試 掘 )

古代住居 5 9世 紀前～後土師器、須恵器 市H19(試掘 )

8世紀末～ 9世紀 中頃集藩 住居 10 砥石 市H16(小 明 , 162

蒲谷地 コ 北上 自然堤防 8世紀末～10世紀前葉集落 住居 5 土師器、須恵器 市H3～ (不粥 ) 常盤台と合わせ26699∬
講解台 Iヒ上 中位段丘 平安時代竪穴住居10 奈良～平安土師器 ? 市S38(市民会範 ) 工事中、 2日 間のみ

10世紀前棄住居 1、 平安住居 1 土師器 市H3～ (不明 ) 蒲谷地 Ⅱと合 わせH14ま で 148

籐沢 1ヒ上 申位段丘 奈良～平安集語 住居、土抗、焼土 土錘、紡錘車 県S49(1,600) 11

～ 9世紀集落 仁居 6 須悪器、勾玉、多数の対蝸、羽回 S鶴 (不 明 ) 8世紀末製鋼遺構 94
10世紀初頭前後集落・住居 1(ロ クロピット)、 塚、土師焼成坑 市Hユ 不 明 97
9世紀後半集落 住居 5、 土坑・緑釉陶器、須恵器、鉄製鎌 市Hl(不 明 |

9世紀後半集落 住居 2、 掘立、土坑 土縮器、須東果 市H7(1,700)
奈良～平安集落 住居34、 掘立、ロクロピット、土師焼成坑 市H9(20,000)

7世紀後棄～ 8世紀前半の墓坑→蕨手刀出土 市H18 983) 158
嗜岡崎上のと Iヒ 上 位段丘 余良時代後半～平安時代集落 住居14? 土製紡錘車 県48～ 51(不明 ) 鴻岡崎遺跡J 第 1次調査 9

土抗 3 茶 艮時代土師器小片 県S56～57(235) 6869
奈風束 ～平安集落 住 87、 掘立・勾千、出羽華 埋H5～ 6(3,978) 第 4次調査

北 上 虫位政丘 (土師器小 片 ) 村S62 (230) 第 1次調査  中世億跡

旨予山奇Ⅱ Iヒ上 中位段 F 平安土師器、須恵器 市H15(試 掘 ) 140

曽山 I 化上 則 立技 丘 村S63(試掘 ) 74
曽山 Ⅱ 北 上 氏位段丘 平安集落 掘立 2 8世 紀末～ 9世紀前半土師器 市■ 9(3,450) 1曽山遺跡」

32 下谷地 1ヒ上 氏位段丘 9世紀後半～10世紀土師器、墨書土器多数 県S48(610)、 S49(580) 下谷地 A、 B損跡

〕3 葛橋 化上 氏位段丘 奈良住居 1、 平安住居 3、 円形周溝 1 墨書、10世紀赤焼土器、鉄鏃 村S55(1,800)
へ幡 十ヒ上 氏位段丘 古墳末～平安集落 住居 18、 野窯、合口甕棺 本寸S58 (1560) 第2次調査 70

古代土抗 土師器 市H14(試掘 ) 138

古代住居 5 奈良時代末～平安時代前期土師器、須恵器 市H16(試掘 ) 142

8世紀前半、 9世紀後半土師器、墨書土器、漆 14N、 下駄 市H16(312) 147

古代住居 2 土師器、墨書土器 市H19(謝 )

7世紀後半～ 9世紀集落・住居 10、 掘立 緑釉陶器、鉄鈍 市H18～ 19(1000) 163

本宿 iヒ土 氏位段丘 百墳後半 ～半安時代集落 住居 24、 古増  和 同開称 県S48～ 49(12,960) 盾谷地遺跡 として苫墳群 と一lE

8世紀後半住 2、 10世紀住 1 市Hll(195)

平安時代竪穴住居 土師器、須恵器 市H15 試掘 )

8世紀後半住居 2 土 師器 雨H16(試 掘 )

百4ヽ仁居4 土RRl器 市H17(試掘 )

8世紀末～9世紀前半集落 住居 6、 掘立 鉄斧、小札 市 H15(690) 住居 5棟から赤彩球胴奏

古代住居 3 土師器、須恵器、手づ くね土器 市H19(試掘 )

五条丸 Ⅱ 4ヒ上 自然堤防 徹柱掘立柱建物跡 奈良時代土師器、黒曜石剥片 市H8(1,700)
27 本宿羽場 北上 低位段丘 粂艮仁居 1、 合 口理甕 ?→ 10世紀 村M7(38) 第 1次調査

平安住居 1 赤焼土器 柑S55 2次調査

奈良～平安 (10c)集落 f■ E15、 鍛冶工房 璃職製勾玉、鉄製紡錘車 市H5～ 6(850, 08
猫谷地古墳群 北 上 自然堤防 古墳 主体部 村S26(不明) 1次調査

古墳時代末集落跡 住居 4 ガラス製小玉 1 村S54(型5) 4次調査

住居 1 土師器、須恵器 本↓S55 (92) 5次調査

世紀後半古墳 主体部 勾玉、石製丸玉、錫製釧、鉄製輪 村S62(256) 7次調査

百墳周涅、濤跡稜土 に灰 自色火山灰 付H2(298) 8次調査

古墳周溝 4 土師器片、ガラス小玉 1 市H4(不 明 ) 104
五条丸古墳群 北 上 自然堤 坊 盲墳 主体部 副葬品多数 県S37(不明 )

7世紀中住居、溝跡 須恵器 村S55(193) 2次調査 67

百墳 卜寸S56 3次調査

(磨滅 した土師器片のみ) 付S59(213) 4次調査

吉墳  8世紀前半土師器 付S62(343) 9次調杏 穆

百墳 半安時代蔦跡 (埋土 中位 に火 山灰 ) 卜すS63 (883) 10、 11次調査

古墳 主体部 碧玉製丁字頭勾玉、琥珀製薬玉、切子玉 ‖Hl(316) 12次調査

占墳周違 ‖H2(ク 1) 13次調査

古墳周溝 2 市H8(340)

Ⅱ 立地と環境
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4 周辺の遺跡

遺跡名 万在見 立  地 遺跡の性格 遺構 遺物 調査→機関 年号 (ポ ) 備  考 文献

占増 周溝 、主体都  十節器細片のみ 市H10(122 第16次調査

古墳末～奈良集落跡 住居 3 7世 紀末土師器 市Hn(290) 第17次調査

吉墳周溝 2 9世 紀須恵器 市H17(347) 第18次調査 143

(時期不明溝、土坑 ) 市H18(58) 第 19茨調査 152

五粂税籠 |ヒ上 氏位段丘 9世紀前半住居 1 村S55(58) 第 1次調査
家 |ヒ上 K位段丘 平安集落 住居 5 赤焼土器、奈良土師器 村S54(520) 第 1次調査

平安集落 住居 3、 8m規模の住居 赤焼土器 村S55(385) 第 2次調査 67

平安集落・住居 3、 8m規模の住居 赤焼土器

`寸

S59 (213) 第 3次調査 71

9世紀住居 墨書土器 市H12(1,190)

新平 |ヒ上 中位段丘 10世紀竪穴住居跡 1 埋 S59(1572)
平安時代土師器、須恵器小片 埋H15(2828)
平安 (10世紀中葉 ?)集落 ムシロ底、土鈴、土餌 埋 H17(3.184)

芦萱 化上 砥位段丘 平安 (10世紀 中葉 ?)集落 土坑、溝 羽日 埋H17(200)
下糠坂古算 化上 低位段丘 9～ 10世紀須恵器大整 県H19(不明 ) 近世環濠屋致 17

〕5 岡代 に上 限位践丘 上師器、須 恵器 埋 H20(4 4FD2) 中近世館跡
〕6 工釣子和野 |ヒ上 低位段丘 7世紀末～ 8世紀初頭集落 住居 4 須恵器壺、土製紡錘車 本寸Hl(533) 第一次調査

8世紀住居 1 市H16(試掘 ) 1和野遺跡 |

,7 工釣子宿 上 !丘 平安住居 1 土師器、須恵器 市 H 7(試編

妻川 |ヒ上 低位段丘 8世紀後半～ 9世紀集落・住居 3 市コ 7 (587) 中～近世

FYJ7J子羽瘍 |ヒ上 氏位哉丘 8世紀末～10世紀集落 住居17 墨書土器 市 H 3(立会 )

8世紀後半～ 9世紀集落 住居 6 土製紡錘車、石製有孔円盤 市H12～ 13(600) 133

8世紀末～10世紀集落 住居 9 赤彩球胴甕、土製勾王 市ロ 4(立 会 ) 138

土師器、須 恵器 市H15(試掘 ) 140

古代の住居 1 土師器、須恵器 市H19(試掘 )

鬼柳西裏 化上 自然堤防 平安時代集落 住居 18・ 10世紀土師器、刻書土器、碁石 県S50～51(4,400) 6

西 野 北 上 自然堤防 平安時代集落 住居 3、 掘立 1、 鍛冶工房、ロクロピット 種 県S50(5000) 5

南館 ‖ヒ上 キ位段丘 平安時代住居 土師器、須恵器 市H15(試掘 )

43 松 ノ木 ヨ妹埠防 土師器、須恵器 県S50(480) 5

44 小糠沢 北 上 自然堤 防 10世紀前半土師器、須恵器 市H16(立会 )

ち 人本畑 北上 自然堤防 平安時代土師器、須恵器 労詩S49 (800) 5

t6 丸子館 】ヒ上 五位段丘 平箸時代倅屏 2 ロクロ十師器 市S53～54(4000】 中世館訴

平安時代竪穴状遺構  9世紀後半土師器、須恵器、赤焼土器、墨遣 市H10(1470) 135

電ノ沢 Iヒ 上 中位段丘 本書第 1表参Лξ

卵 ノ木 Iヒ上 中位段 丘 平安時代集落 住居 5 市S46(不明 )

9世紀後半～10世紀前葉集落 住居 2 土師器、須恵器 市■15(2426)
鹿島鐘 北 上 中位段丘 土師器、須恵器 市S47(8000)
葛西壇 |し上 平安時代竪穴住居 2 10世 紀初函前後土肺鼎 市S41(ラ イスセンター

1 た塀 〕ヒ上 中位段丘 10世紀初頭前後集落 住居 lo 赤雄 十器 市H10(1800)
平安時代竪穴住居 10世紀初頭前後土師器、須薫器 市H15(試編 ) 140

蒼前森 北 上 中位段 丘 10世紀住屏 2 刻書 十器 市S56(2000) 109
葛前殖 Ⅱ |ヒ上 中位段丘 平安時代集落 10世紀初頭前後土師器、墨書、錫状鉄製品 市S63(不明 ) 覇部I菜団地内遺跡 102

平安時代住居 1、 製炭遺構、土器埋設遺構 墨書土器 市H5～ 7(362,約 0) 大堤公国内遺跡
貿 平林 I |に L 砥位段丘 平安時代竪穴住居 2、 土坑  10世 紀初頭前後土師器 市Hl(不 明 ) 南部工業団地 内遺隊

柳 上 |ヒ上 隈位段丘 平安時代集落 住居 5、 焼土 土師器、須恵器、墨書土器 埋 Hl～ 3(4,930)
六軒 北上 中～低政五 平安時代住居 1、 畑 10世紀土師器 埋H2(9190) 上 鬼柳 Ⅳ着隊

六軒 七上 中～低段丘 平安時代集落跡 住居 11、 掘立 12、 工房、窯跡 ? 施釉陶器 埋 H2(8370) 「上鬼柳Ⅲ遺跡
六軒 陀上 中～低段 F 平安時代住居 2 里H2(300) 「上鬼柳Ⅱ遺跡J

六軒 牝上 中～低段丘 平安時代掘立、 9～ lo世紀火葬墓 (蔵骨器、人骨あ り) 埋 H2～ 3(8,700) 「上鬼柳 I遺跡J

1ヒ上 氏位段丘 6世紀末～ 7世紀初頭古墳  9世紀初頭～11世紀中葉集落
埋 S63～ H3(46,2年 ) 「岩崎台地遺跡群」として報告58 伍大坂 I 北 上 氏位段丘 住居 117、 掘立、井戸、畑 灰釉陶器、湊紙、ガラス玉73、 石帯

59 下成沢 I 北 上 氏位腎 F? 10世紀初吸前後集落 住居 6 鍛 冶関連住居 ? 呆S47(1,250) 成沢遺跡

60 下成沢 Ⅱ 北 上 中位段丘 土師器、須恵器 県S47(1,200) 下成沢遺跡 11

三十人町 I Iヒ上 申位段丘 平安時代竪穴住居 1、 焼± 10世紀初頭前後土師器 市S42(本 田) 「土師器焼成箇所 ?J
62 成沢 ] 北上

“

位段丘 平安時代集落 10世紀初頭前後土師器、墨書、鉄製紡錘車、鉄床石 市H8(2,000)
63 比丘尼沢 化上 和位践丘 平安住居 2、 土師器焼成坑、合日整構  10世 紀土師器、土錘 市S58(不 明 ) 88

上大谷地 北 上 ■位段丘 10世紀初頭前後集落 住居 5 鍛冶関連住居 ? 石製紡錘車 県S47(800) 11

10世紀初頭前後集落 住居 1 市Hl(不 明 ) 96

平安集落 住居 5 10世 紀初頭前後土師器 市H3(780)
出根梨 ノ木 |と上 ,位段丘 平安時代集落 建物跡、塚、製炭遺構 ,10世紀初頭前後土師器 市H2～ 4(30■000) 南部工業団地内遺跡 107

前稗沢 |ヒ上

“

位段丘 9世紀後半～末集落 住居 2 土師器、須恵器 市H6(200) 12

半安時代集落・製戊遺穏 墨書土器 10世紀初頭前後土師器 市H6 言部工業団地内還跡

ら7 北長根道合 金 ヶ崎 1位段丘 上坑、溝 土師器片、須恵器片 H21(不 明 )

廣町 1ヒ上 中位段 丘 9世紀住居 1、 溝 土師器、須恵器 里H6(1,980) 12

8世紀末～ 9世紀後半集落 住居η、掘立、円形周滞 墨、刻書 市H4～ 6(不明 ) 楚石建物は仏堂 (横山廃寺 )

塩釜 北上 卒位践丘 9世紀後半仁居 1 土師器、須恵器 市H18(96) 159

Ю 館 Ⅳ 北上 咆濫平野 平安集落 住居 6 9世 紀後半土師器、須恵器、土錘、鉄紡錘車 哩Hl～ 3(8,952)
Fl 立花館 化上 氾濫平野

君 I 化上 氏位段丘 安時代土師器、須恵器 里H9(1,000) 44

安時代土師器、焼壁 (ス サ入 り 市H16(360)
立花南 陀上 自然堤防 8世紀後葉～ 9世紀前葉集落 住居 6、 焼成遺構 赤彩球胴箋 市H13(398) 127

土師器 暑H14(不明 )

安時代集落跡 土錘、土製小玉、砥石 市H15(363)
8世紀後葉～ 9世紀前業集落 住居 4、 棚、焼成遺構 赤彩 市H17(210)
古代住居38 8世紀後半～ 9世紀前葉土師器、須恵器 H19(立会 )

国見山廃寺 |ヒ 上 」ヽ起伏 山地 安山缶寺院 9世紀中頃～12世紀 礎石建物 3 人稜鏡、瓦螂類| H14(確認 ほカ 10世紀 中頃～ 11世紀 l■
A盛 129

岩脇 ‖ヒ上 1位Fx丘 半賓 時代 土師器、須 恵器 H6(1800) 1

猪
一

斉羽場館 1ヒ上 ■位段丘 Ю世紀初頭前後竪穴住居跡 1 里H20(1,290)
上台 北 上 中位段丘 平安集落 住居、掘立 布 目瓦、土錘 iS44(不 明 |

帽 田 1ヒ上 氾濫平野 ? 上師器、須恵器破片 H18(試掘 )
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Ⅱ 立地と環境

遺跡名 折在地 立  地 遺跡の性格 遺構 遺物 調査→機関 年号 (■ 備  考 文 献

争 附 |ヒ上 自然堤 防 平安時代住居 1 土師器、須恵器、土錘、「佛」線刻砥石 県H14(270)

奈史時代住居、平安時代土坑 埋 H14～ 15(3,147)

境 |ヒ上 自然堤防 古代住居 4 土師器、須恵器、土錘 市H18(立 会 )

平安時代集落 住居 8 墨書土器、土錘、 5～ 6世紀土師器 埋 H18～ 19(7,135)

土師器、須恵器 埋H18～ 19(2,590)

:ユ 谷地 ¬然埠防 平安時代集落 住居 1、 焼土 ピッ ト 10世紀初頭前後土師器 県S49(2720) 4

頼谷子窯勘 I束 J

“

位段丘 10世紀須恵器窯跡 2 早大 S30～ 34 「蔦ノ木遺跡J 79

工房跡 8、 平窯 12 土 師器 、須恵器 、土面、土鈴 市S45 (不 明 ) 168

体となる 9世紀後半～10世紀初頭を中心に作成 している。番号は、和賀川北側を北東→南西、和賀川

南狽Jの段丘崖を北東→南西、北上川東側を北→南、の順に付けた。

表の補足。第 3表74の 国見山廃寺跡は、国史跡指定に至るまで31次 に亘る調査が行われ、報告書

も多数出ているが、内容確認を主とする調査であり、滝ノ沢遺跡の「時期 (9世紀後半～10世紀初頭)

の遺物の出土は非常に限定的 (国見山神社地区)で、建物跡も比較的小 さい掘立柱建物跡であり、瓦

も使用されていないことから、当時の国見山廃寺は、小規模な寺院であったと考えられる」 (文献129:

p.39)こ とから、それまでの調査 をまとめた報告書のみ引用 したので、それ以前の報告書は、この文

献の例言を参照いただきたい。なお、第10・ 13・ 14次調査区からは、 9世紀後半の掘立柱建物跡 1棟

と竪穴住居跡 1棟、第12次調査区からは、10世紀前半の竪穴住居跡 1棟や溝跡 1条が検出された。

概要。古い時期には自然堤防などの低いところに集中するようだが (第 3表23～ 29、 57)、 9世紀、

特に後半になると、それ以外の地形にも集落が立地するようになり、台地上にも進出する。こうした

現象は、少なくとも東北地方北部の広い範囲に認められ (伊藤 1998、 第24回古代城柵官衛遺跡検討

会 1998)、 本遺跡が立地する相去台地上も同様で (文献122:p.9)、 本遺跡もそうした現象で出

現した遺跡の一つである。中位段丘上は水の便が悪く開発が難しかったのは明らかで、それを可能に

したのは鉄器の普及が大きいようである (伊藤 1998:p.84)。 9世紀後半～10世紀初頭の集落では、

土師器製作関係遺構 (第 1表 16、 第 3表 16、 63)、 鍛冶工房 (第 3表41)、 製炭遺構 (同 53、 65)

など生産遺構の検出も目につき、六軒遺跡 (同56)では火葬墓が認められ、高前壇Ⅱ遺跡 (同53)で

は錫状鉄製品、秋子沢 (同 1)、 八幡遺跡 (同24)で は緑釉陶器が出土している。

本遺跡の和賀川対岸には国史跡の江釣子古墳群がある (第 8図 28、 29)。 北上川の対岸には定額寺

「陸奥国極楽寺」との説がある国見山廃寺 (同 74)、 その4 km南には瀬谷子窯跡 (同 82)、 本遺跡の

南南東約10kmに は胆沢城跡がある古代の要衝の地であるが、本遺跡が存在していた時期には、胆沢城

はまだしも国見山は上記のとおりで、瀬谷子窯も操業が終わりつつある時期であり、本遺跡はこれら

とはあまり関係のない、上記 “拡散化現象"で現れた小規模集落の一つにすぎないのであろう。

参考文献
伊藤博幸 1998「 後半期の集落」『岩手考古学』第10号 岩手考古学会

小田嶋知世 2008「 Ⅳまとめ」『塩釜遺跡」北上市埋蔵文化財調査報告第93集 北上市教育委員会

金子昭彦 2009「東北地方北部における縄文晩期の『装飾品』 (4)」 『紀要』XXⅧ  (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文

化財センター

2010「北日本・縄文晩期のボタン状製品」『岩手考古学』第21号 岩手考古学会

佐々木 彰 1983「 遺跡にみる拡散化現象について」『法政考古学』第 8集 法政考古学会

第24回古代城柵官衛遺跡検討会事務局 (盛 岡市教育委員会文化課内) 1998『第24回古代城柵官衛遺跡検討会資料集』

資料 文 献
。岩手県教育委員会

1)1954『江刺郡稲瀬村樺山遺跡』岩手県文化財調査報告第 3集

2)1963『 五条丸古墳群』岩手県文化財調査報告書第11集

3)1972『 斉羽場城跡一昭和46年度緊急調査報告一」

4)1979『 東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書 I』 岩手県文化財調査報告書第33集

5)1979『 東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書Ⅱ』岩手県文化財調査報告書第34集

6)1980『 東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書Ⅵ』岩手県文化財調査報告書第50集

-21-



7)

8)

9)

10)

11)

12)

13)

14)

15)

16)

17)

18)

19)

1981『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅸ』岩手県文化財調査報告書第58集
1981『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書X(金ヶ崎地区)』 岩手県文化財調査報告書第59集
1982『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書XV(江釣子村鳩岡崎遺跡)』 岩手県文化財調査報告書第70集

1982『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書XⅥ (猫谷地遺跡)』 岩手県文化財調査報告書第71集
1982『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書XⅦ (北上地区)』 岩手県文化財調査報告書第72集
1995『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成 6年度)』 岩手県文化財調査報告書第97集
1999『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成10年度)』 岩手県文化財調査報告書第105集

2000『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成11年度)』 岩手県文化財調査報告書第108集
2002『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成13年度)』 岩手県文化財調査報告書第114集
2003『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成14年度)』 岩手県文化財調査報告書第■6集
2008『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成18年度)』 岩手県文化財調査報告書第126集
2009『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成19年度)』 岩手県文化財調査報告書第128集
2010『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成20年度)」 岩手県文化財調査報告書第129集

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
20)1985『新平遺跡発掘調査報告書」岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第91集
21)1987『和光6区遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第114集
22)1990『 岩崎城西遺跡発掘調査報告書J岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第148集
23)1991『上川岸Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第153集
24)1992『上鬼柳Ⅳ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第160集
25)1992『上鬼柳 H・ Ⅲ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第161集
26)1991『梅ノ木台地I遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第162集
27)1992『林崎館遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第163集
28)1992『本郷遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第164集
29)1992『石曽根遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書第165集
30)1992『岩崎台地遺跡群発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第176集
31)1992『上鬼柳 I遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第179集
32)1993『兵庫館跡・梅ノ木台地Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第180集
33)1992F上反町遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査幸R告書第181集
34)1993『法量野 I遺跡・中屋敷遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第182集
35)1993『館Ⅳ遺跡発掘調査穀告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第187集
36)1994『媒孫遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第196集
37)1994『観音館跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第197集
38)1995『柳上遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第213集
39)1995『岩崎台地遺跡群発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第214集
40)1996『 峠山牧場 I遺跡B地区範囲確認調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第233集
41)1996『岩脇遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査穀告書第235集
42)1996『横町遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査幸R告書第236集
43)1995『鳩岡崎上の台遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書第240集
44)1998『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報 (平成9年度)』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第282集
45)2000『 峠山牧場 I遺跡B地区発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第320集
46)2001『清水ヶ野遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第351集
47)2000F中 居俵Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第362集
48)2002『新田遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第405集
49)2004『大中田遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第429集
50)2004『宝性寺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第処1集

51)2004『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報 (平成15年度)』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第455集
52)2005『滝ノ沢地区遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第456集
53)2005『西川目・堰向Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第464集
54)2006『大清水上遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第475集
55)2006『金附遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第482集
56)2007F新平遺蹟・芦萱遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第498集
57)2007『野田I遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書第506集
58)2009『境遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第539集
59)2010『斉羽場館跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第561集
60)2010『 田代遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第566集
61)2010『境遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第568集
62)2010『平成21年度発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第571集
・江釣子村教育委員会
63)1951「岩手県江釣子村猫谷地古墳群調査報告」『岩手史学研究』第9巻 岩手史学会 (江釣子村教育委員会1978『猫谷地・

五条丸古墳群 (増補再刊)』 に所収)
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64)1973『 本宿羽場遺跡緊急調査報告 (昭和47年度)』

65)1981『 高橋遺跡』

66)1980『 江釣子遺跡群―昭和54年度発掘調査報告―』

67)1981『 江釣子遺跡群―昭和55年度発掘調査報告―』

68)1982『 江釣子遺跡群一昭和56年度発掘調査報告―』

69)1983『 江釣子遺跡群一昭和57年度発掘調査報告二
(鳩 岡崎上の台遺蹟・蔵屋敷遺跡)J

70)1984『 江釣子遺跡群一昭和58年度発掘調査報告― (八幡遺跡)』

71)1985『 江釣子遺跡群一昭和59年度発掘調査報告― (塚遺跡・五条丸古墳群)』

72)1988『 江釣子遺跡群一昭和62年度発掘調査報告― (鳩岡崎三館遺跡・猫谷地古墳群・五条丸古墳群)』

73)1989F江釣子遺跡群一昭和63年度発掘調査報告― (五条丸古墳群・新平 I遺跡)』

74)1989『 北鬼柳地区遺跡群詳細分布調査報告Ⅱ』

75)1990『 江釣子遺跡群一平成元年度発掘調査報告一 舒日野遺跡・五条丸古墳群)』

76)1991『 江釣子遺跡群一平成 2年度発掘調査報告― (猫谷地古墳群・本宿遺跡・五条丸古墳群)』

・和賀町教育委員会

77)1983『 蛭川館遺跡発掘調査報告書』岩手県和賀郡和賀町文化財報告書57年度第 2集

78)1990『 蛭川館遺跡発掘調査報告書 (1989年度)』 和賀町文化財報告書第24集

・北上市

79)北上市1968F北 上市史』第 1巻 原始・古代 (1)
・北上市教育委員会

80)1983「 丸子館遺跡発掘調査略報」『北上市立博物館研究報告』第4号

81)1985「 高畑遺跡発掘調査報告」『北上市立博物館研究報告』第 5号

82)1969『 北上市稲瀬町樺山遺跡緊急調査報告 (昭和43年度)』 文化財調査報告第 7集

83)1970『 北上市稲瀬町上台遺跡調査概報 〔第 1次・第 2次〕』文化財調査報告第 8集

84)1973『 北上市丸子館調査報告書』文化財調査報告第12集

85)1975『 卯ノ木遺跡発掘調査報告書』文化財調査報告第13集

86)1975『 鹿島館遺跡調査報告書Ⅱ』文化財調査報告第15集

87)1983『 滝ノ沢遺跡 (1977～1982年度調査)』 北上市文化財調査報告第33集

88)1984『 比丘尼沢遺跡』北上市文化財調査報告第36集

89)1984『 北上川東岸遺跡詳細分布調査報告書 I(稲瀬地区)』 北上市文化財調査報告第37集

90)1985『 北上川東岸遺跡詳細分布調査報告書Ⅱ (立花・黒岩地区)』 北上市文化財調査報告第41集

91)1988『 滝ノ沢地区遺跡発掘調査概報 (1987年度)』 北上市文化財調査報告第48集

92)1988『 黒沢尻地区遺跡詳細分布調査報告書』北上市文化財調査報告第50集

93)1989『 滝ノ沢地区遺跡発掘調査概報 (1988年度)』 北上市文化財調査報告第53集

94)1989『 藤沢遺跡 (1988年度)』 北上市文化財調査報告第54集

95)1989『 牡丹畑遺跡 (1988年度)』 北上市文化財調査報告第55集

96)1990『 上大谷地遺跡 (1989年度)』 北上市文化財調査報告第57集

97)1990『 藤沢遺跡 (Ⅱ )(1989年 度)』 北上市文化財調査報告第58集

98)1990F樺山遺跡 (1989年 度)』 北上市文化財調査報告第59集

99)1990F滝ノ沢遺跡Ⅱ (1989年度調査)』 北上市文化財調査報告第60集

100)1991『滝ノ沢遺跡m(1984・ 86・ 87・ 88。 90年度調査)』 北上市文化財調査報告第63集

101)1992『本宿遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第 5集

102)1993『南部工業団地内遺跡 I』 北上市埋蔵文化財調査報告第 9集

103)1993『滝ノ沢遺跡Ⅳ (1992年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第11集

104)1993『北上遺跡群 蛭川館・滝ノ沢・猫谷地 (1992年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第12集

105)1993『藤沢遺跡Ⅲ (1989年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第13集

106)1993『蟹沢館遺跡発掘調査概穀』北上市埋蔵文化財調査報告第14集

107)1995『南部工業団地内遺跡Ⅱ』北上市埋蔵文化財調査報告第18集

108)1995『北上遺跡群 (1993・ 1994年度)蛭川館 。本宿羽場』北上市埋蔵文化財調査報告第19集

109)1996『蒼前森遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第24集

110)1996『樺山遺跡 (1992'1993年 度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第25集

111)1997『南部工業団地内遺跡皿』北上市埋蔵文化財調査報告第27集

112)1997『藤沢遺跡Ⅳ (1995年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第28集

■3)1997F北上遺跡群 (1996年度)上大谷地 。江釣子古墳群・国見山廃寺』北上市埋蔵文化財調査報告第29集

114)1997『五条丸Ⅱ遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第31集

115)1998『成沢Ⅱ遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第32集

116)1998『大堤公園内遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第33集

117)1998『 曽山遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第34集

118)1999『藤沢遺跡V(1997・ 98年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第37集

119)1999『横町遺跡 (古代 。中世編)』 北上市埋蔵文化財調査報告第38集

Ⅱ 立地と環境
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120)1999『滝ノ沢遺跡V(1997年度調査)』 北上市埋蔵文化財調査報告第40集

121)1999『北上遺跡群 (1998年度)江釣子古墳群』北上市埋蔵文化財調査報告第41集

122)2000『大堤遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第42集

123)1998『江釣子古墳群 五条丸支群 (第 17次 )』 北上市埋蔵文化財調査報告第43集

124)2001『本宿追跡Ⅱ』北上市埋蔵文化財調査報告第44集

125)2001『塚遺跡」北上市埋蔵文化財調査報告第45集

126)2001『鳩岡崎上の台遺跡 (2000年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第46集

127)2002『立花南遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第49集

128)2002『蛭川遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第51集

129)2003『 国見山廃寺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第55集

130)2003『滝ノ沢遺跡Ⅵ (2001・ 2002年 度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第56集

131)2003『北上市内試掘調査報告 (2001年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第57集

132)2003『牡丹畑遺跡 (2002年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第58集

133)2003F下 江釣子羽場遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第59集

134)2004『横町遺跡 (縄文時代遺構図版編)』 北上市埋蔵文化財調査報告第60集

135)2004『丸子館跡』北上市埋蔵文化財調査報告第61集

136)2004『鳩岡崎上の台遺跡 (2002年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第62集

137)2004『立花南遺跡 (2003年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第63集

138)2004『北上市内試掘調査報告 (2002年 度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第67集

139)2005『館 I遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第69集

140)2005『北上市内試掘調査報告 (2003年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第71集

141)2006『横町遺跡 (縄文時代遺物図版編)』 北上市埋蔵文化財調査報告第72集

142)2006『北上市内試掘調査報告 (2004年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第73集

143)2006『江釣子古墳群 五条丸支群 (第 18次 )』 北上市埋蔵文化財調査報告第74集

144)2006『西川目遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第75集

145)2006『牡丹畑遺跡 (2004年 度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第76集

146)2006『滝ノ沢遺跡Ⅶ (2005年 度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第77集

147)2006『八幡遺跡 (2004年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第78集

148)2006『黒沢尻西部土地区画整理事業地内遺跡 (蒲谷地 I遺跡・常盤台遺跡)』 北上市埋蔵文化財調査報告第80集

149)2007『滝ノ沢遺跡Ⅷ (2005年 度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第81集

150)2007『立花南遺跡 (2005年 度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第82集

151)2007『妻川遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第83集

152)2007『 北上遺跡群 (2005。 2006年度)牡丹畑・岡島・滝ノ沢・江釣子古墳群五条丸支群 (第 19次 )』 北上市埋蔵文化財

調査報告第84集

153)2007『築館遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第85集

154)2007『北上市内試掘調査報告 (2005年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第86集

155)2007『本宿遺跡Ш』北上市埋蔵文化財調査報告第88集

156)2007『卯ノ木遺跡 (2005。 2006年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第89集

157)2008『北上市内試掘調査報告 (2006年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第91集

158)2008『藤沢遺跡 (2006年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第92集

159)2008『塩釜遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第93集

160)2009『北上市内試掘調査報告 (2006年 度 相田遺跡)」 北上市埋蔵文化財調査報告第94集

161)2009『北上市内試掘調査報告 (2007年度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第95集

162)2009『牡丹畑遺跡 (2008年 度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第97集

163)2009『人幡遺跡 (2006・ 2007年 度)』 北上市埋蔵文化財調査報告第98集

・北上市立埋蔵文化財センター

164)1996『北上市埋蔵文化財年報 (1994年度)』

165)2001『北上市埋蔵文化財年報 (1999年度)』

166)2002『北上市埋蔵文化財年報 (2000年 度)』

・金ヶ崎町教育委員会

167)1973『千貫石・長根前遺跡』
。江刺市教育委員会

168)1971『瀬谷子遺跡 第 3次緊急調査報告』
・補遺

169)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1999『佐野原遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調

査報告書第327集

170)遠野市教育委員会2002『 新田Ⅱ遺跡』遠野市埋蔵文化財調査報告書第13集

171)法政大学文学部考古学研究室1990『法政大学所蔵 伊藤鉄夫・陽夫考古学資料目録 I―伊藤陽夫資料集編―』
172)法 政大学文学部考古学研究室ユ996『法政大学所蔵 伊藤鉄夫・陽夫考古学資料目録Ⅱ―伊藤鉄夫資料集編―』
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Ⅲ 調査・整理の方法

野 外 調 査

(1)調 査 経 過

3月 24日 (火)、 委託者 と当センターの現地確認が行われ、担当者金子は初めて現地を訪れた。工

事が急がれる下 り車線側 (西 区)を先に調査すること、そして、土捨て場を調査区外に確保できない

ので、斜面下はおそらく何 もないだろうから、 トレンチを入れてみて何 もなければ土捨て場 とすれば

良いのではないかと調査担当の課長補佐から指示があった。その復命時、今度は作業員雇用担当の調

査課長補佐から、当センターで今年北上地区の調査が三遺跡同時に始まるため作業員が足 りず、その

中で本遺跡が最 も調査予定期間が短 く年度の早い段階で雇用切れになると気の毒なため、通年調査予

定の遺跡の方に多めにつけるので、必要に応 じて 3名程度 (主 として実測の際に)作業員を借 りるよ

うにと指示があ り、本遺跡雇用予定は16名 であると伝えられた。 3名加えても19名 であ り、幾 らな

んでもこれではあまりに足 りないと告げたが、調査担当の補佐は承知済みであると言われ、引き下が

らざるを得なかった。

4月 9日 (木 )に器材搬入。国道脇に借地したプレハブ・駐車場用地は狭 く、できるだけ多 くの車

が駐車できるよう整備に腐心 し、また交通量が多 く人も頻繁に行 きかうため、安全柵等の安全対策に

も力を注いだ。

10日 (金)か ら調査開始 し、指示通 り西区の下段から取 り掛かつた。切 り株が多 く残っていたので、

その間に小規模な トレンチを入れたところ、下部から比較的多 くの土器が出土 し、そのまま土捨て場

にはできないことがわかった。調査区の北側の工事予定地内に僅かながら排土を置ける場所を見つけ

たので、当面人力で表上を剥 ぐことにし、17日 (金)の課長補佐巡回の際に、斜面下も調査せざるを

得ないこと、そのため調査区外にまとまった土捨て場を確保する必要があること、本格的に調査開始

となった時点には作業員がとても足 りず、出勤率も悪いので大幅な作業員増をお願いしたいと伝えた。

土捨て場が確保できるまでと、中段に残っていた切 り株周辺にもトレンチを入れてみたところ、表土

からも大量の上器が出土 し (2× 2mの範囲で 9号袋一杯に詰め 4袋以上)、 中段は重機で表土を剥 ぐ

のも難しいことが分かった。

22日 (水)に委託者から、現在既に工事に入つている、調査区から200mほ ど離れた地点の横が空

き地になっているので、そこを借地すれば良いのではないかと指示を受け、地権者に連絡を取って許

可を得た。 しかし、ダンプでそこまで逗ぶにしても、ある程度調査区周辺に上を溜めてお く必要があ

る。幸いなことに調査区北端西側に若干の空き地 (荒れ地)があ り、そこも借地することにした。土

捨て場が確保できたので、重機を頼み、重機が来るまでは上述の中段の トレンチの続きを掘った。

下段の遺物包含層は薄 く、遺構は検出されなかったため、 5月 11日 (月 )に図化まで終了 した。

この間、課長補佐が周辺市町村教育委員会に作業員募集を照会 してくれたが、あまり芳しくなく、奥

州市埋蔵文化財センターでかつて雇用 していた方 3名 を紹介 していただいただけであった (11日 から

雇用)。 いずれにしろ、これ以上人数を増やしたくても駐車場の広さから無理である。マイクロバス等

での送迎を補佐に進言 したが、それは難 しいとのことであった。 とりあえず、これ以上の経験者の雇

用は前述の照会で難 しいとわかっており、同じ初心者ならば、徒歩等で通える方をお願いすれば良い
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のではないか、幸い、現場は住宅地にあるので、近所に作業員募集のチラシを撤いたらどうだろうと

いうことになった。

早速調査課長がチラシを作成し現場に持ってきてくれたので、12～ 13日 に周囲の家々に配つた。こ

の年の北上地区はリーマン・ショック後の未曾有の求人不足だったためか反応は多く、随時面接をし

て 5名程度雇用 した。また、駐車場問題は、約700m南南西にある北上総合運動公園の駐車場が借 り

られるよう課長補佐が話をつけてくれたことで解決し、併せて、当初から作業員を借りることになっ

ていた当センターの市内の別の現場から最大十名程度の援助を受けることになった。こうして、登録

約30名 (廷べでは、これ以上雇用したが、初心者は結局ほとんど残らなかった)、 実質25名 以上、

5月 25日 (月 )か らは確保することができ、作業員問題は解決した。

しかし、当初の調査予定期間は6月 中旬で、明に一月を切つているが、1/5も 終わっていない。18

日 (月 )に視祭に来て心配した委託者が上司に連絡を取り、課長補佐から電話で、21日 (木)に県教

育委員会の指導を受けるので、まだ一切手をつけていない上段にトレンチを入れておくよう指示があ

った。しかし3日 間ではほとんど進まず、25日 (月 )夕方に再度委託者も交えて今後について協議す

ることになった。その結果、「今年度中に工事を終わらせなければならない。当面工事を急ぐ下り車線

側 (西 区)は、 7月 いっぱいまで待つので、調査員、作業員を増やすなどの対応をしてほしい」 との

ことであつた。作業員は既に確保しており、調査員は、回せる者がいないとのことで、課長、課長補

佐、そして特命文化財専門員が交代で来てくれることになった。もうひとつ、排上の関係で、中段を

終わらせないと上段に取り掛かれないという懸案があったのだが、幸いなことに、上段の北側に隣接

する畑地は、今年度作付しそうもないと見受けられたので、既に18日 の委託者来訪時に地権者の連

絡先を聞いて20日 に連絡をとり、借地できていたのである。ここにおいて、調査前からの懸案、土

捨て場、作業員不足は、解決できたのであった。しかし、時すでに遅しの感があったのは否めない。

とりあえず、人海戦術で、多量の上器が出土するため重機が使えない、上段の表土剥ぎを25日 (月 )

から6月 3日 (水)ま で行った。その後、上段、中段と別れて併行して遺物包含層 (Ⅱ 層)の掘 り下

げを行った。また、これと並行して、作業員数人で遺構の精査を行った。さらに、助っ人として来る

課長ほかには、作業員数名とともに、西区上段、中段以外の場所に試掘 トレンチをいれてもらい、今

後の調査の見通しを立てることにした。

試掘 トレンチを入れた結果、上段の北端は削平されて、表土直下削平された地山という状態であり、

調査不要ということになった。さらに、道路反対側の東区も、北半分が同様に削平されていて調査不

要となり、包含層排土の目途がついた。東区南端も、現地形から、交差する道路建設の際に削平され

ていると推測された。試掘 トレンチを入れてみると、確かに削平されているのだが、部分的に深 く黒

土が残っており、比較的残りの良い土師器も出土していて、古代の大溝らしいものが残存しているこ

とがわかった。しかし、縄文時代の遺物包含層は残っていないと分かつたので、先に遺構を精査 して

しまえば、東区は両端に排上できそうで、また、要調査範囲も、東区は当初の半分に落ち、西区さえ

終わってしまえば、東区には、西区ほどの期間はかからないので、調査終了の目途も立つことがわか

った。

5日 (金)に試掘 トレンチが終了してからは、西区終了に全力を傾け (助 っ人も)、 中段は、 6月

23日 (火)に遺物包含層 (Ⅱ 層)は終了し、引き続き、調査区境に隣接するグリッドに限って黒土 (Ⅲ

層)も 下げ、遺物も遺構も確認されなかったので、ここで調査終了ということになり、そのまま断面

クリーニングに入り、撮影 。実測し、7月 6日 (月 )か らは調査区境断面に残る遺物を層ごとに取り

上げる作業に移り、 9日 (木)に全て終了した。 “中段班"は、徐々に東区に移り、 7月 1日 (水)か
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Ⅲ 調査・整理の方法

ら草刈 りに入つた。西区終了にめどがついたので、 “助つ人"は 6月 いっぱいで終了となった。

上段 も、徐徐に終了部分が増え、 7月 に入って、終了した箇所から調査区境断面の分層・撮影・実

測・土層注記、Ⅲ層上面の遺構の精査等を並行 して行い、13日 (月 )か ら中段 と同様 “残存遺物"の

取 り上げを行って、14日 (火)に西区の調査の全てを終了した。この間、 7月 2日 (木)に西区の部

分終了確認を、県教育委員会、委託者を招いて行っており、これでいつでも工事に入れることになっ

たのだが、盆休みを直前に控えていたせいか、実際に入ったのは盆明けてからであった (諸準備は行

われていたが)。 それならば、理念 として遺物包含層あるいは遺構検出面が終了する黒上のⅢ層上面で

はなく、遺構・遺物の取 りこぼしの有無が明解に分かる赤土のⅣ層上面まで下げることができたのに

と残念でならなかったが、そうは言っても、西区終了後はそのまま東区の調査を行っており、上司の

命で8月 中の終了が早々に決められていたので (計画では盆前まで)、 現実的には不可能であったが。

上段部分の排土置き場にさせていただいていた休耕地は、地主に「ならせば、そのまま置いておい

ても良い」 と言っていただき、また工事を担当する業者から「黒土をもどされても困る」 と言われて

いたので、 7月 13日 (月 )に重機でならして終了とした。

東区の調査は、先に終了 した西区中段班による草刈 り、断面 (現道側の切 りとおし部分)ク リーニ

ングから入つた。断面クリーニングの結果、西区と同様、あるいはそれ以上に細分層 を捉えることは

難 しく、また遺物包含層 (Ⅱ 層)自体 も西区より薄 く、これまでの遺物包含層の精査方針で行うこと

にした。幅 5m程度の狭い調査区に多 くの人数を投入するのに、土捨て場は長軸方向の両端 (南北端)

にしかない。仕方なく、こちらも二班に分け、調査区中央から北 と南にそれぞれ分かれて進むことに

した (北班、南班)。 北端は、上述の トレンチの結果調査不要となっていたので、より上を捨てやすい

ように、重機によって、南側の要調査範囲に接 した部分を lmほ ど掘 り下げ、その上を北側に盛って

いた。 6月 22(月 )、 24(水)の ことである。南端は、上述のように、遺物包含層はないが古代の遺

構は残存 していることがわかっていたので、 7月 6日 (月 )に検出面 (Ⅳ層上面)ま で重機で剥いだ。

7月 9日 (木)か ら、北班は遺物包含層の表土を中央から北に向かって下げ始め、南班は、南端の

検出作業を開始した。 “中央"と 言つても、南班は、遺物包含層の前に遺構精査をしなければ土捨てで

きないので、 “ハンデ"を設けて、グリッドのHD/HEの ラインを境に北側を北班、南側を南班が担

当することにした。南班は、南端の精査が終わるまで、土は、北班 と同様、重機で掘削 した部分に捨

てなければならなかったが、南端の検出面は道路と同じ高さで、また、北側の上捨て場への進入路は、

前回の国道工事で歩道と同じ高さまで削平されていたので、東区に隣接する歩道を通つて北側の上捨

て場まで捨てに行 くのにそれほどの無理はなかった。一輪車で距離はややあるが、行 きは下 り斜面で

あるのも好都合であった。

東区南端の遺構の調査は、 7月 21日 (月 )に全て終了し、南班の大部分は、それより前17日 (金 )

から遺物包含層の精査に入つていた (表土から)。 南端の終了確認は受けていなかったが、埋めて構わ

ないという指示があつた。そこで、予定通 り、ここを土捨て場 としたが、遺構のない場所から捨て、

遺構部分はできるだけ最後まで残 した。

北班は、 7月 16日 (木)か ら遺物包含層 (Ⅱ 層)の掘 り下げを行っていたが、予想 に反 して、本

包含層の続きである西区の上段 とは異なり、焼土や柱穴状土坑等の遺構が全 く検出されず、また、北

側へ行 くほど削平が著 しかったため、 8月 6日 (木)には全て剥ぎ終わり、 5日 (水)か らはⅢ層 (黒

土)も 剥ぎ始め、24日 (月 )に全て終了し、一部器材の水洗に入つた。南班 もⅢ層まで剥 ぐことにし

たが、25日 (火)2:15に やっと終了 し、最後の写真、実測に入る。北班は、朝から器材の梱包を

進め、 2時過ぎトラックが来て積み込み、実測の終了とともに3:15分搬出。

-27-



1 野外調査

翌26日 (水)9:30、 県教育委員会、委託者 を招いて終了確認。その後地権者にお礼回り、 トイ

レの汲み取 りを確認 して、10:30過 ぎ撤収。搬出日と終了確認 日が逆転 しているのは、プレハブ用地

の借地期限が 8月 31日 までで、 トイレの汲み取 り日の融通が利かなかったためである。

(2)特 記 事 項

(a)グ リッドについて

1987年度に北上市教育委員会が設定 したものに従っている (稲野 1991)。

平面直角座標 (第 X系)に合わせ、大グリッドは50× 50mの メッシュで、東西方向に西からA、 B、

Cの アルファベット、南北方向には北から 1、 2、 3のアラビア数字を付 し、 lA、 lB等 と呼称 し

た (第 5図 )。 座標値は、第12図 に記 したが、数値は日本測地系である。小グリッドは、大グリッド

を25等分 し、南北方向に北から 1、 2、 3の アラビア数字、東西方向には西から a、 b、 cの アルフ

ァベットをつけ、 lAla等 と呼称 した。

(b)遺構の名称について

現地では次のように仮称 し、検出順に番号を付けていったが、報告に当たり捜 しやすいように付け

直 している。しかし、根本的に付け直 したのは焼土 と土坑類のみで、また遺構に伴 う遺物 も僅かであ

ることから、新旧遺構名を一覧表に示すことはせず、第Ⅳ章で旧称 も併記するにとどめた。

AOF→ 竪穴住居跡、ROF→ 炉跡、FOF→ 焼土、DOF→ 土坑、CDOF→ 柱穴状土坑。〇に

は呑号が入る。ちなみに最後の “F"は “ield nalne"の 意である。

(c)気象ほかの調査条件について

春先は温暖で、 4月 18日 前後に桜は満開になった。 4月 後半に若干の寒の戻 りはあったが、 5月 前

半は25℃ を超える日が多 く28℃ を超える日もあった。後半は再び涼 しくなり、 6月 11日 (木)に梅

雨入 りすると雨の日が多 く、そのまま夏を迎えた。梅雨明けが特定できなかった年である。ただし、

弱い雨が多 く、また一日中降り続 くことは比較的少なかったため、中止せざるを得なかった日は少な

く (作業が急がれ中止できなかったこともあるが)、 むしろ涼 しくて作業 しやすかったため、調査に

はプラスに働いた。ただし、梅雨の最中でも晴れるとそれなりに暑く、6月幻日 (月 )、 7月 6日 (月 )、

7日 (火 )、 17日 (金)、 8月 4日 (火)～ 6日 (木 )、 ■ 日 (火)、 12日 (水)な どには盛岡市

で30℃ を超えている。ただし、近年多 くみられる “酷暑"ではなく常識の範囲内の暑さであ り (33℃

未満)、 作業にそれほどの大きな影響は与えていないと思われる。 8月 後半には、既に秋めいた日が

続 き、30℃ を超える日はなかった。雨もほとんど降らなかったため、借地期限、 トイレの汲み取 り日

に悩まされ、予定通 り終了できるか懸念 していた調査員は、心穏やかに終了日を迎えることができた。

新型インフルエンザが、 5月 以降花巻北上地区には若干流行 していたが、影響はなかった。

土捨て場、作業員不足は、調査に入る前からの懸案で、調査に大きな影響を与えたのは、調査経過

に記 したとおりである。

(d)遺物の取り上げについて

調査経過に記 したように期限重視の調査で、また層に変化がなくて識別しにくかったこともあって、

土層断面実測地点など一部を除いて、グリッドあるいは地点ごとに基本土層別でしか取 り上げていな

い。竪穴住居跡床、カマ ド出土遺物は、出土状況を図や写真等で記録 した。

(e)遺構等の実測について

平面図は、一般的な街易遣 り方で縮尺1/20で作成する方針だったが、調査を急 ぐため、途中から光

波測量機による測距 (平板実測の測量の部分を測量機で行ったのに相当)を基に図化 した。
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(f)出土遺物の運搬について

6月 から毎日大量の遺物が出土するようになったので、すぐテンバコが足らなくなり、また置 く場      ・

所がなくなったので、毎週 1～ 2回定期的に空テンバコの補充、遺物の搬出をしてもらった。

2 室 内整 理 と報 告 書 の作 成

(1)室 内整理の経過

平成21年 8月 末～ 9月 末、沢の水の潤沢な野外で、10月 はセンター室内において、遺物水洗。

その後平成21年度の遺物整理は、土器の接合・復元のみ行った。11月 から平成22年 2月 初旬まで、

作業員13名程度で土器の接合作業を行い、しまうたびに掲載土器を調査員が選んでいる。 2月 は、ほ

ぼ同じメンバーで復元 (石膏入れ)を行ったが、ほとんどが新人であつたためあまり進まなかった (3

月は、作業員作業なし)。

調査員は、掲載土器の選別のほか、遺構図面の整理・ トレース・図版作成、写真図版作成、遺構原

稿の執筆を行った。調査員は12月 ～ 1月 前半のみ 2名で、 1～ 3月 まで 1名 である。

平成22年度は、 4月 に作業員16名全員で土器復元作業の続 き (や り直 しもあり)、 5月 初旬 まで、

そのまま撮影用色塗 り、仮番号付け。 5月 から 9月 まで作業員総数は19名 に増え、10月 は12名 に減

った。

その後、作業員は土器担当と石器担当に分かれ、土器班は、作業員約 8名 で 8月 上旬まで実測に入

り、調査員の点検を経て、そのまま 9月 上旬まで トレース。

石器斑は、作業員約10名 で石器・石製品の分類を行い、調査員の点検の後、点数数え・重量計測を

6月 15日 (火)ま で行った。以後作業が分かれ、 5名 は、そのまま石器実測、 1名 は土製品、 もう 1

名は石製品実測、残 り3名 は土器拓本班 とした。 8月 10日 (火)以後は、石製品の実測が終了 したの

で石器実測は 6名 に増え、 9月 13日 (月 )以後は他の実測終了で10名 まで増え、10月 1日 (金)か

らは作業員減 (19名→12名 )に伴い 5名 に減 らし、 8日 (金)に実測終了。12日 (火)か ら 5名前

後で トレースに入 り、11月 12日 (金)に終了。続いて 4名で図版作成に入つた。

土器拓本班は、 6月 中旬から7月 下旬まで作業員 3名 で拓影作成、そのまま断面実測に入 り9月 下

旬終了、引き続き合成 トレースを10月 中旬まで行い、その後土器図版作成に入つた。

遺物写真撮影を、 7月 下旬から10月 いつぱいまで撮影専門の嘱託が行い、作業員 1名が交替で補助

についた。

なお、10～ 11月 には、作業員約 3名で土器のススコゲ実測 。トレースを行っている。

作業員総数は■月から8名 に減ったが、引き続 き、土製品や石製品、総括図版 も含めた図版作成を

行った。その後、遺物重量 。点数集計や収納準備、収納を2月 まで行い、この間、作業員 1名が、11

～12月 は遺物写真図版作成 (選別と割 り付け)、 1～ 2月 は遺物出上分布図の作成を行っている。 2

月末をもって作業員作業は全て終了し、図版、写真図版は完成し、収納 も済んだ。

石器 。石製品の石質鑑定は、 8月 3日 (火)と 1月 7日 (金)に花筒岩研究会を招いて行われ、作

業員 1名 が補助についた。

平成22年度調査員は 1名 で、 4月 は原稿執筆 (第 Ⅱ章)、 5～ 10月 は、掲載遺物の選別 と点検 (遺

物分類、実測図)を 主とし合間に原稿執筆 (第 Ⅲ章)、 11～ 2月 前半は遺物観察表作成、 2月 後半～

3月 まで原稿執筆 (第 V章ほか)を行った。
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2 室内整理と報告書の作成

(2)特 記 事 項

(a)遺構図面の点検 。修整について

平面図と断面図の照合等の図面点検は、原則 として現地で行った。合わない場合は計 り直 したが、

どうしても合わない場合やセクション・ポイントがないなどの不備は、そのままにし本文中にその旨

記 している。ただし、1/20の 縮尺で 1(原 寸では 2 cm、 報告書では0.5mn)の 違いについては誤差

範囲とし、特にふれていない。報告書に嘘を書 くべ きでないという方針 (金子 1998:p.10、 13)に

抑る。なお、光波測量機による測距で作成 した平面図の場合は、時間がなく、断面図との照合は行っ

ていない。

(b)ス タツフについて

上述のように、平成21年度の整理作業員約13名 は、2/3が初心者で、平成22年度の整理作業員は、

皆経験者で、特にも十年以上の経験を持つベテランが多かった。

(c)遺物の整理について

出土 した土製品、鉄製品の全て、石製品のほとんどを掲載 した。石器は、特殊な事情があるので (金

子 1998:p.13)、 報告者の独断で掲載 している。その詳細、遺物の掲載基準、土器の接合等の詳細

については、第V章参照。接合作業は、ほとんどが初心者のため、まだ接合する可能性を残 していた

と思われる。注記。土器は基本的に報告書掲載品とそれに関係 したものだけ、土製品、石器・石製品、

鉄製品については、一点一点別の小袋にしまって、その袋に出土位置等を記 し、注記は行っていない。

遺物の実測・拓本・ トレースは作業員が行い、実測図は調査員が′点検 した。

(3)報告書の特記事項

(a)遺構、遺物図版の凡例について

本書冒頭の例言の下にある。

(b)遺構出土遺物の掲載・記載の位置について

遺構出土の遺物 も第V章で掲載・記載 しているが、遺構図版の後に遺構内遺物集成図として縮尺を

落としてまとめてもいる (第29～33図 )。 出土状況は、第Ⅳ章の各遺構の項を参照。

(c)遺物の分類・掲載順序について

遺物は、基本的に種類ごとに、出土位置の順 (遺構内→遺構外)に並べている。

(d)遺物の記載の仕方について

遺物の記載は基本的に観察表で行い、表に入 りきらない場合や表の項目に当てはまらないことは本

文中に記 し、その頁を表の「本文記載Jと いう欄に記 した。観察表の見方等は、第V章に記 した。

(e)註
。引用参考文献の掲載位置について

それぞれの節の最後にまとめている (例 えば、第 1節縄文土器)。

(f)本文、表、図版のレイアウ トについて

原則 として本文は本文、図版は図版 とまとめている。報告書は通 して読まれるということはほとん

どないと思われるので、 “捜 し易さ"を優先すべきと考えたためである。

参考文献

稲野裕介 1991「 第 2章 1 調査区の設定」『滝ノ沢遺跡Ⅲ』北上市教育委員会

金子昭彦 1998「 埋蔵文化財センターの考古学」『紀要』 XⅧ (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
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構

1   概 要

竪穴住居跡 1棟、炉跡 1基、焼±29基、土坑27基、遣物包含層、雨裂 1箇所が検出された。竪穴住

居跡は平安時代、土坑 1基 (第 1号土坑)は平安時代 (以降)、 それ以外は、縄文時代の可能性が高

く (第 1号焼土は現代の可能性 もある)、 炉跡 1基以外は、縄文時代前期末～中期前葉の可能性が高

い。第 1号土坑、遺物包含層の一部、雨裂は、東区に検出されたが、それ以外は全て西区で、遺物包

含層以外は上段の北寄 りに著しく集中する。調査は粗かったと言わざるを得ない (下記、第Ⅲ章参照)。

図の凡例は、例言の下にある。遺構名称は、野外で仮番号を付け、報告にあたり付け直した (第 Ⅲ

章参照)。 遺構から出土した遺物は、第Ⅳ章の後に遺構ごとの集成図を掲げているが (第29～33図 )、

詳細は第V章参照 (香号は共通)。 基本層序、調査経過・方法、遺構の検出状況は、第 H、 Ⅲ章参照。

2竪 穴 住 居 跡 (第 14・ 15図、写真図版 6～ 7)

西区上段で、平安時代の竪穴住居跡が 1棟検出された。縄文時代の竪穴住居跡は、調査の精度もあ

り、確認できなかったが、焼土や柱穴状土坑の多くは、竪穴住居跡の一部である可能性が高い。調査

時にも、HD～ H E85グ リッド付近では、第 8～ 9号焼土を炉跡とする竪穴住居跡が存在していた可

能性が窺われ、遺物包含層の掘り下げも、焼土を上面とする層境に注意して行ったが、竪穴住居跡で

あるという確信は得られなかった (詳細は、焼土の節参照)。

なお、出上位置の欄の住居に続く “①～④"は、住居を四等分した区画を意味し、土層ベルトを基

準に、北西区画が①、北東が②、南西力氏③、南東が④となる。

第 1号住居跡 (第 14・ 15。 29図 、写真図版 6～ 7)(旧 AlF)
<位置・検出状況>西区上段北 (中段)寄 り、H G84～ H F85グ リッド。5月 下旬、調査期間延長

協議に当たり、上段に試掘 トレンチを入れた。短すぎるという上司の指示を受けて、西端の調査区境

付近に入れた北端のトレンチを南側に延長したところ、Ⅱ層上面で暗褐色～黒掲色上のシャープなラ

イン (住居西壁)を 明瞭に検出し、灰白色火山灰が混じつていたことから古代の竪穴住居跡と推定し

た。ただし、根によるカクランによるものか、南西隅付近ではⅡ層自体が黒くて覆土との違いはなく、

プランは見えなかった。そのまま精査に入ることになり、 トレンチを東側に広げ、住居跡と確信した

が、問題の南西I開 ～南壁はやはり確認できず、また南東隅にカマドの残存らしい袖礫を検出したが、

煙出は最後まで確認できなかった (礫 を中心に周囲を何度もクリーエングしたが)。 そのため、一時は

礫群が別の遺構である可能性も考えた。さらに、北東隅～東壁のプランも、土が乾くとあまりはつき

りしなかった。<重複関係>床下から土坑が 4～ 5基検出された (第 4～ 6号土坑ほか)。 全て明瞭

に新旧関係が捉えられたわけではないが、中には住居と明確に重複して古いものもあり (柱穴3と 第

5号土坑重複)、 周囲に同様な縄文時代の上坑が広がるので、これらの土坑も縄文時代のもので、いず

れも本住居跡より古いと考えて良いと思う。上述のように、南西隅付近、特に西壁南部は、カクラン

を受け、はっきりしない。<図・精査状況>住居断面A― A′ のトレンチ上場、平面図で測って描い

てないので合わない。B側の上場、断面実測時測り間違いで平面図と合わない。カマ ド、断面図の土

泣退Ⅳ
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2 竪穴住居跡

器、平面でうまく測れないため合わず、焼土の範囲、上面で見たものと半裁 した時の見え方が異なり、

合わない。<平面形・規模 >南壁が不明瞭で不確実だが、約4.6× 3.55mの 隅丸長方形か。<覆土>
基本的には上下二層に分かれ、上 (1)層 の灰白色火山灰が混じる暗褐色上が大部分を占め、下 (2)

層は壁際三角土に近いが黒褐色土である。一部見 られる 3層 には黄褐色土のブロックが認められ、こ

れは壁崩落土であろう。灰白色火山灰は、検出面では、南西隅～南東隅にかけて弧を描 くように点々

と検出された。<床面・掘 り方・貼床>北西半分はⅣ層 (黒土混 じり)を床 とし明瞭だが、南東半分

はⅡ層を床 とするため不明瞭である。Ⅳ層部分の床は硬 く締まり、Ⅱ層部分 もやや硬いが不明瞭であ

る。なお、Ⅱ層の下にはⅢ層が存在するはずだが、床下を下げたところ、本住居内では全体的に淡 く、

Ⅱ層北端の第 6号土坑付近にはⅢ層は認められなかった。床面を断面実測ラインに沿って断ち割って

みたが、掘 り方は認められなかった。床土の下のラインが凹凸になるところもあるが、自然の凹凸と

しか見えない。掘 り方は認められなかったが、見落とした柱穴が検出される可能性 もあるのでグリッ

ドごとに全てⅣ層面まで下げ、その結果柱穴を三個発見 した (柱穴 2～ 4)。 <壁・壁溝 >床 と同様、

北西半分はⅣ層 (黒土混 じり)を壁 とし明瞭だが、南東半分はⅡ層のため不明瞭である。さらに、上

述のように、南西半分 (西壁南半分～南壁)は カクラン等のため、はっきりしない。<桂穴>床面で

はそれらしいものが検出できなかったが、調査に余裕がなかったので一回のみの検出である。この面

では柱穴 1のみ柱穴 とすることができ、柱穴 1の東、住居内土坑の南西に検出されたものは、浅 く不

整形であったため根穴 と判断、その南側に検出されたものは大 きく深いが上部が不整形で違うと判断

(後 に床下で検出された第 6号土坑を壊す風倒木の一部だったらしい)、 さらに柱穴 1の南側に南北に

二つ並んで検出されたが、北側のものはすごく浅 く (床から3 cm)、 床面の凹凸にすぎないと判断、そ

の南側のものは、壁・底が不整形で疑似現象と判断した。柱穴 1は、覆土はあまりふさわしくなく西

側は浅かったが、東側が顕著に下が り柱穴にふさわしいので登録 した。覆土は、上面ほぼ全体を 6 cm

以下の厚さで、10YR3/1黒 褐色土シル トが覆い、その下は西側の浅い部分 も含めて、10YR3/3暗褐色

地に10YR5/6黄掲色のブロック (シ ル ト。粘性強い。締まり悪い。Ⅳ層ブロック含む)である。

さらに、床をはがした後に柱穴 2～ 4を検出した (第 14図 )。 柱穴 2と 3は、断面がU字形で柱穴

然 としてお り、覆土は10YR4/2灰 黄褐色土 (シ ル ト。黄褐色パ ミス含む。基本的な色調は第 6号土坑

に似るが炭化物含まない)単層、柱穴 4は、やや浅 く柱穴らしくないが、覆土は10YR3/3暗 褐色地に

10YR6/8明 黄褐色のブロック (シ ル ト。粘性あり。黄褐色パミス多い。基本的な色調は第 4号土坑の

1層 に似る)単層である。柱穴 2、 3は、検出面は汚れているが壁～底Ⅳ層、柱穴 4は、壁がⅢ層、

底がⅣ層である。柱穴 3は第 5土坑 と重複 し、検出面では柱穴 3の覆土は土坑より黒 く、柱穴の方が

新 しいように見えた。

結局柱穴は四つ検出され、南西隅にもう一つあると構造上ふさわしいのだが、確認できなかった。

<カ マ ド>南東隅に一つ検出した。検出面で既に礫が林立 していたが、煙出は確認できなかった。カ

マ ド精査時南側二方向に トレンチを入れてみたが、Ⅱ層が広がるだけで焼土などは見えず煙道は見つ

けることができなかった。おそらく削平されているためと思われるが、元々の煙道もそれほど深 く掘

りこんでいなかったことは確かであろう。通常のカマ ドと同様、礫 を立てて芯とし、それを黄褐色土

で ドーム状に固めて袖 としていたらしく、壁上に責褐色上の残骸が認められ、手前側の礫群の間に焚

口焼土が明瞭に形成されてお り、東狽1(写真図版 7最上段右の左側)の手前から二番目の横に倒れて

いる礫、その奥の立石ははつきりと赤 く焼けている。扁平な礫を好んで芯としているようにも思えた。

<そ の他の付属施設>住居床面北東隅で土坑が検出された。柱穴 と同様床面で、特徴的な黄褐色土で

明瞭に検出され、霜降り状の上であることから埋め戻されている可能性が高い。覆上の色が特徴的で
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Ⅳ 遺構

住居より新 しければ覆土中に明瞭に確認できるはずであり、その可能性は低いと思う。また、床下か

ら発見された縄文時代の上坑 (第 4～ 6号土坑ほか)の仲間である可能性はあるが、床面で明瞭に検

出されたこと、覆上が特徴的で比較的深いのに単層であることから、住居に伴 う土坑と考えてお く。

<遺物>(出土状況)縄文土器が圧倒的に多く出上したが、カマド付近は比較的残りの良い平安時代

の土器が出上した。また、鉄製品 (No.2)が、柱穴 1の覆土上面から出土し、北側の柱穴壁 (検出

面-5 cm)か ら中央付近 (検出面-6 cm)に 若干傾斜している。また、上述した住居内土坑の南側の

大きく不整形な穴 (第 6号土坑を壊す風倒木の一部 ?)の上面から、壁上のようなもろい土製品 ?力S

出上している。

以下、土器の出土状況。いずれも、カマド周囲およびカマ ド内から発見され、No.1～ 8は、カマ

ド検出時に出土し (No.2は 上記鉄製品)、 No.9～ 16は カマ ド精査時に出土したものである。No.1

は、カマドからやや北側に離れた所に位置し (そのため図イとされず)、 床に埋まっていた。No.3は 、

土師器甕の胴部片で、カマ ド袖上にあり覆土中に埋まっている。No.4は、焚口北側にあり、内面を

上にして床から l cm上 にあるがほぼ水平である。No.5～ 8は カマド袖東側にあり、No.5は 、土師器

杯上半部破片で外面を上に向け、南側から (床上 4 cm)北 (床上 2 cm)に傾斜して出土。No.6～ 8

は僅かだが床面に埋まっている状態で、No.6は 甕で外面を上にし、No.7は内面を上にし、No.8は

外面を上に向けて出土。No.9～ 12は カマド3層 から出土し、煙道付近から出土しているようだ。No.

9～■はわずかに北側 (外から焚口側)へ傾斜し、No.9は杯底で内面を上にしほぼ正位で、No。 10

はその逆で外面底を上にして出上した杯である。No.12は 外面を上にし、僅かに南東側に向かって傾

斜 している。No.13、 141よ カマ ド2層 から出土 し、No.13は 甕、No.14も 甕 ?、 いずれも内面を上に

向けてほぼ水平に出土。No.15?、 16は カマド袖内から出土し、No.15は立って出土した。 (遺物)

約30kgの 土器が出土 しているが、そのほとんどは縄文土器であり、手違いで土師器・須恵器のみの

集計値はない。おそらく小コンテナ (42× 32× 10cm)1箱程度と思われる。第29図 に示した土師器、

須恵器、鉄製品 (右下の 1)が出上した。その横の上製品 (20)イ よ、土偶である。<時期・所見>住

居型式や出土遺物などから、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭前後)と 思われる。

3炉 跡 (第 16図、写真図版8)

西区中央北寄 り崖 (国道による切 り通し)際に 1基検出された。検出位置からは、縄文時代の中

でも後～晩期の可能性がある。

第 1号炉跡 (第 16・ 31図 、写真図版 8)(旧 RlF)
<位置・検出状況>西区上段中央北寄り、H D86グ リッド付近、崖 (国道による切り通し)際に位置

する。表土直下で、二つの礫が炉跡らしく並んでいたが、焼土は認められず、また検出面が高すぎる

のではないかと思った。ただし、滝ノ沢遺跡では過去に晩期の土器も出上しており (第 Ⅱ章参照)、 中

期前葉以降の炉跡なら、この面から検出されても良いわけである。何より、礫が自然に並んで二つも

立つということはなかなかありえないことで、さらに北西側の礫が火を受けて赤くなっていることか

ら、炉跡と認定することにした。<重複>下部から柱穴状土坑が検出されており、検出状況から本遺

構の方が新しいと思われる。また、東側、国道バイパス建設の際に大きく削り取られている。

<図・精査状況>平面図に描かれている土器は、浮いていたので平面実測後取り上げてしまい、断面

図には描かれていない。<覆土>表土直下に検出されたため、不明。<種類 。平面形・規模・掘り方
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4 焼土

>炉石の内側から土器が出上 しているが (写真図版 8の左上)、 焼上が確認されず、この上器が炉跡

に伴うか不明瞭で、土器埋設石四炉か石囲炉か定かではない。北東側消失 しているため、平面形・規

模不明。炉石は、平らな石皿様の礫だが、紡錘形である。掘 り方は、根によるカクランのため不明だ

が、Ⅱ層を掘 りこんで構築されていることは確実である。<焼土 >表土直下でカクランされているの

か、断ち割ってみても確認できなかったが、後に南側の炉石の外 (南 )側 に僅かに焼上が残っている

のを確認 した。 9× 4 cmの 範囲に認められたが、上面がほんの り赤 くなった程度で、断ち割ってみて

も厚さはわからなかった。<付属施設>確認できなかった。

<帰属施設 >周囲に黄褐色上が南北に広がつているが (第 16図 「赤土範囲」)、 貼床かどうかは定か

でない。この責褐色上の西側のⅡ層が黒いため分かれて見えるだけで、 Ⅱ層の一部であろうと判断し

た。

<出土遺物>炉体となっていた台石と、遺物包含層 (Ⅱ 層)上に構築されているため本遺構に伴うか

定かではないが、周囲から出土した土器のうち時期の特定できるものを掲載した (第31図 )。

<時期・所見>Ⅱ 層を掘って構築されていることから、Ⅱ層より新しく、縄文時代中期前葉以降と思

われる。中期前葉以降石囲炉は一般的な存在であるようだが、滝ノ沢遺跡での出土遺物、石囲炉の頻

度から考えれば、縄文時代後晩期の可能性が高い。

4焼 土 (第 16～ 18・ 32・ 33図、写真図版8,12・ 13)

西区に29基検出された。表土直下Ⅱ層再下部に形成された第 1号焼土は、時期がはっきりしない

が、その他はいずれもⅡ層中に形成され、出土土器と同様、縄文時代前期末～中期前葉の可能性が高

ヤヽ。

最初に検出した第 1号焼土は、通常の調査をすることができたが、それ以後に検出されたものにつ

いては、時間的な余裕がなく、平面図を作成した後に半裁し、厚さと特徴を文字で記録しただけで、

断面図を作成することはできなかった。写真も、同時に検出された幾つかの平面写真を撮っただけで、

断面写真はほとんど撮っていない。

現場で付けた名称 (FOF、 ○には番号が入る)は、基本的に検出順に付けており、アチコチに飛

んで捜しづらいので報告に当たって北から南の順に番号をつけなおしたが、調査時の状況が推測しや

すいので旧遺構名も記した。

なお、HD～ H E85グ リッド付近では、第 8～ 9号焼土を炉跡とする竪穴住居跡が存在していた可

能性が窺えたので、遺物包含層の掘 り下げも、焼土を上面とする層境に注意して行ったが、竪穴住居

跡であるという確信は得られなかった。H E85グ リッドにトレンチを入れた際に、焼土に続く面で上

下層に分かれることに気づき (写真図版12上段)、 Ⅱ上層、下層に分けて精査してみたのである。上

層は10YR3/1黒褐色土 (シルト。炭化物、焼土粒含む。根が多いせいなのか、通常のⅡ層より黒い)、

下層は10YR3/2黒 褐色土 (シ ル トで、一般的なⅡ層)である。焼土が認められたH E85南 =H D85

北面だけでなく、H D85グ リッド東面 (の北側)、 南面 (の東側)で も概ね上下層に分かれるようで

あつたが、北面ほど明瞭には分かれず、途中で層境が消えて曖味になってしまっていた。東面の北側

では層境に沿って炭化物が並んでいた。

第 1号焼土 (第 16図、写真図版 8)(旧 FlF)
<位置 。検出状況>西区上段北寄 り、H H85グ リッド。表土直下で検出。<重複>な いと思う。
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Ⅳ 遺構

<図・精査状況>A側の上場、平面図と断面図で合わないのは、検出面が汚れていて十分にプランを

把握できなかったため。<覆土>表土直下に検出されたため、不明。<平面形・規模>約 76× 58cm

の精円形。<断面形・厚さ>厚さ74m程度。検出面ではしっかり焼けているように見えたが、晰ち割

つてみると未発達。<形成層>遺物をあまり包含しないⅡ層再下部らしい。

<帰属施設>確認できなかった。<出土遺物>な し。

<時期・所見>検出面が表土直下で、形成層はⅡ層だが遺物包含層というよりⅣ層への漸移層と呼ぶ

のにふさわしい状態で、より北側の表土中から焼上が検出されたことからも、現代の可能性を否定し

きれない。他と同じ縄文時代の可能性もある。

以下、番号順に焼上の厚さ等の特徴を述べていく。なお、以下の焼土は、検出順にある程度面的に

まとめて、写真撮影、図の作成をしており、そのまとまりは、第17～ 25号、第 6、 8、 9、 12号、

第 7、 10、 ■、13～16号、第 2～ 5号、第26～ 28号で、その他は単独で扱っている。また、第 6、

8、 9、 12号 のまとまりの区画は、柱穴やカクランが多く、取りこぼしもあると思われる。遺構の図

は第16～ 18図 に、写真は写真図版 8、 12、 13に ある。周囲から出上 した遺物は、第32～33図 に掲

げたが、焼土は遺物包含層中に形成されているので、遺構に伴うかどうかは定かでない。

第 2号焼土 (旧 F26F)は、H G86グ リッド、Ⅲ層上面で検出。厚さ2 cm。 ガリガリしつかり焼け

ているが、根によるカクランでズタズタ。

第 3号焼土 (旧 F24F)は、H F85～ 86グ リッドⅡ層中 (Ⅲ 層上面+2 cm高 )で検出。厚さ2 cm。

根によるカクランひどく、不整形。しっとりしているが、しっかり焼けている。

第 4号焼土 (旧 F23F)は、H F86グ リッド、Ⅱ層中 (Ⅲ 層上面+5 cm高 )で検出。厚さ0.5cm。 根

によるカクランひどく、不整形。ガリガリと焼けているが、ブロック状。

第 5号焼土 (旧 F25F)は、H F85グ リッド、Ⅲ層上面で検出。厚さ2 cmで、比較的同じ厚さで広

がる。木根によるカクランひどく、不整形。しっとりしているが面的に広がる。

第 6号焼土 (旧 F12F)は、H F85～ H E85グ リッド、Ⅱ層中 (Ⅲ 層上面+2～ 14cm高)で検出。

厚さ10cm。 大きいが不整形。良く焼けている。

第 7号焼土 (旧 F20F)は、H E85グ リッド、Ⅲ層上面で検出。厚さ4 cm。 平面、不整長楕円形だ

が、カクラン多くブロック状。

第 8号焼土 (旧 F14F)は、H E85グ リッド、Ⅱ層中 (Ⅲ 層上面+12cm高 )で検出。厚さ4 cm。 平

面形は細長いが、ボロボロブロック状で不明瞭。下に柱穴状土坑あり。

第 9号焼土 (旧 F13F)は、H D85～ H E84グ リッド、Ⅱ層中 (Ⅲ 層上面+3～ 15cm高)で検出。

厚さ3 cm。 カクラン多く不整形だが、カリカリと良く焼けている。

第10号焼土 (旧 F19F)は 、H D85グ リッド、Ⅲ層上面で検出。厚さ4 cm。 平面不整円形、断面

紡錘形。しっとりしているが、まあまあ良く焼けている。

第11号焼土 (旧 F21F)は、H D84グ リッド、Ⅲ層上面で検出したが、西側の調査範囲外に続く。

東側カクランによって壊されている。調査区境 (遺物包含層)断面にかかっており、平面、断面図を

作成した (第 16図 )。 厚さ6 cm。 断面紡錘形。表面しっとりしているが、よく焼けている。下に柱穴

状 ?土坑あり。

第12号焼土 (旧 F15F)は 、H D84グ リッド、Ⅱ層下部 (Ⅲ 層上面+2～ 5 cm高)で検出。南側

柱穴状土坑に壊されている。厚さ10cm。 断面紡錘形 (あ るいは皿形)。 しっかり面的に焼けているが、

カクラン多し。
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4 焼土

第13号焼土 (旧 F22F)は、H D84～ 85グ リッド、Ⅲ層上面で検出。大きいが、カクランに壊さ

れ不整形。厚さ5 cm。 断面皿形。上面責色みがかっている。表面しっとりだが、しっかり焼けている。

第14号焼土 (旧 F17F)は 、H D85グ リッド、Ⅱ層下部 (Ⅲ 層上面+2～ 30cm高 )で検出。厚さ

3 cm。 カクランを受けブロック状だが、カリカリと良く焼けている。

第15号焼土 (旧 F18F)は、H D85グ リッド、Ⅱ層下部 (Ⅲ層上面+10～ 20cm高 )で検出。厚さ

5 cm。 平面楕円形、断面浅い逆台形。調査時表面ボロボロになったが、良く焼けているようだ。

第16号焼土 (旧 F16F)は 、H D85グ リッド、Ⅱ層下部 (Ⅲ 層上面+2 cm高 )で検出。厚さ5 cm。

平面、根によって壊され不整形。断面長方形に近く、カリカリと厚 く良く焼けている。

第17号焼土 (旧 F17F)は、H C85グ リッド、Ⅱ層中 (Ⅲ層上面+14～20cm高 )で検出。厚さ5

cm。 根によるカクランを受けているが、西半のみは面的にほぼ均質によく焼け、断面弧を描く板状ブ

ロック状だが、カリカリと良く焼けている。下から完形土器、大きな礫出土。

第18号焼土 (旧 F8F)は 、H C85グ リッド、Ⅲ層上面で検出。厚さ3 cm。 断面形は板状で、薄

いがしっかり面的に焼けている。

第19号焼土 (旧 F9F)は 、H C85グ リッド、Ⅲ層上面で検出。厚さ 8 cm。 上面中心にカクラン

を受けているが、断面形ほぼ平らで厚 くしっかり焼けている。

第20号焼土 (旧 F3F)は 、H C85グ リッド、Ⅱ層中 (Ⅲ 層上面+4～ 5 cm高)で検出。厚さ 1

cm未満。カクラン多く、残 り悪い。

第21号焼土 (旧 F7F)は 、H B84グ リッド、Ⅱ層下部 (Ⅲ 層上面+10硼高)で検出。厚さ4 cm。

検出面では面的に広がって見えるが、カクラン多く、ブロックの寄せ集め状態。

第22号焼土 (旧 F10F)は、H B85グ リッド、Ⅲ層上面で検出。厚さ3～ 4 cm。 中央カクランを

受け、カクランより西側は鮮やかな赤い色をしているが、東側はブロック状で焼土粒の寄せ集めの

ような状態。

第23号焼土 (旧 F4F)は 、H B85～ G A85グ リッド、Ⅱ層中 (Ⅲ 層上面+20cm高 )で検出。厚

さ8～ 9 cm。 底はほぼ平らだが、根によるカクラン多い。

第24号焼土 (旧 F6F)は 、G A84グ リッド、Ⅱ層中 (Ⅲ層上面+3 cm高 )で検出。厚さ6 cm。

断面底が弧を描 く皿形。色は薄く、赤くない。

第25号焼土 (旧 F5F)は 、 G A85グ リッド、Ⅱ層中 (Ⅲ層上面+20～26cm高)で検出。厚さ4

cm。 底は一部カクラン入るがほぼ平ら。カリカリと面的によく焼けている。下に礫あり。

第26号焼土 (旧 F27F)は、G X84グ リッド、Ⅲ層上面で検出。厚さ3 cm。 根でボロボロブロッ

ク状。

第27号焼土 (旧 F28F)は、G X84グ リッド、Ⅲ層上面で検出。厚さ3～ 6 cm。 断面形底が弧を

描 く皿状。硬 くしっかりしているが、ブロックの寄せ集め状。

第28号焼土 (旧 F29F)は、G W83～ 84グ リッド、Ⅲ層上面で検出。一部面的に広がるが、ブロ

ックの寄せ集めで、現地性でないらしい。

第29号焼土 (旧 F ll F)は、G U81グ リッド、Ⅱ層中 (Ⅲ 層上面+30cm高 )で検出。断面形底が

弧を描 く皿状。厚さ12cm。 調査区境 (遺物包含層断面)に かかっており、平面、断面図を作成した

(第 16図 )。 すごく平らでカリカリにきれいに焼けている。

5 土    坑 (第 19～ 22・ 29～31図、写真図版 9～ 13)
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縄文時代の土坑26基 (第 2号～)、 平安時代 (お よびそれ以降)1基 (第 1号 )である。平安時代

の 1基は東区、縄文時代のものは全て西区の検出である。

縄文時代の上坑は、ほとんどが住穴 と思われ、当初第 1号住居跡の床下に検出された土坑までは断

面図を作成 していたが、その後に検出されたものは、調査に余裕がなかったため断面図は作成できな

かった (柱穴状で小さいものが主体であったので仕方ないと判断)。 それでも、遺構名は登録し、平面

図以外に文字による記録は残 していたが、途中からそれもままならなくなった。全体図に遺構名のな

いものは、これ以後調査終盤に検出されたものである。検出面からの深 さは、第21～ 22図 に記 して

いる。○数字が土坑番号、数字のみが深さである。以下の記載では、断 りのない限りⅢ層上面の検出

である。

不整形のものは基本的にカクランとして扱い、遺構 として登録せず記録がないが、完掘後整形にな

ったものがあった。経験年数の少ない作業員 も多かったので調査者の掘 り方による可能性 もなくはな

いが、一応平面図には記録 し、その深さも報告 している。

今回の調査は時間的な余裕がなく、西区上段では、中段の トレンチ結果をふまえて、遺物包含層 (Ⅱ

層)を掘 り上げた後Ⅲ層上面で調査 を終了しているが、調査区西境は、遺物包含層断面図を作成する

ため全てⅣ層まで下げている。その結果第25～ 27号土坑が検出された。この点から考えて、遺構が

見えづらい黒色を呈するⅢ層でとどめたことは、多 くの柱穴状土坑を見落 としている可能性が高い。

特に、H C85よ り北側は、Ⅲ層上面があまり黒 くなかったことから、柱穴の覆土と区別 し難 く、取 り

こぼしが多かったと懸念される。 しかし、 G Y85(看板基礎 と推定されるコンクリー ト支柱付近)よ

り南側は、調査区境のⅣ層まで下げた トレンチでも土坑は検出されず、Ⅲ層上面でも、焼土を含め、

ほとんど検出されていないので、実態に近いものと推測される。

縄文時代の上坑は柱穴 と思われるので、建物の構成を考えなければならないが、上述のように調査

精度から取 りこぼしも多いと想定され、机上で行ってもあまり意味がないと考え割愛 した。なお、第

Ⅱ章で述べたように、現地ではDOF土 坑 (○ には番号が入る)と 仮称 し、検出順に番号を付けてい

ったが、報告に当たり捜 しやすいように付け直 している (旧称 も併記)。

第 1号土坑 (第 19・ 29図、写真図版 9)(旧 D3F)
<位置 。検出状況>東区南端付近、雨裂底南寄り、G T92グ リッド。雨裂を掘り下げ中、5層 上面ま

で下げた時黒い円形のプランがはっきり見えた。<重複>遺構との重複はないようである。雨裂を掘

りこんでいる。<図・精査状況>B側の上場、完掘時掘りすぎて、平面図と断面図合わない。周囲の

5層 と明確に異なる覆上のため、簡単に壁～底を確認できた。<覆土>上 (1)層 と下 (2)層 に分

かれるが、上層が大部分を占める。上層は青黒い上、下層は砂の汚れ再堆積土。<平面形 。規模>直

径80cm程度のほぼ円形。<断面形・深さ>検出面からは約15cm程度しかないが、雨裂上面から通し

て作成した断面図をみると、途中に大きな変化点が認められ、そこからの深さは40cmを 超える。断

面形は、箱形に近い。

<壁・底>壁の大部分は雨裂の 5層 で、南東隅の壁～底はⅣ (砂礫)層。底は、流水のためか、青白

色あるいは橙色に変色し、礫はほとんど見られず、ほぼ砂層である。底は、周囲の雨裂底とほとんど

変わりない。

<出土遺物>ほ とんど出土せず、むしろ、これより北側の雨裂北ベルト辺りに非常に多い (5層 も)。

1層 から37g、 2層 から6g、 その他74g、 計117gの土器が出土したが、ほとんどが縄文土器であ

り、須恵器は 1点 しかない (第 29図下段中央の7)。 石器は、第29図 に掲げた以外に、磨石類 1点、
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5 土坑

特殊磨石 1点、石皿 1点、砥石 1点出上 している。<時期・所見>覆土と須恵器が 1点出土 している

ことから、平安時代 (以 降)の可能性が高い。雨裂のほぼ中心に掘られているということは、雨裂を

意識 しているように思われ、井戸跡かとも考えられるが、調査時に湧水は認められなかった。

第 2号土坑 (第 19。 29図、写真図版 9)(旧 DlF)
<位置・検出状況>西区上段北端付近、崖寄り、H G85～ H F86グ リッド。Ⅲ層上面、Ⅱ層様の土

が円を描いているのを確認。<重複>北東側、同様の上坑と重複しているようである。検出～精査中

には、ぼんやりと見えて遺構とは思えなかったが、完掘後に見たら平面図のようになっていた。した

がって新旧関係は不明で、また土坑ではなく調査者の掘り方によって偶然整形になった可能性も残す。

<図・精査状況>余裕がなく、平面図は光波測量で実測したので、照合していない。<覆土>上部2/3

(1～ 3層 )は暗褐色上で黄褐色パミスが特徴的に含まれ、その下は (4)層 はⅣ層再堆積土、最下

層 (5)層 は黒褐色土。<平面形・規模>約75× 65cm程度の楕円形。<断面形・深さ>円筒形に近

いが、底は平らでない。約67cm。

<壁 。底>壁上30cmは Ⅲ層、その下～底はⅣ層。底は赤 く変色 しているところが,点 々とある。

<出土遺物>縄文土器は1,486g出 土したが、掲載基準 (第 V章参照)を満たす土器はなかったよう

である。石器は、掲載した特殊磨石 (第 29図401)の他に、剥片石器製作時の剥片類が「 2号土坑」

から131g、 「 2号土坑と攪乱」から142g出上している。<時期・所見>検出状況と出土遺物などか

ら、縄文時代の土坑と思われる。

第 3号土坑 (第 19。 29図、写真図版 9)(旧 D2F)
<位置・検出状況>西区上段北端付近、崖寄り、第 2号土坑の南東、H F86グ リッド。Ⅲ層上面で検

出。<重複>南東側、カクランによって壊されている。<図・精査状況>余裕がなく、平面図は光波

測量で実測したので、照合していない。<覆土>暗褐色で炭化物・黄褐色パミスを特徴的に含む土の

単層に近いが (3層 )、 西側上部はやや異なり、下 (2)層 は3層 に似るが、上層 (5)層 は黒褐色土

で明瞭に異なる。<平面形・規模>直径約70cmの 円形。<断面形・深さ>円筒形に近いが、底は平

らでない。約45cm。

<壁 。底>壁上20cmは 」層、その下～底はⅣ層。

<出土遺物>897g、 攪乱から149gの縄文土器が出土し、 2点の上器を掲載した (第29図 32、 33)。

石器は出上しておらず、剥片石器製作時の剥片が101g出土しただけである。<時期・所見>検出状

況と出土遺物などから、縄文時代の土坑と思われる。

第 4号土坑 (第20,29図、写真図版10)(旧 AIF住居内土坑 4)

<位置・検出状況>西区上段北端付近、第 3号土坑の西、H F85グ リッド。第 1号住居床を剥がした

後にⅢ層上面で検出。住居に掘 り方が確認されなかったので、住居跡に伴うものではないと思う。<
重複>確認していないが、検出状況より第 1号住居跡より古いと思われる。<覆土>三層に大別され、

上 (1)層 は黄褐色土、下層は、中央の柱痕跡状で炭化物を多 く含む4層 、その両脇にあり灰黄褐色

土の 2～ 3層 に分かれる。<平面形・規模 >70× 60cm程度の不整楕円形。<断面形・深さ>筒形に

近いが、底は平らでない。約45cm。

<壁・底>壁上locm弱 はⅢ層、その下～底はⅣ層。底はやや白色化している。

<出土遺物>724gの縄文土器が出上し、 1点掲載 した (第29図 34)。 石器は、特殊磨石 (第29図
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Ⅳ 遺構

402)の他は、剥片石器製作時の剥片が 7g出土 しただけである。<時期 。所見 >検出状況 と出土遺

物などから、縄文時代の上坑 と思われる。覆土・底などから柱穴の可能性が高い。

第 5号土坑 (第 20・ 30図、写真図版10)(旧 AlF住 居内土坑 3)

<位置・検出状況>西区上段北端付近、第 4号土坑の北西、HG～ F85グ リッド。第 1号住居床を剥

がした後にⅣ層上面で検出。住居に掘 り方が確認されなかったので、住居跡に伴 うものではないと思

う。<重複>検出面で第 1号住居跡の柱穴 (柱穴 3)と の重複を確認 し、覆土が明確に異なり、より

古いと思われた。<図・精査状況>A/側 の下場、完掘時掘 りすぎて、平面図と断面図合わない。<
覆土>雑然とした堆積状況に見えるが、第 3号土坑と同様西側が顕著に異なり、東側の 1、 3、 4層

は比較的よく似てお り、周囲の上坑 とよく似た褐色系の土である。西側の上部 2層 は、その廷長に捉

えられるものだが、その下の 5層 は黒褐色、底上 6層 は責褐色土である。底付近の覆土 (4層 ?)は

硬 く締まっていた。<平面形・規模 >100× 80cm程度の小判形。<断面形・深さ>筒形に近いが、底

は平らでない。約60cm。

<壁・底 >壁南東端上部はⅢ層一部残るが、壁の大部分～底はⅣ層。底は北側を中心に自色化。

<出土遺物>720gの 縄文土器が出土 し、 1点掲載 した (第 30図 35)。 石器は、掲載 した磨石類 (第

30図344)、 礫石錘 (同 505)、 砥石 (同 559)以外には、剥片石器製作時の剥片186g出 土 したのみ

である。板状の大形土偶が 1点出上 している (第 30図 19)。 <時期 。所見 >検出状況と出土遺物な

どから、縄文時代の上坑 と思われる。底の状況などから柱穴の可能性が高い。

第 6号土坑 (第 20・ 30図、写真図版10)(旧 AlF住 居内土坑 2)

<位置 。検出状況>西区上段北端付近、第 5号土坑の北東、H G85グ リッド。第 1号住居床を剥がし

た後にⅣ層上面で検出。住居に掘 り方が確認されなかったので、住居跡に伴 うものではないと思う。

<重複>精査中に北東壁付近で上面に黄褐色土が乗る (天地返 し)風倒木痕 らしいものを確認。完掘

後、風倒木痕 と判断した覆土の北東側に土坑状の掘 りこみが認められたが、この部分は土坑ではなく

調査者の掘 り方によって偶然整形になった可能性も残す。<図・精査状況>A′ 側の下場完掘時掘 り

すぎて、平面図と断面図合わない。<覆土>雑然とした堆積状況に見え、モザイク状に五層に分かれ

るが、 2層が黄色で、 1、 4層がλ化物を含む以外は、基本的に似た性状であり、周囲の土坑 ともよ

く似る。底付近の覆土 (4層 )は硬 く締まっていた。<平面形・規模 >北東側が壊 されていてよくわ

からないが、直径80cm程度の不整円形。<断面形・深 さ>筒形を基本 とするようだが不整形。底は

平ら。約60cm。 <壁・底 >壁南東端上部はⅢ層一部残るが、壁の大部分～底はⅣ層。

<出土遺物 >61l gの 縄文土器が出上 し、 2点掲載 した (第 30図 36、 37)。 石器は、掲載 した磨石類

(第30図 345、 346)、 礫石錘 (同 504)以外 に、磨石類 5点、剥片石器製作時の剥片128g出土 し

ている。<時期・所見>検出状況と出土遺物などから、縄文時代の上坑 と思われる。

以下、現地で柱穴状土坑 として登録 し、文字記録を残 していたものについて記 していく。現地で付

けた名称 (CDOF、 ○には番号が入る)は、基本的に検出順に付けてお り、アチコチに飛んで捜 し

づらいので報告に当たって北から南の順に番号をつけなおしたが、 C D19F～ C D21Fは 、他 と異な

り、西端調査区境にⅣ層面まで トレンチを入れた際に発見 したもので (他 はⅢ層上面まで下げておら

ず、Ⅱ層中～Ⅲ層上面が検出面である)、 事情が異なるので最後にまとめた (第 25～ 27号土坑)。 こ

のように、旧遺構名は調査時の状況が推測 しやすいので、ここでも併せて旧遺構名 も記 した。なお、
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5 土坑

ここで示す “検出面からの深さ"は、半裁時のもので、完掘後の深さを記した第21～22図 とは異な

っている場合がある。

遺構の図は第21～22図 に、写真は写真図版ll～ 13に ある。出土遺物の一部を第30～ 31図 に掲載

したが、土坑の検出状況から、遺構に伴うものは少ないと思われ、同様の理由で掲載品以外の紹介は

省略した。掲載遺物の詳細は、第V章参照。

第 7号土坑 (旧 CD5F)は 、H G86グ リッド。底、検出面からの深さ35cm。 断面形は長いバケ

ツ形。壁上20cm Ⅲ層、その下～底Ⅳ層。覆土は、二層に分かれるが両方ともⅡ層の一部と思われ、 1

層の底は弧を描 き最大厚 10cm、 1層 10YR3/3暗褐色シル ト (粘土ブロック、小礫多い)、 2層

10YR3/2黒褐色ンル ト (や やもろい。焼土粒、土器含む)。

第 8号土坑 (旧 CD6F)は 、H F86グ リッド。底、検出面からの深さ55cm。 断面形は長いバケ

ツ形。壁上30cm Ⅲ層、その下～底Ⅳ層。覆土は、単層でⅡ層の一部と思われ、10YR3/3暗褐色地に

10YR2/1黒色が点々と見える (シ ル ト。 5 mn～ 2 cm大の炭化物を点々と含み、礫含む)。

第 9号土坑 (旧 CD7F)は 、H G85グ リッド。底、検出面からの深さ35cm。 断面形は丸みを帯

びた筒形。壁上25cm Ⅲ層、その下～底Ⅳ層。覆土は、二層に分かれ、 1層 の底は弧を描き最大厚23

cm、 1層 10YR4/3に ぶい黄褐色シルト (粘性あり。 211m大の炭化物、パミス含む。Ⅱ層の一部と思わ

れる)、 2層 10YR3/1黒褐色シル ト (粘性強い)。

第10号土坑 (旧 CD8F)は 、H E85グ リッド。平面は楕円形。底、検出面からの深さ50cm。

断面形は九みを帯びた筒形とバケツ形の中間。壁上30cm Ⅲ層、その下～底Ⅳ層。底は凹凸あり。覆

土は、二層に分かれ、 1層 の底は弧を描き最大厚30cm、 1層 10YR3/2黒褐色シル ト (パ ミス含み、

上面に石皿の破片)、 2層 10YR3/2黒褐色シル ト (粘性強い)で、層の境はっきりしないが、下層の

方が暗い気がする (根のせいか)。

第11号土坑 (旧 CD9F)は 、H E85グ リッド。平面は不整形。底、検出面からの深さ55cm。

下部掘 りすぎた。断面はくさび形。壁上20cm Ⅲ層、その下～底Ⅳ層 ? 底は白色化。覆土は、タス

キがけ状に斜めに二層に分かれ、 1層の底は最大厚20cm、 1層 10YR3/1黒褐色地に10YR5/6黄褐色、

10YR2/1黒色の点々 (シ ルト。パミス、 211m～ l cm大 の炭化物含む)、 2層 10YR3/2黒 褐色シルト (粘

性強い。炭化物含む。根によるカクランあり)。

第12号土坑 (旧 C D12F)は、HD～ E85グ リッド。平面はやや不整形でD字形。底、検出面か

らの深さ40cm。 断面形は片側の途中に段のある長いバケツ形。壁上25cm Ⅲ層、その下～底Ⅳ層。覆

土は単層で、10YR3/2黒 褐色シルト (硬 く締まる。土器、礫、 541m大 のえ化物多い。根によるカクラ

ンあり)。

第13号土坑 (旧 C DllF)は 、H D85～ 86グ リッド。底、検出面からの深さ35cm。 断面形は筒

形。壁上22cm Ⅲ層、その下～底Ⅳ層。覆土は単層で、10YR3/3暗褐色シル ト (土器多く、パミス、

礫、 5 1mn大 の炭化物含む)。

第14号土坑 (旧 C D18F)は、H D85グ リッド。平面楕円形気味。底、検出面からの深さ46cm。

断面は下部に弱い段のある長楕円形。壁上30cm Ⅲ層、その下～底Ⅳ層。覆土は単層で、10YR3/3暗

褐色シル ト (粘性あり。パミス多 く、え化物僅かに含む。根によるカクランでまだら)。

第15号土坑 (旧 C D17F)は 、H A85グ リッド。焼上下クリーニングしたことにより明確に検出。

底、検出面からの深さ38cm。 断面は長いバケツ形。壁上20cm Ⅲ層、その下～底Ⅳ層。覆土は単層で、

10YR3/2黒褐色シル ト (粘性強い。炭化物含む。根によるカクランで黒まだら)。

第16号土坑 (旧 C D15F)は、H A85グ リッド。看板の基礎と思われるコンクリート柱の間に検
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出されたため半分しか掘れない。半裁時、北側掘 りすぎ。平面は大形の円形。底、検出面からの深さ

50cm。 断面は上部際側に僅かなスロープのある筒形だが、底は弧を描 く。壁上35cm Ⅲ層、その下～

底Ⅳ層。覆土は単層で、10YR3/3暗褐色地に10YR2/1黒色ゴマ状に点々と (シ ル ト。硬 く締まる。

遺物比較的多 く、 5 mn大の炭化物散る)。

第17号土坑 (旧 C D16F)は 、G Y84～ H A84グ リッド。平面は大形の楕円形。底、検出面から

の深さ67cm。 断面はやや不整の筒形。壁上37cm Ⅲ層、その下～底Ⅳ層。覆土は単層で、10YR3/2

黒褐色地に10YR5/6黄褐色の粒 (ン ルト。粘性あり。ややもろい。Ⅳ層ブロック含む。黒土との互層

に見えるが、根によるカクランと判断)。

第18号土坑 (旧 C D13F)は、G Y85グ リッド。浅 く、底不整形で、柱穴でないかもしれない。

底、検出面からの深さ1 4cm。 底は北東方向に偏る。断面は弧状。壁～底Ⅲ層。覆土は単層で、

10YR3/3暗 褐色地に10YR2/1黒 色ゴマ状に点々と (シ ルト。硬 く締まる。遺物比較的多く、 5 alal大 の

炭化物散る)。

第19号土坑 (旧 C D14F)は 、GX～ Y84グ リッド。浅く、底凹凸あつて、柱穴ではないかもし

れない。底、検出面からの深さ14cm。 断面は低い逆台形。壁上面のみⅢ層、その下Ⅲ～Ⅳ漸移層 (黒

いが硬く締まる)、 底Ⅳ層。覆土は単層で、10YR3/3暗 褐色地に10YR2/1黒 色ゴマ状に点々と (シ ル

ト。硬 く締まる。遺物比較的多 く、 511n大の炭化物散る)。

第20号土坑 (旧 CD4F)は 、 G U83グ リッド。底、検出面からの深さ25cm。 断面は凹凸の少

ないくさび形。底は非常に硬く締まる。壁Ⅲ層、底Ⅲ層再下部～Ⅳ層上面。覆土は単層でⅡ層の一部

と思われ、10YR3/3暗褐色地に10YR2/1黒色ゴマ状に少し点々と (シ ル ト。粘性強い。 5 Hlln大 の炭

化物散 り、焼土粒 も含む)。

第21号土坑 (旧 C D10F)は 、 G U81グ リッド。第29号焼上下から検出。底、検出面からの深

さ30cm。 断面図は、西区上段遺物包含層断面図 (第 24図 )にある。断面は筒形。壁上部Ⅱ層の一部

(5層 )、 その下～底Ⅲ層。覆土は単層でⅡ層の一部と思われ、ほとんど同じだが、より明るいか。

10YR3/4暗褐色シル ト (粘性強い。 211m大の炭化物多い)。

第22号土坑 (旧 CDlF)は 、 G T81グ リンド。底、検出面からの深さ23cm。 断面は凹凸少な

いくさび形だが、底中央に一段下がる僅かな副穴を持つ。副穴底は非常に硬 く締まる。壁～底Ⅲ層。

覆土は単層でⅡ層の一部と思われ、10YR3/3暗褐色地に10YR2/1黒色ゴマ状に点々と (シ ル ト。粘

性強い。 5 mll大の炭化物散 り、焼土粒も含む)。

第23号土坑 (旧 CD2F)は 、 G T82グ リッド。底、検出面からの深さ35cm。 断面は不整な箱

形だが東側が一段下がる。壁上～西側の中段まで (-22cm)Ⅲ 層、その下～底はⅣ層というより白色

化してVtt。 一段下がつた底は非常に硬く締まる。覆土は単層でⅡ層の一部と思われる。10YR3/3暗

褐色地に10YR2/1黒色ゴマ状に少し点々と (シ ルト。粘性強い。 5 4un大の炭化物散り、焼土粒も含む)。

第24号土坑 (旧 CD3F)は 、 G T82グ リッド。底、検出面からの深さ24cm。 断面は先端の尖

った三角形～くさび形の中間だが九みを帯びる。壁～底Ⅲ層。底は北東側に偏 り、底は白色化、その

少し上には酸化鉄付着 し、酸化鉄部分も含めて硬 く締まる。覆土は単層でⅡ層の一部と思われ、

10YR3/2黒褐色 (シ ル ト。第22号土坑とほとんど同じだが、より暗く混じり物少ない)。 Ⅱ層上面か

らはっきり掘 りこんでいた。周囲には柱穴状のものが多数検出されたが、いずれもカクランであっ

た。

第25号土坑 (旧 C D19F)は 、H F84グ リッド。上段遺物包含層断面を作成するため、調査区境

に沿ってトレンチ状にⅣ層面まで下げたところ、断面にかかって検出された。西側の調査範囲外に続
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く。検出面では平面円形で、重複しているようには見えなかったが、東側に別の上坑あるいはカクラ

ンがからんでいたらしく、完掘後には不整形になってしまった。断面図は第26図 にあり、図から判

断するとⅡ層下部から掘 りこんでいるようである。底、検出面からの深さ60cm。 断面形は北側に中

場 (ス ロープ)を持つ筒形。壁上10cm Ⅳ層、その下～底 Vtt。 底は平ら。覆土は、二～三層に分か

れる (第26図 ml～ m3層 )。

第26号土坑 (旧 C D20F)は、H E84グ リッド。上段遺物包含層断面を作成するため、調査区境

に沿ってトレンチ状にⅣ層面まで下げたところ、断面にかかり検出された。西側の調査範囲外に続く。

検出面では、本土坑の東に第27号土坑が離れて位置 し、重複するようには見えなかったが、併せて

完掘され繋がってしまった。したがって、第27号土坑との新旧関係は不明。検出面では、平面円形。

断面図は第25～ 26図 にあり、図から判断するとⅡ層中から掘 りこんでいるようだ。底、検出面から

の深さ45cm。 断面形は不整筒形。壁上 3 cm汚れたパミス混じりのⅣ層 (10YR3/3暗褐色土シル ト)、

その下Ⅳ層、底 Vtt。 底は平ら。覆土は、上下二層に分かれる (第 25～26図 11～ 12層 )。

第27号土坑 (旧 C D21F)は、H E84グ リッド。上段遺物包含層断面を作成するため、調査区境

に沿って トレンチ状にⅣ層面まで下げたところ、第26号土坑と一緒に検出された。検出面では、本

土坑の西に第26号土坑が離れて位置し、重複 しているようには見えなかったが、併せて完掘され繋

がってしまった。したがって、第26号土坑との新旧関係は不明。検出面では、平面やや不整円形。

底、検出面からの深さ75cm。 断面形は不整筒形。壁上数cm汚れたパミス混じりのⅣ層 (10YR3/3暗

掲色土シルト)、 その下Ⅳ層、底Vtt。 底は平らだが砂利露頭し (Ⅵ層 ?)、 硬く締まる。覆土は第26

号土坑と全 く異なり、四層に分かれ、上から55cmま でが 1層 と2層が占め、その下は3層がほぼ水

平堆積で約 8 cm、 その下の4層 も水平堆積である (厚 さ5 cm)。 1層 と2層 はタスキがけ状に分かれる。

1層 は10YR3/2黒褐色シルト (粘性強い。炭化物多い)、 2層 は10YR4/2灰責褐色シルト (粘性強い。

非常にもろい。V層再堆積土を多く含む)、 3層 は10YR5/6黄褐色シルト (粘性強い。非常にもろい。

Ⅳ層再堆積)、 4層 は10YR3/1黒 褐色シル ト (粘性強い。ややもろい)。

6 遺 物 包 含 層  (第 9。 10。 13・ 24～ 28図、写真図版14～ 21)

これまでの調査 (第 Ⅱ章第 3節参照)と今回の調査結果から、大量の遺物が出土する縄文時代前期

末～中期前葉の遺物包含層の範囲は、西 1区 と2区の間に南北に入る谷を西限とし (第 Ⅱ章第 3節参

照)、 国道 4号東側に南北に入る谷を東限 (今回調査区)、 1989年度調査区付近を南限とするようで

ある (第 6図参照)。 北限は、今回調査区中段あたりまでで、その下の斜面下方は、上方からすべ り

落ちたと推測される遺物が点在するのみである。

今回の調査区のほぼ全面に遺物包含層が認められたが、西区上段の北端、東区北半部は、削平され

たせいか残っていなかった。いずれも縄文時代前期末～中期前葉を中心とする遺物包含層であること

は変わりなく一連のものである可能性が高いが、東区は、遺物包含層の東限のせいか、西区と様子が

異なり、また西区でも、地形によって大きく様子が異なっている。そこで、これらを西区下段、西区

中段、西区上段、東区遺物包含層として分けて、その概要を説明していく。

西区下段遺物包含層 (第 9・ 10図、写真図版15～ 16)

<位置・検出状況>西区北端、傾斜が急になる地点から沢 (調査範囲北端)ま でが下段に相当するが

(第 10図 )、 大部分は削平され表土下Ⅳ層という状態で遺物包含層は残っておらず、沢の手前のほぼ
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平らな部分からのみ遺物が出土する (写真図版15の黒い部分のみ)。 当初下段を土捨場として使用 し

ようと考え、 トレンチを入れたところ、一部から遺物が出土したため、全面剥ぐ必要が出てきた (調

査期間延長の最初の原因である)。 <重複・カクラン>遺物包含層が残っていたのは上記一部のみで

ある。杉林であつた場所であり、地表には大きな切株が幾つも残っていて精査に苦労した。<記録・

精査状況、経過>遺物包含層が残る部分は少なく、また主体は斜面上部にあることは明らかなので、

調査を急ぐため断面図は作成しなかった。調査開始時土捨場は調査区外には確保されていなかったた

め、委託者にお願いし、決まるまでは斜面上方から人力で表土を剥いだ。大きな切株が残り、また作

業員数が少なく作業はあまりすすまなかった。 4月 21日 に委託者から排土を調査区から200mほ ど

離れた北側の工事中の地点に置くよう指示を受け、またそこに運搬する前に借り置きできるよう調査

区北端の横の荒地を借地した。これを受け重機によって残 りの表土を剥ぎ、切株を抜いて、排土をダ

ンプで連んだ。遺物包含層は薄く、精査自体はすぐ終わった。一部中段のトレンチと並行して、この

ころ作業員数が少なかったため、細々と5月 12日 までクリーニングを続け、12日 に写真撮影、記録

をとり、全ての作業を終了した。<包含層の様子>沢の南側の傾斜が急に緩やかになるあたりにのみ

残る。南側は小規模な雨裂 (覆土はI層 と同じ)に よって画され、北側は徐々にI層 と混じって、や

がて境が見えなくなる。上自体はⅡ層というよりⅢ層に近 くクロボク上で、以上から判断すると、下

段遺物包含層は、斜面上方からの流れ込みと推測される。ただし、遺物の残存状況と土から判断する

と、後代の流れ込みではないと思われる。<規模 。厚さ>調査範囲内では10♂程度で、厚さ10～ 15

cm。 <包含層の上下層>包含層の上は、表土 (腐食土)で厚さ70～ 80cm、 下はⅣ～Ⅵ層のどれに相当

するかはっきりしないが、10YR7/1灰 白色～10YR6/8明 黄掲色土 (粘土。礫露頭。礫がないところは

Ⅳ層に近い)。 平らなところは水がたまっていたのか灰色が強い。

<遺物の出土状況>土器破片が疎らに出土する程度だが、土器は摩耗してはいない。

<遺物の取り上げ方>包含層の規模が小さく、また出土量が少ないため、 “下段遺物包含層"で一括

して取り上げた。<出土遺物の概要>1,241gの 縄文土器が出土したが、表土からは 2 kg近い縄文土

器が出土している。石器その他は出土しなかったようである。

西区中段遺物包含層 (第 9・ 10。 13・ 27。 28図、写真図版16～ 18)

<位置・検出状況>西区、上、下段遺物包含層の間。中段は、斜面の始まりから北側の傾斜が急にな

る地′点まで相当するが (第 10図 )、 遺物包含層は北半分しか残っておらず、南半分は、上段北端から

続 く削平で、中段の南端は表土下Ⅳ層、その北側は表上下Ⅲ層という状態である (第 28図 、写真図

版18)。 西側の雑木林の続きで、切株が点々と残っており、当初は少なくとも表土は重機で剥ぐ予定

であったので、重機で抜根しやすいよう (周 囲の包含層を大きく傷つけないよう)、 人力で切株の周囲

を掘削し、試掘 トレンチの意味も兼ねさせた (5月 7日 まで。下段の精査と並行)。 その結果、既に表

土から多量の遺物が出土することが分かり (多いグリッドでは9号袋 4つ以上)、 全て人力で剥がざ

るを得ないことがわかった。<重複・カクラン>遺物包含層 (Ⅱ 層)が残っていたのは上記のように

北半のみであり、その北側に隣接する下段遺物包含層の南端も削平されて表土しかない (第 28図 )。

雑木林であった場所であり、地表には切株が幾つも残っていた。遺物包含層中には焼土などの遺構は

認められず、西半はⅣ層上面までさげたが、やはり遺構は確認されなかった。<記録>調査区西境を

Ⅳ層上面まで下げ、断面図を1/20で作成した (第 27、 28図 )。 セクシヨンポイントは1/100で光波

測量により記録したので、照合はしていない。また、削平の状況を光波測量により1/200で平面図に

記録した (第 10図 )。 <精査状況、経過>排上の関係で (下段をそのまま土捨場として使用)、 下段
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が終了 した 5月 12日 に雑物撤去 し、安全対策をとり、13日 から本格的な精査 を開始 したが、調査期

間延長が見込まれたため、全容把握が求められ、上段に試掘 トレンチを入れることを優先 し、中段の

表土剥 ぎは細々と続け、やがて全員を上段に割かざるを得なくなった。上段の排土の問題が解決 した

ので (上段の項目参照)、 遺構が検出された上段の表土剥 ぎを優先 したためである。上段の表土剥 ぎ

が終了 し、作業員 も増えたので、 6月 3日 から中段の表土剥ぎを再開し、 8日 からは遺物包含層の精

査を開始、24日 に終了、そのまま調査区境の断面にかかるグリッドのⅢ層をトレンチ状に剥ぎ (写真

図版17)、 29日 からは断面も合わせてクリーニングし、 7月 1日 に写真撮影、 5日 まで断面実測、 6

日に土層注記、 7～ 9日 からは断面に残る土器の抜き取 りを層ごとに行った。抜 き取 りは当初予定 し

ていなかったのだが、委託者から工事の際に不都合であるということで求められたのである。 7月 9

日に中段の全ての調査を終了。 6月 8日 に東区の トレンチが終了 してからは、入れ替わり支援に来る

上司に中段遺物包含層精査の監督をお願い したが、中段の精査が終了し西区の調査終了にめどが立っ

た 6月 26日 以後支援は終了 した。<精査方法>グ リッド単位で、最初に排上方向とは逆の、南側 と

東か西側にL字状に幅 lm程度の トレンチをⅢ層上面まで入れ、包含層の特徴を見て、細分できそう

な場合は、遺物は細分層で取 り上げるつ もりであったが、調査に余裕がなかったことと、細分できそ

うな地点はほとんどなかったことから、遺物包含層一括で取 り上げることにし、調査が急がれてから

は トレンチも入れるのをやめてしまった。ただし、最後まで一応グリッド単位で精査 した。<安全対

策 >中段 より上は国道より高 くて切 り通 し状になっており、土砂の流出を防止する必要があつた。調

査区と車道の間には歩道があり、また工事中ということで歩道は通行止めにしてあったので、通行人

や車に直接接するような状況ではなかったが、念のためガー ドレールの内側に上のう袋を積み上げ、

急傾斜で大雨が降ると直接国道に流出しそうな中段と下段との間には調査区の東端にも上のう袋を積

み上げ、また内側を溝状に掘削して水が違う方向に流れるようにした。さらに、調査中に礫などが国

道に落ちないよう、あるいは崖際を調査する際作業員が危なくないようにと、閉鎖している歩道に見

張りとして作業員二名を配置したが、実際に精査してみると、落石は全くなく、作業も危険は少なか

つたので、遺物包含層が下がり出した時点からは、割愛した。また、土も含有物によるものか雨後で

もほとんど滑らず危なくなかった。<包含層の様子>北半にのみ残る。部分的な変化を除き、三～四

層に細分できるが、傾斜に沿って基本的には大きな広がりを持ち、 “捨て場"と いうより、やはり “遺

物包含層"と 呼ぶのにふさわしい。分層される層も、それぞれに大きな違いはなく、実測している間

に土が乾くと、微妙な違いで区別がわからなくなり上層注記に苦労するといった状態であった。基本

的な土性は、混入物の多い暗褐色上で、上段のⅡ層と同じである。なお、第28図土層注記の “Ⅱ―

Ⅲ層"と いうのは、両層の混上で、黒褐色土でありながら土器が出土するという、下段の遺物包含層

に等しいと推測されるものである。<厚 さ>厚 さ50cm以 下。<包含層の上下層>包含層の上は、表

土 (腐食土)で厚さ35cm以下、下はほぼⅢ層。その下はⅣ層のようだが、白く変色したり (V層 ?)、

礫が露頭する箇所もある。

<遺物の出土状況>遺物包含層中は、上段と同様に非常に多い。なお、表土から大量に出土したのは、

おそらく削平部分から逼ばれたためのようである。

<遺物の取り上げ方>調査に余裕がなく、グリッドごとに遺物包含層一括 (Ⅱ 層)で取 り上げている

が、調査区境断面から抜き取つた土器は、層で取 り上げている (ただし平面位置は、グリッドごとで

なく “中段遺物包含層"で一括)。

<出土遺物の概要>土器の出土分布状況を第13図 に、土偶のそれを第370図、一部石器のそれを第

371～378図、玉類未成品のそれを第379図 に掲げた。
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西区上段遺物包含層 (第 9。 10・ 13。 24～ 26図 、写真図版19～ 21)

<位置・検出状況>東区上段の平らな部分にあるが、北部は削平され残存 していない (第 9、 10図 )。

県教育委員会の試掘で、調査開始前に大量の遺物が出土することがわかってお り、また地形からも遺

物包含層の広が り、さらには遺構の存在が予想された。 5月 末に調査期間延長が見込まれたため、全

容把握が求められ、 トレンチを入れた結果、遺構が確認され、さらに土捨て場の問題が解消されたの

で、そのまま上段の表土剥ぎに入った。表土からも大量の上器が出上したので (特 に南側)、 人力で剥

がざるを得なかった。 “西区下段遺物包含層"で述べたように、当初土捨て場は調査範囲内にしかなく、

委託者にお願いして、調査区から離れた地点に確保 していただいたのだが、そこまで直接運ぶわけに

はいかないので、調査区内の調査終了地点に借 り置 きし、まとまった時点でダンプで運ぶという手筈

をとる必要があり、そのために下段→中段→上段と、順番に終了していかざるを得なかったのである。

ところが、上段調査区西側の畑が 5月 になっても耕作に入らず、念のため地主に連絡を取ったところ、

今年は作付する予定がないので、貸しても良いという返事をいただき、上段のすぐ隣を上捨て場とす

ることができ、これと作業員を5月 末から大幅に増やしたことにより、調査の遅れをかなり取り戻す

ことができた。上段北端にもトレンチを入れ (第 10図 )、 上司に監督をしてもらったところ、Ⅳ層以

下まで削平され、遺物の出土は全くないということで、ここは調査除外ということになった。上段は、

基本的に畑で非常に平坦であったが、実際には、上段北端は盛 り上がっていたようである。<重複・

カクラン>遺物包含曙北端に近い地点で、平安時代の第 1号住居跡が包含層を掘削して作られている。

また主としてⅡ層中に焼土や柱穴状土坑が多数検出された。調査中には全 く確認できなかったが、お

そらくこれらは竪穴住居跡の残骸なのであろう。若干地点によって多寡が認められ、南東隅には非常

に少ない。包含層は通常以上に厚い地点であったが (50～70cm)。 また、中段の調査結果からⅢ層は

遺構・遺物が発見されないという見通しが得られ、調査期間に余裕がないため上段もⅢ層以下は下げ

なかったが、第 5節で述べたように、Ⅲ層は黒色土であることから実際には多くの柱穴の取りこぼし

があったものと思われる。段丘崖に近いためか、風倒木痕がしばしば認められた。また、国道際とい

うことで、H A85グ リッドには看板を支えていたと思われるコンクリート支柱、G Y85グ リッドに

は電柱埋設穴等のカクランが見られた。北端は、おそらく畑地造成の際に削平されている。<記録>
調査区西境をⅣ層上面まで下げ、断面図を作成した (第 24～ 26図 )。 セクシヨンポイントは1/100で

光波測量により記録したので、照合はしていない。

<精査状況、経過>遺構 (第 1号住居跡)が確認され、さらにここが遺物包含層の中心であると予想

されることから、最優先で調査することになり、土捨て場も5月 20日 に借地できたので、 トレンチ

を入れた後、そのまま上段の表土剥ぎに入った。そのため、 トレンチの位置は記録していないが、グ

リッドの84の 85ラ インに沿って84側 を幅 lm程度で開け、第 1号住居付近は長 く、その他は点々

と入れた。上段の表土剥ぎが終了した6月 3日 からは中段の調査も並行したが、あくまで上段に主力

は裂いた。上段は、遺構班と包含層班に分け、遺構精査と南側包含層の精査を並行して行った。遺構

班は、当初第 1号住居跡とその周辺遺構の精査、その後包含層中に検出された焼土や柱穴状土坑の精

査を行った。包含層精査は 7月 7日 に終了し (Ⅲ層は、中段の調査結果から、7月 2日 に行われた部

分終了確認で、剥ぐ必要がないということになった)、 その後調査区境のみⅣ層上面までトレンチ状に

下げ、断面をクリーニングし、実測 。注記、13日 からは中段と同様遺物の抜き取 りを行い、7月 14

日に西区はすべて終了した。調査範囲の広さの割に包含層精査以後の作業が早く進んだのは、断面の

記録に当たって全て一遍に行うのではなく、南側から順にクリーニングが終了した場所までブロック

に分け、分層・撮影・実測・土層注記を行い、並行して作業を進めたためである。これは、各層に変
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6 遺物包含層

化が少なく、離れた地点の層の同定がほぼ不可能なこと、風倒木で層に乱れが生じている場所が多く、

遺物の取 り上げ、包含層形成過程の解釈にあまり参考にならないことなどの理由による。<精査方法

>グ リッド単位で、最初に排上方向とは逆の、南側と東か西側にL宇状に幅 lm程度のトレンチをⅢ

層上面まで入れ、包含層の特徴を見て、細分できそうな場合は、遺物は細分層で取り上げるつもりで

あったが、調査に余裕がなかったことと、細分できそうな地点はほとんどなかったことから、遺物包

含層一括で取り上
'デ

ることにし、調査が急がれてからはトレンチも入れるのをやめてしまった。ただ

し、最後まで一応グリッド単位で精査 したbま た、G V84グ リッドは、包含層が厚 く土器の出土量も

多く、土も異なったので、上下層に分けて調査している。周囲のグリッドでも、分けたところがある。

調査員は、遺物包含層範囲図にグリッドを入れた1/10o、 1/300図のコピーを持ち歩き、層の厚さや

気のついた点などをメモし、また、別の同様のコピーはグリッド・層ごとの終了部分を塗りつぶし、

進捗状況を確認しながら進めた。

また、分層は、上述のように南端から順にブロックごとに行い、 “層"と して広がりが認められるも

のにアラビア数字、部分的にしか認められないもの (柱穴覆土、カクランなど)に はアルファベット

の名を付け、離れた地点の “層"で似ていて同じ可能性のあるものについては類似の層名 (例 えば、

3-4a層 など)を付けた。

<安全対策>中段より上は国道より高 くて切り通し状になっており、土砂の流出を防止する必要があ

った。調査区と車道の間には歩道があり、また工事中ということで歩道は通行止めにしてあったので、

通行人や車に直接接するような状況ではなかったが、念のためガードレールの内側に上のう袋を積み

上げた。さらに、調査中に礫などが国道に落ちないよう、あるいは崖際を調査する際作業員が危なく

ないようにと、閉鎖している歩道に見張りとして作業員二名を配置した。また、土も含有物によるも

のか雨後でもほとんど滑らず危なくなかったが、Ⅲ層上面まで下げると滑るようになった。<包含層

の様子>北側は削平されて残っていない。南端は整然と三～四層に細分できるが、他は風倒木痕等も

見られるせいか、層の乱れが多く、それぞれの場所で異なり、さらに後世の改変 (遺構の重複も?)

を受けているのか、細かく分層できない。南側はⅣ層上面も平坦なのではっきりしないが、北側は傾

斜にあまり関係なく堆積しており、人工的な改変も推測される (一部盛り上 ?)。 ただし、分層される

層も、それぞれに大きな違いはなく、基本的な土性は、混入物の多い暗褐色上で、中段のⅡ層と同じ

である。層境に焼土が認められることもままあり、例えば、G U81グ リッドでは、第29号焼上を境

に1層 と2層 に分かれるが、 1層がやや明るいかと思われる程度で、ほとんど違いがない。その下の

2層 と4層 についても、4層の方がやや明るいかという程度で、ほとんど違いはない (北西側の続き

は比較的はっきり分かれるが)。 <厚 さ>南側は約70cm、 G Y84グ リッドより北は50cm以下。<包

含層の上下層>包含層の上は、表土 (耕作土)で南東側に一部50cm近いところもあるが、槻ね厚さ

30cm以下、下はほぼⅢ層だが、北側に行 くにつれはっきりしなくなり、H F84グ リッド付近でなくな

りⅣ層になるようだが、この辺 りは遺物包含層もあまり発達せず不明瞭である。Ⅲ層は、G Y83グ リ

ッド辺りから急傾斜で南に向かう。

<遺物の出土状況>遺物包含層中は非常に多い。H E85、 G Y84(下位)、 G V84、 G U83(下位 )

グリッド付近は特に大量の遺物が出土した。なお、表土から大量に出土したのは、おそらく耕地にす

る際に削平されたためと思われ、包含層が厚 くあまり削平されなかったと推測される南西端では、表

土からほとんど遺物は出上しなかった。

<遺物の取り上げ方>調査に余裕がなく、グリッドごとに遺物包含層一括 (Ⅱ 層)で取り上げている

が、南東端で包含層が60cmを 超えるような部分は上下層に分けて取 り上げている。調査区境断面か
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ら抜 き取った土器は、層で取 り上げている (た だし平面位置は、グリッドごとでなく “上段遺物包含

層"で一括)。 なお、崖際も、Ⅱ層との違いはほとんど認められなかったのでⅡ層で取 り上げているが、

実際には根等のカクランがひどく崩落土 も認められるので定かではない。

<出土遺物の概要 >土器の出上分布状況 を第13図 に、土偶のそれを第370図 、一部石器のそれを第

371～378図、玉類未成品のそれを第379図 に掲げた。

東区遺物包含層 (第 9。 10,13図、写真図版 14)

<位置 。検出状況>東区南半 (南端を除 く)。 県教育委員会の試掘で、調査開始前に南側を中心に大

量の遺物が出土することがわかっていた。調査期間に見通 しをつけるため、 5月 末～ 6月 初めに東区

に点々とトレンチを入れ (第 12図 、写真図版14)、 上司に監督をしてもらった。その結果、北半分は

削平され、遺物がほとんど出土せず、また南端は遺物包含層はないが遺構はあ りそうだ (雨裂の節参

照)と 分かつた。<重複・カクラン>遺物包含層 (Ⅱ 層)が残っていたのは上記のように南半のみで

あり、また南端も削平されていた (第 9図 )。 遺物包含層中に遺構が全 く検出されず、余裕があったた

め、該当範囲の全てをⅣ層上面まで剥いだが、やはり遺構は確認されなった。東端は雨裂の上に落ち

込んでいる (第 9図 )。 HJ～ L93グ リッド付近はカクランひどく、包含層はほとんど残っていなか

った。杉林だったところで、大きな切株が点々と残っていた。<記録>遺物包含層が全体的に浅 く (30

cm程度)、 また、調査区境である東端が雨裂にかかリカクランを受けているためか、全 く一様に見え分

層は難 しかったため、断面図の作成は断念 した。また、削平の状況を光波測量により平面図に記録 し

た (第 9、 10図 )。 <精査状況、経過 >上述の トレンチ結果に基づ き、 6月 22日 、24日 (23日 は雨

で中止)に重機で北側の削平範囲を掘削 し、土捨場 とすることにした。西区中段にめどがついた 7月

1か ら、草刈 り、雑物撤去を開始 し、土が流出しないよう歩道に沿って土のう袋を積み上げた。 3日

から9日 まで、包含層の状況を把握するため、西側の切 り通 し部分をクリーニングした (写真図版14

中段左 )。 その結果、包含層残存部分 も北半分は10～ 20cm程度 と浅 く、今後大幅な期間延長の必要は

ないことが分かつた (こ の時
`点

で 8月 半ば前後に延長されていた)。 なお、 6日 に重機を入れて南端の

盛土 も除去 しており、精査終了後、ここも土捨て場 とする予定であった。10日 から、包含層部分の表

土剥 ぎを開始 したが、土捨て場が南北両側に限られるため、H D92の 列より北側は北に上を捨て、南

側は南に捨てることとし、南端はまだ精査が終了していなかったので、北側から開始 し、16日 ～ 8月

6日 遺物包含層、 6～ 11で雨裂にかかる部分 を除いたⅢ層 も終了、壁のクリーニング等に入 り、20

～24日 で残 りのⅢ層 も剥ぎ、北側はすべて終了 した。南側は、南端の検出に西区の調査にめどがつい

た 7月 9日 から入 り、そのまま精査、21日 にすべて終了 したので、ここを上捨て場 とし、包含層南側

の調査 に入つた。21～ 23日 表土、24日 ～遺物包含層、 8月 19日 から並行 してⅢ層 も下げ、 8月 25

日にⅡ層終了とほとんど同時にⅢ層まで下げ終わり、すべて終了。南側の遺物包含層は厚 く、時間が

かかっている。東区の東端は土器の出土が少なかったので、西区のように土器の抜 き取 りは特に行わ

なかった。<精査方法>グ リッド単位で掘 り下げている。切 りとおし部分のクリーニングや トレンチ

(H194、 H A92～ H C93グ リッド付近、H194グ リッド付近の トレンチ 3か らは大量に遺物出土 )

により、遺物包含層内に差はほとんど認められないとわかっていたので、基本的に分層は行っていな

い。ただし、H B93、 H D93グ リッドなどは、包含層が厚 く、また上下層に分かれるように見えたの

で、分けて調査 している。調査員は、遺物包含層範囲図にグリッドを入れた1/10o、 1/200図のコピ

ーを持ち歩き、層の厚さや気のついた点などをメモし、また、別の同様のコピーはグリッド・層ごと

の終了部分を塗 りつぶし、進捗状況を確認 しながら進めた。<安全対策>こ ちら側の歩道は通行止め
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になっていなかったので、上述のように、歩道に沿って上のう袋を並べ、土砂の流出を防止した。ま

た、こちら側は、西区ほど切りとおしに高低差がなく (せいぜい歩道面から2m)、 作業に危険はなか

ったが、自転車や歩行者が頻繁に通過するので、見張りを調査中ずつと南北両端に配置し、安全に努

めた。<包含層の様子>全体的に薄いせいか、西区上～中段のようにしっかりしておらず、むしろ下

段の遺物包含層や中段の “Ⅱ一Ⅲ層"に近く、通常のⅡ層より黒く (10YR2/1黒色)、 I、 Ⅲ層とほ

とんど区別がなく、上から下まで一様で、焼土や炭化物などは含まれず、土器の出土も少ない。いわ

ゆる遺物包含層然としている。H B98グ リッドは、北面を中心に上下層に分かれ、上層は10YR3/8

黒褐色土 (シ ル ト、厚さ20cm、 通常のⅡ層)、 下層は10YR3/1黒褐色土 (シ ルト、厚さ20～ 30c14、

Ⅲ層との中間的)であるが、すぐ南側に隣接するH△ 93グ リッドでは、ほぼ同じ40～ 50cmの厚さが

あるにもかかわらず、クリーニングしても分層できなかった。H D92～93グ リッドでも上下層に分か

れ (た だし南面は不明瞭)、 上層は10YR3/1黒褐色土 (シ ルト、厚さ30cm、 通常のⅡ層)、 下層は

10YR4/3に ぶい黄褐色土 (粘土、厚さ20cm、 Ⅳ層汚れ再堆積)であるが、すぐ東側に隣接するH D94

グリッドでは、ほぼ同じ40～50cmの厚さがあるにもかかわらず、クリーニングしても分層できなかっ

た。<規模・厚さ>最 も厚いH B93グ リッドで厚さ50～ 60cm、 その周囲が40～ 50cm、 その北側の

HH94以北は30cm以下だが雨裂内は40cm程度ある。<包含層の上下層>包含層の上は、表土 (腐食土)

で厚さ20cm以下、下はⅢ層、その下はⅣ層。H A93グ リッドより南側の雨裂底は、Ⅲ層に比べて赤つ

ぽいⅢb層が分布する。10YR3/1黒褐色シルト (やや粘性あり。しつとりしている。上面に灰白色火

山灰ブロックが認められ、礫石器あるいはただの礫の出上が目立つ)で、Ⅲ層より下に位置するよう

だが (H A93グ リッド北面)、 やや不明な点を残サ。

<遺物の出土状況>遺物包含層中は、上段と比べて少ないが、雨裂内から礫石器あるいはただの礫が

大量に出土し、H G94～ H195グリッド付近は特に多く、土より多いように見え、雨裂の窪みに詰め

込まれているようにさえ見える。水が落ちる地点なので、自然に運ばれ集まったか、水に洗われ礫が

露頭しやすい箇所なので多いのか、あるいは中世に改変を受けているのか。

<遺物の取り上げ方>調査に余裕がなく、グリッドごとに遺物包含層一括 (Ⅱ 層)で取り上げている

が、上下層に分かれた地点は、そのように記して分けている。

<出土遺物の概要>土器の出上分布状況を第13図 に、土偶のそれを第370図、一部石器のそれを第

371～ 378図、玉類未成品のそれを第379図に掲げた。

7 雨 裂 (第 5。 10・ 23図 、写真図版2動

東区で検出。これ自体は遺構ではないが、遺物包含層の東端を画するもので、それに伴った様々な

特徴が認められ、また、南端では雨裂を意識して平安時代の土坑が掘られていること、さらには、本

遺跡の北から東側に隣接する中世の丸子館との境に相当し、館に関連しそうであることから、調査で

分かつた点を記しておく。

<位置・検出状況>東区南半、ほぼ調査区東限に沿って認められ、北部では、調査範囲より東側を北

に向かうようである (第 5、 10図 )。 西区を精査している最中、期間延長に当たって東区ではどのく

らいかかるかを見込むために上司に予めトレンチをいれてもらうことにした。その際、南端部分は、

現道を作る際既に工事が済んでいて土捨場にできるのではないかと見込み、全体に十字に大きくトレ

ンチを入れた (第 12図 )。 その結果、1.2mの盛土下に黒上があり、その上面から土師器が出てきた。

黒土には灰白色火山灰が含まれており、土器は混入ではなくいわゆる古代の土で上面が埋まっている
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ことは確実であった。西区の終了が見えてきた 7月 6日 に重機で盛土を全部剥ぎ、排土は、西区下段

を調査する際に借りていた調査区北側の上捨場にダンプで運んだ。周囲はⅣ層まで削平され、黒いシ

ミは、南北方向に続いていた。これとは別に、その北側の遺物包含層が残っている地点の精査を並行

して行い、その作業の中で溝状の落ち込みが東端に認められ、やがて両者は一連のものと気づいた。

<重複>南端付近で第 1号土坑と重複 (土坑の方が新しい)。 遺物包含層残存部分では、概ね雨裂の

窪みに遺物包含層が落ち込み、縄文時代前期末～中期前葉には埋まり切つていなかったようである。

遺物包含層との重複部分では、なぜか礫石器および礫 (未成品?)が大量に出土した。<図・精査状

況>A′ 側の上場、断面実測後崩れたのか、平面図と合わない。遺物包含層が残っていた範囲では、

通常の遺物包含層の精査方法 (前節参照)で行い、特にベルトなどは残して精査しなかった。南端の

削平箇所では、ベルトを二箇所設定し (北、南ベルト)、 北ベルト付近から土師器を中心に大量の遺物

が出上したが、平安時代より新しい遺物はなく、検出状況どおり、平安時代以前のものであることが

わかった。ただし、所見で述べるように、遺構とは思われなかったので、北ベルトのみ断面実測し、

平面図は光波測量機を使用して簡単に実測した。<覆土>南端では、ほぼ同じ厚さで大きく三層に分

かれ、 1層 (ク ロボク土)、 2～ 4層 (砂礫混じり黒褐色土)、 5～ 7層 (砂礫混じり灰褐色上、7層

は黒褐色砂層)に分かれ、 5～ 7層では流水が窺われ、4層 では水がよどんでいた状態、 2層では再

び流水が窺われる。つまり、流水を繰り返していたが、常時水が流れていたのではなく、淀む時もあ

り、こうした繰り返しの中でしだいに浅くなっていき、最後にクロボク上が入って完全に埋まったら

しい。北側の遺物包含層が残存していた場所では、Ⅳ層直上にⅡ層 (遺物包含層)が入り、Ⅲ層は、

雨裂内に入つていなかったようである。ただし、北側では雨裂全体を調査できた地点はなく、いずれ

も西側の落ち始めだけなので、全体については不明である。<平面形・規模>北北東方向に延び、調

査できた範囲では約58m、 北東側の調査範囲外に続く。<断面形・深さ>削平された南端では、大き

く開く逆台形 (第 23図 )で、深さ検出面から60～ 90cmだが、遺物包含層残存部との境で大きな切り

株があるため掘り残した部分を見ると、開田部はかなり開いて4～ 5mあ り、深さも2m近 くあつた

ようだ (谷に近い)。 北側の遺物包含層が残存地点では、西端を調査できたのみなので不明。

<壁 。底>削平された南端では、検出面はⅣ層、壁Ⅵ (砂礫)層、底Ⅵ (砂)層 (青白や橙色に変色)。

壁は、開口部が広いせいか、だらだらと緩傾斜で立ち上がる。北側の遺物包含層が残存していた地点

では、西端を調査できたのみなので不明だが、壁上部はⅣ層。

<出土遺物・所見>(出土状況)削平された南端の北ベル ト (第23図 )の南側から大量の上器が出

土したが、他は礫あるいは礫石器が中心である。 (遺物)16.349kgの 上器が出土し、縄文土器が多い

が、土師器 (第 185図 9～ 第186図 14)、 須恵器 (第 188図 8～第189図 18)も 多い。石器の出土

も多 く、220点の石器 (磨石129点、砥石29点 、特殊磨石 9点、石皿・台石19点、その他は数点ず

つ)、 2,553gの 剥片石器製作時の剥片が出土しており、礫石器が多い。石鏃 (第 196図 2)、 石匙 (第

202図 83、 84)、 磨石類 (第 241図 354～ 356)、 磨製石斧未成品 (第259図 486、 487)、 打製石斧 ?

(第262図500)、 礫石錘 (第 263図 507)、 石皿 (第267図548)を掲載した。<時期 。所見>覆土

や出土遺物から、平安時代以前のもので、この頃ほぼ埋没したものと推測される。ただし、平面形が

不整形、底は凹凸が著しい、地形に沿って北に向かって傾斜、開口部が大きく開き壁はだらだら立ち

上がるなどの点から、人工的なものとは考えにくく、覆土に流水痕跡が窺われ、底の変色からも流水

が推測され、雨裂と判断した。そして、この雨裂は北～東側に広がる中世の丸子館跡と本遺跡の間を

画する位置に存在し、その規模から郭を区画する堀として機能していた可能性がある。

-49-



80 82 84 85 87 89 92 94 96 98 99 llXl

I

M

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０
卜

Ｌ

浅鵠包
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

る競
則

下
段

　

　

　

　

　

中
段
―

L

」

I

H

F

E

D

C

B

A

Y

X

W

V

U

T

S

R

Q

P

O

N

M

L

K

J

I

H

G

F

E

D

C

B

A

Y

X

W

V

U

T

S

R

Q

1:600      20m

第 9図 調査区全体図

-50-



西 区 中～下段

リート)

Ⅳ 遺構

・東区

0                   1:400                  20m

南側 に

84 87 88

I

I

ラ

ン

ク

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

カ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

木

ク

る残層Ⅱ

‐

た

―

寸

―

仁

―

Ａ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

競層

　
　
　
　
　
　
　
　
　

る

Ⅱ　
　
　
　
　
　
　
　
巌

層Ⅲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
コ

H

G

F

E

D

C

B

A

H

Y

X

W

V

U

T

S

R

Q

P

0

N

M

L

J

I

G

-5ユ ー

第10図 東区・西区中～下段全体図



80 82 84 85 86

H

E

G

F

E

D

C

B

A

Y

W

U

T ЧI///

/
乱

◎

亀
心巻

S tHI

-52-
第11図 西区上段全体図



79 80181182188184185186187188189190191192193194195196197197199 100

I

Ｍ

一
Ｌ

一
Ｋ

一
上

Ｉ

一
Ｈ

一
Ｇ

一
Ｆ

一
Ｅ

一
Ｄ

一
Ｃ

一
Ｂ

一
Ａ

H

Y

X

W

V

U

T

S

R

Q

P

O

N

M

L

K

」

I

H

G

F

E

D

C

B

A

トレンチ4

トレンチ2

トレンチ5

トレンチ

トレンチ3

トレンチ6

G

Y

X

W

V

U

T

S

R

Q

トレンチ1

Ⅳ 遺構

X=-81725

0       1:600      20m

第司2図 調査区範囲 トレンチ位置図

-53-



Ｎ
川
川
川
ｑ
卜
上
下
―

遺構出土分等を除く

□

□

々

鰯

圏

■

13 5kg未満

13 5kg～25kg未満

25kg以 上～50kg未満

511kg以 上～75kg未満

巧kg以上～100kg未満

100kg以上

80 82 84 86 88 92 94 95 96 98

I

M

L

K

J

I

H

F

E

D

B

A

H

W

U

T

S

R

Q

P

O

N

M

L

K

」

I

H

G

F

E

D

B

A

G

W

V

U

T

S

R

Q

0       1:600      20m

第13図 土器出土量分布図

-54-



に
ド

い
＝
が
云
ち
日

トレンチ

Ⅳ 遺構

A′

］
〓

カクラン

IЩ

IЩ

l号住居跡 (A― A′ 、B― B′ )

10YR3/3暗褐色地に10YR3/8浅黄橙色のプロック シルト 灰白色火山仄プロック、下部を中心に含む。
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第 1

。第 2・ 3号土坑

2号土坑

B

を鋸

L‐ 7461111m

く

・第 1号土抗

1:10YR1 7/1黒 色  ンル ト 青黒 く、上面に酸化鉄広がる。大 きな礫多量 に含 む。

2:10YR3/1黒 褐色 シル ト 砂混 じり。壁が崩れたもの。

A L=75 9Clllm       望堂 _どと L‐ 75000m

1

B′

カクラン

3号土坑

第 2号土抗

1:10YR4/3に ぶい責褐色地に10YR5/6黄 褐色の粒 (1～ 2 cnl大 )

黄褐色パ ミスのブロック多 く、 1～ 2m大の炭化物 も含む。

2:10YR3/4暗 褐色  ンル ト 黄褐色パ ミスわずかに含む。

3:10YR3/3暗 褐色 シル ト 黄褐色パ ミスわずかに含む。

4:10YR5/6黄 褐色 粘土 もろい。Ⅳ層再堆積土。

5:10YR3/2黒 褐色  シル ト 粘性強い。Ⅲ層の再堆積 らしい。

第 3号土抗

ンル ト Ⅳ層汚れ再堆積上で、

:10YR3/1黒 褐色 シル ト H層 の汚れ再堆積 ?

:10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト 粘性強い。黄褐色パ ミス多 く、 3層 に似 るが、 より明るい。

:10YR3/3暗 褐色 シル ト 粘性強い。 l cl大 の炭化物 ゴマ塩のように含む。黄褐色パ ミス含み、

焼土粒 もわずかに含む。
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Ⅳ 遺構

。第 4～ 6号土坑
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1号住居跡

6号土坑

柱穴 3

4

4号土坑

・第 6号土坑

1:10YR3/3暗掲色地に花尚岩の黒い点のように10YR2/1黒散る シル ト

黄褐色パ ミス ?、 焼土粒 も含む。

2:10YR3/2黒 褐色地に10YR6/8明責褐色のプロック シル ト 粘性強い。

3■ OYR4/2Fk黄褐色 ンル ト 粘性強い。細かいパ ミス ?含む。

4:10YR4/2灰 黄褐色 と10Yお/1褐灰色の混土 シル ト もろい。大 きめ

・第 4号土坑

:10YR4/3に ぶい黄褐色 ンルト Ⅱ層に似る。炭化物、土器合む。

:10YR4抱灰黄褐色 シルト 粘性強い。 1層 に似るが、炭化物 (5 HE以上)、 黄褐色パミス多い

:10YR4泡灰黄褐色 シルト 2層 に似るが、炭化物ほとんど含まない。

:10YR3/3暗掲色 ンルト 粘性強い。非常にもろい。上面に炭化物多く含む。

第5号土抗
1:10YR4/2仄黄褐色 シルト ややもろい。2層 に似るがより暗い。黄褐色パミス ?、 粒子 (5 HI以下)多い。

2:10YR4/2仄 黄褐色 シルト 1層 より黄褐色パミスの粒大きく (2 clll大 )、 多い。

3:10YR4/3に ぶい黄褐色 ンルト 粘性強い。 2層 に似るが、より粒子多く、明るい。炭化物含む。

4:10YR4/2FA黄褐色 ンルト 硬く締まる。3層 によく似るが、より暗い。

5:10YR3/2黒 褐色 ンルト もろい。礫含む。

6:10YR4/3に ぶい責褐色と10YR5/6責褐色の混土 粘土質シルト 粘性強い。Ⅳ層ブロック、粒子多い。

ややもろい。2～ l cH大 の炭化物散る。

黄褐色パミス?多 く、 2 dul大 の炭化物も含む。

(2 cal大 )の大化物、パミス?多い。

5号土坑

C  L‐75900m C′

第20図 第 4～ 6号土坑
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そ
っ

く
り
だ
が
、
硬

く
締

ま
る
。
遺
物
見

え
な
い
。

Ⅱ
層
の
一
部
。

こ
ci
 
Ю
YR
4/
3に

ぶ
い
黄
褐
色
 
シ
ル

ト
 
明
る
い
。
遺
物

目
立
つ
。

Ⅳ
層
汚
れ
再
堆
積
。

3:
10
YR
3/
2黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 

硬
く
締

ま
る
。

2層
よ
り
暗

く
炭
化
物

よ
り
多
い
。

Ⅱ
層
の
一
部
。

3望
a!
10
YR
3/
3暗

褐
色
 
ン
ル

ト
 

粘
性
あ

り
。
責
色
味
が
か

り
、

4層
に
似

る
。

■
層

の
一
部
。

34
b:
10
YR
3/
2黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 
粘
性
あ

り
。
暗
い
が
、

3層
よ
り
茶
色
味
強
い
。
焼
土
粒
多
め
。

Ⅱ
層

の
一
部
。

3b
:1
0Y
R3
/3
暗

褐
色
 
シ
ル

ト
 

粘
性
あ

り
。
34
a/
gに

似
る
。

3層
よ
り
茶
色
味
強
い
。

工
層
の
一
部
。

3c
:1
0Y
R3
/4
暗

褐
色
 
ン
ル

ト
 
粘
性
強
い
。
Ⅳ
層
汚
れ
再
堆
積
。

Ⅱ
層

の
一
部
。

4 
11
0Y
R3
/3
暗

褐
色
 
シ
ル

ト
 

粘
性
あ

り
。
硬

く
締

ま
る
。
責
色
味
が
強

く
、 
1層

に
近
い
。
炭
化
物
最

も
多

く
、

土
器
多
量

に
含
む
。

Ⅱ
層

の
一
部
。

5:
10
YR
3/
2黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 

粘
性
あ

り
。
硬

く
締

ま
る
。
土
器
含
む
。

Ⅱ
層
か

ら
Ⅱ
層
へ
の
漸
移
層
。

Ⅲ
:1
0Y
R2
/1
黒

色
 
シ
ル

ト
 
粘
性
強
い
。

Ⅲ
‐ Ⅳ

:1
0Y
R2
/2
黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 

黄
褐
色
パ

ミ
ス

ロ
立
つ
。

Ⅳ
b:
10
YR
3/
3暗

褐
色
 
シ
ル

ト
 
炭
化
物
散

る
。
黄
褐
色
パ

ミ
ス
ロ
立
つ
。
遺
物

な
し
。

al
:1
0Y
R3
/2
黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 I
層

と
の
混
土
。
根
多

し
。
カ
ク
ラ
ン
。

a2
:3
層

が
天
地
返

し
を
受
け
た

も
の
。
カ
ク
ラ
ン
。

a3
:3
ね

層
が
天
地
返

し
を
受
け
た

も
の
。
カ
ク
ラ
ン
。

a4
:3
‐

4b
層

が
天
地
返

し
を
受
け
た
も
の
。
カ
ク
ラ
ン
。

a5
:Ⅲ

層
が
天
地
返

し
を
受
け
た
も
の
。
カ
ク
ラ
ン
。

9 
  
  
  
  
  
  
  
  
1:
40
  
  
  
  
  
  
  
  
2m

bl
:a
l層

に
同

じ
。

カ
ク

ラ
ン
。

b2
:1
0Y
R3
/2
黒

褐
色

と
10
YR
2/
1黒

色
の

混
土
 

シ
ル

ト
 3
b層

と
Ⅲ
層

の
混

土
。

カ
ク

ラ
ン
。

cl
:1
0Y
R2
/2
黒

褐
色
 

シ
ル

ト
 

や
や

も
ろ

い
。

上
抗

状
だ

が
、

カ
ク

ラ
ン

と
思

う
。

根
多

い
。

c2
:1
0Y
R3
/3
暗

褐
色
 

シ
ル

ト
 

粘
性

あ
り
。

2層
と
3層

の
混

土
。

土
器

が
南

か
ら
北

に
向

か
っ

て
土

坑
の

壁
状

に
急

傾
斜

し
て

並
ん

で
い

る
。

カ
ク

ラ
ン
。

c3
1■

層
が

天
地

返
し
受

け
た

も
の

。
カ

ク
ラ

ン
。

c4
:I
層

に
c2
層

の
上

混
じ
る

。
カ

ク
ラ

ン
。

dl
:1
0Y
R3
/3
暗

褐
色
 

ン
ル

ト
 

も
ろ

い
部

分
あ

り
。

3層
よ

り
明

る
い

。
焼

土
粒

も
見

え
る

が
、

根
が

入
つ

て
お

り
、

カ
ク

ラ
ン

と
思

う

d2
:l
ll
YR
3/
1黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 

や
や

も
ろ
い
。
■
層
プ
ロ
ッ
ク
入
る
。
根

に
よ
る
カ
ク
ラ
ン
と
思

う
。

d3
:1
0Y
R3
/1
黒

褐
色
 
ン
ル

ト
 

粘
性
あ

り
。
焼
土
粒
、
炭
化
物
入

る
。
包
含
層
の
一
部

?

el
:1
0Y
R3
/3
暗

褐
色
 
シ
ル

ト
 

Ⅳ
層
の
汚
れ
再
堆
積

に
焼
土
粒
、
炭
化
物
、
責
褐
色
パ

ミ
ス
、
礫
混

じ
る
。
カ
ク
ラ
ン

?

e2
:1
0Y
R4
/2
FA
黄

褐
色

と
10
YR
2/
1黒

色
の
混
土
 
シ
ル

ト
 

や
や

も
ろ
い
。
粘
性
あ

り
。

I層
が
カ
ク
ラ
ン
を
受
け
、

工
層

プ
ロ
ッ
ク

が
混

じ
っ
た

も
の
。

fi
I層

が
カ
ク
ラ
ン
を
受
け
、
Ⅳ
層
土

と
混

じ
っ
た

も
の
。

g、
 h
、
 1
 1
10
YR
3/
2黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 

粘
性
あ

り
。

2 
DI
程

度
の
焼
土
粒
、
炭
化
物
、
黄
褐
色
パ

ミ
ス
入

る
。

gは
カ
ク
ラ
ン

?、

他
は
柱
穴

?

j:
10
YR
3/
2黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 

も
ろ
い
部
分
あ

り
。
黄
褐
色
パ

ミ
ス
多

く
、
炭
化
物
、
」層

プ
ロ
ッ
ク
、
一
抱

え
も
あ
る
大

き
な
礫

も
含

む
。

カ
ク
ラ
ン
と
考

え
る
。

k:
Ⅲ

層
が
カ
ク
ラ
ン
を
受
け
、
お

a、
毛
c層

土
と
混

じ
っ
た

も
の
。

■
:1
0Y
R4
/4
3色

 
シ
ル

ト
 

粘
性
あ

り
。
炭
化
物
、
焼
土
粒
、
黄
褐
色
パ

ミ
ス
含
む
。
C 
D2
0F
柱

穴
状
土
抗
の
一
部
。

12
!1
0Y
R4
/6
褐

色
 
粘
土
? 

粘
性
強
い
。
W層

汚
れ
再
堆
積

に
炭
化
物
多
め
に
含
む
。
C 
D2
0F
柱

穴
状
土
抗
の
一
部
。

mI
:1
0Y
R3
/3
暗

褐
色
 
シ
ル

ト
 1
1層

と
ほ
と
ん
ど
同

じ
だ
が
、
下
部

に
黄
褐
色
パ

ミ
ス
多

く
、
炭
化
物
含
む
。
C 
D1
9F
柱

穴
状
土
抗
の

一
部
。

m2
:1
0Y
R3
/2
黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 

粘
性
強
い
。

も
ろ
い
。
炭
化
物
多

く
、
Ⅳ
層

プ
ロ
ッ
ク
も
含
む
。
C 
D1
9F
柱

穴
状
土
抗
の
一
部
。

m3
:1
0Y
R3
/3
暗

褐
色
 
シ
ル

ト
 

粘
性
あ

り
。

カ
ク
ラ
ン

?
貿 　 肺 講
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D′

一
 L
=7
42
00
m

西
区

中
段
D―

D′
(4
)

糾 Ｎ ∞ 図 　 日 図 器 椰 野 団 （ 閂 ）
西

(下
り
草
線
)区

・
中
段
・
土
層
断
面

1,
10
YR
3/
2黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 
礫
含

む
。

Ⅲ
層
の
再
堆
横
?(
Ⅱ

―
Ⅱ
中
間
層

?)

2:
10
YR
4/
3に

ぶ
い
黄
褐
色
 
シ
ル

ト
 1
層

と
3層

の
混
上

?

3:
10
YR
4/
4褐

色
 
シ
ル

ト
 
硬

く
締

ま
る
。
Ⅳ
層
の
汚
れ
再
雄
積
。
土
器
多
量
に
含
む
。

Ⅱ
層
の
一
部
。

4:
10
YR
3/
2黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 
礫
、
土
器
、
黄
褐
色
パ

ミ
ス
含

む
。

I層
の
一
部
。

5:
10
YR
3/
1黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 
硬

く
締

ま
る
。
上
面

を
中
心

に
土
器
、
礫
含
む
。

Ⅱ
層
の
一
部
。

6:
10
YR
3/
1黒

褐
色
 
シ
ル

ト
 
硬

く
締

ま
る
こ
層
か

ら
Ⅲ
層
へ
の
漸
移
層
。
土
器
少
な
い
。

7:
10
YR
2/
1黒

色
 
シ
ル

ト
 
硬

く
締

ま
る
。

ク
ロ
ボ
ク
土
で
、
典
型
的
な
Ⅲ
層
。

8:
10
YR
3/
1黒

褐
色
 
ン
ル

ト
 
硬

く
締

ま
る
。
Ⅲ
層
の
一
部
だ
が
、

よ
り
硬

く
締

ま
る
。
Ⅳ
層
へ
の
漸
移
層
か
。

9:
10
YR
4/
3に

ぶ
い
黄
褐
色
 
粘
土
 
硬

く
締

ま
る
。
Ⅳ
層
へ
の
漸
移
層
。

10
:1
0Y
R5
/4
に

ぶ
い
黄
褐
色
 
粘
土
 
硬

く
締

ま
る
。
Ⅳ
層
へ
の
漸
移
層
。

貿 　 肺 離
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ヲ＼
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な

No7、 Noお、④
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号住居跡 第 2号土坑と撹乱 ?
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嘲
幽
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醐
脇

第 1号土坑

第29図 第 1号住居跡、第 1～4号土坑出土遺物
(土器・礫石器刊/5・ 土製品 。鉄製品1/3)

覇Fぼ覇♂に
カマ ド覆土    Hc85上 部 ?(住居内)Ⅳ 層
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巖
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一 n
/
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朗

％
‰
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間
り
０

斡ににOQにか9≦紗
0344

乃

第 5号土坑

斌

ゝ

綸

ャ

‐

＼

、

紗 T國
36

Ω
η ⑫

-504

霊 始 毎

期 8

鯵駕に

第30図 第 5・ 6。 10。 11・ 13・ 15号土坑出土遺物

(土器 。礫石器 1/5。 剥片石器・土製品 1/3)

∩
日
Ｕ

∞餓◎
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鹸―脂
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く
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、
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‐

代
日
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唱
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ド
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第26号土坑

第31図 第12・ 16。 17・ 19・ 20。 23～27号土坑、第 1号炉跡出土遺物
(土器・礫石器 1/5・ 剥片石器 1/3)
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Ⅳ 遺構

たく□

〃

〃

‐ ‐

＝

＝

‐ ‐

９

＼

ヽ

―

―

―

―

二下

第32図 第 6・ 7,9■ 7・ 20・ 23号焼土出土遺物

(土器・礫石器 1/5・ 剥片石器 1/3)
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割
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〇
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 第 9朝 土
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∩
日

日
∪

-503

「

~~¬
46

焼上下

第21号焼土

叩

等で
クリーエング 社8

∠ 三 ム 263

毬

焼土下

潮
ｎ
Ｈ
Ｈ
Щ
２５

鶉

第24号焼土

第27号焼土

焼土下

第33図第21・ 23～29号焼土出土遺物
(上器・礫石器1/5・ 剥片石器 。石製品1/3)

萎 蒐 露 縫 が
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焼 土下

I蓮璽鬱爵 乙燿ゐ弱

鶴 牡
第25号焼土

働制
第26号焼土
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物ヒ退V

出土遺物は、土器が大コンテナ (32× 42× 30cm)約228箱 (接合前)、 約3,863kg出 土し、平安時

代の上師器、須恵器も、併せて大コンテナ 1箱程度出土しているが、大部分が縄文土器、それも縄文

時代前期末～中期前葉がほとんどを占め、他に、前期後葉力Ⅵ コヽンテナ (32× 42X10cm)1箱 程度 (接

合前)、 中期後葉、後期後葉、晩期中葉が数片出上している。土製品は63点 出土し、小型土器 ?4点

(他 に土器に含めた20点 あり)、 土偶29点 、耳飾 4点、円盤状土製品 6点、焼粘土塊 9点 を除いた

残 り10点 は、不明瞭なものばかりである。フイゴ羽口 1点 (写真図版128の 48)は平安時代の可能

性があるが、その他は、縄文時代、特に前期末～中期前葉を中心にした時期のものと思われる。

石器の出土総量は、中コンテナ (42× 32× 20cm)約 290箱 である。積極的な根拠はないが、ほとん

どが縄文時代、特に前期末～中期前葉を中心にした時期のものと思われる (石鏃などには後晩期の可

能性のあるものも)。 内訳は、石鏃228点、尖頭器 9点、石錐40点、石匙184点 、石箆231点、不整

形石器 (掻、削器等その他)1,216点 、以上の石器製作時の剥片類269,276g、 磨・敲・凹石5,721

点、特殊磨石1,018点 、磨製石斧46点、磨製石斧未成品62点、打製石斧 ?3点 (1点 は別物 ?)、

礫石錘 1,407点、石皿53点、台石206点、砥石4,978点 、多面体石類601点、石柱28点、有孔礫34

点、その他 2点、これらの礫石器製作時の剥片 (欠損時の破片も含む)■ ,999gで ある。磨・敲・凹

石、台石、砥石、多面体石類には、使用痕が顕著でないものを多く含んでいる。

石製品は未成品も含め全部で373点出上したが、未成品あるいはその破片が大部分を占め、やはり

縄文時代、特に前期末～中期前葉を中心にした時期のものと思われる。完成品には、瑛状耳飾 8点、

勾玉 ?1点ほか (石剣類も?)がある。鉄製品は3点出上したが、種類がはっきりしたものはなく、

3a、 3bは現代の可能性もある。その他は平安時代か。自然遺物は、台地上のためか全く出土せず、

炭化物も、平安時代のものも含めて同定できる大きさのものは出上しなかった。

本章では、遺構出土の遺物も含めているが、それぞれ、その種類の遺物の中で冒頭に掲げている。

遺構出土品は、第Ⅳ章の中に遺構ごとの集成図を掲げているので参照いただきたい (第 29～33図 )。

個々の遺物の記載は、基本的に図と表で行ったので、ここでは概要と表の補足のみ記す。

1 沐邑 文 土 器 (第 34～ 184図 、写真図版24～ 120)

(1)概   要

(a)概要・掲載要領、凡例

大コンテナ (32× 42X30cm)約 227箱 (接合前)、 約3,840kg出 土し、ほとんどが縄文時代前期末

～中期前葉と思われるが、後述のように、前期後葉力Ⅵ コヽンテナ (32× 42× 10cm)1箱程度 (接合前)、

中期後葉、後期後葉、晩期中葉が数片出土している。

個々の遺物の記載は、基本的に図と表で行ったので、ここでは概要と図表の見方、補足のみ記す。

掲載順は、時期別 。型式学的にではなく、遺構別、地点別、上→下層を原則としているが、後に間違

いがみつかったものがあり、必ずしもこの限りでない。同一個体でありながら接合しない破片につい

ては、香号の後に a、 b、 cを付けた。観察表の出土位置の欄の分数は、それぞれの地点、層の出土

割合を示す。 “→"は、施文順序を示す。

黒斑、ススコゲの具体的な痕跡については、第285～338図参照。ただし、今回出土品は黒斑が非常
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1 縄文土器

に不明瞭なため、あまり正確でない。詳細は、第Ⅵ章参照。

(b)整理作業 (一部)経過

平成21年 8月 末～ 9月 末、沢の水の潤沢な野外で、10月 はセンター室内において、遺物水洗。

ll月 から平成22年 2月 初旬まで、作業員13名程度で接合作業を行ったが、ほとんどが新人であっ

たため、通常より時間がかかり、同一個体片が多 く見つか りながら接合できなかった事例が多い。同

じグリッド、隣接グリッドごとに広げて接合の有無を確認 し、 しまうたびに掲載土器を調査員が選ん

でいる (基準は次項)。 スペースは、テーブルを合わせて作った 2× 10m程度の列が 4～ 5列で、一

回広げると5日 ほど接合の有無を確認 している。

2月 は、ほぼ同じメンバーで復元 (石膏入れ)を行ったが、新人であったためあまり進まなかった

(3月 は、作業員作業なし)。

平成22年度は、 4月 に作業員16名 で復元作業の続 き (や り直 しもあ り)、 5月 初旬 まで、そのま

ま撮影用色塗 り、仮番号付け。その後作業員約 8名 で 8月 上旬まで実測に入 り、そのまま9月 上旬ま

で トレース。 6月 中旬から7月 下旬まで作業員 3名 で拓影作成、そのまま断面実測に入 り9月 下旬終

了、引き続き合成 トレースをlo月 中旬まで行った。

(c)掲載基準、要領

今回基本的に層位的に遺物を取 り上げることができなかったので、型式学的情報の多いものを単純

に選んだ。すなわち、原則 として文様 を持ち器形を復元できるもの (原則1/4周以上)しか選んでい

ない。ただし、遺構内や一部層位的に取 り上げた地点 (土層断面ほか)については、文様のある土器

で 5× 5 cm以 上の破片 も選んでいる。以上は、今回調査でほとんどを占める縄文時代前期～中期前葉

に限ったもので、それ以外の時期 と判断される土器は小片でも積極的に選んでいる。

同一個体でありながら接合しない破片がある場合で、違う部位を含んでいる場合には、別途図化し、

上述のように、それぞれ a、 b、 c・ ・と付けているが、手違いで別の部位があるのに図化されなか

つたものがある (No.503、 504)。 また、同一個体片は図化しない場合でも一緒に保管することにした

が、手違いで明らかに別個体も含まれ、中には図化した方が良い破片も見られた。しかし、図版完成

後観察表作成時に気づいたので、いかんともしがたかった。

(d)出土状況

層位的に遺物を取 り上げることができなかったので、詳細は不明である。ただし、観察表 (上述の

ように出上位置ごとに並べている)作成時に、比較的多 く残っている土器で時期の近いものは、近接

して出土 している印象を持った。

二つの層に分かれて取 り上げていたものが接合作業の結果 くつつき、それが上層 と下層で部位が異

なる場合があり (例 えば第146図 1070)、 廃棄 (あ るいは遺棄)時の状況が窺われるものがある。

(e)型式学的特徴

全体的に器種・容量の変化大きいが、特に容量の変化は漸移的で、類型 としては分けにくい。前期

末の底面は、網代圧痕の後ナデて (消 して ?)ヤ るヽのが通常だが、1045は ナデ忘れ。中期になると網

代痕そのままか ? 中期になると口唇 も平 らにナデるようになる? 大木 7b式 になると、1127な ど

のように内面整形非常に丁寧なものが見 られるようになる。

半裁竹管状工具は、古い時期は文様を描 く道具であったのが、新 しくなると整形工具に近 くなり、

やがて顕部のみに施されて雑になって、胴部の地文 (縄文)施文との順番が逆転するようだ (1079イこ

見るように、新 しくなると地文の方が後)。

(f)特徴的な土器
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一部漏れがあるかもしれないが、特徴的な土器を挙げていく。付着物が認められる土器はほとんど

なかったが、■45に は赤色付着物らしきものが見 られる。

補修了Lは、1028、 1039(色調質感も他 と異なる)に認められた。大木 5～ 6式 には時々オオバコを

原体として回転施文 した擬縄文が認められ (千葉 2001ほ か)、 今回の調査でも出土 している (13、

623、 801)。 1047の 胴部地文の原体は三種類あ り、938は 胴部縄文を半周ずつ変えている。879は 原

体不明である。

1087の 口縁部文様は、タテ隆帯を挟んで左右で異なる (鋸歯文 と刺突列)。 口縁内面に沈線が廻る

のは、113。 口縁内面に文様が認められたのは、227、 261、 358?、 ■30。 102、 4561こ は内面に隆帯が

貼付されている。146、 160は、大木 6式には珍 しく、口縁部文様は縄文施文の後に描いている。1044、

1272(異系統 ?)等には、やや異質な文様が描かれている。1045は 、底面ナデ忘れ。

異系統土器。円筒式系およびその折衷 と考えられる土器は多い。折哀と考えられるのは、32、 46、

52、 424?、 750、 936?、 1047?で 、円筒式系 と言えそうなのは、10(上層式 ?)、 22、 26、 28、 55、

79(上層式 ?)、 ■6、 211、 215?、 321、 329、 352?、 379(上層式)、 509(上層式 ?)、 533、 554

(上層式 ?)、 618、 626、 642、 643(折哀 ?)、 654、 687、 707?、 742、 766、 860(上層式)、 877?、

917、 938?、 985、 1014(上層式搬入品 ?)、 1018(上層式)、 1025(上層式搬入品 ?)、 1035?、 1043

(折哀)?、 1054(上層式)、 1080、 1081(折哀)?、 1094(折衷)、 1103(折哀)、 ■23(折哀 ?)、

1155?、 1224(上層式折哀 ?)?、 1274(折哀 ?)、 1287(上層式折哀 ?)である。985は特に整形

も丁寧で透かし彫 り状の大きな貫通孔がある。その他、異系統と言えるかもしれない土器として、51、

128?、 212(系統不明)な どがある。上述の1044、 1272も 含められるか。

深鉢形土器の容量。大形から小形まで変異は大 きいが、その間は漸移的で、幾つかの類型 (容量)

が組み合わさつてセットをなしているとは言いがたい。大形と言えそうなものを挙げると、 9?、 14、

29?、  50、  59、  90、  91?、  129、  213、  222?、  237、 247、  262、  263、  264、  294、  296?、  313、  360?、

425?、 430?、 435、  446、  468?、  493?、  496?、  515?、  517、  522、  534、  535、  536、  540、  550?、  573、

575?、 578?、 601、 621、 630、 634、 636、 637、 642、 643、 683?、 684、 734(六番目?)、 746、 747、

752?、 773?、 790、 791、 804?、 821?、 843～ 845、 8り、850?、 871、 899?、 908、 931(最大 ?)、

934、 937、 938?、 939?、 944?、 953?、 964、 965、 973(四番目 ?)、 974、 987?、 990?、 991?、

992?、 994、  1020?、  1036?、  1052?、  1054、  1057(八番目?)、  1061、  1067、  1070、  1072?、 1076

(六番目?)、 1077?、 1078?、 1082、 1083、 1085?、 1087、 1089、 11髄 (人呑目?)、 1126?、 1128?、

1129、  1136?、  1144?、  1150、  1158、  1159?、  1166?、  1167?、  1168?、  1172?、  1174?、  1186?、

1202?、 1218、 1265?、 1269?、 1282⊂番目?)、 1286、 1287?、 1289録大 ?)、 1290(四 番目?)、

1297。

深鉢形以外の器形としては次のものなどがある (網羅 していない)。 1058、 1062、 1301は 鉢か。以

下、やや変わつた器形を列挙すると、541?、 950、 980、 1051、 1118は大形浅鉢、580?、 995、 1145

は、やや異形の鉢、749は 非常に小型な球胴鉢、633は 浅鉢、800は 小型球胴鉢 ?、 918は台付杯 ?、

977は 脚付、1040は 椀状浅鉢、1124は 台付杯 ?、 1147は 底面楕円形浅鉢、1262は 浅鉢 ?、 1264は底

面精円形 ?浅鉢、1270は浅鉢 ?、 1279は 浅鉢、1280は 台 ?(整形非常に丁寧)、 1283は やや大型浅

鉢、1291は浅鉢、1295は 鉢 ?、 1296は小型球胴鉢 ?

小型土器は、土製品の節ではなく、ここで扱うが、一部上製品にもその可能性があるものが含まれ

ている (aの項)。 小型土器を列挙すると、173、 226、 302、 333、 531、 673、 702、 737、 751、 777、

803、  824、  919、  982、  986、  998?、  1039、  1217、  1221、  1276。

-77-



1 縄文土器

(g)時期・土器型式

ほとんどが縄文時代前期末～中期前葉 と思われるが、前期後葉が小 コンテナ (32× 42× 10cm)1箱

程度 (接合前)、 中期後葉、後期後葉、晩期中葉が数片出土 している。

大木 8b式の古い部分 (中野 2008)と 思われるのが、1300。

中期末の可能性のあるのが、1066。

後期後葉十腰内Ⅳ式と思われるのが、1299。

晩期中葉大洞C2式中ころと思われるのが、805、 1131。

これら以外は、ほとんどが前期後葉～中期前葉と思われるが、層位的に取 り上げていない (基本土

層は別)土器が大半を占めるので、残念ながら出土状況に基づいた有意味な分類ができず、型式学的

に判断して分類するしかない。当該土器では、近年今村啓爾氏力焉称田な編年を示しており (今村 拗101、

前期末大木 6式については、もう 1人の代表的な研究者松田光太郎氏の編年 (松田 2003)と 大綱は

一致 しているようなので、ここでは、報告者が理解 しやすかった今村氏の編年に基づいて、今回出土

した土器の中で比較的残 りの良いものを分類 してみた。ただし、特定できなかったものについては、

“大木 5～ 6式"の ように広 く示 している。なお、大木 6式 5期は、大木 7a式前半 (五領ケ台 Ia
式)と の区別が難 しいせいか、あるいは今回の調査でほとんど出土 していないせいか、全 く同定でき

なかった。ここで掲げた土器は、その大部分を第339～367図 に時期別に示 している。

大木 5b式と思われるのは、60??、 933??、 1051、  1056、  1082、  1307。

大木 5～ 6式 と思われるのは、13、 61、 871、 1186。

大木 6式の古い部分と思われるのは、 2?
大木 6式 1期 と思われるのは、364、 495?、 579、 804(～ 2期 )、 964(～ 2期 )、 965(～ 2期 )、

1048?(～ 2期 )、 1049、 1051、 1082?、 1173。

大木 6式 2期 と思われるのは、50(～ 3期 )、 89、 90?、 129、 213?、 225(～ 3期 )、 271(～ 3

期)、 577?(～ 3期 )、 621?、 685?、 686?(～ 3期 )、 735?(～ 3期 )、 791(～ 3期 )、 826?、

840(～ 3期 )、 872?、 873、 874(～ 3期 )、 912?、 916?、 931?(1期～)、 953(1期 ～)、 974?

(1期～)、 1057、 1063?、 1064?(1期 ～)、 1065?、 1067、 1071、 1076、 1077?、 1084、 ユ282?

大木 6式 2～ 3期 と思われるのは、14、 21、 51、 365?、 429?、 736、 825、 908、 ■50?、

大木 6式 3期 と思われるのは、91、 130?、 212?、 217、 219、 220、 247(2期 ～)、 262、 263?、

266、 294(2期～)、 299(～ 4期 )、 363、 418?、 496(～ 4期 )、 523?、 524?、 575、 576?(2
期～)、 578(～ 4期 )、 587?(2期～)、 588、 636(～ 4期 )、 637?、 683、 684、 689?、 734(～

4期 )、 746?、 747?、 750?、 790(2期 ～)、 821?、 841、 843、 844?、 850、 879?、 880、 881～

883、 899(2期 ～)、 909、 911?、 932(～ 4期 )、 934、 935?、 987、 9喝、944、 945、 972、 1045(2

期～)、 1055、 1072、 1073、 1074、 1075、 1079?、 1083、 1089?、 1092、 1096?、 1097?、 ■02(2
期～)、 1108?、 ■09、 1111、 ■35、 1202?

大木 6式前半と思われるのは、172?、 688、 1069、 1149、 1158、 1159、 1174?

木 6式前半併行期と思われるのは、211?、 687、 69、 1123?(7a式併行期 ?)。

大木 6式 4期 と思われるのは、174??、 214??、 223?、 248?、 264(3期～)、 265(3期 ～)、

630、 635?、 638、 749(3期 ～)、 845、 941?、 1088(3期～)?
大木 6式 と思われるのは、23、 30、 66、 139?、 221、 269、 296、 297?、 302?、 366、 367、 423、

433?、  434、  435、  446、  476、  502、  503、  586? ?、  589? ?、  623?、  634、  737、  753、  800?、  801?、

802?、 875?、 942、 967?、 975(後半)、 976?、 1041?
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大琳こ6ラtイ斗イ子期と思われるの 1ま 、 22、  52、 424?、 642、 654、 917、 936、 938、  1047、  1080。

大木 7a式前半 (五領ヶ台 la式併行)と 思われるのは、222?、 237、 517??、 518?、 573、 574

(円筒上層al?式 との折哀)、 984?(5期～)、 993?、 996?、 1030?、 1033、 1038、 1040?、 1046?、

1085?、  1098?、  1101?、  1104?、  1105?、  1117、  1148、  1237、  1252?

大木 7a式前半 (五領ヶ台 lb式併行)と 思われるのは、362?、 504??、 522?、 529??(胴下

部は非常に短いが)、 748?、 991?、 1061??、 1087、 1146、 1284。

大本 7a式前半 (五領ヶ台 la～ lb式併行)と 思われるのは、885、 992?、 1021?、 1034、 1239。

大木 7a式前半と思われるのは、1090?、 lo91?

大木 7a式後半 (五領ヶ台 Ha式併行)と 思われるのは、灘ガ ?(～ Ⅱc併行 ?)、 994?、 10∞ ??、

1100?、  1115?、  1285?

大木 7a式後半 (竹ノ下式併行)と 思われるのは、493?、 973?(～ 7b式前半 ?)、 1218、 1269?、

1283?、  1289、  1297。

大木 7a式後半と思われるのは、■29、 1286、 1290、 1304?

大木 7a式 と思われるのは907?、 1114?、 1118?、 ■19?、 1120?、 ■26?、 ■45?、 1268?、

1273?、  1291、  1292、  1293、  1294、  1295、  1296、  1301。

大木 7a式併行期と思われるのは、1054。

大木 7b式前半と思われるのは、920?、 1127?、 1128?、 1147?、 1302。

大木 7a～ b式 と思われるのは、1298。

大木 6～ 7a式 と思われるのは、1037、 1263。

大木 6～ 7b式 と思われるのは、918?(胎土、整形等から)、 989。

不明 (前期後葉～中期前葉)と 思われるのは、 9、 173、 224、 226、 270、 368、 419、 530、 531、 622、

624、  643、  655、  751、  752、  777、 803、  822-824、  910、 919、  950、  977、  979、 980、  982、  983、  986、

987、  988、  995、  1027、  1050、  1052、  1058、  1062、  1068、  1070、  1078、  1124、  1132、  1186、  1172、  1217、

1221、  1238、  1261、  1264、  1276、  1279。

(2)表 の 補 足

14は 、 bの方の破片が小さくて傾きをうまく出せていないが、実際にはbは aの ほぼ上に位置す

るものである。 aの下の割れ口1/3周 、粘土接合面からの剥離である。 9号袋1/3程度の接合しない

破片が残り、底部らしいものも認められるが、口～胴上らしいものはない。21は、器壁が厚く頑丈で、

ほぼこのままの状態で出土し、整理時に接合したのは突起二箇所のみである。顎部と胴部の円文の上

下は、半裁竹管状工具による押し引きでキャタピラー状沈線である。内面下部も整形しているが、輪

積みの凹凸が明瞭に出ている。下の割れ口は、粘上接合面からの剥離で、表面が黒いが、付着物によ

るのか、ススコゲ付着なのか、焼成時のものなのか、はっきりしない。22は 、円筒下層系と思われる

が、胎土等は大木系とほとんど変わらない。 9号袋1/6程度の接合しない破片がある。23は、 9号袋

1/9程度の接合しない破片があり、底直上もある。50は、モザイク状に破片が接合 し、連続して残存

する部分は、胴上部の2/3周程度である。頸部沈線 ?は浅く雑で途中で途切れ、整形痕に近い。底、

粘土接合面から剥離。51の 口縁部単位文様は、中を窪ませた大きめのボタン状貼付で、その他は帝状

隆帯に深めの縦の刺突。胴部意匠は、上部が二つの山形になった菱形変形意匠が 7単位あり、一箇所

カエルのような意匠 (図の右側)がある。部分的に縄文が残るが、ほぼナデた上に施文している。52

には、9号袋1/10以 下の接合しない破片があり、口縁部1/4周程度含む。54に は、接合 しない同一個
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体口縁部～胴部片が54aの 1/3程度ある。891こ は、摩耗ひどいので確信は持ちにくいが、同一個体

と思われる口縁～頸部1/4周片があり、それを見ると4単位である。901こ は接合しない同一個体片が

多くあり、胴部1/5周分と底部 (ほぼ完全)がある (口縁部はなし)。 底面外面はナデでやや光沢あり。

91の外面下部、赤く摩耗。

129に は、接合しない同一個体片が口縁～胴下部まで1/5周分程度あり、この中にもG T81グ リッ

ドから出上した破片が僅かにあり、全て含めた場合、1/6程度の割合を占めるか。129aの 上の割れ口、

擬似口縁。

219は 、所々欠損しているが (図示した胴部部分が最大)、 接合しない同一個体片も若千あり、完

形に近い印象を受ける。使用痕が非常に顕著に残 り (第 335図 )、 内面のコゲは底面にも付着。220

の底面外面、摩耗。外面胴屈曲部より下顕者に赤 く摩耗。使用痕非常に顕著 (第 322図 )。 227の 口

縁内面、上部縄文 ?。 その下の沈線、刺突は、外面より浅い。237は 、掲載土器では、「G T84・ I

層」が24/35、 「G U84,I層」が9/35、 「G U84・ Ⅱ層下」が2/35ほ どを占め、接合しない同一個

体片 (口縁部1/4周片、胴部小片)を含むと、「G T84・ I層」が42/64、 「G U84・ I層」が15/64、

「G U84・ コ層下」が5/64、 「G T83・ Ⅱ層」が1/64、 「G T84・ Ⅱ層」が1/64ほ どを占める。顎

部、半裁竹管状工具による刻目列、押し引き。文様意匠は、弧状ほか。2381こ は、接合しない同一個

体口縁～胴部破片が1/8周程度分あり、それを合わせると出土割合は、「G T84」 が3/13、 「G W84・

Ⅱ層上」7/13、 「G W84・ Ⅱ層下」3/13程度である。247の下の割れ日、粘土接合面 (底板)か ら剥

離。248は 、接合しない同一個体片には「G U81・ Ⅱ層中」があり、その割合は「G U81・ Ⅱ層中」

が1/7程度を占める。258と 260と 262は 同一個体の可能性があり、258と 260は その可能性が高い

と思われたが、262は他と色調等が大きく異なり確信は持てなかった。2621こ は、接合しない同一個

体片が 9号袋1/9程度分ある (全て「Ⅱ層上」)。 263は 、「G U82・ Ⅱ層上」出土が1/80、 「GU
82・ Ⅱ層上」力沌/80、 「G U83・ Ⅱ層上」が63/80、 「G U83・ Ⅱ層下」が7/80、 「GW83・ Ⅱ層上」

が1/80分を占める。2651ま 、器壁厚 く重い。底部～底面の整形は丁寧だが、口縁部文様には粘土まく

れ痕あり。294は 、掲載分では、「G U82」 が1/6、 「G U83」 が5/6だが、不掲載分 (1/5周程度の

胴部)を合わせると、「G U83」 が8/9程度を占める。

360の 下の割れ口水平部分は、粘土接合面から剥離。362は 、掲載分では「Ⅱ層下」が1/9を 占め

るが、ほぼ同じ部位の1/7周 程度の接合しない同一個体片があり、それを合わせると「Ⅱ層下」が1/11

程度となる。場所によって残存状態に著しい違いがあり、色調も、黒、朱、クリーム色と様々である。

363の胴部のワンポイント状の沈線は、太く深い。外面の摩耗は、口縁から胴部下部までは幅10cm程

度の帯状に広がる。3641こ は、同一個体で接合しない口縁部片1/5周程度ある。

446は 、注記ミスで出土割合不明。451と 453は 、非常によく似ているが、色調が全 く異なり (451

は肌色453灰色)、 またタテの隆帯も異なっている。474の下の割れ口、粘土接合面から剥離。482

は、やや変則的な土器で、胴部縄文の横はナデによって無文部がタテ方向に広がっているが、その直

上国縁の隆帯の一部が円形に窪んでいる。故意か偶然か不明だが、丁度指程度の大きさである。また

その胴下部のナデ部分の一部には糸毛文 (Rタ テ)がうっすら見える。493は、「G V84」 が5/7程度

を占め、接合しない掌大の同一個体胴部片を合わせると、2/3程度に下がる。483と 同一個体か (483

の方が雑だが色調等はよく似る)。 495の出土割合、「G V83・ Ⅱ層上」が3/10、 「G V83'Ⅱ 層下」

が2/10、 「G V84・ Ⅱ層上」が5/10程度を占める。整形雑で、沈線の切 りあい、粘土まくれ痕が顕

著だが、単純に縄文→沈線ではないようである。

503に は、接合しない口縁部破片が1/4周程度あり、口縁直下まで同様の文様が広がるが、口縁は、
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やや外反 し、内外交互押圧により蛇行する (上から見た場合)。 5041こ は、接合 しない胴部下半破片

が1/4周程度ある。底部に向かって緩やかに内傾 し、半裁竹管状工具による文様が施される。口縁部

と同様雑然 としていて意匠がはつきりしないが、鋸歯文と縦に垂下する 5条程度の文様がある。その

他1/4周程度の口縁部破片、粉々の小片だが底部片 (最底外にやや突出。底面ナデ)が 3点ある。517

の底板、粘土接合面から剥離 ? 外面、上下方向に幅15cm程度摩耗。523は、このままの状態で出土

した (整理時の接合なし)。 底面の縁は摩耗。外面、口縁、胴上スス付着。内面のコゲは、底面周囲

まで落ちている。529の器壁は、球胴鉢にしては非常に薄 く、軽い。摩耗 しているせいか、胴部下部

はほぼ結束部分のみの回転施文に近 く見える。外面上部スス付着、下部赤 く摩耗。内面コゲはほぼ全

面 (底 中央にはない)。 573の 「Ⅱ層上位」から出土 した接合 しない同一個体片が、 9号袋1/5程度

あ り、これを含めると、さらに割合は多 くなる。同一個体片は、口縁部から底部片 (内外ナデ。外面

摩耗。内面コゲなし)ま である。575の器壁厚 く、非常に重い。内外一部非常に摩耗。576の 出土割

合、注記剥落のため不明。593の表面パラパラ剥落する。

621の 出土害J合、「G V84」 7/26、 「G V85」 17/26、 「 G W85」 2/26程度。630に は、ほぼ同じ部位

の1/4周程度の接合 しない同一個体片がある。633の下の割れ日、粘土接合面から剥離で、ほぼそのま

ま底板に続 く。634の 内面 コゲは、不整帯状 に底から口縁に向かって伸びる。635の「 Ⅱ層」出土

の接合できない口縁部剥落破片が、 9号袋1/10程度ある。636に は、接合 しない口縁～胴部剥落片が

9号袋1/15程度ある。下の割れ口、粘土接合面から剥離。638に は、手違いで不掲載になってしまっ

たが、同一個体底部片がある。底面外面は中央がくぼんでおり (ナ デ整形)、 そこ以外は赤 く摩耗。内

面は全面コゲか (底面光沢あり)。 683の頸部、半裁竹管状工具による刺突列。底面ナデ。外、胴下部

屈曲より上全面スス付着 ? 内面のスス ?は、日頸部のみで、下部のコゲは、底面まで (中央除く)。

684は、ほぼ同じ個所の接合 しない同一個体破片が1/8周程度ある。

734は 、底のみ一周残 り、胴下部以上は1/6周程度の残存である。胎土に砂粒が多 く、剥落 しがち

で接合 しにくいため、接合できなかった破片が、口縁部1/4周 、胴部1/6周 分程度残っている。これ

らは全てⅡ層下都出土であり、これらを含めるとⅡ層出上分は1/10以下になる。ちなみに、Ⅱ層出土

部位は、底面全てと口縁部の一部である。735に は、接合 しない同一個体胴部1/3周以下片がある。

746に は接合 しない同一個体口縁～胴部1/4周 以下片があり、これを合わせると出土割合は、「Ⅱ層上

位」が2/3と なる。747は 、注記ミスで出土割合不明だが、大部分が「Ⅱ層上位」出上のことは確か

である。接合しない胴部破片が1/5周程度出上しているが、全て「Ⅱ層上位」出土である。748aの出

土害J合、「 I層」が1/31、 「Ⅱ層上部」が10/31、 「Ⅱ層」が20/31を 占め、これに748bと 接合しない

同一個体片口縁～胴下部までの1/5周 を合わせると、「 I層」が14/64、 「Ⅱ層上部」が10/64、 「Ⅱ層」

が40/64と なる。施文、整形は、今回出上した土器のうち最も丁寧である。口縁内側に丸く肥厚。748

bの下の割れ口、粘土接合面から剥離。7501よ 、接合しない胴部破片が1/8集程度あり、それとa、

b合わせると、「Ⅱ層」が1/2程度。底面中央が欠けているが、故意かどうか不明である。7521よ 、内

外摩耗ひどい。790の 出土割合、モザイク状に入り組んではっきりしないが、「G X83・ Ⅱ層上」が

1/47、 「G Y84・ Ⅱ層上」が5/47、 「G Y84・ Ⅱ層下」が35/47、 「H A84・ Ⅱ層上位」が2/47、 「H
A84・ Ⅱ層下位」が1/47、 「H A84・ 層位なし」が2/47、 「H E85・ Ⅱ層穴」が1/47程度である。そ

の他に接合しない胴部破片がわずかにあるが、割合はほとんど変わらない。外面、1/4周 ほど上から

下まで灰色だが、他は自～肌色基調である。791aの出土割合、「Ⅱ層上」が6/7、 791bは、「Ⅱ層上」

5/6、 a、 bと接合しない口縁部～底部 (1/5周 。底面ナデ。まもうひどい。手違いで作図されず)

1/8周程度分を合わせると、「G X83・ I層」が1/16、 「Ⅱ層上」が13/16、 「Ⅱ層下」が2/16程度
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となる。

804の下の割れ口、粘土接合面からの剥離。840の 出土割合、「Ⅱ層上位」1/23、 「Ⅱ層下位」20/23、

「Ⅱ層」2/23程度で、「Ⅱ層上位」と「Ⅱ層」破片は、日縁のみであり、それ以外は全て「Ⅱ層下位」

で基本的に出土時のままであるが、底は抜け落ちていて整理時に接合したものであり、胴部は大きく

タテにひび割れがしている。外面、底部上部指なで、下部底から3 cm～ 底面摩耗ひどく剥落。内外黒

斑 ? 上部不自然に朱色の所があり着色しているのかもしれない。内面のコゲ、顕著なのは底のみで、

底の周囲幅 l cmほ ど帯状に付着。上部にもまだらにそれらしいものが付着。841の 胎土は砂を多く含

むせいか、破片が粉々に砕ける。内面上部にまだらに見られるのは、黒斑かコゲか。843の 出土割合、

多くの場所から出上し複雑に接合しているため、かなり大雑把にしか集計できないが、概ね、「GX
85・ I層 」が4/218、 「同 Ⅱ層上位」が15/218、 「同 Ⅱ層下位」が90/218、 「同Ⅱ層」が

2/218、 「同撹乱」が1/218、 「 G Y85・ I層」が1/218、 「同Ⅱ層」が15/218、 「 G Y86。

Ⅱ層」が30/218、 「同Ⅱ層撹乱」が60/218程 度である。口縁部は欠損剥落多 く単位不明で、

拓本は、実測部分のほぼ反対側だが、文様が微妙に異なる。845に は、接合 しないが同一個体 ら

しい口縁部～胴部破片が1/8周程度ある。872の底部～底面ナデ。879の 出土割合、概ね、「G X85・

Ⅱ層下」16/56、 「同撹乱」4/56、 「 G X86・ Ⅱ層」8/56、 「 G Y85'Ⅱ 層」4/56、 「GY
86。 Ⅱ層」24/56で 、接合 しない同一個体口縁部～胴部片 9号袋1/20程 度を合わせると、「 G

X85。 Ⅱ層下」26/81、 「同撹乱」8/81、 「 G X86・ Ⅱ層」 10/81、 「 G Y85・ Ⅱ層」4/81、

「G Y86・ Ⅱ層」28/81、 「G Y85'I層 」3/81、 「G X84・ Ⅱ層上」2/81と なる。8801こ は、

接合 しないが同一イ団体らしい胴部破片が1/5周程度あり、そのうちわけは、「G X85・ Ⅱ層」が3/4、

「G X84・ コ層上」が1/4程度を占め、掲載分を合わせると、「G X85。 Ⅱ層」が6/7程度となる。接

合しない胴部下部片の内面にはコゲが全面に付着し、外面は赤く摩耗している。881の外面底面も摩

耗。885の 出土割合、「 G Y83・ I層 」 1/10、 「G Y84・ Ⅱ層上」9/10で、これに接合 しない

僅かな口縁～胴部破片を加えると、「 G Y83・ I層 」3/34、 「 G Y84・ Ⅱ層上」30/34、 「G
Y85・ Ⅱ層」1/34と なる。389の原体、 Lと R? 891の 出土割合、ほぼlilだが、接合 しない

同一個体口縁部片があり、これを合わせると、G Y84が 5/8。

908の 出土割合、「G Y84・ Ⅱ層上位」17/20、 「G Y85。 Ⅱ層」2/20、 「G Y85・ 層位なし」

1/20で 、接合 しない同一個体顕～胴部破片1/6周程度を合わせると、「 G Y84・ Ⅱ層上位」

22/37、 「 G Y85。 Ⅱ層」4/37、 「G Y85・ 層位なし」9/37、 「G Y84・ Ⅱ層下」2/37程度

となる。器壁厚 く、重い。底部～底面ナデ。909の 出土割合、「G Y84・ Ⅱ層上位」 1/4、 「 G
Y84・ Ⅱ層下位」 1/4、 「 G Y85。 Ⅱ層」2/4程度である。91oに は、接合 しない同一個体口縁

部～底部約1/9周程度の破片があり、これを合わせた出土割合は、「G Y84・ Ⅱ層」が1/13、 「G Y84・

Ⅱ層下位」12/13と なる。916の 外面胴部上半、剥落ひどく、底部付近にもスス付着。外面黒斑 ?、

底面も? 外面底郡ナデ。内面コゲ、下部中心だが (底部にはないようだ)、 二箇所幅 5～ 10cmで帯

状に上に延び、一箇所は胴部突出部まで、もう一箇所は顕部まで。932の 出土割合、G Y84グ リッド

の方が2/3。 933の 出土割合、G Y84グ リッドの方が22/23。 熱により歪んだのか、口縁楕円形気味。

内面コゲ、口縁付近と底部中央にはない。外面底面縁摩耗。9341こ は、接合しない同一個体口縁～胴

部破片が1/8周程度ある。下の割れ口、粘土接合面から剥離。937の外面スス付着 ?、 内面上スス付

着 ? 939のタト面黒斑 ? 9421こ は、 a、 bの ほかに、胴下部1/4周片がある (縄文施文はタテが顕著

で内面コゲ付着)。 943に は接合しない同一個体口縁～胴部破片1/5周程度ある。944に は、接合しな

い同一個体口縁～胴下部破片1/10周程度あり、胴下部タト面はより摩耗 しているようである。945に は、
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接合しない同一個体片があり、掌大の胴部片と底部1/6周程度の破片 (内外ナデ。底面にコゲなし)

がある。953の 口縁部には三箇所に縦の貼付が付 くようだが、もう一箇所は剥落していて不明。器壁

厚め。964に は、接合しない同一個体胴下部～底部片が1/9周程度ある。RLR→底部～底面ケズリに

近いナデ。胴部下部内面にはコゲ付着しているが、底面には見られない。胎土、縄文原体、沈線、整

形痕、焼成 (外面色調は異なり、965の 方が赤い)な ど、965と よく似ており、同一個体の可能性が

ある。器形が大きく異なるが、965の 顎部沈線の歪みに左右されたためで、実際にはもう少し胴が張

るようである。しかし、そうであっても、964ほ ど口縁～顎部が屈曲しないことは確かである。967

の外面黒斑 ? 内面コゲ、底面にも及ぶが全面ではない。972の 下の割れ日、粘土接合面から剥離。

接合しない同一個体口縁～胴下部片1/8周程度分ある。9731こ は、土器に二つ記号が見られ、これは

二つの別の注記の土器片が接合したことを意味するが、観察表以外の注記を見つけることはできなか

つた。欠損部はあるが、概ね完形である。口唇蛇行隆帯。口縁内面一部肥厚するが、皆でない。整形

は概ね丁寧。外面、顎部と胴部下部が幅10cm程度の帯状に摩耗 してお り、下部の内面は、概ねこれ

に対応して (よ り高い位置までの幅15cm)コ ゲが付着している (底直上 2 cm付近にはない)。 黒斑ら

しきものも認められる。974の下の割れ回の一部 (図左端)、 粘土接合面から剥離。接合しない同一個

体顎部破片1/8周程度分あり。975の外面底面ほぼ中央スス付着 ? 内面底面は縁にはコゲあるが中

央にはない。綾繰文 (結節タテ)は非常に深い。977は、出土時のままで整理時に接合した箇所はな

い。二脚欠損しているが上部以外は完形である。上部は、一部口縁部状 (あ るいは擬似口縁 ?)の と

ころがあり、橋状にわたって透かし彫 り状を呈していたか。9791ま 、外面胴下部は赤 く摩耗している

が、一部1/8周程度口縁まで伸びているところがある。底面のスス状のものは縁だけである。内面コ

ゲは底にはない。9801こ は、僅かな「H B85・ Ⅱ層」出土胴部片も含めた同一個体破片 (口縁～底部

1/7周程度分)があり、掲載土器も含めた全ての出土割合は、「H B85。 Ⅱ層」が16/32、 「H A85・

I層」 (口縁部小片のみ)が 1/32、 「H A85・ Ⅱ層」 (口縁～底部剥落片まで)が15/32を 占める。983

の出土害J合、「I層」3/44、 「Ⅱ層」40/44、 「Ⅱ層上」1/44程度である。9841こ は、接合しない同一個

体胴下部片掌分 くらいあり、内面全面にコゲ付着。987に は、接合 しない同一個体口縁～胴部片1/7

周分程度ある。991、 注記ミスで出土割合不明。992の内外黒斑 ? 接合しない同一個体口縁～胴部破

片1/8周程度分くらいある。993に接合しない同一個体片、口縁部1/5周程度、胴部1/8周程度分ある。

994bの 出土割合、「H C94」 が8/9で ある。接合しない同一個体口縁部～胴下部破片が 9号袋2/3程

度あり、それと994aを 合わせると「H C94」 が2/5と なる。下部はH C94グ リッド出土分が多 く、

胴下部破片内面にはコゲが全面に付着している。996に は、接合しない胴部破片が 9号袋1/15程度あ

る。

1027に は、接合 しない同一個体破片が 9号袋1/2程度あり、口縁～胴部中心で内外黒斑が認められ

る。ススコゲは見えないので、浅鉢なのかもしれない。lo33の 出土割合、「H E85」 が3/5で 、円筒

部が相当する (出土時のまま、円筒部は整理時に接合していない)。 口縁波頂部全て欠損。外面表面剥

落ひどい。lo34の 出土割合、「H E85」 が4/5。 周囲から似た土器片が多 く出土 しているが、同一個

体かどうか見極めがつかない。lo38の 口縁部、円形只占付の上の口唇、貼付によって二つの山形を呈し、

その片方中央に口縁に沿う短い沈線が施され、その手前に刻目列。1040の外面底部～底面、網代痕→

太 く深い沈線→ナデ整形。1045の 内面コゲ、底面に一部付着。破片の出土位置、「Ⅱ層」は口縁部～

胴部のみで、「 I層」は出土量が少ないのに口縁部～底部と広い。1046の 「 I層」出上分は、口縁部

のみ。外面下部摩耗、口縁部 も一部摩耗 しているところがある。内面の残存状況は概 して良い。1047

の出土割合、「Ⅱ層 (木根)」 がやや少ない程度、三つともほぼ同じくらい。単軸絡 1の下にうっすら
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1 縄文土器

単軸絡 5の圧痕が見える。外面底面ナデ。内面コゲ、底面は縁のみ。1048の 縄文原体、附加条 (LR

にRを右巻き?)、 口縁部ヨコ、胴部タテ回転。外面は、突出部にスス付着 し、頚部と胴下部は赤い。

内面は、上部赤 く摩耗、下部のコゲはうっすらだが、底面にも認められる (中央にはない)。 10491こ

は、接合 しない同一個体口縁～胴部破片が1/9周程度分ある。1051に は、接合 しない同一個体口縁部

～胴下部片が大体1/8周程度分ある。出上位置は、「H S87,Ⅱ 層」のほかに幾つかあり、掲載 d機 も

合わせると、その割合は、大体「H S87・ Ⅱ層」6/11、 「H S87・ I層」2/11、 「H S88,I層」1/11、

「H T86・ Ⅱ層」2/11と なる。胴下部の破片の内面にはコゲが付着 してお り、器種は深鉢のようであ

る。1053に 1ま接合 しない同一個体口縁部～胴部片が、 a、 b片 と同じくらいある。10541こ は、接合

しない同一個体口縁部～胴部片1/8周以下があり、それを合わせると出土害J合は、「H S86・ Ⅱ層」

3/27、 「H S87・ Ⅱ層」18/27、 「H T86・ Ⅱ層」4/27、 「H T87・ Ⅱ層」2/27程度となる。1055に は、

接合 しない同一個体口縁～底部破片があ り、日縁部は僅かだが、胴部は1/4周 以上、底部 も1/4周 程

度ある。1057に は、口縁部のみ一周 し、欠損部多いが、同一個体 と思われる接合 しない破片が 9号袋

1つ分あり、底部破片 もある。半裁竹管状工具による施文→縄文施文。1062に も、接合 しない同一個

体胴～底部片が僅かながらある (ス スコゲの付着は見えない)。 lo70の掲載土器は、「 I層」と「Ⅱ層」

の出土割合がほぼ 1:1で、「 I層」出上分は口縁部に偏っているが、「 I層」出上分には、接合 しな

い同一個体口縁～胴部破片1/5周程度分あり、この分は胴部 も多い。1073の外面胴部上半 (屈 曲部 よ

り上)剥落ひどい。剥落部分を中心に接合 しない同一個体片が 9号袋1/12程度ある。内面コゲは、球

胴深鉢にしては痕跡薄 く、淡いものが疎 らに認められるだけである。1074の底部雑なナデ、底面網代

痕→ナデ。使用痕が非常に明瞭な土器で、内面底中央にはコゲなし。lo75に は、接合 しない同一個体

破片が少 しあ り、底部片 もある。手違いで実測されなかったが、1/4周程度の底部片で、底部はケズ

リに近いナデ、底面は雑なナデ、外面底部は赤 く摩耗、内面底面にはコゲの痕跡らしきものが窺われ

る。1076の胴部、半裁竹管状工具による沈線は非常に丁寧にやや太 くやや深めに描かれている。下の

割れ日、粘土接合面からの剥離。1079の撚糸文、所々指なでで顕著に消えている。外面上部表面剥落、

内面上部摩耗。内面のコゲは、幅 6～ 9 cmで顎部まで上がっている。1082の最大欠損部は、実測図に

示 した胴部で、次に底面なので、比較的残 りが良い (胴部以外ほぼ一周)。 胴部欠損部には、剥落のた

め接合できない破片 もあるので、実測図よりも残 りが良い。口唇部平らな部分あり。胴部上半のコゲ ?

付着部分は、灰色で黒斑 との区別が明瞭でない。器壁が他より厚 く、ずっしりと重い。1085に は接合

しない同一個体口縁部～底部片が1/8周程度分ある。大部分は裏面が剥落 したものである。底面の破

片もあるが、薄すぎるにようも思え別個体かも知れない (外面には網代痕、内面摩耗、底面縁までコ

ゲ付着)。 1088の胴部文様 4単位。内面コゲ、底面中央にはなく摩耗している。1089の出土割合、「H
U86」 3/6、 「H U87J 2/6、 「H U89」 1/6程度で、他に接合しない同一個体胴部破片が少しあり、そ

れを合わせると「H U86」 11/23、 「H U87」 9/23、 「H U89」 3/23程度となる。1092に は接合しない

同一個体口縁～底部直上1/4周程度片がある (口縁部剥落著しい)。 10961ま 、注記ミスで出土割合不

明だが、H U87、 89グ リッド出土片は、 5× 5 cm程度の小胴郡片で、ほとんどがH U88グ リッドの

出上である。接合しない同一個体口縁部～胴下部片が1/8周程度分 くらいあるが、これも全てH U88

グリッドの出土である。1097に は、接合しない同一個体口縁部～底面片 9号袋1/6程度分ある。内面

コゲは、うっすらと色が付 く程度しか残っていない。球胴深鉢にしては整形が雑である。1098の胎土

は非常にきめ細かく、混入物は見られないが、施文・整形はむしろ雑である。外面胴下部磨滅するく

らい火を受けている。内面コゲ痕跡は淡いが不整形で、口縁部付近にも認められる。1099の 内面コゲ、

淡いが、二箇所幅 2～ 3 cmの 不整形で口縁部に向かって上がっている。
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1102に は、接合 しない同一個体破片が 9号袋1/7程度残 り、底面 もある (外面ケズリ状工具痕、底

面内面中央以外ススコゲ痕)。 1104の 口縁部は1/3周残 り (頸のみ一周、胴は1/2周以下)、 残存する

貼付 3箇所のうち 1箇所には横位の刻みが省略されている。図化 した以外に9号袋1/7程度の同一個

体破片が残る。1108の 胴上部、摩耗 。剥落著しく不明だが、LRを ヨコ回転しているようである (痕

跡自体も浅く不明瞭だが)。 外面底面ナデ。内面コゲ、底面には認められない。11091よ 、注記ミスで

不明瞭だが、HV(Uの 書き間違い ?)89グ リッド出上分は底面だけでのようである。内面上部赤摩

耗、コゲは底面には認められない。1114の 出土割合、「H V86・ Ⅱ層下位」が1/13、 「H V86・ Ⅱ層」

が7/13、 「H V87・ Ⅱ層」が5/13で 、接合しない同一個体口縁部、胴部片が僅かにあり、それを入れ

ると、「H V86・ Ⅱ層下位」が3/28、 「H V86・ Ⅱ層」が15/28、 「H V87・ コ層」が10/28と なる。

1117の下の割れ日、粘土接合面から剥離。1122、 接合しないので定かでないが、口縁部は、顎部で内

湾して口縁部で外反するようで、底面は無文 (ナデ)、 内面底部直上までコゲ付着のようである。1127

の胴部意匠単位をなさないようである。胴部文様は、細く断面三角～かまぼこ形の隆帯の両側をなで

るか縄の側面圧痕で表現。1128の 内面タール状付着物はコゲの一種と思われるが、本遺跡の他例とは

大きく印象が異なる。摩耗 して不明瞭だが、同一個体と思われる胴下部破片が少し出土している。

1129aの 出土割合、「H X86。 I層」が1/4。 b、 c片 と接合しない同一個体胴部片、20× 8 cm、 12×

12cm片 を合わせると、「H X87・ Ⅱ層」が10/11、 「H X86・ I層」が1/11と なる。1132の出土割合、

「Ⅱ層」が3/4程度だが、「Ⅱ層」出上の接合しない口縁～胴部片1/8周程度あり、これを合わせると

6/7程度となる。1145の 外面底面、網代痕 ?→ナデ。外面表面剥落。突起中間頸部に焼成前の貫通孔

が開けられているが、反対側にもあったのかどうかは欠損しているため不明。口唇部の表面やや剥落

した場所付近に赤色付着物らしきものが認められるが、非常にわずかであり、故意に行われていたの

かどうか不明。1146の外面胴部表面剥落多い。下の割れ日、粘土接合面から剥離。図化したもの以外

に口縁部1/4周程度の破片がある。1148の全体形は楕円形に近い (実測正面が長軸)。 1159に は、接

合しない同一個体口縁～胴部破片が1/9周程度分ある。内面上部の摩耗は、帯状に横方向に広がらず、

幅 8 cm程 度不整形に上下方向に延びる。1172の胴部網目状撚糸文も、ナデで所々消えている。内面コ

ゲ、底にはない。1174の出土割合、「Ⅱ層」7/12、 「Ⅱ層最下」3/12、 「Ⅲ層」2/12で、接合しない口

縁～胴部片を合わせると、「Ⅱ層」8/17、 「Ⅱ層最下」5/17、 「Ⅲ層」4/17程度となる。各出土層破片

の位置に偏りが認められ、この点から推測すると横倒しで廃棄もしくは遺棄された可能性が高い。

1202に は、接合しない口縁～胴部破片が1/4周 強あり、それらをいれた出土割合は、「I層」2/9、

「Ⅱ層下部」7/9程度となる。1218の 出土割合、注記ミスで不明だが、「Ⅱ層上位」が最も多いらしい。

ただし、いずれの層からもそれなりの量出土しており、むしろ分散して出上していると言える。1237

には、接合しない同一個体口縁～胴部破片があり、それを入れると、「Ⅱ層上」3/7、 「Ⅱ上層」4/7と

逆転する。12681こ は、接合しない同一個体胴部片1/8周程度あり、それを合わせると、「H E93」 の

出土割合19/21程 度となる。12821こ は接合しない同一個体口縁部～胴下部片が1/8周程度分あり、そ

れを合わせた出土害↓合は、「H H94,I層 」76/123、 「H H94・ Ⅱ層」46/123、 「H H95・ Ⅱ層」1/123

程度となる。1283の 出土割合、「H H94」 が20/21。 1284の 出土割合、注記ミスで不明だが、Ⅲ層出

上分が半分くらいを占める。12851こ は、接合しない口縁部～底部破片が1/3周以下程度あり、それを

合わせると出土割合は、「H H93」 が8/9程度となる。底面は胴下部と同じミガキ痕らしきものが認め

られる。胴下部と同様黒いがコゲかどうか。1290は、 a、 b片の他に胴部～底部直上片が1/8周程度

ある。出土割合は入り組んでいて算出するのが難しいが、「H193」 が2/3程度を占めるようである。

1299には、さらに接合しない同一個体胴部片 (1/6周 程度 ?)あ り、それを合わせた出土割合、「H」
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93・ I層」6/11、 「H K94・ I層 」2/11、 「H K95'I層 」 1/11、 「H M95・ I層」 1/11、 「H K94・ コ

層」1/11と なる。

1301の 出土割合、注記ミスで不明だが、「Ⅱ層」出上分が半分以上を占めるようだ。1302に 1よ 、接

合しない同一個体口縁～胴部片1/8周程度分あり、その中には「H J94。 I層」出土胴部上片があり、

その出土割合は、掲載分を合わせると1/10程度である。1304に は、接合しない胴部片が1/9周程度

分あり、それを合わせると出土割合は「Ⅱ層」が2/3と なる。1305に は、接合しない口縁～胴部片が

掲載分と同じくらいあり、それを合わせると出土割合は、「HM94・ I層」717、 「HM95。 Ⅱ層」5/17、

「H L94・ I層」2/17、 「H L94・ Ⅱ層」4/17と なる。

参考文献

今村啓爾 2010『土器から見る縄文人の生態』同成社

千葉正彦 2001「Ⅵ 2(1)土器」『清水ヶ野遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第351集

中野幸大 2008「大木 7a～ 8b式上器」『総覧縄文土器』株式会社アム・プロモーション

松田光太郎 2003「大木 6式土器の変遷とその地域性」『ネ申奈川考古』第39号 神奈川考古同人会

2 土  師 器 (第 185～ 187図 、写真図版121・ 122)

第 1号住居跡以外に東区雨裂南端からもまとまって出土し、さらに遺構外からも比較的出土 したた

め不掲載土器が手違いで縄文土器と分けずに収納されてしまい、全体量が不明だが、中コンテナ (32

×42× 20cm)以上大コンテナ (32× 42× 30cm)未満と思われる (接合前)。 個々の遺物の記載は図

と表で行ったので、ここでは概要と表の補足のみ行う。なお、図表の器面調整は、工具よりも “効果"

に重きを置いて表現していることをお断りしておく。掲載基準。器形を復元できるほど残っているも

の (1/4周以上)。 時期。ほとんどが 9世紀中～10世紀初頭前後に位置づけられ、明らかにこの時期を

逸脱するものは認められないようである。

以下、表の補足。 1に は接合しない同一個体口縁～胴部片が1/7周分程度出上しており、住居掘 り

方他からの出土だが、注記ミスで割合等詳細は不明。 6の 出土割合、注記ミスで不明だが、 “②"が

最も多く、次いで “H G85?"がほとんど同じくらいで、 “柱穴 2"は非常に僅かである。15の「GY
84・ コ層下位」出土部分は、胴部中位に偏っている。18の 出土割合、大略、「H E84・ Ⅱ層」1/9、 「H
D85。 I層」1/9、 「H D85,Ⅱ 層」3/9、 「H E85,Ⅱ 層J4/9。 23の外面調整底部付近一部ヘラケズ

リ? 内面コゲ明瞭。

参考文献

八木光則 1993「古代斯波郡と爾薩体の土器様相」 F第 18回古代城柵官衡検討会 特集シンポジウム北日本における律令期の

土器様相』同青森大会事務局 (青森県埋文センター)(1992年 開催のシンポジウム結果をまとめたもの)

3 須  恵  器 (第 188。 189図 、写真図版122・ 123)

土師器と同様の出土状況のため出土総量が不明だが、小コンテナ (32× 42× 10cm)以 上中コンテ

ナ (32× 42× 20cm)未満 (接合前)と 思われる。遺構内や雨裂でも細分層が特定できるもの (8)
は、小片でも積極的に掲載したが、それ以外は器形を復元できるものを原則とし、器形を復元できな

い大甕は最も大きなものだけ掲載した (17)。 鉢が出土している (23)。 しばしばスス状の付着物が認
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められたが、廃棄後に付着したのかもしれない。表の補足。20の 出土割合、「H A92」 /13、 「H A98」

7/13、 「H B92J 2/13、 「H B93」 2/13。

4 土  製  品 (第 190～195図、写真図版124～ 128、 観察表は写真図版の方)

63点出上 し、全て掲載 したが、焼粘土塊 9点は作図しなかった。積極的な根拠はないが、形と質感、

出土土器の傾向から、ほとんどが縄文時代、特に前期末～中期前葉を中心にした時期のものと思われ

る。ただし、 gの フイゴ羽口 1点 (写真図版128の 48)イよ、平安時代の可能性がある。

縄文時代前期～中期前葉の東北地方には、小型土器、土偶、イチジク形土製品、耳栓、土玉、円盤

状土製品以外に、はっきりした類型を持つ土製品はなく (長 田 2009な ど)、 今回調査の場合 も、小

型土器 ?4点 (他 に土器に含めた20点あ り)、 土偶29点、耳飾 4点、円盤状土製品 6点、焼粘土塊

9点 を除いた残 り10点 は、不明瞭なものばか りである。不明瞭なものは、縄文時代の既存の類型に

近いものを捜 して名称を付け、 “土器の一部 ?"2点、 “装身具 ?"1点 としたが、それでも
｀
不明"

としか扱えなかった 7点がある (c)。

過去の滝ノ沢遺跡では土玉 も出上 しているが (第 Ⅱ章文献87、 130)、 イチジク形土製品は出土 し

ていない。その他、組成など、今回の出土土製品は、過去の滝ノ沢遺跡のそれと大きな違いはない (第

Ⅱ章参照)。

(a)小型土器 ?(第 190図 、写真図版124の 1～ 4)

ここでは、土器に見えるが当該期の器形と異なり土器とは異なる用途が予想されるものだけを扱い、

いわゆる小型土器は、第 1節で扱っている。 4点出土 した。胎土・色調・整形などから、 3、 4は、

縄文時代前期末～中期前葉と思われるが、 2は明らかに異なり (表面きめ細やかで、縄文時代晩期 ?)、

1も 違和感がある。

(b)土器の一部 ?(第 190図 、写真図版124の 5、 6)

土器の突起と思うが確信が持てないものを扱った。 2点出上し、 6は大木 5式、 5は大木 6式 ?か。

(c)不明 (第 190図、写真図版124の 7～ 13)

7′点出土した。主として形状から三つに分けたが (種別欄の 1～ 3)、 何 らかの実態を反映している

とは思えない。

(d)耳飾 (第 190図、写真図版124の 14～ 17)

4点出上 した。いずれも “耳飾"と みることもできるというだけで、あまり耳飾然としていない。

胎土・整形・色調等から、16は 縄文時代前期末～中期前葉、14、 17も その可能性が高いが、逆に15

の形は当該期のそれだが、あまりふさわしくない。なお、本遺跡の北上市教育委員会の報告書 (第 Ⅱ

章参照)で は、14～ 16の形態に「糸巻形土製品」の名を与え積極的に「耳飾」 という扱いはしていな

ヤヽ。

(e)装身具 ?(第 190図 、写真図版124の 18)

1点出上した。 dの耳飾に形は似るが、長すぎるし両端が膨らまないので耳飾としての使用に耐え

られないであろう。胎土・整形 。色調等から縄文時代前期末～中期前葉と思われる。

(f)土偶 (第 191～ 195図、写真図版125の 19～ 128の 47)

29点出土した。縄文時代前期末～中期前葉の岩手県に一般的な板状土偶だが、大きさは様々で、有

文が多いが無文もある。第191～ 195図 では出土位置順に並べたが、第368～ 369図では部位別に掲

げている。文様意匠や施文方法は比較的多様だが、輪郭や胸正面に窪みを持つ点など共通性も強く、
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比較的時期が限られるのではないか。大木 6式中頃を中心とするのかもしれない。出土土器の傾向か

らも、その可能性がある。ほとんどが粘土板 を貼 り合わせて製作 しているようだ。出土グリッドの明

瞭な28点 について分布図を作成 したが (第 370図 )、 土器 (第 13図 )と 同様の分布を示す。

以下、表の補足。29の 出土害J合、注記 ミスで不明。

(g)フ イゴ羽口 ?(写真図版128の 48)

フイゴ羽口破片と思われるものが 1点出土 している。平安時代か。

(h)焼粘土塊 (写真図版128の 49～ 57)

9点出上 したが、全て写真のみの掲載である。弥生時代前期末を主体 とするが本遺跡から2.5kmし

か離れていない金附遺跡の分類を使用 した。手びねり、軽石状 (方形を基本としたブロック状で軽 く、

表面が滑らかで白色基調の朱～クリーム色を呈するもの)、 土器破片状、金平糖状、樹皮状の五種類だ

が、今回の調査では、軽石状およびその変形 (変異少なし)しか出土しなかった。

(i)円盤状土製品 (第 195図 、写真図版128の 58か ら63)

6点出土 した。当該期の大木式圏に一般的なように、非常に少なく、 1点 は明らかに後代のもので

ある (60)。 63の ような大型のものが通常は多いようだ。

参考文献

長田友也 2009「東北地方における縄文時代前期の儀器と精神文化J『 日本考古学協会2009年度山形大会研究発表資料集』

金子昭彦 2006「Ⅵ4 土製品」『金附遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第482集

5 石    器 (第 196～ 274図、写真図版129～ 172)

<概要>出土総量は、42× 32× 20cmの コンテナ約290箱 である。積極的な根拠はないが、形と出土土

器の傾向から、ほとんどが縄文時代、特に前期末～中期前葉を中心にした時期のものと思われる (石

鏃などには後晩期の可能性のあるものも)。 内訳は、石鏃228点 、尖頭器 9点、石錐40点、石匙184

点、石箆231点、不整形石器 (掻、削器等その他)1,216点、以上の石器製作時の剥片類269,276g、

磨・敲・凹石5,721点、特殊磨石1,018点 、磨製石斧46点、磨製石斧未成品62点、打製石斧 ?3点

(1点 は別物 ?)、 礫石錘1,407点 、石皿53点、台石206点 、砥石4,978点、多面体石類601点、石

柱28点 、有孔礫34点 、その他 2点、これらの礫石器製作時の剥片 (欠損時の破片 も含む)11,999g

である。「その他」は、後述。軽石の破片も数点出上していたが数えなかった。

以上のうち、磨・敲・凹石5,721点、台石206点 、砥石4,978点、多面体石類601点 は、使用痕が

顕著でないものを多く含んでいる。使用痕が顕著なものに限ると、磨・敲・凹石4,336点、多面体石

は2点 となり、台石と砥石は不明瞭なものばかりである。通常なら「ただの石」として処理される可

能性も高いが、遣跡内に追び込まれたことは確実であり、また出上位置が著しく偏っているので、そ

の意図を汲むべく整理作業を行った。

砥石を除けば、これまでの滝ノ沢遺跡の調査結果 (第 Ⅱ章参照)と 組成等に大きな違いは認められ

ない。

<分類>こ れまでの滝ノ沢遺跡の報告書 (第 Ⅱ章参照)と他の同時期の報告書を参考にして、上記大

分類を作成した。大分類の後、10× 2m程度の範囲に器種ごとに並べてみて、どのような細分が可能

か、有効か考え、それをB4-枚に図を添えて示し (下記各項目参照)、 10× 2m程度のテーブルニ

卓上に広げられるだけ広げ作業員に全ての石器を分類してもらった。その後調査員が、石器をしまう
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ごとに点検 して若子の変更を行い、作業員に点数を数えてもらい、以後終了までこれを繰 り返 した。

掲載遺物の選別も、原則として調査員の点検作業中に平行 して行った (付箋状の紙切れを置いてい く)。

<掲載基準>今回の掲載遺物の選別は、後述のように行っており、出土量の違いをそのまま反映 して

いないことをお断 りしてお く。石匙 と磨製石斧は点数が比較的少なく、何 らかの傾向を見出せそうだ

つたので全て掲載 した (報告書執筆時に、手違いで石匙 1点久落 していたことが判明)。 打製石斧 も

点数が少なく、また誤解を招 きやすいので全点図化 した。 “誤解を招 きやすい"と いうのは、東北地

方北部の報告書ではしばしば磨製石斧の未成品を「打製石斧」 としているためである。尖頭器 も、そ

れぞれの形が微妙に異なって類型としてまとめられず、ほとんどを掲載せざるを得なかった。不整形

石器 (掻、削器等その他)は、何かの未成品、失敗品だが欠損 していて完成品が想定できないもの、

R、 Uフ レイクと思われるものがほとんどで、多 くを掲載することにあまり意義が感 じられなかった

ので大幅に割愛 した。台石、砥石、多面体石も、上述のように使用痕が不明瞭な物が多いので大幅に

割愛 した。その他は、ほぼ出土量を反映して掲載 したが、磨・敲・凹石は、載せる意義はあると思う

が点数が多いので、使用痕分析に出したもの以外は、時間を区切つて (10月 上旬石器実測終了を目途)

できるところまでという曖昧な基準で選んだ。

<作業工程 >水洗については省略。2010年 5月 11日 (火)か ら作業員十名で分類開始。25日 (火 )

まで大分類、続いて細分類に入 り6月 7日 (月 )分類終了。重量計測や点数数えが15日 (火)ま でか

か り (こ こまでは石製品も一緒に行っている)、 以後五名に減らし実測に入る。 8月 10日 (火)以後

は、石製品の実測が終了したので六名に増え、 9月 13日 (月 )以後は他の実測終了で十名まで増え、

10月 1日 (金)か らは作業員減 (19名→12名 )に伴い五人に減 らし、 8日 (金)に実測終了。12日

(火)か ら五名前後で トレースに入 り、11月 12日 (金)に終了。続いて四名で図版作成に入つた (以

後省略)。 作業員は、全て長 く経験を積んだ方々であり、中でも石器の整理に長けた方を選んでいる。

<掲載順序 と遺構出土品>掲載 (記載)順序は器種 (大別)を優先 し、遺構出土品は、各々の器種の

中で冒頭に掲げている。不掲載品も含めた遺構出土品については、第、章の個々の遺構参照。ただし、

遺構出土 と言っても、実際には遺構周辺の遺物包含層から出上 しているに過ぎないので、特に遺構出

土品としてまとめない。

<出上位置 と分布>遺構外で出上位置の明確な物は全て分布図を作製したが、大別 (器種)、 細別に

関わらず、全て土器の分布 (第 13図 )と 同じ傾向を示 したので、出土量の多い一部の器種を掲載する

にとどめた (第Ⅵ章第371～379図参照)。

<石材 >掲載品のみ石質鑑定を委託 した。 したがって、その割合を云々できるのは、全点掲載 した石

匙と磨製石斧、打製石斧のみである (以下それぞれの頂参照)。

<自然科学的分析 >明治大学文化財研究施設の御厚意で、出土黒曜石19点全て原産地推定 していた

だいた。石匙 9点、磨石29点の使用痕分析を株式会社アルカに委託 し、使用痕が顕著なものを分析前

に選んでいただいた。本来は、この時期に特徴的な特殊磨石の分析を委託 したかったのだが、使用痕

分析は難しいとのことであきらめざるを得なかった。原産地推定したものは、分析鑑定の欄に “産地"、

使用痕分析は “使用痕"と 記している。以上の分析結果については、第Ⅶ章参照 (遣物番号は共通)。

(a)石鏃 (第 196～ 199図、写真図版129の 1～ 130の 62)

全体形が三角形基調で平版な両面加工石器を石鏃 とする。228点 出土 し、62点掲載 した。欠損品の

場合区別が難 しいので未成品も含めるが、そうすると次の尖頭器 との境が曖味な物が出てくる。長軸

方向が長い第199図 52な どが該当するが、長軸 :単軸比が概ね2.5倍以上のものが尖頭器となる。

細別。未成品を含めているので、未成品 (失敗品。 l類)か完成品か (2類)不明か (0類)で分

-89-



5 石器

分けた。形では、基部以外に明瞭に区別できるものはなく、平基 (a類 )、 凹基 (b類)、 凸基 (c類 )

に分けた。しかし、未成品は明瞭に識別できず (特 に完成品の欠損品との区別)、 剥離のひどさ (階段

状剥離)(阿部 2000:p.10)か ら推測できる程度であった。大きさの違いはあるが、漸移的で指標

にならない。なお、 2類は、 a類 9点、 b類 134点 、 c類 4点で、 a類 とb類 は形が連続的であ り、

本遺跡からは後晩期の土器も出土 していることから、明瞭に形が異なって格段に数の少ない c類は時

期が異なる可能性がある。

今回の調査で黒曜石製の器種は石鏃と石匙のみに認められたが (八′点)、 そのうち五点を占める。

(b)尖頭器 (第 199。 200図、写真図版130の63～ 131の 70)

石鏃との違いは前項で述べた。石箆の中に長軸方向が長くて尖頭器に似たものがあるが (1類 )、 先

端が尖るものは尖頭器とする。 9点出土し、 8点掲載した。明瞭な形 (型 )の違いがないので、尖頭

器も、未成品 (失敗品。 1類)か完成品か (2類)不明か (0類)に分けたが、これもほとんど区別

できなかった。後晩期の遺跡では「尖頭器」として分類されているものの多くは石鏃の未成品である。

しかし、本遺跡の場合は63の ように明らかな尖頭器が存在する。もし槍先なら、突き刺す対象は何

だろうか。

(c)石錐 (第200・ 201図、写真図版131の 71～ 79)

先端が尖る棒状の部分を持つ剥片石器であるが、基部に摘みを持つものは石匙に分類した。40点 出

土し、 9点掲載した。棒状 (1類 )、 基部に摘みを持つもの (2類 )、 破片で不明 (0類)に分け、 1

類は、さらに、基部が大きく広がるもの (b類 )と そうでないもの (a類)に分けたが、その境はは

っきりせず、あまり意味がなかった。 0類 4点、 la類 4点、 lb類 20点、 2類12点 である。

(d)石匙 (第201～223図、写真図版131の 80～ 142の 262)

本来は摘みが残っていないと石匙と特定できないが、今回の調査では、 “不整形、その他"も 含めて、

石匙と剥離の仕方等がよく類似するものはほとんどないので、欠損品もほぼ特定できたと思う。前述

のように摘みのついた石錐も含んでいる。184点全て掲載したつもりであつたが、報告書執筆時に 1

点欠落していたことが判明した。第 1号住居跡②区画から出上した3b類 (後述)1点 (15.2g。 石

質は不明)である。出土グリッドの明瞭な175点 について分布図を作成したが (第371図 )、 土器 (第

13図 )と 同様の分布を示す。

摘みと本体の方向の関係で分け、並行関係 (縦)を 1類、直交関係 (横)を 3類、その中間 (斜 )

を2類、破片で何れに相当するか不明な物を0類 とし、 1類の中で、本体が錐状のものをa類、平版

だが先端が尖るものをb類、本体が弧を描いて曲がるものをd類、本体が直角状に曲がるものをe類、

その他をc類、何れに相当するか不明なものをz類とした。 2類はこれ以上の細分はできず、3類は、

本体が弧を描いて曲がるものをa類、摘みが本体の中心よりずれるものをb類、中心にあるものを c

類、何れに相当するか不明なものをz類 とした。縦、横どっちつかずのものは2類にしている。概ね

la類から3c類 に向けてアニメーションのように縦形から横形へ漸移的に変化していく様子が見て

取れる。分類の結果、 la類 4点、 lb類 4点、 lc類26点 、 ld類 21点、 le類 2点、 l zttH

点 (1類合計68点 )、 2類35点、 3a類 7点、 3b類 14点 、 3c類20点、 3z類 16点 (3類合計

57点 )、 0類24点 となった。 z類や 0類は考慮に値しないが (3a類 も機能が違う恐れがあるので除

いた方が良いか)、 全体的に非常にバラけている印象を受ける。その意味するところは何だろうか。石

匙は摘みを持つことを特徴とする。摘みを持つことが “持ち歩く"こ とを意味し、持ち歩くことが愛

着に繋がるのなら、所有者の好みに合わせて形が決まっていた可能性がある。単なる思い付きである

が、細分形態は、所有者の “使いやすさ"に よる好みの違いを反映しているのかもしれない。
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石質は、欠落した3b類 1点 を除く183点 についてわかっている (第 Ⅵ章第380図 参照)。 頁岩が

多数を占めるのは当然だが、僅かに砂岩や凝灰岩が含まれることが注目されるか。今回の調査で黒曜

石製の器種は石鏃と石匙のみに認められたが (八点)、 そのうち三点を占める。

9点 を使用痕分析した結果 (観察表の分析鑑定欄に “使用痕"と あるもの)、 6点に使用痕が認めら

れ、Aタ イプ4点、Eタ イプ2点である。詳細は第Ⅶ章参照 (遺物番号は共通)。

(e)石箆 (第 223～231図、写真図版142の 263～ 146の302)

箆状の形態を基本とする。石鏃 (未成品)や尖頭器を除くが、不明瞭なものはこちらに含んでいる

(298)。 231点 出上し、40点掲載した。いわゆる石箆然としたものは少なく、一つの器種としては形

の変異が非常に大きく雑多なものを含んでいる。出土グリッドの明瞭な225点 について分布図を作成

したが (第 372図 )、 土器 (第 13図)と 同様の分布を示す。

全体が長いもののうち、端が狭くなっているものを1類 (整理中には石箆尖頭器と仮称)、 狭くなっ

ていないものを2類、台形を3類、円形基調を4類、その他不整形を5類、何れに該当するかわから

ないものを0類 とし、 4類のうち、やや形が逸脱した、楕円形や先がやや尖るもの、小さいものを4

b類、その他を4a類 とした。以上は、あくまで平面形輪郭での分類であり、その剥離の程度は個体

によって様々で、両面に及ぶものから片面のみのものまである。断面形も、紡錘形や片側に反るもの

などマチマチである。 0類が31点、 1類が63点、 2類が59点、 3類が27点 、 4a類が22点 、 4

b類が■点、 5類が18点で、ここからもその多様性がわかる。これに対し、石質は非常に偏ってお

り、掲載品40点全て頁岩である。

(f)不整形、その他 (第231～238図、写真図版146の303～ 151の 337)

剥片石器の “その他"である。上記器種の欠損品あるいは失敗品であろうが特定できないもの (313、

315は 石匙 ?)、 R、 Uフ レイクが相当する。 “定型"は読み取れず、分類はできなかったが、尖頭

器と石箆の中間的な不整形のものが比較的多く見られた (305、 311、 314、 386)。 1,216点 のうち35

点掲載した。出土グリッドの明瞭な1,166点 について分布図を作成したが (第373図 )、 土器 (第 13

図)と 同様の分布を示す。

(g)磨 、敲、凹石 (第238～248図、写真図版151の338～ 157の 398)

5,721点 のうち61点掲載した。本類は、磨製石斧のような定型を持たず、特殊磨石のように特徴的

な使用痕を持たないため、砥石や台石などとの境が曖味になる。 “片手で持て、磨 り、敲き、凹とい

う使用痕を持つ石器"と緩やかに定義し、各細分類型の中で、砥石等との境を明瞭にしていかざるを

得ない。最も一般的な九く掌大を基本とし磨面や凹を顕著に持つ仲間をa類、角張って明瞭な敲打痕

を持つものをb類、長いものをc類、厚さ l cm未 満の平らなものをd類、その他をe類、欠損等で不

明なものをz類 とした。 a類は、一般的な掌大のものをal、 少し扁平なものをa2、 5 cm以下の小

さなものをa3類 とした。これは、 a類が堅果類の加工を目的とするものと考え、そのふさわしさで

分けたものである。 c類は、長さが10cm以上のものをcl、 それ未満のものをc2類 とした。 a2類

とclは、砥石と区別しがたいものが想定されるが、使用痕の明瞭なもののみ本類とし、磨面が平で

なく傾斜していたり部分的であつたり不明瞭なものは砥石の方に含めた。b類は、多面体石との境が

問題となるが、石質で比較的容易に区別できる (多面体は比重が大きい)。 d類 は、石製垂飾品の未

成品との境が問題となるが、石質 。大きさ・使用痕の三つを合わせると明瞭に区別できる。分類の結

果、 al類 930点 、 a2類 3,406点、 a3類 130点 、 b類 542点、 cl類 13点、 c2類 108点 、 d類
17点、 e類 9点、 z類566点 となった。

al～ 2類 29点 を使用痕分析したが (観察表の分析鑑定欄に “使用痕"と 記載)、 あまり芳しい結
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5 石器

果は得 られなかった。詳細は第Ⅶ章 (遺物は番号共通)。 出土グリッドの明瞭な al類 877点 、 a2
類3,241′点について分布図を作成 したが (第 374、 375図 )、 土器 (第 13図 )と 同様の分布を示す。

以下、表の補足。393は 、磨面スス状付着物、裏面浅いクレーター状剥落。394も 、裏面浅いクレ

ーター状剥落。

(h)特殊磨石 (第249～255図、写真図版157の 399～ 161の 439)

幅の狭い面に敲打による剥離やもっと進むと平 らな磨面を形成 した石器で、当該期に特徴的に見 ら

れる。使用痕が凹石や砥石 と複合 しても、こちらを優先 して分類 した。出土グリッドの明瞭な963点

について分布図を作成 したが (第 376図 )、 土器 (第 13図)と 同様の分布を示す。

断面形 と使用痕を組み合わせて細分 し、断面形は、板状 (四角形を基本 とし平行面を持つもの。長

い紡錘形や二等辺が非常に長い二等辺三角形 も入る)を 1類、三角形 (菱形 も入る)を 2類、その他

を3類、不明を0類、使用痕は、磨面のみをa類、磨面と敲打による剥離痕が認められるものをb類、

敲打による剥離痕のみを c類、不明を z類 とした。分類の結果、 Oa類 5点、 Ob類 5点、 Oc類 6

点、 la類 54J点 、 lb類 183点、 lc類 50′点、 lz類 2点、 2a類 407点 、 2b類 262′点、 2c

類42点 、 2z類 1点、 3al点 、 3b、 3c類、 3z類 0点である。 2a類が最 も多 く、 1類 と2

類では a類 とb類の割合が逆転 しているのが興味深い。上述のように、長 く使用することで磨面を形

成すると考えるのが正 しいのなら、 2類の方がこの器種に向いている可能性がある。断面形が三角の

方が持ちやす くて力が入 りやすいということか。

(i)磨製石斧 (第255～259図、写真図版161の 440～ 164の 485)

47点 出土 し全て掲載 したが、 1点破片同士が接合 したため (456)46点 となった。破片がほとんど

で、大きさの変異も漸移的で、細分はできない。摺切技法で作 られているのではないかと思われた資

料 もあるが、明確でないのでふれない。百点に満たないのでグラフにしなかったが、石質は頁岩が多

しヽ。

9)磨製石斧未成品 (第 259～261図、写真図版164の 486～ 165の 499)

剥離段階では、次の打製石斧と見た日上類似するものがあるが (501、 502)、 その違いは厚さであ

る。磨製石斧は木という重く硬いものを対象とするためある程度以上の厚さがないと切つたり割った

りできないので、当然未成品はそれ以上の厚さが必要である。これに対 し、打製石斧は、一般的に想

定される “土掘り"を用途とした場合、厚いと上を掘って上げることは難しいので、ある程度以下の

薄さが必要だからである。 “未成品"と したが、ほとんどが “失敗品"で、途中で捨てられたものであ

ろう。捨てられた段階で分類し、剥離段階を 1類、敲打段階を2類、研磨段階を3類 とし、不明を0

類とした。 1類は、ほぼ形が出来上がっているものをb類、そうでないものをa類、不明をz類 とす

る。分類の結果、 0類 4点、 la類 18点 、 lb類 13類、 lz類 8点、 2類 15点、 3類 4点 となっ

たが、不明瞭なものが多く問題が多い。観察表の分類欄と備考欄が一致しないことからわかるように

(備考欄は報告書執筆時に観察)。 執筆時には、分類時と異なり、意外 |こ 敲打、研磨段階まで進んでい

そうな資料が多いように思えたが、研磨段階で失敗するのはあまり想定しにくい。あるいは、磨製石

斧の項で述べたように “摺切技法"に よるものが存在するのか。

(k)打製石斧 ?(第262図、写真図版165の 500～ 166の 502)

当該期の当該地方に打製石斧は一般的ではなく、そのため “?"を付けた。いずれも「打製石斧」

と断定できかねるものである。501、 502は 打製石斧の一般的な形状だが、500は大きく異なる。器

種 (大別)を何として良いかわからないが、詳細が不明な 1点のために器種を設定するのもなんであ

る。そこで、平面形は別として状態は研磨段階の磨製石斧に近いので、既存の器種にあてはめるなら
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V 遺物

ば、打製石斧に最も近いということになった。 “磨製石斧未成品"は もっと近いが誤解を招 く。全 く同

様のものは見つけられなかったが、青森県牛ケ沢④、畑内遺跡、福島県法正尻遺跡に類例を見つけた。

いずれも同じ程度の大きさだが、滝ノ沢例が撥形なのに対 し、その他は広がる部分が円形で、年ケ沢

(4)例 には基部に貫通孔が開いている。牛ケ沢(4)夕 Jは、時期不明で土坑から出上、名称は「磨製土掘具」

で研磨されてお り、緑色凝灰岩製 (八戸市教育委員会 2001)。 畑内遺跡例は、前期末のフラスコ状

土坑出上、名称は「打製石斧」で縁辺部の剥離のみ ?、 輝緑凝灰岩製 (青森県教育委員会 1997)、

法正尻例は、遺構外出土で中期 ?、 名称は「打製石斧Jで縁辺部の剥離のみ ?、 安山岩製 (福 島県教

育委員会 1991)。 どの調査でも 1点 しか出土 していないようである。なお、滝ノ沢例は、細粒花商

閃緑岩製で他 とやや異なるが、本遺跡の他の打製石斧とした二例が頁岩であるのとは大きく異なり、

やはり他の遺跡例 と共通する何 らかの特別な型である可能性が窺われる。

(|)礫石錘 (第262～267図、写真図版166の503～ 168の 546)

自然礫を打ち欠いて石錘 としたと考えられるものである。1,407点出土 し44点掲載 した。出土グリ

ッドの明瞭な1,360点 について分布図を作成 したが (第 377図 )、 土器 (第 13図 )と 同様の分布 を示

す。

大きさが一定でないという印象を持ち、大きさと打ち欠けの数を組み合わせて分類 した。厚さが

3 cm未満で大きさが1lcm未満のものを 1類、厚さが 3 cm未満で大きさが■cm以上のものを2類、厚

さが 3 cm以 上で大きさが1lcm未満のものを3類、厚さが 3 cm以 上で大きさが1lcm以上のものを4類、

破片で不明なものを0類 とした。1lcm、 3 cm未満というのは、大きさの変異は漸移的だが、ほとんど

が1lcm未満、 3 cm未満に収まりそうなことから設定したものである。打ち欠の数は、一つが a類、

二つが b～ d類、三つが el類、四つ以上が e2類、欠損して不明なのが z類 とし、二つのうち、長

軸方向の対角線上にあるものをb類、短軸方向の対角線上にあるものをc類、不整形のため認定でき

ないものをd類 とした。点数の多いものをできるだけ細かく分けたつもりである。分類の結果、 0類

51点 、 la類50点、 lb類636点 、 lc類 482点、 ld類 79点、 lel類 38点 、 le2類 8点、

lz類24点、 2b類 5点、 2c類 8点、 2e2類 2点、 3b類 7点、 3c類 5点、 3d類 4点、 3

el類 2点、4b類 2点、4c類 2点、4d類 2点 となった (2a、 2d、 2el、 2z、 3a、 3

e2、 3z、 4a、 4el～ z類は該当例なし)。 2～ 4類は漸移的すぎて境界に悩みあまり意味が

なかった。

lb～ c類が多いのは予想された結果である。むしろ、 la類や 3～ 4類にも一定の量が認められ

た方が不思議で、礫石錘が文字通り錘ならば、実用とはなりにくいのではないだろうか。今回の調査

例は完形品がほとんどを占めるという特徴も含め、実際に使用したものかどうか、あるいはそのつも

りであったかどうか疑間に思える。

対角線上二箇所の打ち欠けを基本としており、観察表では、長軸方向か短軸方向を区別したが、元々

長軸と短軸の差のないものを選んでいるようで、比較的大きなものは545く らいであった。極めて微

妙な違いだが、打ち欠いた部分の間の表面が荒れているものがあり、532～ 534、 541は比較的顕著で

ある。紐掛け等によるものであろうか。

(m)石皿 (第267・ 268図、写真図版169の 547～ 550)

皿状の石で、使用面は傾斜してすり鉢状に窪むか数条の太く浅い溝となって現れるものである。磨

石の相手となる石器である。台石や砥石との境が問題となるが、比較的厳密に石皿を分類し、不明瞭

なものは台石や砥石に含めた。53点出土し、 4点掲載した。破片がほとんどで、有効な細分方法は思

いつかなかった。

-93-



5 石器

(n)台石 (第269～272図 、写真図版170の 551～ 558)

敲き石の相手で、敲かれているが片手では持てないものである。表面は凹凸があつたり割れており、

石皿のように窪むように磨 り減 らない。また磨っていても石皿のように傾斜 しない。206点 出土 した

が、使用痕不明瞭な物を多 く含むので 8点だけ掲載 した。断面形で細分 し、平らで版状を 1類、複数

の面を持つものを2類、九 くゴロゴロしているものを3類、その他を4類、破片で不明なものを0類

とした結果、 0類92点、 1類64点、 2類 10点、 3類40点 、 4類 0点であった。

(o)砥石 (第272・ 273図、写真図版171の 559～ 172の 564)

小さなものでは磨石 との境が問題 となるが、磨面が平らなものを磨石 とし、傾斜 したり不明なもの

を砥石とした。大きなものでは石皿との境が問題 となるが、違いは必ず しもはっきりしないので、前

述のように “石皿然"と したもの以外は全て砥石 とした。細 く深い溝痕は砥石となる。4,978点 出土

したが、使用痕不明瞭なものを多 く含むので 6点だけ掲載 した。一抱 えもあるようなものも10点 ほ

ど出土 したが全て割愛 した。出土グリッドの明瞭な4,861点 について分布図を作成 したが (第378図 )、

土器 (第 13図 )と 同様の分布を示す。

大 きさ 。石質と断面形 を組み合わせて細分 し、特に熔岩製を d類、その他の石質で20cm以上のも

のを a類、10cm未満を c類、この間をb類、不明をz類 とした。断面形は、長い棒状のものを 1類、

板状を2類、三角形のように面や角を持つものを3類、その他 (九 くゴロゴロしたものなど)を 4類、

不明を 0類 とした。分類の結果、 ao類351点 、 al類 163点、 a2類 187点、 a3類 41点、 a4
類19点、 bO類 34点、 bl類 1,495点、 b2類 329J点、 b3類 201点、 b4類 41点、 cO類 4′点、

cl類452点、 c2類432点、 c3類 146点 、 c4類 28点 、 d類85点、 z類970点である。

(p)多面体石 (第273・ 274図、写真図版172の 565～567)

野球の硬球程度の大 きさの石に面をなすほどの敲打痕が認められるもので、緻密で硬い石材である

ことを特徴とし、磨製石斧製作時の敲打に使われるものである (阿部 1990ほ か)。 今回の調査では、

割れているものが多 く面をなしているものは少なかった。そのため、601点出上 したが掲載 したのは

3点のみである。大 きさと使用痕跡を組み合わせて分類 した。本遺跡から2.5kmし か離れていない、

弥生時代前期末を主体 とする金附遺跡では多数の多面体石が得 られ、分析の結果「基本的には 6 cmよ

り小さくなってしまうと耐用限度を超え、捨てられる運命にあったと考えて良さそうである。これは、

手の大きさと敲打 という激 しい作業におそらく関係 しているのだと思われる。すなわち、これより小

さいと手を打ちつける恐れが高い」 (金子 2006:p.298)と いう傾向が見 られたので、 6 cm以 上を 1

類、 6 cm未 満を2類、破片で不明をo類 とし、正 しく多面を形成 しているものをa類、泡立つような

強い敲打痕が認められるものをb類、割れているだけのものを c類、無加工の原石を z類 とした。 z

類は本来石器でないが、石材が特徴的でこの器種に使 うために持ち込んだと特定されるため含めた。

分類の結果、 la類 1点、 2a類 1点、 Ob類 3′点、 lb類 39′点、 2b類 5′点、 Oc類154点 、 1
c類251点 、 2c類 57点、 Oz類 7点、 lz類 73点、 2z類 10点 となった。 a類が極めて少なく、

今回の調査区の場合、石材は同じでも使用方法は若干異なるのかもしれない。

(q)石柱 (第274図、写真図版172の 568、 569)

長さ20～ 30cm程度の角柱礫で (加工痕は不明瞭)、 当該期 (の この地方)に よく見 られるが、用途

は不明である。28点出土 し、 2点掲載 した。数も少なく、石材でも分けられない。

(r)有孔礫 (第274図、写真図版172の 570)

中央に孔の開いた環状の自然礫で、当該期 (の この地方)に よく見 られるが、用途は不明である。

34′点出上 し1点掲載 した。大小の違いはあるが漸移的で分類できない。
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(s)そ の他の礫石器 (第274図、写真 図版 172の 571)

自然礫 の上下 を割裁 し盤状 に した ものである。適当な名称が浮かばなかったので「その他」 とした。

石製品の玉 (瑛状耳飾 り?)の 未成 品 に似 る。大 きさと状態が異 なるので別 に扱 ったが、未成品に も

頁岩があるので一緒 に した方が良か ったか もしれない。 2点出土 し、 1点掲載 した。
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6 石  製  品 (第 275～284図、写真図版173～ 177)

<概要・分類方法>積極的な根例はないが、形 と出土土器の傾向から、ほとんどが縄文時代、特に前

期末～中期前葉を中心にした時期のものと思われる。石製品は未成品も含め全部で373点出土 したが、

未成品あるいはその破片が大部分を占める。当該期では、瑛状耳飾を除けば、他の石製品と明確に区

別できる定型化 した類型は少なく (長田 2009)、 攻状耳飾 りでも、ただの板状の未成品段階だと他

の未成品と区別できない。例えば、石剣類 と燕尾形石製品、カツオブシ形石製品、それらの基部に貫

通孔を持ち装身具の可能性のある石製品は、互いに非常によく似てお り、破片だと区別できない場合

が多いのである。

そこで、単純に演繹的に分類するのではなく、既に当該期で分類されている類型 (長 田 2009)を

念頭に置きながらも、今回出土品を基に帰納的に分類することにした。その結果、色調や石質、形か

ら、黒っぽい色調を持つ (頁岩やスレー トを主体)石剣類や箆状製品 (後述の a～ c類 )、 白～淡い

緑色 (凝灰岩、滑石を主体)の装身具 とその未成品と考えられるもの (c～ m類 )、 その他 (n類 )

の三つに大別され、それぞれの中を形状 (平面形重視、断面形も参考)の異同で細分 した。ただし、

小破片だと未成品なのか完成品なのか区別できない場合がほとんどなので、攻状耳飾以外は一緒に分

類 した。

なお、分類作業は、石器 と一緒に行っている。

<分類と組成 >上述のように、未成品およびその破片が多数を占め、また各分類の境 も明瞭でない状

態で組成を考えても意味がないので、詳細は以下を参照されたい。完成品には、瑛状耳飾 8点、勾玉 ?

1点ほか (石父J類 も?)がある。なお、石柱は石器の方に含めた。男根状石製品 (長 田 2009)イ ま滝

の沢遺跡でも出土しているが (第 Ⅱ章文献87)、 今回の調査では発見されなかった。

これまでの滝ノ沢遺跡の調査結果 (第 Ⅱ章参照)と組成等に大 きな違いは認められないと思うが、

今回は未成品と考えられるものを積極的に掲載 した。なお、北上市教育委員会の報告書では、未成品

の一部に「円盤状石製品」「板状石製品」の名称を与えているようだ。

<掲載基準>下記分類 aと m以外は、全点掲載 した。 aの石剣類の未成品は、それらしいものだけ図

示し、それ以外は観察表だけ掲載 した。mの完成品が想定できない玉類未成品 (原石)も 、観察表だ

け掲載 した。
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(a)石剣類とその未成品 (第275図、写真図版173の 1～ 12)

32点 出土 し、結果的に12点掲載 した。未成品は、それらしい ものだけ図示 し、それ以外は観察表

だけ記 した (第 4表 )。 第 4表中のものでは、 4と 15が比較的それらしい他は、いずれも小片で未成

品かどうか定かでない。石質は、スレー トと頁岩がほとんどを占めるが、ホルンフェルス、僅か 1点

だが砂岩もある。

(b)箆状石製品とその未成品 (第276図、写真図版173の 13～ 174の 19)

7点出土 し、全て掲載 した。大 きさと形から抽出した項目だが、あまりまとまっておらず、石質と

残存状態からは石剣類に含めた方がよさそうなものも含んでいる。

(c)石剣 。箆類と垂飾品の中間的なもの (第277図、写真図版174の20～23)

4点出土 し、全て掲載 した。

(d)針形垂飾品とその未成品 (第277図、写真図版174の 24。 25)

2点出上 し、全て掲載 した。241よ 、完成品の久損品か。 2点 とも蛇紋岩製である。

(e)勾玉とその未成品 (第 277図、写真図版174の 26～ 28)

3点出上 し、全て掲載 した。26は、板状で稚拙だが完成品か。26の み蛇紋岩製、他は凝灰岩製。時

期は特定できないが、出上位置と今回の出土土器の傾向から前期末～中期初頭の可能性は高い。古い

時期の勾玉はあまり目にしないが、福島県などでは、前期前葉から出土 している (鈴木 2006、 (財 )

福島県文化センター 1997:図 40の 24)。 本遺跡例 と形は大 きく異なるが、角ばった板状という点で

は共通する。鈴木克彦氏は、岩手県二戸市米沢遺跡例 も初期形態 として含めるが (前掲 :p.9)、 氏

も承知の通 り、これは英状耳飾の補修品の破片であり、かけ離れている。

表の補足。27の下端は研磨 してお り、上端は欠損 (故意 ?)。 穿孔 も途中で終わっているような状

態で、上端の失敗により破棄された失敗品か。

(f)短冊状垂飾品の未成品 (第277図、写真図版174の 29～ 32)

4点出土 し、全て掲載 した。欠損断面を見る限 り、瑛状耳飾の破片ではないと思う。30は 玉斧の未

成品か (未貫通孔)。 一般的なものよりかなり小さいのが気になるが、玉斧の盛行が「前期末から中期

初頭」という点に符合する (安孫子 20041P。29)。

(g)攻状耳飾 (第 278図、写真図版174の 33～40)

8点出上 し、全て掲載 した。39、 40な どは未成品の破片の可能性 もある。完形品は33の みで、こ

れだけ蛇紋岩製、他は滑石や凝灰岩製。平面形の変異が大 きく、多時期にわたっていると推測される

(第Ⅵ章参照)。 また、1977～ 1982年度の調査では、致状耳飾 りが最 も多 く出土 している (第 Ⅱ章文

献87)。

(h)攻状耳飾の未成品 (第 278図、写真図版174の 41～ 48)

他の遺物と異なり、完成品と未成品の形がかけ離れているので分類を別にした。「攻状耳飾の未成品」

と特定できるものは 8点出土 し、全て掲載 した。表中の種類欄の 1は穿孔まで済んでいる状態、 2は

それ以前の段階である。これ以前の段階の未成品は、 i、 j、 mに分類 した中に含まれている。 1点

のみ頁岩製、他は凝灰岩製で、蛇紋岩製はない。第ヲ章で若干の考察を加えている。

表の補足。41は、溝陰刻中に曲がってしまったため破棄 した可能性が高い。42は、接合箇所は図に

よりわかるが、どちらがどちらから出土 した破片か、不明。

(i)小形板状 (第279図 、写真図版175の 49～ 56)

垂飾品等何 らかの未成品 (素材)の可能性が高い。瑛状耳飾の未成品の可能性 もあるが、端部が角

張らず九 く違和感がある。 8点出上 し、全て掲載 した。石質は、凝灰岩、頁岩、その他とバラける。
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V 遺物

d)大形両面剥離、片面剥離片、大形原石 ?(第 280。 281図、写真図版175の 57～ 176の 67)

おそらく攻状耳飾あるいはそれに類する垂飾品に使用する素材剥片で、 1点原石に近いもの (67)

を含む。11点 出上 し、全点掲載 した。凝灰岩が主である。

(k)そ の他 (第282・ 283図、写真図版176の 68～ 177の 77)

何 らかの未成品と思われるが、完成品を特定 しかねるものである。これも、凝灰岩、頁岩、その他

と石質はバラける。表の補足。69は、見た目から判断すると共状耳飾の失敗品 (全 く手順を踏んでい

ないが)の可能性 もある。

(|)管玉 ?の未成品 (第283・ 284図、写真図版177の 78～ 81)

調査で管玉が出土 していないので定かでないが、形状から管玉の未成品の可能性が窺われるもので

ある。 4点出土 し、全て掲載 した。穿孔途中のもの (78)は 滑石、その他はめのうという硬い石材な

ので未成品ではないかも知れない。

(m)玉類未成品 (原石)?(第 5表 )

未成品というより原石あるいはせいぜい粗割段階の未成品の可能性がある程度で、未成品かどうか

定かでないものであるが、19o、 216、 217は 比較的それらしい。完成品が全 く想定できないので玉類

として一括 した。主として石質 (緑色凝灰岩あるいは頁岩、それに類するもの)と 大 きさ 。形で判断

し、271点全点表に示 した。出土グリッドの明瞭な271点 について分布図を作成 したが (第 379図 )、

土器 (第 13図)と 同様の分布を示す。

粗割段階では、円礫を水平に割っているようで、そうした状態の破片を「自然面付剥片状」と表現

した。石材は、凝灰岩がほとんどだが、頁岩やデイサイ トも一定の割合を占め、他に、砂岩 (第 5表

105、 224、 229)、 細粒花商閃緑岩 (同 218)、 冷岩 (同222)がある。

(n)容器 ?(第284図、写真図版177の 82)

1点出上 した。凝仄岩をくり抜いたらしいが、外側は割った面がそのままになっている。

参考文献

安孫子昭二 2004「玉斧」 F季刊考古学』第89号 雄山閣

長田友也 2009「東北地方における縄文時代前期の儀器と精神文化J『 日本考古学協会2009年度山形大会研究発表資料集』

鈴木克彦 2006「 縄文勾玉の起源に関する考証」『玉文化』第3号  日本玉文化研究会 (事務局 :栃木県立博物館)

(財)福島県文化センター 1997『摺上川ダム遺跡発掘調査報告書」 弓手原A遺跡 (第 2次調査) 範囲確認調査 (弓手原

A遺跡)』 福島県文化財調査報告書第337集

7鉄 製 (第 284図、写真図版177の 1～ 3、 観察表は写真図版の方)

3点出土 したが、種類がはっきりしたものはなく、 3a、 3bは現代の可能性 もある。 1は 出上位

置から平安時代の可能性が高 く、 2も 同様か。 x線写真 も撮 り、実測図以上のことはわからなかった

ので掲載を割愛 したが、執筆時に写真をよく見ると、 2に は貫通孔があることがわかった。図の右側

面中央の折れ曲がっている部分の右下に弧状の線が描かれているが、これが貫通孔の右端の弧に当た

り、三月状を呈 している。錆による外形 (平面形)の変化にばか り気をとられていたためで、見落と

しをお詫びしたい。 3aと 3bは一緒に出土 したが、接合 しなかった。

口
印
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第 4表 不掲載分石剣類未成品観察表

N( 出土地点 層位 器 種 分類
最大計測値 (cm) 襲

⑭
質
姻

石
に

存

況

残

状 備考
長 さ 幅 厚 さ

1 HC85 Ⅱ層 石剣 ?未成品 1 079 スレー ト (古生代 北上山地 ) 疲片 珪花木状

2 HD92 ■下層 石剣 ?未成 品 1 3褒 204 頁岩 (古生代 ～ (中 生代 )北 上山 Jtb_) 茂片 刀LFf破片 ?

3 HE93 Ⅱ層 石剣 7未成 品 1 780 322 107 スレー ト (古生代 北上山地 ) 破片 能方向破片

4 HF93 Ⅱ層 石剣 ?未成品 1 230 065 スレー ト (古生代 北上山地 ) 破片 従方向破片 側面敲打痕 ?

5 HF94 ■層 石剣 ?未成 品 1 344 128 ス レー ト (古生代  北上 山地 ) 小 片

6 HH93 Ⅱ層 石剣 ?未成 品 1 907 435 167 78C ホルンフェルス(古生代 (変成は中生代白亜紀)北上山地) 破 片 能方向破片

7 HH94 1層 1 662 425 砂岩 (中 生代 ? 北上山地 ) 破片 従方向破片

8 H193 1層 石剣 ?未成品 1 449 126 054 4 スレー ト (古生代 北上山地 ) 小片 能方向破片

9 HN95 Ⅱ層 石剣 ?未成品 1 468 29つ 買岩 (吉生代～ (中 生代) 北上山地 ) 破片 従方向破片

HP87 1層 石剣 ?未成品 1 1008 199 189 ホルンフェルス (古生代 (変成は中生代 白亜紀)北 上山地 ) 破片

E086  1層 I鹸J?未成品 1 365 279 050 霊岩 (古生代 ～ (中 生代 ) 北上 山地 小片 1方 向剥片

ET86 1層 石剣 ?未成品 1 258 184 42C 買岩 (古生代～ (中 生代) 北上山地 ) 小片 切断破片 ?

ET87 Ⅱ層 石剣 ?未成品 1 492 222 砂岩 (中 生代 ? 北上山地 ) 小片 則片

IT87 Ⅱ層 百剣 ?未成 1 229 105 ホル ンフェルス (古生代 (変成 は中生代 自亜紀 )北 上 山地 ) 小片 語」片

IT88 Ⅱ層 百剣 ?来成 品 1 028 ス レー ト (古生代  北上 山地 ) 小 片 剥片

〕U83 1層 石剣 ?未成品 1 154 146 頁岩 (古生代～ (中 生代) 北上山地 ) ガヽ片 切断破片 ?

王U87 Ⅱ層 百剣 ?未成 品 1 170 1045 ホル ンフェルス (古生代 (変成 は中生代 自亜紀 )北 上 山地 ) 破片 駐方向破片

IW87 Ⅱ層 石剣 ?未成品 1 067 スレー ト (古生代 北上山地 ) 小片 剥片

百剣?夫成品 1 282 044 47 頁岩 (古生 ft～ (中 生ft)北 上 山地 小片 ヤゝオ反】犬

GX84 1層上位 石剣 ?未成 品 552 186 153℃ ホル ンフェルス (古生代 (変成 は中生代 自亜紀 )北 上 山地 ) 破片 1維方向破片

第 5表 玉類未成品観察表

(o 出土地点 層位 器  種 分類
最大計測値 (cm) 難

⑭
玉努

質
幼

石
に

残存
状況

備考
長 さ 幅 旱 さ

1 HH94 Ⅱ層 玉類未成品 1060 744 頁岩 (古生代～ (中 生代)北 上山地 ) 欠損 長い棒状

2 CS81  ■)冒 王頚未成 品 487 364 346 69[ デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 災捐

3 CT80 Ⅱ層 玉類未成 品 1105 欠 損 墜耗

4 GT81‐ I層 上位 玉類未成 品 695 699 382 2187 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山lFFt) 一部欠損 円い牡丹餅状

5 土類 禾成 品 861 432 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 久損 長 ラ

6 GU84 1層 上位 玉類未成 品 289 デ イサ イ ト (新生代 新第二紀 奥羽山脈 ) 朱損

7 GV84 Ⅱ層下位 と類未成品 399 1152 唾耗

8 GW83 1層 玉類未成品 536 129 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山HFt) 欠損

9 GY93 Ⅱb層 玉類 未成 品 1087 730 383 買岩 (新生代新第三祀 奥羽山脈 ) 原 石

GY84 Ⅱ層下位 玉類未成品 741 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 一部欠損 摩耗

11 GY84 ■層下位 玉類未成 品 1224 428 144E 元形 やや長い 摩耗

GX85 1層 王類未成品 556 ■35 405 704 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 尭形 摩耗

GX85 Ⅱ層上位 玉類未成品 639 2238 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFrt) 欠損 摩耗

HA84 Ⅱ層下位 王類未成品 327 239 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠娼 墜耗

HC84 Ⅱ層 玉類未成品 657 436 デイサイト (新生代新第三紀 興羽山脈) え損

土類禾頗 品 657 570 272 欠損

ED84 Ⅱ層 王類未成 品 589 382 1669 屁灰岩 (新生rt新第三紀 興羽山脈 ) 史損

HE84 1層 玉類未成品 581 430 408 687 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 ? 摩 耗

HE86 崩土 王類未成 品 1041 1011 4266 疑灰岩 (新生代新 第三紀 異羽山脈 ) 一部久損 ? おにぎり状 表面に傷

HH94 層 土類未成 品 867 771 237] 二つ に別れ 摩耗

1 玉類未成品 443 1112 貢岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損

】2 HH94 Ⅱ層 玉類未成品 536 556 買岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 欠損

,3 H194 Ⅱ層 玉類未成品 1068 437 1314 凝灰岩 新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 欠損 長 い 凹石状窪み 歴耗

H194 Ⅱ層 王類未成 品 752 498 κ損 墜耗

HM95 Ⅱ層 土類来成 品 745 565 欠損 摩耗

】6 HU87 Ⅱ層 玉類未成品 567 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 欠損 摩耗

ど7 HUV Ⅱ層 玉類未成品 345 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 略完形 摩耗

HUV Ⅱ層 玉類未成 品 654 278 311 疑灰岩 新生代新 第三紀  奥羽 山脈 IIa完形 摩 耗

HT87 Ⅱ層 土類未成 品 437 283 略完形 輩耗

HW87 Ⅱ層下位 玉類未成品 267 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 一部欠損 摩耗

4 HWM I層 下位 玉類未成品 727 597 1428 凝灰岩 新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 欠損 重 �

玉類乗成品 82E 277: ひび害‖れ 茎繕

HXV Ⅱ層 玉類未成品 442 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 摩耗

GT83 Ⅱ層 玉類未成品 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山lre) 破片 剥片状

'5

GT83 Ⅱ屠 王類未成 品 366 で岩 (新生代新第三紀 奥羽出lFFt) 破片 民い

,6 GT83 1層 玉類未成品 782 204 1184 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 でかい剥片状 摩耗

,7 3U84 Ⅱ層上位 王類未成品 246 凝灰岩 新生代新 第三紀  興羽山脈 破 片 餃密

GU83 1層 下位 玉類未成 品 1530 780 4690 凝灰岩 (新生代新 第三紀 興羽山脈 欠損 大きい 麿耗

土類禾成 品 23を IIS晃 形 敵密

10 CV83 Ⅱ層上位 玉類未成 品 290 26C 341 凝灰岩 新生代新第三紀・奥羽山脈 破片 肇耗

1 GV84 Ⅱ層上位 玉類未成品 568 1271 頁岩 (新生代新第二紀 奥羽山HFFt) 破片

CW83 1層 玉類未成 品 420 682 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破 片 剥片 ?状

3 CW85 層上位 と類未成品 670 凝灰岩 (新生代新 第三紀  奥羽 山 lFre 跛片 剥片状 級密

GX84 層 玉類未成品 649 644 08〔 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 剥片状

t5 GX84 層 玉頚未成品 644 25J 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 剥片状

16 層 て4g夫成品 058 68舅 185β 薩 片 自然面付剤片状

土類 禾 腹 品 584 34之 08t 吸片 自然面付剥片状

18 王類未成品 127 23И 凝灰君 (新生代新 第三紀 奥羽 IJ脈 破片 自然面付剥片状 摩耗

3Y84 Ⅱ層
~F位

土袈未成 品 483 273 破片

,0 GY84 Ⅱ層下位 玉類未成品 893 706 3901 lη 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 欠損 欠損面平 ら残核状
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No 出土地点 層位 器  種 分 類
最大計測値 (crl) 襲

⑭
石 質
(産地 )

残存
状況

備考
長 さ 幅 厚 さ

GY93 1層 玉類未成品 60て 562 799 ユ 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 自然面付剥片状 級密

52 GY93 1層 玉類未成品 74C 15を 破 片 訓片状 綾密

53 GY93 Ⅱ盾 上類未成 品 16C 386 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片

54 GY92 111層 玉類未成品 1061 294 2098 ユ 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) ラヾバラ 摩耗

Cll・84 ■層上位 玉類未成品 50f 197 429 ユ 破 片

CY84 1層 玉類来成 品 801 128 〕 破片 自然面付剥片状  緻密

EA84 Ⅱ層 玉類未成品 374 1849 ユ 凝灰岩 新生rt新第三紀 興 羽 山脈 | (芋員 茎耗

HA84 Ⅱ層 王類 未成 品 183 ユ 暴灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 自然面付剥片状

EIA84 Ⅱ層 玉類未成 品 685 154 649 ユ 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 自然面付剥片状 磨耗

HA85 崩土 玉類未成品 305 878 ユ 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 自然面付剥片状 摩耗

HB85 Ⅱ層 王類未成品 276 184 243 ユ 躍灰岩 新生代新第三紀 興 羽山脈 ) こ子買

玉類未成品 3bl 226 〕 凝灰岩 新生代新第三紀  奥羽 山lTc) 破 片 素J片

HB85 Ⅱ層 玉類未成 品 222 033 ユ 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 剥片

HB85 Ⅱ層 玉類未成品 熊 片 白妹面付剣1片 状

65 HB85 ■層 玉類未成 品 105 〕 疑灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 自然面付剥片状 摩耗

HB85 Ⅱ層 玉類未成品 429 397 ユ40 ユ 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 自然面付剥片状 摩耗

HB85 Ⅱ層 玉類未成品 468 1 屍灰岩 新生代新 第三紀 興羽 山脈 ) 破 片 自然面付景」片状  自然面平 ら

EB93 Ⅱ上層下部 玉類未成品 177 249 ユ デイサイ ト (新生代新第三祀 奥羽山脈 ) 破片

69 HC84  1'曽 玉類未成品 385 172 458 ユ 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 害J面凹凸

70 EC84  Ⅱ)膏 玉類未成品 793 1212 ユ 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破 片

71 玉類来成品 3bl 1036 522 469 跡 76 〕 欠損 民ψ

72 EC85  1)膏 玉類未成品 3bl 284 406 072 ユ 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山llFt) 小 片 自然面付景J片状

HC85 Ⅱナ喜 玉類 未成 品 480 317 060 177 ユ 買岩 (古 生代 ～ (中 生代 )北 上 山地 ) 小片 ヨ然面付剥片状 緑色 石剣類 ?

EC93 Ⅱ
'雪

玉類未成品 863 401 973 ユ デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) k椙

HC93 Ⅱナ薯 王類来成 品 120 384 〕 破 片 ヨ然Ll付剥片】大

76 HC93 ■層 玉類未成品 078 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山FFt) 破 片 自然面付剥片状

HC93 Ⅱ層 玉類 未成 吊 908 665 1 曇灰岩 (新生代新第二紀  興 羽 山脈 ) 破片

78 HE85 Ⅱ層 玉類未成品 1068 26℃ 234 765 ユ 破 片 &方向 長い 自然面付

ED86 Ⅱ層 玉類 未成 品 737 665 ユ℃桂2 502 1 憂灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFFt) 破片 自然面付剥片状 摩耗

HD92 Ⅱ上層 王類未成品 428 ユ 凝灰岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 破片 自然面付剥片状 緻密

HD94 Ⅱ層上部 玉頚未成品 546 090 294 ユ デイサイ ト (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 破 片 然面付剥片状  割面 凹凸

82 ID94 Ⅱ層下部 王類 未成 品 673 253 1 疑灰岩 新生代新 第三紀  興 羽 山lPK) 跛片 ヨ然面付剥片状

HE84 1層 王類未成品 647 290 991 1 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 欠損 k平方向割裁残核状 磨耗
HE85 11層 玉類未成 品 1218 164 688 1 欠積

箭 IE92 1層 玉類未成品 ‖、片 謝片状 座新

HF84 1層 玉類未成 品 707 796 1 疑灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 破 片 自然面付 割面凹凸 級密

V HF93 Ⅱ層 玉類未成品 682 095 1 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 破片 長板状  自然面付剥片状

HF93 Ⅱ層 玉類未成 品 568 239 l 疑灰岩 新生代新 第三紀 興羽 山脈 破 片 墜耗

HF93 Ⅱ層 玉類未成 品 1117 756 4050 1 欠嶺

HG86 1層 玉類未成品 740 187 737 I 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 自然面付剥片状 摩耗

HH94 1層 玉類未成品 1185 280 1636 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠 損 長 ψ

HH94 1層 玉類未成品 834 193 1014 1 デイサ イ ト (新生代新第三紀  奥羽山脈 ) 欠損 自然面付昇J片状  割面 回凸

HH94 Ⅱ層 玉類未成 品 1137 268 166ユ 1 匁損

HH94 Ⅱ層 玉類未成品 684 346 605 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損

H193 Ⅱ層 玉類未成品 3bl 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破 片 自然面付剥片扶 害J面凹凸

I198 Ⅱ層 玉類未成品 1292 193 1240 1 欠 損 自然面付剥片状  長い 麿耗

H打94 Ⅱ層 玉類未成品 186 430 ユ デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 自然面付剥片状
‐I194 Ⅱ層 玉類 未成品 942 517 257 947 1 欠 損 自然面付剥片状  麿耗

玉類未成品 373 089 よ 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 破片 翻1片 状

HM95'Ⅱ 層 玉類未成 品 949 327 1351 1 疑灰岩 1新生代新 第三紀  異 羽 山脈 吸片 自然商付剥片状  摩耗

HM95 Ⅱ層 玉類未成品 1020 357 1051 l 破片 自然面付剥片状  摩耗

HN95 1層 玉類未成 品 626 087 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 破片 自然面付剥片状

IP87 1層 玉類未成 品 246 088 ユ デイサイト (新生代新第三紀・奥羽山脈) 破片 自然面付剥片状

104 HS86 1層 王類未成品 3bl 382 1 堤灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lTR) 破片 角張る

王類未成品 605 426 080 l 砂岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈基盤 ) 熊片 自然面付剥片状

IS87 Ⅱ層 玉類未成品 487 094 11 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 ‐奥羽山Lrt) 破片 自然面付剥片状

HT86 Ⅱ層 千類未成品 3bl 863 532 286 105〔 1 疑灰岩 1新生代新 第三紀 興羽 山脈 ) 欠損 自然面付景J片状

HT87 Ⅱ層 玉類未成 品 3bl 274 47! 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 自然両付剥片状 摩耗 石材粒入 l

IT87 Ⅱ層 玉類未成品 370 208 155 16ィ 1 疑灰岩 (新生代新 第三紀 興 羽 山脈 ) え損

HT87 1層 王類未成品 3bl 1156 591 195 〔 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 長板状 先端敲打 ?

ET86 Ⅱ層 玉類未成品 396 609 377 1 凝灰岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 欠損 害J面平 ら 緻密重ヤ

HU87 1層 王類未成品 3bl 289 292 l 凝仄岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 緻密

ユU87 1層 王類乗成品 3bl 499 422 189 1 疑灰岩 (新生代新第三紀  奥 羽 山脈 ) 久 指

HU88 Ⅱ層 玉類未成品 403 463 1 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFt) 破片 緑色 傷 緻密

HU88 Ⅱ層 玉類未成品 3bl 399 158 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片

HU88 Ⅱ層 玉類未成品 573 22C 050 9∠ it片 自妹面付剤片状

HV87 Ⅱ層 玉類未成品 55 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山RFt) 久損 縦方向欠損

11だ HV87 Ⅱ層 玉類未成品 3bl 788 162 46〔 1 凝灰岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 丈キロ 自然面付剥片状

千類乗成品 328 113 12ィ 1 疑灰岩 新生代新第三紀  奥 羽 山脈 脱片

lД HV88 Ⅱ層 玉類未成品 077 17そ 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山爪 ) 破片 自然面付剥片状

HV89 1層 玉類未成 品 15〔 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 疲片 自然面付剥片状 割面凹凸

1" HW87 Ⅱ層 玉類未成品 426 24′ 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 友片 自然面付剥片状 汚れ ?錆色

HW88 1層 玉類未成品 デイサイト (斯■代新第三紀 興羽山脈) 破 片 自然面付景‖片状

HW89 ■層下位 王類 未成品 3bl 60( 289 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山LrFt) 破 片 自然面付剥片状  割面 凹凸

HX87 1層 玉類未成品 464 254 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山Lrt) 破片 自然面付剥片状 割面凹凸 綱確

HX87 Ⅱ層 王類未成品 040 083 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 自然面付剥片状 割面凹凸 綱確

HY87 1層 王類未成品 デイサイト
`斯

千代新第二組 ユ羽山RFk) 破 片 自然面付剥片状

3T81 1層 玉類未成品 3b2 357 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山lrt) 破 片 上下水平欠損

3T81 Ⅱ層上位 玉類 未成 品 3b′ 644 219 1 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山FFt) 破片 上下略水平欠損

V 遺物
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GT83 ■層 玉類未成品 541 483 474 l 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山AFk) 破片

GT83 ■層 玉類未成 品 1021 624 と 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 上下4/k平欠損

土類禾販 品 103 077 l 凝灰 岩 (新生代新第三紀 興羽山脈 ) 小片 墜耗

CW85 層 玉類未成品 74f 359 090 l 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破 片 上下水平欠損

G�3 層 玉類未成品 278 091 1 凝灰君 新生代新第三紀 興羽 山脈 ) 小 片 上下末平 笑椙

土類未成 品 467 ] デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 上下水平欠損

GX84 層 玉類未成品 48[ 408 1 デイサ イ ト (新生代新第三記 興羽山EFR) 破 片 上下賂末平久椙

GY83 ■層下位 玉類未成 品 3b2 692 645 ユ 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lTFt) 破片 下端水平欠損

GY84 Ⅱ層下位 玉類未成 品 732 559 ユ 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 上下略水平欠損 摩耗

GY85 ■層 玉類未成 品 3b2 121 ユ 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 小片 上下略水平欠損
GY85 ■層 玉類未成品 3b2 42C

土類未成 品 3b2 936 170 076 ユ 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 駐方向欠損

4 GY85 Ⅱ層 玉類未成品 399 064 ユ 屍灰岩 (新生代新第三紀 臭羽山脈 ) 小片 上下略水平欠損 摩耗

GY85 Ⅱ層 玉類未成品 3b2 089 1 疑次岩 (新生代新第三紀 奥羽 山LFk) /Jヽ )キ 上下賂水平久捐  麿 耗

を 3Y86 Ⅱ層 (視きし?, 土類未成 品 3b2 650 087 211 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片

土類 禾 成 品 3bZ 283 058 ユ 凝仄岩 (新生代新第三紀 異羽 山lrFt) 小片 上下略水平欠損
土類未成 品 556 184 1 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lrFt) 小片

石 HB92 1層 下部 王類未成品 489 450 169 1 凝灰岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 小片 上下略水平欠損 割日凹凸

HB85 Ⅱ層 玉類未成 品 3b2 464 139 ユ 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFt) 小片 上下略水平欠損 摩耗

HB85 ■層 玉類未成品 3b2 102 1 凝灰 岩 新生代新 第 紀 奥羽山脈 ) 小片 自然面付剥片状 ? 摩耗
HC84 1層 王類未成 品 3b2 049 1 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 小 片 上下賂水平欠損

HC84 Ⅱ層 玉類未成品 l 凝灰 岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 小片 肇耗

土類禾成 品 3b2 477 1 凝灰岩 新生代新第三紀 臭羽山脈 破片 上 卜略水 半欠複

HD94 Ⅱ層下部 玉類未成品 1120 1 凝灰岩 新生代新第二紀 興羽 山Я鷹 破 片 上下略水平欠損
154 HD84 Ⅱ層 王類未成 品 539 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 上下水平欠損

HD85 Ⅱ層下部 玉類未成品 286 1 疑灰 岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 片ヽ 摩耗

HD94 Ⅱ層上部 玉類未成品 278 1 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈) チヽキ 上下略水平欠損

HD94 Ⅱ層上部 玉類未成品 245 068 1 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 片ヽ 上下賂水平久損

上類未成 品 366 132 1 灰 岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 片ヽ 嘩耗

HD93 ■下層 玉類未成品 569 436 1 疑灰 看 新生代新第二紀 臭 羽山脈 ) 片ヽ 上下略水平久損

l鋲 HE84 Ⅱ層 王類未成 品 557 455 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFk) 片ヽ 上下略水平欠損  麿 耗

土象未成品 389 183 217 1 凝灰岩 新生代新第二紀 奥羽山HFR) 小片

lα HE94 1層 玉類未成 品 577 064 1 イ サ 卜 (新生代新第三紀 興羽山 lFFe' /」 片ヽ 上下略水平欠損  薄す ぎ ?

HF93 ■層 玉類未成品 478 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山LTt) 小 片 上下略水平欠

HC85 ■層 玉頚未成 品 3Z之 1 疑炊 君 新生代新 第三紀 奥羽山脈 ) 小 片 上下略水平久損  麿耗

IG85穴 王類未成 品 782 437 1 凝灰岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 月ヽ 片 上下路水平欠損  麿 耗

HH93 ■層 玉類未成 品 288 1 疑灰 若 (新生代新第三紀 奥 羽山脈 ) イヽ片 摩 耗

HH94 Ⅱ層 玉類未成 品 567 258 08 l デイサイ ト (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 小 片 上下水平欠損

HH85 Ⅱ層 王類未成 品 685 497 と デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山lFR) 小 片 上下 THE水平欠損

HH93 Ⅱ層 王類未成品 483 1 疑灰 君 新生代新第三紀 興羽山lFR) 小 片 上下 IIB水平久損

H」94 Ⅱ層 玉類未成品 320 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山LFt) /1ヽ 片 上下水平久指

171 HK95 Ⅱ層 玉類未成 品 290 8 ユ デイサイ ト (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 小 片 上下略水平欠損  スス機 付着物

程 lL94 層 上類禾成品 042 ユ 最灰 岩 1新 生代新第三紀 奥羽山脈 ) 小片 上下略水半欠損

17〔 HL94  1層 玉類未成 品 5 ユ 疑灰 若 (新生代新 第三紀 興羽 山脈 /1ヽ 片 縦方向上下水平久損

174 HL94 1層 王類未成品 198 063 3 ユ 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 小 片 上下略水平欠損

と類未成 品 364 1 疑灰岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 小片 上下略水 半欠槙

HM95 Ⅱ層 玉類未成 品 190 ユ 疑次 岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 小 片 上下略水 平欠損・摩 耗

177 HN95 Ⅱ層 玉類未成 品 624 357 1 疑仄石 (新生代新第二紀 奥羽出lR /1ヽ 片 上下 FIS水半欠損  摩 耗

178 HN95 層 玉類未成品 777 326 109 ユ 疑灰 岩 (新生代新 第三紀 興羽山脈 小 片 上下略水平欠損

と類来成品 ■92 077 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) Jヽ 片 上下略水半欠損  割 薗凹凸

ES88 層 王類未成品 537 085 小 片 上下略水平欠損

HS88 1層 王類未成品 287 23乏 049 1 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFR) 小 片 上下148水平欠槙
182 阻S88 Ⅱ層 玉類未成品 790 594 123 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破 片 上下賂末平交椙・麿 耗

HT86 1層 〔垣夫茂品 3b鬱 28〔 043 1 デイサイト (新生代新第三紀 奥羽山脈) 片 上下水平災損

HU87 Ⅱ層 玉類未成品 487 262 1 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 打ヽ片 上下水平欠損

HW89 1層 玉類未成品 3b2 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 

…

小 片 上下略水平欠損

GT80  1層 モ網乗成品 887 1 欠損

GT81 1層 玉類未成品 1193 922 228 1 乙灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 大 きい板状 摩耗
GT82 Ⅱ層下位 569 l 疑灰 岩 (新生代新第三紀 興羽山脈 )

GT83 Ⅱ層 王類乗成品 52起 059 1 凝仄岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFR) 欠損 ? 板状  磨耗 水 平景J離 ?

GU83 Ⅱ層上位 玉類未成品 239 122 1 凝灰 岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 研磨 ?

CU84 1層 こ類未成品 489 504 069 l 疑灰 岩 (新生代新 第三紀  臭羽 山脈 ) 板 状 摩耗 水平剥離 ?

GV83 Ⅱ層上位 こ類未成品 528 139 338 1 デイサ イ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 損 水平剥離失敗
1

GV84 Ⅱ層下位 こ類未成品 626 223 441 1 兵灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 損 棒状 摩耗
194 CW84 Д層上位 E類未成品 542 267 242 1 イサ イ ト (新生代新第三紀 奥羽 山脈 ) 損 縦欠損

195 こ類未成品 745 154 と 凝灰 岩 新生代新 第三紀 興羽山脈 ) ,k平剥離失敗 ?

196 GX84 Ⅱ層上位 玉類未成品 688 497 153 ユ 凝灰岩 (新生代新第二紀 奥羽山lR)

3'(85 層 玉類未成品 967 706 ユ 疑灰岩 (新生代新第三紀 臭羽山脈 )
一部欠損 摩耗

1鋭 王類未成 品 671 ユ 屍灰岩 (新生代新第三紀・奥羽山脈 ) 肇耗

3Y84 Ⅱ層 下位 王類未成品 895 537 ユ 疑灰 岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 一部欠損

3Y86 1層 (撹乱?) 玉類未成品 564 498 115 1 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 摩耗

3Y92 Ⅱ層上部 玉類未成品 336 64て ユ イサ イ ト (新生代新第三紀  臭羽山脈 ) え損 棒板状 両端欠損

3Y93 層 玉類未成品 405 44( ユ 疑灰 君 (新生代新第三紀 興 羽山脈 )

み9〔 HA85 Ⅱ層 王類未成品 382 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 円板状

HA93 Ⅲb層 玉類未成品 174 l 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損

HB85 Ⅱ層 王類未成品 355 152 1 イサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 勾玉状
HC93 Ⅱ層 玉類未成 品 440 欠損

HD86 1層 玉類未成 品 664 125 49返 1 凝灰岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 欠損

208 ED86 Ⅲ層上位 玉類未成品 68E 109 371 1 凝灰岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 欠損 長い板状 摩耗
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長 さ 幅 享 さ

20〔 ED93 Ⅱ下層 玉類未成品 862 495 189 793 1 凝仄岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 欠損 長板状 摩耗

HE84 Ⅱ層 玉類未成品 364 154 1 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 )

阻E84 ■)冒 こ類未成品 394 22: 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 肇耗

HE85 ■層穴 玉類未成品 344 247 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山LIFt) 欠損 摩耗

王類未成品 766 627 1 頁井 (新生代新第三紀 奥羽山脈 )

31 HH94 Ⅱ層 玉類未成品 581 197 l 頁岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 )

玉類未成品 ■57 1 百肴 (新生代新 第三紀 奥羽山脈 ) 欠損

【195 Ⅱ層 玉類未成品 1■27 627 086 67℃ 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ; 披片 淳板状 擦痕 研磨 ?

I195 Ⅱ層 王類未成品 387 ユ デイサ イ ト (新生代新第三紀  奥羽 山脈 ) 吸片 薄い長板状 擦痕 石剣 ?

1193 撹乱 玉類未成品

王類未成品

ユ 細粒花筒閃緑岩 (中 生代白亜紀 北上山地 ) 破片 縦方向破片

IT94 Ⅱ層 70こ 1653 1 経灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFFt)

220 エイ94 Ⅱ層 玉類未成品 586 1117 I 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 |

一部欠捜

1195 Ⅱ層 玉類未成 品 866 227 584 1 頁岩 (新生代新第二紀 異羽山LFFt 不整形

222 【類未成品 か婿 (中 生代芭亜紀 北上山地) 欠損

22〔 IM95 Ⅱ層 E類未成品 971 117〔 l 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 墜耗

224 HM95 Ⅱ層 こ類未成品 50〔 462 099 1 砂岩 (古生代  北上山地 (興羽山脈基盤 , 一部久損

22〔 HT87 Ⅱ層 こ類未成品 089 1 凝灰岩 (新 生代新第三紀 奥羽山脈 ; 板状 摩耗 水平剥離 ?

HT88 Ⅱ層 玉類未成品 104 27( 1 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 一部久損 擦痕

膠 7 HT88 Ⅱ層 玉類未成品 449 1 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山派 )

HU87 ■層 こ類未成品 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片 略水平欠損 欠損部研暦 ?

HU87 Ⅱ層 王類未成品 736 160 86〔 1 砂岩 (古生代 北上山地 (奥羽山脈基盤 ) k椙

HU87 Ⅱ層下位 玉類未成品 897 652 240 107と l 疑灰岩 (新 生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 挙耗

HV87 Ⅱ層 千網芙成品 825 571 173 59〔 ユ 凝仄岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 事耗

232 阻V88 こ層 玉類未成品 73ユ 1 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山lrFt) 欠損

233 HW87 Ⅱ層 て麺夫 茂品 382 717 ] デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠 損 縦方向欠損

234 HW88 Ⅱ層 玉類未成 品 237 039 1 疑灰岩 (新 生代新第三紀 奥羽山lFt) 破片 自然面付剥片状

EW89 Ⅱ層 下イ立 玉類未成品 572 490 203 547 l 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破 片

EX88 Ⅱ層下位 玉類未成品 739 72を l 頁岩 (新生代新第三紀・奥羽山lFFe) 一部欠擦

3T83 Ⅱ層 玉類未成品 428 375 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFFk' え損 角ばつた残核状

3U82 Ⅲ層 玉頚未成品 37( 159 392 1 買岩 (新 生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片

3V83 Ⅱ層上位 玉類未成品 280 082 1 羅灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 小片 摩耗

玉頚未成品 3z 420 334 471 1 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 欠損 ? 角ぼった残核伏 取り上
`浙

鵞粉々に

GV83 Ⅱ層上位 玉類未成 品 193 1 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 小片

24 3V84 1層 玉類未成品 282 235 087 1 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 小片 1摩耗

岳W84 Ⅱ層上位 こ類未成品 197 067 1 凝灰岩 新生代新 第三紀 奥羽山脈 : 小片 剤片状

陸 GY84 1層 玉類未成品 280 1 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山lrt) 小 片

GY84 Ⅱ層上位 王類未成品 284 l 凝灰岩 新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 小片

GY86 1層 (境乱?) 玉類未成品 248 ユ 挺灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 小片 践核状

玉類未成品 307 240 ユ 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 小片 茎耗

248 IB85  Ⅱサ琶 玉類未成品 052 3 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 小片

249 ID85 Ⅱ層下部 玉類未成 品 361 100 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) Jヽ片 副片状

250 IE85 1層 玉類未成品 523 ユ 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 )
一部欠損 ?

HE85 1層 千矩夫 成品 475 230 08遷 ユ 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 |

小 片

HE85 1層 王類未成品 388 157 ■9 1 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 小片

HF84 1層 玉類未成品 340 202 と デイサイ ト (新生代新第二紀 奥羽山lFt) 小片

HF93 ■
'曽

玉類夫成品 326 053 l 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFFk)
rlヽ

片 自然面付剥片状 ? 摩耗

25: HK94 1層 王類未成品 389 257 099 77 1 F「 岩

`斯

生代新第二紀 奥羽山脈 ) 破片

25( HK94 1層 E類未成品 22E 048 1 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山Hft) 耗

257 阻M95 1層 王類未成 品 185 079 1 デイサ 卜 (新生代新第三紀 奥羽山llR) 小片

25〔 阻M95 1層 モ類乗成品 291 160 ユ 1 デ イ 卜 (新生代新第三紀  14_羽 山脈 ) 小片

259 HM95 Ⅱ層 こ類未成品 393 270 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破 片 角ばつた残核扶 摩耗

2側 HN95 1層 玉類未成品 446 224 1 凝仄岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 小 片

臣086 1層 玉類未成品 139 1 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 小片

26鬱 HS86 Ⅱ層 玉類未成品 732 335 289 l 凝仄岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 部欠損 研磨 ?

阻T87 ■層 玉類乗成 品 427 07珀 1 頁岩 (新生代新第二紀  奥刈山脈 , 月ヽ片 剤1片状

264 HTV I層 王類未成品 058 1 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) ガヽ片 剥片状

HU87 Ⅱ層 玉類未成品 450 072 1 凝灰者 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 小 片 啓耗

266

267

HU87 Ⅱ層 玉類未成品 238 217 086 I 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 小 片 剥片状

HU87 Ⅱ層 玉類未成品 350 107 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 小 片

HU87 Ⅱ層 玉類未成品 252 263 045 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈) イヽ片 上下略水平欠損

HUV I層 玉類未成品 146 093 ユ 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFR) 小片 摩耗

HV87 1層 玉類未成 品 277 27( 1 凝灰身 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 小片

HW87 Ⅱ層 類夫茂品 399 1 (新生rt新 第三紀 異羽山k) 欠 嶺 収 り上 げ後粉

V 遺物
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刈同部/底都/底面、縄文原体など)

胸 面

(調整など)
備  考

本文

1 考 1号炉訴周担 球胴深鉢 日桁 日縁内面肥厚 (*表面剥落 ) ナデ丁寧 7r面 スス付着
2 需 6号焼上下 腱欲  日～胴彗 霞 :高 め隆帝上刻 目列/胴 :LRタ テ ナ デ 防凋以上 外上スス、内下部ヨゲ

3 第17号焼上下穴 深鉢 口縁部 杵駁竹管状工其、日縁抑 し引 き、鎮都浅い整形痕状沈線 胴ナデ ? 上ナデ、下ケズリ 外面星群 ?

4 第17号焼上下 深鉢 ? 口脚 lIIめ 浅め沈線 突 き起 こし?粘土賄付、爪形圧痕 LR結節 タテ ナデ 7f・ 面胴部やや摩耗
5 第17号焼土クリーエング 深鉢 日縁部 太め深め沈線 (*内面最上部剥落 ) ナ デ

6 第20号焼土 浜欲  日縁部 帖付剥落 ? 細 く深い沈線 LRヨ コ ナデ ナ デ

7 第20号焼土 深鉢 頸部 ? LRイ ロイロ→細く決め沈線 ナデ丁箪 上下、ほぼ粘土接合面から剥離
8 第21号焼土 深鉢  口縁部 べい隆帝に指圧反 ?(キ赤 く摩耗、表面剥落 ) ナ デ 下の言」れ日、粘土接合面から剥離

9 零23号焼土下 集欲 (1/2周 ) LRイ ロイロ (疎)→頸部断面カマボコ形沈線 ミガキ? 71・ ススコゲ?

第34図 縄文土器 (1)
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出土地点・層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

第23号焼上下 L?側面圧痕 ミガキ
第23号焼上下 深鉢・胴上部 半萩 竹管状工其 による利 く浅め沈線 (*表面矮耗剥落 ) なで ? 台土砂多・球胴 ?

第23号雄上下 深鉢 胴上部 半戦竹管状工具による細 く深い沈線→LRナ ナメ ナデー部指なで
第閉号焼土下 (5/6)、 第努号焼土 朱鉢 頓同中一周 |

オオバコ原体回転 (LRヨ コ、ナナメ ?)、 胴下部無文//底面 :ナデ ナデ /1・■スス、下摩耗、内下～底コゲ
14a 第23号焼土下 栗鉢 (レ0司 以下 ) 眠 イ ロイロ→半載竹管状工具 による沈線 ナ デ D質

第35図 縄文土器 (2)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁都刑同都ノ写真郡/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

第23号焼土下 深鉢 (1/3周 ) LRイ ロイロ→半裁竹管状工具による沈線→ボタン状貼付 ナ デ aよ り上 外摩耗、剥落

第23号焼土 尺 く深 い沈線→粘土 ま くれ痕 ナ デ

第23号焼土 球胴 日縁部 高め貼付→太い沈線 ナデ丁寧
17 第23・ %号焼土 クリーニング 深鉢 口縁部 口唇部蛇行 ナデ 摩耗

第23 %号焼土クリーニング 深鉢 胴部 しRヨ コ→半我竹管状工具による細 く浅め沈線 ナ デ やや産繕

第%号焼土下 隠文良 く見えない→細 く低め貼付→細 く深い刺突 ナ デ ント向スス付着、摩耗
豹 第24号焼上下 沐 (ツ4周 ) 単位不 明  日唇押圧 3 LRナ チ メ チ デ 外下スス 下の割れ日、接合面剥離?

第25号焼土下 昧胴鉢 口2種 2単位、胴 4単位 日貼付、LRヨ コ→半我竹管沈線→ボタン ナデ(下部輪積) 胴屈曲より上、外スス、下、内コゲ
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)
面
鷲

内
確

備  考
文

載

ヽ

こ

22 第2「D号焼上下 深鉢 (〃J司以下) LRイ ロイロ→鎮部LR側面 l■ tt BIFl最 下部二箇所結節 回転 ヨコ ナ デ 、外スス、下、外歴耗、内コゲ

23 藉25号焼上下 深鉢 (胴3/4周 ) RLタ テ、ナナメ→日唇付近ナデ ナ デ ll、 上部スス、内、下部 コゲ

24 土 下 語 LRタ テ ナ デ との割れ日、擬似 口縁

25 第27号焼上下 LRタ テ?→太く浅め沈線 デ丁寧 との割れ日、擬似 口縁 ?

26 第28号焼土下 深鉢  口縁部 LR側 面圧痕 ナデ凹凸 勺外摩耗

27 第28号焼上下 深鉢 日縁部 太 く深め沈線 LRタ テ ナ デ Ⅲ面スス付着 内面麿耗

第28号焼土 下 深鉢 日縁部 結束 2種 (LR、 LR)、 国縁側面圧痕、胴 ヨコ回転 ナ デ 勺外赤 く摩耗 ひど▼

第28号焼土下 深鉢 日縁部 太 く浅め沈線 結束 1種 (LR、 LR)?タ テ ミガキ ? 打面黒斑 ? 下割日、接合面剥離

幸路号焼土 (3/4)、 G.X83 Ⅱ層下 儲東 1種 (LR、 RL)タ テ (屈 曲下一周 外部分麿耗 ) ナデ丁軍 下粘十移合面か ら烈離

第37図 縄文土器 (4)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)
面
擢

内
進

備  考

第 1号土坑 深鉢 胴上部 隆帯貼付→LRヨ コ ナ デ 勺外産耗

籍 3号十競 ヨ唇平 ら 大 く浅い沈線→単軸絡 lA(R)タ テ ナデ丁寧

第 3号土坑 LRヨ コ→半載竹管状工具 による細 く浅め沈線 ナデ丁寧

第 4号土坑 架鉢  口縁部 日唇平 ら 太 い沈線 註」落

第 5号土坑 深鉢  頸部 径帝貼付→細 め深 い沈線 LRタ テ ナデ丁寧 rf・面ススイf着

36 第 6号土坑 深鉢 口縁部 口唇平 ら 口縁 タテ貼付 半裁竹管状工具による深 く細め沈線 ミガキ?

第 6号土坑 球胴 日縁部 竹管状刺突 半裁竹管状工具による細 く浅い沈線 ナデ丁寧 殉外スス付着 ?

第10号土坑 口唇通って内面へ弧状隆帯貼付 太 く深め沈線 オデ 再向スス4寸看 Y

第11号土坑 染鉢  回縁部 ナデ丁寧

40 第12号土坑 深鉢 胴上部 田め員占付 LRヨ コ オデ 可寧 71・スス 下割れ日、接含回剥離

第16号土坑 深鉢 日縁部 円形押圧横貼付 半裁竹管状工具による浅め沈線 ■デ 陰土砂多

42 第16号土坑 深鉢 胴部 LRナナメ ?(疎 らで不明)→半較府管状工具による細 く浅め沈線 ナ デ 陰土砂多 外面黒斑 ?

43 第17号土坑 渠鉢 口縁部 日縁剥落 半裁竹管状沈線 ナ デ

第23号土坑 LR結節 ?ヨ コ ナ デ (面スス多い

第24号土坑 深鉢・口縁部 指なで LRタ テ (疎 ら) ナ デ Ⅲ面スス付着
46 第25号土坑 深鉢 (1/4周 ) 波頂部欠損 高い貼付 RL口頸部側面圧痕、胴 ヨコ 太い沈線 摩耗 Ⅲ黒斑 ? 外スス付着

47 第26号土坑 太 く浜 め沈線 ナ デ 〔地不 明

第27号土坑 深鉢 日縁部 太め深 め沈線 ナデ (線 )

栗鉢 回縁部 日縁 :深 く鋭角的沈線/頸 :半哉竹魯伏工具による綱 く深い沈線 /f・ 面やや磨耗
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V 遺物

日

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

文

載

3S80 Ⅱ層 渠鉄 (長 R同 ) 口縁 4早llI Y LRタ テ、 ナナメ→鎖状隆帝、周 囲ナデ ナ デ 落・ モザ イク接合

お 80 Ⅱ層 喪鉢 ?(2/3周 ) 日 8単位 ?、 胴 7単位+1単位 ? LRタ テ ?→ナデ→沈線→ボタン ナ デ 部分的に内外匿耗 外黒斑
F.2 ヽ 80 Ⅱ層 深鉢 (1氾周以下) 日8単位 ? 日、半載竹管押し引き 結束 1種 (駅、RL)タ テ→ナデ ナデ 冶土石夫  外 摩耗

に ナデT堂

第39図 縄文土器 (6)
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0         1 :3       10cm

54b

出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

GS8 Ⅱ層 深 鉢 LRナ ナメ→半裁竹管状工具による沈線→ボタン貼付 摩耗 外面黒斑 ? 外面下都摩耗

GS8 Ⅱ層 梁鉢  日縁 都 波頂部中央隆帝 3 半秩竹管状工具による沈線 華耗 下の割れ日、粘土接合面から剥離
閉 CS8 Ⅱ層 深鉢 R、 日縁部側面圧痕、胴都タテ回転 胴部縄文→頭都整形痕状雑沈線 ナ デ 琳面黒斑 ? 外面 スス付着

GS8 Ⅱ層 高い貼付 単軸絡 1(L)ナ ナメ ナデ? 勺外 オ レンジ色麿耗

GS8 Ⅱ層 深鉢 胴部 LRタ テー半秋竹管状工具による細 く深い沈線→ボタン貼付 ナ デ 外上スス ?、 下コゲ ?

GS8 Ⅱ層 深鉢  日縁部 日縁 :深い沈線/頸 :半裁竹管状工具の細浅沈線/1同 :LRタ テ→ボタン貼付 ナ デ 琳面スス付着

集鉢  口縁部 山突起  日 :太 く決 め流線 /範 :細 ぐ浅め汁絞→鵠状鰺帯 ナ デ 米面 や や 藤 好
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

ヽ文

60 3T80 Ⅱ層 鉢 (胴上2/4周 ) 回 :内外交互押圧による日唇蛇行/胴 :単軸絡 1(L) タテ ナ デ 外赤、内下都中心 コゲ

GT80 Ⅱ屠 梁鉢 (1浴周以下 ) LRタ テ ナ デ 下割れ口粘土接合面から剥離

62 GT80 Ⅱ層 朱鉢 日縁部 半裁竹管状工具による細 く浅い雑な沈線 ナ デ 勺面黒斑 ? 外面スス付 着

GT80 Ⅱ層 深鉢 口縁部 狐状貼付 FHH降帯 3 ボタン ナ デ

64 GT80 Ⅲ層 互刺突 半裁竹管状工具による細 く浅め沈線 LRヨ コ ナデ丁寧 外面スス付着 ?

GT81 1層 求月日 日縁言L 半我竹管状工具による深め刺突列 窒好 ぬ外面産耗

GT81 Ⅱ層上位 畿Hlた周以下 日縁 ヨコナデ→単軸絡 1(R)ナ ナメ ナデ 胎土小石大 外底付近赤ψ

GT81 ■層上位 果鉢 日縁部 太 く深め沈線 ナデ丁寧 外面スス付着

GT81 Ⅱ層上位 朱鉢 日縁部 半栽竹管状 工具 による非常 に浅い沈線 、押 し引 き沈線 ナ デ 外面スス付着

r81 1層 上位 浜鉢  日縁都 表面景J落 半裁竹管状工具による細 く深め沈線 ナデT堂 7(而 やや魅繕

第41図 縄文土器 (8)
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¥― 億

77

74

袋ゞ登工五諄帯

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部/胴部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

70 GT81 Ⅱ層上位 栗鉢  口縁 部 佃く決 め流級  低 いボ タン貼付 摩耗 対外摩耗 ひ どい

3T8 Ⅱ層上位 深鉢  口縁 都 太く深い水平沈線 浅い弧伏沈線 半数竹管状工具による深め刺突列 ナデ丁寧

ワ 3T8 1層 上位 深鉢  胴音[ 載竹管状工具による細 く浅め沈線 ナ デ 外摩耗ひどい 下割日、接合面剥離

73 1 Ⅱ層上位 深鉢 口縁都 ヨ縁 内面月じ厚 高い貼付 ミガキ 外面摩耗

74 Ⅱ層上位 深鉢  口縁部 日縁剥落 半裁竹管状工具による整形痕状沈線 ナ デ

75 3T81 Ⅱ層上位 深鉢 国縁部 貼付一 日縁 内面 ほかRLヨ コ→太 く深 め流線 チデ丁蜜 下の書Jれ日、粘土接合面から剥離
76 3T81 Ⅱ層上位 昧胴 ? 頸部 隆帯△彫 り去 り→深め沈線 ナ デ 天地逆 ?

77 3T81 Ⅱ層上位 勺外やや座耗 下の割日、接合面剥離
終

=T81 
Ⅱ層上位 求月同 口縁部 隆帯上LR側面圧痕 ? LRヨ コ 雑で浅い沈線 ナデ丁寧 琳面 スス、内面 コゲ ?付着

3T81 1層上位 果鉢 口縁部 LR、 日頸部側面圧痕、胴タテ ナ デ

3T81 Ⅱ層上位 朱鉢 ? 日縁部 弧状隆帯貼付→結束1種 はよ LR)ヨ コ 隆帯上一部側面圧痕 胴縄文疎ら ナデ 難事? 内面剛写 胎土砂多 外黒斑?

駅 ヨコ→半説竹管状工具の細く深い沈線 (*下 の割日、粘土接合面剥離) ナ デ

]T81 こ層上位 深鉢  日縁部 細め浅め沈線 低い雑な粘土粒貼付 ナ デ ホやや摩耗 内面下部コゲ

3T81 1層 上位 深鉢 ? 日縁部 目い粘土員j41→半激杵管状工具押引き、細く浅め沈線 結束1 はよ 駅)ヨ コ ミガキ? 莞鉢 ? 内面肥厚 口唇平 ら

3T81 Ⅱ層上 深鉢 頸部 隆帯上刻 目 LRナ ナメ→半教竹管状工具による浅い鋸歯文 チ デ

=T81 
Ⅱ層上 劇 同鉢 日縁部 半裁竹管状工具 ?に よる浅め雑沈線 剥落 句外やや摩耗

86 ]T81 Ⅱ層上 冨い対付 半秘竹管状工具による細め深い沈線 (*下割れ日、接合面剥離) ナ デ Ⅲ赤 く変色、内摩耗

V 3T81 Ⅱ層上 鎌 ? □緑郭 半萩竹管状工具による細 く深い沈線 日唇刻 目 ただれ ホ面表面剥落
深鉢 ?'日 縁部 0彫 り芸り 浅い沈繰 ナデ下 室
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V 遺物

窮
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聖 鳩 ,

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部/胴部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

本文

記載

GT81 Ⅱ層下位 深鉢 (1れ周以下) 突起口唇弧状貼付 欄 犬把手横貫通せず 劇綻貼付 駅 ヨコ→半裁竹管 ナ デ 朴黒斑 ? 外摩耗、内剥落 D8C

GT81 Ⅱ層下位 深鉢 (1れ周以下) 半散竹魯伏工具 頸 :隆帯上押し引き/胴 :LRタ テ他→沈線→ボタン ナ デ カト黒斑? 上の割れ日擬似口縁 ら8C

第43図 縄文土器 (10)
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No 出土地点 屠位 器種 部位
外    面

(口縁部刑同都/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

文

載

3T81 Ⅱ層下位 深鉢 (″9周以下) 4単位 頸 :鎖状隆帯/胴 :RLイ ロイロ ナ デ 牛黒斑 外中部スス、内下部コゲ )80

=T81 
Ⅱ層下位 深鉢 日縁部 日縁、胴部 :太 く浅め沈線 顕 :半税竹管状工具の深い押し引き、浅い沈線 ナ デ 勺外 やや麿耗、赤 い

3T81 1層 下位 日 :員占付剥落 太 く深い沈線/頭 :半裁竹管状工具による細 く浅め沈線 ナ デ

3T81 Ⅱ層下位 深鉢  日縁部 日 :太 く浅め沈線/頸 :LRタ テ ? デ

3T81 1層 下位 深鉢 頸部 LRタ テ→半載竹管状工具による細 く浅い沈線、 ヨコか ら深い刺突 句面 ただれ

3T81 Ⅱ屠下位 半萩竹管状工具 による細 く浅め雑 沈線  LRイ ロイロ デ 勺面剥落多

3T81 1層 下位 LRヨ コ?→半裁竹管状工具の細く浅め沈線、浅い押し引き→太く深め沈線 赤 く摩耗 1上スス、下赤摩耗 上下擬似日縁

RLヨ コ→ツーメン状浮線文  (*下の割れ日、粘土接合面から剥離) ナ デ 71面 スス付着、内面摩耗

3T81 Ⅱ層下位 深鉢 顕都 日縁部剥落 半裁竹管状工具による細 く浅め雑沈線 ナ デ 表裏肌色

=T81 
Ⅱ層下位 深鉢 胴上部 半散竹割 ltE具 による細く浅い沈線、深め刺突 結束1種 ? 他R硼 タテ ナ デ
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No 出土地点 層位 許種 都位
外   面

(日 縁部/胴部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

本文

3T8 Ⅱ層下位 結飾rL?)タ テ (襄面産好 ?の ため よ く耳えな▼ ナ デ

3T8 Ⅱ層下位 決鉢  日縁部 回縁内面姑付  高 め隆帝→細 く浅め沈線 ナデ 下の割れ日、粘土接合面から剥離

IT8 ユ膳 卜1立 衆鉢 (1/9司 以下) 結束 1種 (LR、 趾 )タ テ→半載竹管状工具による細め深め沈線 ナ デ 外面スス、内面下部 コゲ付着

3T8 Ⅱ層下位 陳系文 ?(原体不明→単軸絡 1(R+結節)タ テ??)(*1∞ と同一個体 ナデ 71・黒斑 ?、 スス 上下擬似日縁

3T8 Ⅱ層 下位 深鉢 胴上部 LRナナメ→半萩竹管状工具による細 く浅め雑沈線 ナデ

3T8 Ⅱ層 下位 深鉢  日縁部 日唇都八形文  口縁指 なで LRタ テ ただれ

T8 Ⅱ層 下位 深鉢  胴部 半萩竹管状工具 に よる細 く浅め沈線、押 し引 き沈線 ナ デ ホスス 下の割日、粘土接合面剥離

3T Ⅱ層下位 栗鉢? 日緑音【口唇刻 目 半萩竹管状工具による細 く浅め沈線 ナ デ 勺面ヨゲ? 下の割日、接合面剥離

3T8 I層下位 日唇爪形文 撚糸文 ?(原体不明→単軸絡 1タ テ ?7)(*104と ,可 一 ナデ 下の割 れ 日、粘土接合面剥離

,T8 Ⅱ層 下 llJ 宋外  月同旨b ナデ

〕T I層 下位 球胴鉢 日縁部 半萩竹管状工具による細 く浅い沈線 摩 耗 勺外摩耗

3T81 Ⅱ層下 深鉢 ? 胴部 半裁竹管状工具による細 く,支い維沈線 ナ デ ホスス 下の割日、粘土接合面剥離

3T81 Ⅱ層下 回縁 内由太 く深 め沈線  単軸給 5(L)タ テ ナ デ 下の割れ日、粘土接合向から剥離

114 3T81 Ⅱ層下 深鉢 胴都 LRヨ コ ?→半裁竹管状工具の細 く浅め沈線 ナ デ

'卜

面摩耗ひどい 内面コゲ ?

,T81 Ⅱ層下 深鉢 口縁部 日縁 :太 く深い沈線/頸 :半n4t管状工具による ?太 く浅い沈線 剥落

3T81 Ⅱ層下
'軸

給 タテ 肇耗剥落

第45図 縄文土器 (12)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

卜女

GT81 Ⅱ層下 深鉢 ? 胴部 半哉竹管状工具による ?細 く浅め沈線 ナ デ 角外麿耗 外面スス付着

(く 低ψゝ隆稀 LRタ テ 茎影

(く 深め沈線
集鉢 (1/5周 ) 決め穴

3T81 ■層 下 朱鉢  口縁部 際い沈線、穴 突起下結節 タテ ? ナデ

→半萩竹管状工具 による細 く深 い沈線 茎耗 勺面 コゲ付着 ?

3T81 Ⅱ層 下 (Rlナ ナメ (*上の割れ日、粘土接合面則雛 ) ナ デ 芍外やや度耗 外面スス付着 ?

GT81 Ⅱ層 下 深鉢 胴都 RLヨ コ ?→半裁竹管状工具による細 く浅い沈線 ナ デ 71・面スス、変色、表面剥落

LRヨ コ→半載竹管状工具 による細 く浅 め ,先線→太 く決 め円支 スス付着 ?

回縁隆翻 藩 Y 楕状把手 半数荷管状工具 による細 く浸め沈線 勺外麿影 ひ どし

ただれ ホ上スス、下赤麿耗、内コゲ
3T81 Ⅱ層 下 ナ デ

129λ ИBl Ⅱ層下、GT82 1層下 (34 宋鉢 (1刻剖以下 〔沢 タテ他→半税竹管状工具沈線→ボタン/底付近ケスリに■Fい ナデ ナ デ 「部スス、副落、内、下部コゲ D80
129b 3T82 Ⅱ層 下 日縁貼付景J落 鎖状 Ifrtt LRヨ ヨ他→ 半栽 竹管状 王星 ,ケ織 ナ デ D80
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V 遺物

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

本文
記蒻

130 ИЫ ]層下、GU83 Ⅱ層T(y4) 鉢 (1ん周以下) 4単位 ? LRタ テ→半裁竹管状工具沈線→貼付上同工兵押圧 「デ (粘土まく湘り 阿下部縄文 な し

3T81 朱鉢 (1/6周 ) 太 く深い沈線  単軸絡 1(L)ナ ナメ ナデ丁寧 71・面スス付着

再い貼付 IR結節ヨコ 隆帝上深い押圧 (*下の割日、粘土接合面剥離) ナ デ rf・面やや摩耗

133 箔栞 1檀 (駅、RL/緒節 タテ  (■上下割れ日、粘土援合面剥離 ) ナ デ

3T82・ Ⅱ層上位 朱鉢 (1/5周 ) 日縁内面肥厚 Lヨ ヨ→低い粘土渦状姑付 ナデ丁寧 勺外やや磨耗

3T82・ 1層 上位 漢鋲  口縁部 竹管状工具による太 く深め沈線、押 し引 き刺突列 ナデ丁寧

3T82 Ⅱ層上位 朱鉢 頸部 ナ デ

3T82 Ⅱ層上位 宋鉢 胴ヽ上部 駅 ヨコ?→半散士管状正具による浅め沈線  (*下の割れ日、接合面剥離) ナ デ 内外摩耗 ひどい

3T82 Ⅱ層上位 朱鉢 日縁部 低め隆帯 細め深い沈線、刻目 (*下の割れ日、粘土接合面剥離) ナ デ 71・ 面スス付着 ? 内外表面剥落

3T82 Ⅱ層上 噴部 (1カ周以下) 底部 :RL結 節 ヨコ、下部はなし/底面 :摩耗 ナ デ 界赤 く麿耗 、内下部 コゲ付着

3T82 Ⅱ層上 深鉢 胴部 駅 ヨコ ?→太 く深め沈線 ナ デ 勺外麿耗

3T82 Ⅱ層上 半萩竹管状工具による細 く深い沈線、押 し引 き ナ デ yI・ 面やや摩耗

142 先線 7  (*器 壁 薄セ inい火力 で、外赤摩耗、内コゲ ?

3T膨  Ⅱ層上 深鉢 口縁部 タテ隆帯・太め深い沈線 LRヨ コ 憂耗 界面黒斑 ? 外面 スス、麿耗

144 3T82 Ⅱ層上 浜鉢 ? 内面やや肥厚 隆帝 LRヨ コ ,輪積痕残る ナデ丁寧 外面黒斑 ? 外面スス付着

3T82 ■層上 凝鉢 (ツ〕研以下 | 事耗 ひどい 整形痕状浅い沈線 ナ デ 内外摩耗 ひどい 外面黒斑 ?

3T82 Ⅱ層上 日唇刺突列・ LRヨ コ→大 く浅め流線 ナデ丁寧

第47図 縄文土器 (14)
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No 出土地点 ‐層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)

備  考
文

載

]T82 Ⅱ層上 保鉢 ? 胴都 佃 く浅め雑 な沈線文 ナデ やや摩耗  内面 ヨゲ ?

〕T82 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 日縁内面肥厚 RLヨ コ→半裁竹管状工具 による深いヨコ刺突 ナデ丁寧 小面黒斑 ?

3T82 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 波頂部欠損 高い貼付 半載竹管状工具?に よる太く浅い沈線、押し引き ナ デ Ⅲ面粘土まくれ痕多 外面スス付着

3T82 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 口縁内面突出 日唇ほかRLヨ コ→太 く深い沈線 ナ デ 小面黒斑 ?

]T82 Ⅱ層上 太 く浅め沈線 ナデ丁軍 尺地逆 7

T82 Ⅱ層上 葛い隆帝 ナ デ 十面黒斑 ? オレンジ色

]T82 Ⅱ層上 浜鎌 ? 日縁音

`

折 り返 し日縁  輪橋痕 繁耗

〕T32 Ⅱ層上 深鉢 ? 日縁部 折 り返 し口縁  (*下 の割れ日、粘土接合面剥離 ) ただれ 再面摩耗 ひ どい

〕T82 1層 上 高い驚肘 縄文 (原体不明)→太く浅め沈線、半徹打管状工具深めヨコ刺突 ナ デ

〕T82 Ⅱ層上 深鉢 口縁都 波形突起 半我竹管状工具の大 く浅い沈線、浅いヨコ刺突 ナ デ

3T82 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 太 く浅め整形状雑沈線 事耗 Ⅲ面スス付着

〕T82 Ⅱ層上 く低めF4A帯 夫く,莞め沈線 肇耗 ζひどψ

,T82 ■層上 削 く珠 め沈線 ナデ 」学

3T82 Ⅱ層上 鰭東 1種 7(LR、 7)ヨ コ→半我 竹管状工具細 く浅め沈線 璽耗 対外摩花

,T82 Ⅱ層上 日縁部 冨い隆帝 非常 に高いボ タン状貼付 ナ デ ント向スス付着

〕T82 Ⅱ層上 深鉢  口縁郡 細 く浸め沈線 ナ デ

〕T82 Ⅱ層上 同綴 蔀 ナ デ

3T82 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 半載竹管状工具による、太め深い水平沈線、浅め鋸歯文 撃耗 内外磨耗ひどヤ

〕T82 Ⅱ層上 深鉢 ? 日縁部 玉縁日縁 大 く高い隆帯 ソーメン状浮線文 ただれ 内外摩耗

3T82 ■層上 ナ デ

,T82 Ⅱ層上 饂く低め隆帝→縄文 7(原体不明) (*下 の割れ日、粘土接合面剥離 ナデ丁寧 外面黒斑

,T82 Ⅱ層 _L 深鉢 ? 日縁部 災状 目縁 斜 め下万か ら刺突  鎖状 隆帝 ナデ 勺外やや摩耗

3T82 Ⅱ層下位 譴状隆帯 夫 〈浅め雑沈線 RLタ テ ナ デ 二 次

〕T82 Ⅱ層下位 深鉢  口縁部 度頂部押圧 橋状把争横貫通せず 太く浅め沈線 要部半裁竹答状細深沈織 ナ デ 琳面スス、摩耗、内面一部摩耗
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調整など)
備  考

卜文

482 Ⅱ層下位 深鉢 (1/5周 ) 折 り返 し口縁 R結節タテ オデ 肥色

3T82・ I層下 深鉢 (1泡周以下) ヨ唇押圧4単位 回縁 H■
k帯貼付 LRナ ナメ (整形維→器面凹凸) 台■/1N石大 内外摩耗 夕憬瑚隣コゲ

〕T82 Ⅱ層下 小型 (1潟周以下) 文様 4単位 ? 細 く浅い沈線による鋸歯文 (上 )、 水平沈線 (下 ) ナデ

174 零T82 ■層 下 質部 (1湾周以下 ) RLヨ コ、ナナメ/底画 :ナ デ ナ デ 乗胴濃鉄  ,卜面屋耗 ひ どい

〕T82 Ⅱ層下 深鉢 日縁部 太 く高め貼付剥落 蟹耗

3T82 ■層下 深鉢 日縁部 ヨ唇刻目列 細 く浅い雑沈線  (*下の割れ日、粘土接合向から剥離 ) 勺外磨耗砂質

lη ,T82 ■層下 走く低め隆帯 鎖状隆帝→半裁竹管状工具による細 く浅め沈線 ナデ下室

178 〕T82 Ⅱ層下 深鉢 日縁部 波頂都押圧2 隆帯上太く浅め沈線 顕 :半数作害伏工具の網く浅め沈線 ナデ Ⅲ面摩耗ひど彰

1約 ,T82 ■層下 榮鉢 回唇刻 目 3 LRナ ナメ→半萩竹管状工具 によるffIく 深い沈線 ナ デ Fの剖れ日、接含回剥離 外「スヌ

180 3T82 Ⅱ層下 深鉢 口縁部 日 :高い隆帯 太く深い沈線/頭 :IRヨ コ→半戯竹管腰 の細滑を線→ボタン ナ デ Ⅲ面黒斑 ?

3T82 Ⅱ層下 とRタ テナナ メ→半萩竹営状上具 による� く深 い尻線 ナデ ? Ⅲ面スス付着、内苗暦耗

ltjZ 艦 太 く低 め隆帝→半萩竹管状工兵 による測 く深 め泥線 十回黒 斑 Y

183 〕T82 Ⅱ層下 素」落摩耗 ひ ど▼ 肇耗 打外歴難 ひど▼

184 3T82 Ⅱ層下 ヨ縁ナデ 単軸絡 1(R)タ テ ナデ(線多い)

第49図 縄文土器 (16)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁都刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

ヽ文

185 3T82 Ⅱ層下 朱鉢 胴上部 半萩竹管状工具による細い沈線 ナデ Ⅲ面スス付着 内外やや摩耗砂質
186 3T82 Ⅱ層下 駅 タテ→半載竹管状工具による細 く深い沈線 (粘土まくれ痕 ) ナ デ 朴画スス付堵

187 ]T82 Ⅱ層下 太く森い短沈線・LRナ ナメ→半激竹管状工具による細 く深い沈線 ナ デ 内向表 向劇落多

188 3T82 Ⅱ層下 深鉢  回縁部 日 :太 く深め沈線/頸 :半裁竹管状工具による細い沈線 ナ デ 界面やや産耗

189
=T82 

Ⅱ層下 深鉢 口縁部 据歯状隆帯 (下の刻み浅セ ナ デ 内外やや磨耗
3T82 Ⅱ層下 葛い隆帯剥落 太 く深い沈線 太 く深い刺突tflめ 下か ら ナデ丁筆
GT82 Ⅱ層下 深鉢 口縁部 rr管状工具による浅め沈線  (キ 下の割れ日、粘土接合面から剥離) ミガキ? 綸土砂多 い

GT82 ■層下 深外 胴部 ↓ヨコ7→ソーメン状浮線文 (*下の割れ日、粘十繕今面から剥離】ナ デ り質

GT82 Ⅱ層 下 度頂部欠損 日唇交互押圧による蛇行 蛇行隆帯→結束1種 化R RL)タ テ ナデ光沢
194 GT82・ I層下 深鉢・頸部 半 at竹 管状工具による細 く深い沈線 ナデ? 内外摩耗

GT82・ Ⅱ層下 決鋲  口緑部 日 :太 く深い沈線/顕 :LRタ テ?→半裁竹管状工具による細い沈線→ボタン ナ デ 外面黒斑
196 GT82 Ⅱ層 下 深鎌 顕部 蛋い隆帯・半萩竹管状工具 による細 く深い沈線 ナ デ

197 CT82 Ⅱ層下 日 :太 く深い沈線/顎 :浅め沈線 ナ デ 米面里群 ?
198 GT82 Ⅱ層下 Kめ ボタン状貼付 半我竹管状工具による細 く深い沈線 ナデ rf・面表面剥落
199 GT82 E層 下 深鉢 口縁部 垢り返 し口縁 縄文 ?(原体不 明 ) 摩耗 勺外摩耗 ひどい

200 GT82 Ⅱ層 下 朱鉢  口縁部 太 く高め賄付剥落 摩 耗 ■面黒斑 ?・ 内外摩耗ひどい

201 GT82 Ⅱ層 下 深鉢  口縁部 ヨ縁隆市剥落 竹管状刺突 半載竹管状工具による細 く浅い沈線 ナデ 卜面スス付着
202 3T82 こ層下 耗 縄文 (原 体不明)→半載竹管状工具による細 く浅い沈線 肇耗 Bひ どい 内面黒色

GT82 1層下 深鉢 胴部 墜耗 縄文 ?→半裁竹管状工具による細 く浅い沈線 ナ デ Ⅲ面スス ?、 摩耗
GT82 ■層下 決鉢 胴上部 阻め隆帯上深い刻 目 結束 1種 ?(LR、 RL)タ テ ? 至耗 併面星 こ↓デ

GT82・ Ⅱ層下 深鉢 ? 頸部 沈線→竹管状工具刺突→高い粘土貼付 剥 落

206 GT82 Ⅱ層下 深鉢 日縁部 太 く深い沈線 半載竹管状工具 による深い刺突列 ナ デ Ⅲ面スス付着 ?

207 3T82 Ⅱ層下 深鉢 胴部 LRヨ コ ?→太め浅い沈線 ナデ丁寧 外面上スス ?、 下赤摩耗
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貰 o 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同郡/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)

備   考
本文

208 台T82 Ⅱ層 下 た れ 琳向スス4寸看 Y

209 GT82 Ⅱ層 下 うRヨ コ→半税竹管状工其 による細 い沈線 墜耗 再外摩耗

3T82 1層 下 深鉢  口縁部 ヨ縁浅い窪み 半載竹管状工具による細い沈線 ナ デ 外面摩耗

郎 (1刻司以 ト 勺外 こ tす 茶色 、外 下部赤 い

鉢 (lЮ剤以下 ) 4朝立7 日唇凹部下瘤貼付 口縁肥厚 竹管状工具の押引き、刺突 ナ デ /1・赤 く摩耗 ひ どい 内面 コゲ

3T82 Ⅱ層 深鉢 (1れ周以下) ヨ縁隆帝貼付 駅 ナチメ→竹管状工具による沈線 (下接合面剥離 ) ナ デ Å外摩耗剥落 (特 に内面 )

騒音b(ほのみ一周′ 阿 :LR Yタ テ、 ヨヨ/底罰
`:ナ

デ/底 薗 :網代反→ ナデ

3T82 深鉢  日縁部 う側面圧痕 ナデ丁軍 器壁すごく薄い 外面スス付着 ?

3T82 ナデ (線 , 禾色

3T83 1層 鉢 (略一周 ) 4単位 縦2条隆帯 雑な沈線文 LRタ テ (下割れ日、粘土接合面剥離| ナデ (線多) 本黒斑 ? 内外、上スス、下赤い

第51図 縄文土器 (18)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)
面
鷲

内
譴

備  考
文

載

GT83 Ⅱ層上 榮鉢  日縁部 半裁竹管状工具 による太い沈線、ヨコから深い刺突 RLタ テ ? ナデ J寧 再外黒斑 外菌スス イ 内向剥路

GT83 Ⅱ層 昧胴探鉢 4単位 駅 ヨコ→半散竹管状工具による沈線、押 し引き/底面摩耗 ナ デ 岡田部、外上スス、 下赤、円上赤、「コタ

220 3T88 1層 ム(中実際一闇〕4単位?(日貼句弧線と横長2単位) 結束1(廷、駅)ヨ コ?→半戯竹管沈線 ナ デ ホ下部赤、上スス、内コゲ (底無)

221 GT83 ■層 鉢 (1泡月以下) と、日縁ヨコ、ナナメ、胴タテ、ナナメ ナ デ

'卜

面剥落

第52図 縄文土器 (19)

-120-



朋 26

0         1 :3       10cm

V 遺物

�

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部/胴部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

卜文

222 案鉢 (1刀周以下 雷粟 1種 (LR、 RL)ヨ コ→ ボ タン貼付 /底面 :ナ デ ナ デ 自い 外黒斑 ?

223 3T83 ■層 胴部 (略一周 ) 店東 1種 (RL、 LR)ヨ コ (上下割れ日、粘土接合面から剥離 ) ナ デ 球胴深鉢・内外一部摩耗

3T83 Ⅱ層 礎部 (庇一周〕 胴 LR(L?)タ テ?(圧痛弱い)/FF部～底面 :網rt痛→ナデ ナ デ 舛上スス、内コゲ (底 な し)

3T83 Ⅱ層 底部 (″g司以下) 胴 :LRタ テ ?(摩耗 ひどい)/底 面 :ナデ 給と小石 内面コゲ、側 昭展顕著

+デ
`総

府篤ヽ

第53図 縄文土器 (20)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

227 3T83 Ⅱ層 深鉢 (1れ周以下 ) LRタ テ→半森竹管状工具による浅め沈線、深いヨコ刺突→高めボタン ナデ丁寧 内外スス ?付着、黒 こげ )8(

228 3T83 Ⅱ層 深鉢 (l�周以下 ) タテ低隆帯3 半裁竹督状工呉細沈線、押引、上から刺突 単輸絡1(R)タ テ ナデ丁寧 施文後ナデ 内外黒斑 ?

229 3T83 1層 球胴深鉢 最上部貼付 で内面肥厚  隆帯貼付 LRヨ コ→大 く浅め沈線 ナデ丁寧 米面上部摩耗、下部スス付着

230 3T83 Ⅱ層 駅 タテ→日縁太深め沈緑、鎮部半激竹管状工具細沈線→鮎付―

'入

形、神L ナデ 腺 歩 )

3T83 Ⅱ層 深鉢 口縁部 摩耗二番 目にひどい 太 く浅め沈線 半裁竹管状工具浅め刺突列 ナ デ 内外摩耗 下の割れ日、接合面剥離

232 3T83 Ⅱ層 歴耗最 もひ どい 口唇刻 日 糊 め浅め沈線 肇耗

233 3T83 1層 深鉢 日縁部 文様途中欠損 低め隆帯→RLヨ コ→半alt管状工具による細い沈線 ナデ ? 外面スス付着 ? 内面表面剥落

234 3T83 Ⅱ層 深鉢 日縁部 高め隆帯貼付→細 く浅め沈線 ナデ下室

235 3T83 Ⅲ層上 波頂部下深 め円形圧反  太 く深 い短沈線 ナデ 下の割れ日、粘土接合面剥離

236 3T83 ]層 上 深鎌  胴都 LRヨ コ、ナナメ→細め浅い沈線 ナ デ 朴面下部摩耗
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(国 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

文

載

ヽ

己

GT84 1層 、GL184 1層 、コ層下 深鉢これ周以下) 4単位? 刻目隆帯、ロタテ、顎ヨコ、直交部ボタン 結束1 他R RL)結 節タテ ナ デ 勺面口縁剥落、内外一部摩耗

GT84 Ⅱ層 (25 、GTV84 Ⅱ層上 深鉢Qれ周以下) 日唇ナデ 結束 l種 (L、 L)ナ ナメ ? ナデ凹凸 勺面黒斑 ? 外面一部変色

GU81 Ⅱ層中位 深鉢 胴上部 高い隆帝貼付→LR結節 タテ ナデ丁寧 外面やや摩耗

GU81 Ⅱ層 中位 佃め深 め沈線  ナデで潰 れてて不 明だが縄文 回転施文 ? ただれ 下の割れ日、粘土接合面剥離 ?

ナ デ

242 LRヨ コ→半裁竹管状工具 による細 く深い沈線 ナ デ

243 CU81 ■層下位 深鉢  顕部 太 く浅い沈線 ナデ J学
Z44 橋状把手 (横貫通せず)→細い沈線 雑 ナ デ 勺面コゲ付着

245 RLナナメ→太め深め沈線 ナ デ

246 3U81 Ⅱ層下位 結東 1種 (LR、 RL)タ テ→羊散竹管状工兵による細め深い沈線 ナ デ 下の割れ日、粘土接合面剥離

第55図 縄文土器 (22)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調整など)

備   考

文

覇

247 ,Utt I層 下 (2021) Ⅱ層下 深鉢(/3周以下) 4単位 日:太 く深い沈線 胴 :LRヨ コ、ナナメ→半秩竹割 犬工具沈線 ナ デ 句外歴耗ひどい 外上スス、内下コゲ ,80

じU8Z ■悟 上 位 深鉢 (プ4周以下) 種 (弧状 と縦幅広板状上縦沈線 4)2単 位 ? LRヨ コ 円外 撃 稚 ひ ど� D80

249 GU82 Ⅱ層上 深鉢 (1ん周以下) 結束1極 (L、 Rlタ テ→半哉竹管状工具の押し引き沈線→貼付り士管状刺突 ナ デ トスス 内外赤摩耗

250 GU82 Ⅱ層上 瑚 同(1/η司以下) 趾粘節タテ→低めコEIJ→ 細く深め沈線 (接合しない同一個体胴部1/η司あり ナ デ 外上スス、下赤磨耗、内コゲ

GU82 Ⅱ層上 深鉢 (1ん周以下 ) 日唇ナデ 結束1種 (RL、 RL)ヨ コ→浅めヨコから刺突 太く浅め沈線 ナ デ タト面黒斑 ?

252 GU82 Ⅱ層上 深鉢 胴部 LRタ テ ?→半載竹管状工具による細 く浅め沈線 墜耗 内外摩耗

-124-

第56図 縄支土器 (23)



V 遺物

２５４

ギ|

＝

日

0       1:3 10cm
庁

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部/1同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)

備   考
文

謝

本

記

253 GU82 Ⅱ層上 深鉢  口縁都 太 く浅い沈線 ナデ丁寧

GU82 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 貼付剥落 半救竹管状工具による押 し引 き沈線 太 く浅い沈線 外面摩耗ひどい

GU82 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 口唇か ら高い貼付隆帯 3 太 く深め沈線 墜耗

CU82 1層 上 深鉢 日縁都 太く高い隆帯上太深沈線/顕部 :半税竹管状工具の細く浅い整形痕状沈線 ナ デ 外面赤 く摩耗

GU82 Ⅱ層上 深休  日縁部 口唇平 ら 口 :太 く浅め沈線/顕 :高い隆帯上刻 日列

CU82 Ⅱ層上 深鉢 胴部 単軸絡 1(L?)タ テ→半I‐k竹管状工具による浅い沈線 No 262と 同一個体

２５９
一獅

GU82 Ⅱ層上 浜鉢  日縁部 日縁 :太 く深め沈線/頸 :半裁竹管状工具による細 く深め沈線 摩 耗 外面黒斑 ? 内外摩耗 (内面ひどい)

GU82 Ⅱ層上 単軸絡 1(L)タ テ→半裁竹管状工具による浅い沈線 デ丁寧

GU82 Ⅱ層上 深鉢 頸部 賄付剥落 LRヨ コ→半載竹管状工具による細 く浅め沈線、刺突列 ナデ
「

寧 対外黒斑 ? 国縁 内面刺突列

ナ デ

'卜

而所 産々影、副落 p80

第57図 縄文土器 (24)
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第58図 縄文土器 (25)
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267

出土地点 層位 器種 郡位
外   面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調整など)
備  考

卜文

264 GU82 Ⅱ層下位 栗鉢 (1洛周以下 i 4朝立? l沢タテ→半載竹管状工具沈線→貼付 願:横長貼付上縦刻目列 ナ デ 内外パラパラ剥落

265 GU82 Ⅱ層下位 鉢 (一部欠損 ) 6単位 半萩汁管沈線 頸ナデ→結束1種 (LR、 RL)タ テ 底面ミガキ? ナ デ 外黒趾 ? 外上スス、内下都コゲ

266 芥 (類のみ一周 , 4単位 Y(すれあり) RLタ テ、ナナメ?→半散行管状工具沈線 (施文維 ) 有外一部屋耗 外上スス、内下ヨゲ

267 GU82 Ⅱ層下位 波慎罰
` 

日縁 :太 く凝め泥線/鉄 :4a/J管 状工具による細 く深い泥線 肇耗 対外摩耗

268 GU82 Ⅱ層下位 深鎌 口縁部 日縁 :太 く浅め沈線/頸 :半裁竹管状工具による細 く浅め沈線 ナ デ 外面摩耗
269 GU82 1層下 酢 (上 llg_周 ) LRタ テタテ、ナナメ (痕跡薄し 琳黒抵 Y 外摩耗、内下 コグ

第59図 縄文土器 (26)
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部/胴部/底部/底面、紀文原体など)
面
擢

内
継

備   考

文

載

CU82 Ⅱ層下 鉢 (1ん周以上 日唇刺突列? 一部のみ単軸絡 5(Llタ テ (疎)残存、他はただれ摩耗 ただれ摩耗 各体赤 く摩耗

GU82 Ⅱ層下 沐 (1洛周以下 , 4単位 粘土 まくれ痕 ナ デ

272 ナ デ

GU82 1層 下 深鉢 日縁部 太 く浅め沈線→ナデ ナデ丁寧

宋鉢 れ周禾両, 回唇ナデ 貼イ寸剥落 太 く深め沈線、■械竹管状工具によるヨコ刺突 ナ デ oヾ278と 接合 外面黒斑
.

275 栗鉢 (1幻日以下) 口縁剥落 太 く深い沈線 LR結節 タテ ナデ (線多い )

GU82 Ⅱ層下 深鉢 胴部 LRタ テ ?(二次焼成で歪んでいるため天地左右不明瞭 ) 摩耗 タト面スス?、 内面赤摩耗

Z77 GU82 Ⅱ層下 RLナチメー半蔵竹管状工具による細く漫い沈線 墜稚 ひ どし タト面スス付着 ?

GU82 Ⅱ層下

麿 耗

*No2砕 と登録後接合

内タト摩耗ひどいGU82 Ⅱ層下 深鉢 口縁部 タテ隆帯 3 摩耗二番 目にひど▼

GU82 Ⅱ層下 ヨ唇から高い隆帯 3 半税竹曾状上具による糾 く殊い泥繰→ホタン只M寸 ナ デ
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部//1同 部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

卜文
こ載

3U82 ■層下 深鉢  口縁 部 岳剥落? 口 :太深沈線/顕 :半税竹管状工具の細く深め沈線 ナ デ 下の割れ日、粘土接合面剥離

3U82 Ⅱ層下 深鉢 口縁部 日 :太 く深い沈線/顕 :半栽竹管状工具による綱く深め沈線 ナ デ

283 3U82 Ⅱ層下 ]:隆帝上太 く決い沈線/頸 :半載竹管状工具 による整形痕状沈線 ナデ7 再外赤い 内面剥藩

3U82 Ⅱ層下 深鉢  胴部 ッRタ テ→半萩竹管状 I具による細 く深 い沈線

3U82 1層 下 深鉢 胴部 沢タテ ?→半萩竹管状工具による細 く浅め沈線→低いボタン貼付 ナデ 天地逆? 外スス、赤摩耗、内コゲ

286 ]縁高 い隆市上太 く珠め泥線  とRヨ コ ナ デ

Z87 (く 高めFtt帯 大く浜め汁線 朴面摩耗

288 3U82 Ⅱ層下 深休  日縁部 日縁 :太 く浅い沈線/頸 :半裁竹管状工具による深めヨコ刺突列 ナ デ 外面スス付着

289 3U82 Ⅱ層下 深鉢  胴部 LRタ テ→半裁竹管状上具による沈線 (半 下の割れ日、粘土接合面剥離 ナ テ ント面スス付着 ?

290 3U82 Ⅱ層下 深外 国縁部 ナ デ 米面 スス付着、麿耗

朱鉢 イ 類 吾ト 高 い 1笙市 上 竹 官 状 球J突夕」 ソ ー メ ン状 浮 繰 文 Y ナ デ 刊回コケ ツ トの剖日、接含間剥離

292 3U82 Ⅱ層下 深鉢 日縁部 太く深いiXi線 剥落 外面摩耗

293 刊V Ⅱ層下¢ん)、 GU冊 Ⅱ層上 深鉢  日縁部 高い隆帯上太く深い沈線、半n4t管状工具の押し引き 顕 :同工具浅い沈線 チ デ 内外摩耗

294 3u2 Ⅱ層下、GJ路  Ⅱ層下 奨鉢 (1泡周以下 4Htt LRイ ロイロ→半n44管状工具沈線→太い沈線 頸太く深い刺突列 ナ デ 伺下半スス刊着 ?

第61図 縄文土器 (23)
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口縁部/胴部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

本文

295 しRタ テ→半萩竹管状工其 による細 く深 い沈線 ナ デ 米向一部景」落、一部赤 ▼

296 GU83 1層下位 渠鉢(下略一屈〕緒束1種 にR RL)ヨ コ 底面ナデ (摩耗ひどい)0己曲上スス、下赤摩耗) ナ デ オ確 耗、剥落 内下部コゲ (底無 )

Z97 琳 (〃胡司以 ド し民タテイ (摩花ひどい,/底向 :ナ デイ (摩花, 肇耗

298 GU83 1層 深鉢 (1/8周 ) 日Fs I細 く深め沈線、細刻目 低い隆帯 半鼓竹管状工具剰突、浅め沈線 米黒群 ? 外 H同部 LR結箭 タテ

299 GU83 Ⅱ層上位 底部 (完形 ) 】同■沢ヨコ?(赤 く摩耗ひどい)/底面 :ナ デ?(摩耗)(球胴深akl ナ デ と土時のまま 内コゲ (底点々)

300 CU83 Ⅱ層上位 口縁 内面やや高め浮線文  ナデ ナ デ 再外 スス付着 ?

CU83 Ⅱ層上位 深鉢 7 日縁郡 高い弧状 FtR稀  浅い沈線 ナデ丁寧 /1・面黒斑 ?

302 GU83 Ⅱ層上 小型 底 (完形) 揚げ底 底部～底面 :ナデ (線】犬痕 ) ナ デ 害Jれ日擬似回縁

303 琳 Y 日縁部 革軸絡 5(Ю ナナメ (*接合 しない IIl-4固 体日縁～打同下部破片 1/8剖 分 肇耗 句外摩耗ひどい 外赤摩耗、nTヨ タ

304 GU83 Ⅱ層上 球胴 (1ん周以下) 波頂下高い貼付 細 く低いソーメン状浮線文 (所 々刻 目) 摩耗 勺外 (断面 も)黒 こげ

GU83 Ⅱ層上 栗鉢  日縁部 太 く浅め沈線 ナデ

3U83 Ⅱ層上 ナ デ アト血赤く歴耗

GU83 Ⅱ層上 深鉢  日縁部 RL狽 1面 圧痕 摩耗二番 目にひどし 摩 耗 句外摩耗

308 側め働い隆市上しR狽1回 lul反 稲剰 桓 (LR、 イ)タ テ

3U83 1層 上 深鉢 日縁部 太く浅め沈線 太く深めヨコから刺突 ヨコ方向区画沈線は細く深め
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

文

載

本

記

GU83 Ⅱ層上 果鉢 (1/8司 以下 ) 太 く深い沈線 摩耗 内外赤摩耗 外スス付着 ?

GU83 Ⅱ層上 案鉢 (1/J司 未満: 縄 X啄 らで 原 1本 イヽ 明 (LR結節 イ ロ イ ロ :だ れ 71・■スス ?、 下赤摩耗、内コゲ ?

GU83 1層 上 案鉢 ? 口縁部 口縁内面肥厚 ナデ ホ黒斑7 外赤歴耗?、 内コゲ7

GU83 Ⅱ層上 朱鉢 胴上部 太く低い隆帯上八形刺突 整形痕状雑な浅い沈線 LR結 節 タテ ナ デ 上下割れ日、擬似回縁

GU83 Ⅱ層上 半我竹管状工具による浅 く維な沈線 胴部ただれ 丹外赤 く摩耗

じU83 Ⅱ層上 口縁浅 め押圧 、維 なナデー LRイ ロイロ 上部 ナデ 利回 卜音トケス リ

3U83 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 太 く浅め沈線 ナ デ

3 j∪ 83  ■盾上 休鉢  回縁罰
`

日縁円劇粘土まくれ反 日唇瞬ぐタテ低め隆帝 3剥落 浅い沈線 鴎 節タテ ナ デ 再外やや摩耗

3U83 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 日唇から狭く低め隆帯3→太く浅め沈線、半alt管状工具太く深め押し引き ナ デ 再外やや摩耗

半萩竹管状 I具細 く浅め沈線 彗耗 句外赤 く摩耗

320 じU83 ■層上 床算  口縁部 太く茂め沈線 R7タ テ ナ デ 勺外黒斑? 内クト赤くやや摩耗

玉縁  細 〈高め隆帯→LR慣 !面圧痩 結吏 1種 (LR、 RL)タ テ ナ デ
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁都刑同部/底部/底面、縄文原体など)
面
芝

内
離

備   考

3U83 Ⅱ層 上 朱然  日縁部 日Fsヨ ヨナデ L聯諭 ヨコ→半aFl管状工具による太 く深め沈線 ナ デ 内外所々ただれ

323 GU83 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 太く深い沈線 粘土まくれ痕 (*下 の害Jれ日、粘土接合面から剥離) ナ デ 外スス付着 ?

GU83 Ⅱ層上 朱鉢  日縁部 高い貼付→太 く深め沈線 ナ デ

GU83 Ⅱ層上 衆鉢  回縁部 結束 1種 (LR、 RL)ヨ コー太 く浅め沈線 ナ デ 内外赤 く摩耗

GU83 Ⅱ層 上 深鉢 胴部 LRヨ コ ?→半我竹管状工具 による細い沈線→ナデ ナ デ 外、内下赤摩耗、内上 コゲ

朱鉢  口縁部 LR?イ ロイロ 高め隆帝 ナ デ 外面スス付着 、摩 耗

GU83 Ⅱ層上 高め貼付→深め沈線、ナナメ下から深め刺突 ナデ丁寧

GU83 Ⅱ用上 深鉢  日縁部 高め隆帯→隆帯上刺突、LR日縁側面圧痕、胴 タテ

内面側享 高め隆帯→半裁竹管状工具による刺突、刻め 深め沈線

墜耗 内外摩耗

GU83 Ⅱ層上 深鉢 日縁部
'卜

回黒妊 Y

GU83 1層 上 深鉢  日縁都 i莞 め沈線 半載竹管状工具による浅め刺突 ナデ

'卜

面黒斑 ? 外面赤 く摩耗

GU83 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 日唇平 ら 高め隆帯 太 く深め沈線、刺突 ナ デ

GU83 Ⅱ層上 lH部 :縄文 ?(圧反減 く原仁不明)/底面 :縄文 ?(圧痕浅 く原体不明) ナ デ

高め隆帯 細い沈線 ただれ 査外 ただれ

GU83 ■層上 深鉢 口縁部 口唇ほか細 く低め隆帯貼付 ナ デ 勺面表面剥落多
決欲  口綴都 キ萩竹管状上具 による制 く茂 い況線 ナ デ

'卜

向スス Y 内夕F耗 ひ ど▼

GU83 1層 上 鉢 (1/5周 ) △彫 り去 り 太 く浅め沈線 勺外やや摩耗

GU83 Ⅱ層上 来鉢  回縁部 太い沈線 半裁竹管状工具による刺突列

GU83 1層上 求胴 胴上部 深め沈線 下部表面剥落 ナ デ ホ面スス、内面下 コゲ付着

GU83 Ⅱ層 上 太 く浅め沈線 ナ デ

GU83 Ⅱ層 _し 条鉢  口縁部 l■
k帯 浅め沈線 摩耗 内外赤 く摩耗ひどい

CU83 Ⅱ層上 深鉢  日縁部 浅め沈線

3U83 Ⅱ層 L 深鉢  日縁ヨ

`

日唇から低め隆帝貼付 タテ 2 太 く深い沈線 下部摩耗 摩耗ひどい 外面スス付着、摩耗

344 CU83 Ⅱ層上 深鉢 頸部 口 :浅め沈線/頸 :低め隆帯/胴 :LR結 節 タテ ?? 十 デ 外スス、内日縁スス 外表面剥落

3術 GI)RR T雇彗 ト 日 :細 く深め丁寧沈線/顕 :高 め隆帯上竹管状刺突/胴 :縄文原体不明 ナデ 外面スス付着 ?
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No 出土地点・層位 器種 都位
外   面

(日 縁部/胴部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

346 10路  Ⅱ層 ト 深鉢 胴上部

深鉢 口縁部

頸 :低め隆帯上刺突/胴 :結束 2種 (LR、 RL)タ テ ?? デ k面 ススイ十着

347 ]U83 Ⅱ層上 日縁内面高い隆帯 日唇貼付 深め沈線 ナデ丁寧 ント面黒班 ?、 スス付着 ?

348 3U83 Ⅱ層上 深鉢 ? 日縁部 LRヨ コ→半萩竹管状工具 による細 く浅め デ丁寧

3U83 Ⅱ層 上 株 鉢  回稼 司
'

太 く深め沈線

350 ,U83 Ⅱ層上 深鉢 胴部 半裁竹管状工具による深め沈線 デ 上の割れ日、擬似 口縁

５２

一
５３

３

一
３

3U83 Ⅱ層上 単軸絡 lA(R)タ テ デ 外面白摩耗、内面 ヨゲ付着

3U83 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 太 く深め沈線 ナ デ 71・ 面スス付着 ?、 表面剥落

354
=U83 

Ⅱ層上 楽鉢 胴上部 貼付→半裁竹管状工具による細 く深め沈線 下部摩耗 リ 下の割れ 日、粘土接合 血剰離

355 3U83 Ⅱ層上 深外 国縁都 高い貼付 刺突列 雑沈線 デ ? 外面スス付着 ? 内面磨耗

356 3U83 Ⅱ層 上 供鉢  口縁 部 太 く深め沈線 デ 夕に面スス付着 ?

357 3U83 Ⅱ層上 深鉢 ? 口縁部 内面隆帯 日唇深い沈線 半秩竹管状工具による刺突、深い沈線 ナデ丁寧 Ⅲ面スス付着 ?

深鉢 ? 日縁部 内面剥落だが ナ デ

Ⅲ面黒斑? 内面景U落359 CU83 Ⅱ層 上 深鉢 日縁部 太 く深いit線 剥落

360 3U83 1層 上 深鉢 (ツ5周 ) 単軸絡 lA(R)タ テ、太く浅い沈線→半A44管状工具による押し引 牛面摩耗、内面下部ただれ D8G

GU83 1層上 求胴  日縁部 4単位 ? 高いボタン、低い隆帯 太 く浅め沈線

361b

G〔J83 Ⅱ層上  Ⅱ層下 結支 1種 (LR、 RL)タ テ デ D8C

第65図 縄文土器 (32)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁都 /B同部/底都/底面、縄文原体 など)

内 面

(調 整など)
備  考

ヽ政

363 3U83 Ⅱ層下位 深鉢 (l�周以下) 4単位 結束1種 は 、RL)タ テ→沈線 半載竹管状工具沈線、押し引き ナ デ ″卜面的に摩耗ひどい 内日縁スス

364 3U83 Ⅱ層下 剥同鉢?O/J司 ) 4単位 ? 高いボタン貼付 半救竹管状工兵沈線 摩耗ひどい ナデ (線多 )

'卜

上スス、下赤摩耗、内上赤、下コゲ
365 沐 (1/4周 ) 円文  LRタ テ ナ デ 琳黒斑 ?

366 〕U83 ■層下 朱鉢 (1泡周以上) 附加条 (LRに Rを右巻 き)?、 日縁ヨコ、胴部タテ/底面 :ナデ ナ デ 打外摩耗 外上スス、内下コゲ (底無)

367 LRナ ナメ (口 縁一部 ヨコ ?)痕跡薄▼ ナ デ 朴上スス イ、内下コグ (変色 )

368 GU83 Ⅱ層下 民 骸割司以下 ) 頃部 :ナデ 7(や や摩耗 )/底 面 !網代痕 ?→ナデ ナデ(底 ただれ
,

369 GU83 Ⅱ層 下 架鉢  胴苦[ 沈線 ナ デ ホ面黒斑 ?

3m9 GU83 Ⅱ層下 浜鉢 ? 胴
「

部 デ 内外 やや産薙
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)

備  考
本技

3U83 Ⅱ層下 深鉢  口縁部 内面か ら隆帝 3→ LRイ ロイロ ケスリに近▼

3U83 Ⅱ層下 深鉢 日縁部 高い隆帯 Lタ テ ? ナ デ 外面スス付着

373 3U83 1層 下 太く深め沈線 顎部半秩竹管状工具による深め鋸歯文 ただれ 勺外摩耗

3U83 Ⅱ層下 日縁太 く浅め沈線→鎖部深い沈線 ナ デ

'卜

回赤 く矮稚

375 3U83 Ⅱ層下 深鉢 口縁部 高め隆帯貼付→深め円文 刻目 (*下の割れ日、粘土接合面から剥離) 外面摩耗

376 CU83 Ⅱ層下 日唇平 ら 貼付→沈線 、半散竹管状工具 による刺突 ナデ丁寧

377 3U83 Ⅱ層下 半aTr管状工具による刺突 太く浅い沈線 駅 タテ (*下の割日、接合間剥雛 | ナデ雑 琳面赤歴耗 、内面 コゲ付 着 ?

378
=U83 

Ⅱ層下 LRイ ロイロ、高め貼付→半我竹管状工具 による細 く深 め泥線 米向スス付着、内 向やや摩耗

379 3U83 Ⅱ層下 深鉢  日緑部 口縁内面肥厚 口唇平 ら LRヨ コ→LRIH!面圧痕 ナデ 外黒斑 ? 下の割口、擬似口縁

380 半薇竹官状上具 による株 い剰突、辰い鋸函文 筆 糀

3U83 Ⅱ層下 深鉢 日縁部 口 :太 く深い沈線/頸 :半致竹管状工具による細い沈線 摩耗 内外摩耗ひどし

382 3U83 Ⅱ層下 太 く茂い沈線 ナ デ

383 3U83 Ⅱ層下 日 :太 く渫い沈線/銀 :LRヨ コ→太く炭い泥線 (*下 の剖日、を合向剥離) ナ デ

384 3U83 Ⅱ層下 深鉢  口縁部 太 め沈線 刺突 ただれ 内面赤 く摩耗

385 肇耗 治土砂多 内外磨耗

386 深鉢 顕部 回縁剥落 半萩竹管状工具による浅め沈線 ナ デ

387 回 :丈 く浅め流線  半栽竹管状工具 ヨコ刻突 /勇 :決め沈線 ナ デ

'(面

睦耗 ひどい

第67図 縄文土器 (34)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刈同部/底部/底面、縄支原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

本致

388 GU83 Ⅱ層下 深鉢 (1/5周 ) 高い隆帯→半我竹管状工具による刺突 大 く浅い沈級 LRヨ コ ナ デ タトスス 下の割れ日、接合面剥離
U83 Ⅱ層下 Ŕナ チ メ→ 半 栽 竹 管 状 T旦 に よ る タ テ

'テ

繰 → 大 て漂 め ョ コ ,十籍 ナデ し下割れ日、擬似 口縁

GU83 1層 下 深鉢 日縁部 太 く深め沈線 LRタ テ

朱鉢  日縁部 太 く深い沈線 LRタ テ ナ デ 刃回 や や摩 稚

GU83 Ⅱ層 下 深鉢  日縁部 高い貼付上円形押圧深め 太 く深め沈線 ナ デ 勺面やや摩耗

GU83 Ⅱ層下 深外 国縁部 太く深い沈線 深い円形押圧 (*下 の害Jれ日、粘土接合面から剥離) 墜耗 /Nuタト摩耗ひどい

GU83 Ⅱ層下 栗鎌 頸部 高い円形貝占付 浅い沈線 ナデ丁寧
3U83 Ⅱ層下 深鉢 口縁部 」 :太 く嶺め雑泥稼、粘土まくれ反/頸 :半積竹管状工具の細 く深い沈線 ナデ雑

GU83 Ⅱ層下 深鉢 頸部 太 く浅い沈線 爪形文 摩耗 勺外赤 く摩耗ひどい

何 TRR I層 下 深 鉄  R同 卜蔀 半敢竹管状工具 による深い ヨコ刺突、浅い蛇行沈線 ナ デ 71面やや摩耗 内面一部剥落

399 CU83 」
'曽

ト 凝 鉄  葡 常ほ Rナ ナメー雑な沈線、半裁竹管状工具によるヨコ刺突 ナ デ
'ト

スス 下の割回、接合面剥離
GU83 Ⅱ層下 深鉢 ? 口縁部 罰め隆帝上交互刻 目 とRヨ コ→ 陸帝 に沿 ってナデ ナ デ

ンヨコ イ→ 浅い雑 な泥線 ナデ 勺外やや産耗 上の割日、擬似口漏

フRタ テ、ナナ メー半幾竹答状 下旦 に よ/a細 〈深 い,■織 ナデ 内面 コゲ付着

403 3U83 Ⅱ層下 深鉢 日縁部 口縁 :太い沈線/顕 :半裁竹管状工具による浅い沈線 内外摩耗

404 床鉢 胴上部 しRタ テ→半萩竹管状工具 による沈線 ナデ

405 3U83 Ⅱ層下 深鉢 胴部 LRタ テ→半萩竹管状工具による沈線 ナ デ

406 3U83 Ⅱ層下 深鉢  日縁部 太め深 い沈線  LRヨ コ、 タテ ナ デ 外面摩耗

407 3U83 Ⅱ麿下 深鉢  日縁 部 口縁 :LRヨ コ/月同 :LRタ テ 勺面摩耗

408 3U83 Ⅱ層下 半萩 竹管扶工其 による茂 く維沈線 ナ デ 内外摩耗

409 3U83 1層 下 LRタ テ→半裁竹管状工具による沈線 (*下 の割日、粘土接合面から剥離) ナ デ 再外 赤 く歴発

3U83 Ⅱ層下 深鉢 ? 胴上部 半裁竹管状工具による沈線 ナ デ 外面赤 く摩耗 ひどい、内面 コゲ

3U83 Ⅱ層下 LRヨ コ ?(剥落で不明)→半裁竹管状工具による沈線 撃耗 内外摩耗ひどい 天地左右不明

412 GU83 1層 下 深鉢 ? 日縁部 細 く深 め沈線 ナ デ
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

本政

1〔 」83 Ⅱ層下 案鉢 胴上部 沈線 表面磨耗 していて縄文あるか どうか不明 ナデ 外向 Pf耗 、内向コク

〕U83 Ⅱ層下 半裁竹管状工具による沈線 ナ デ

=U83 1層
千 深鉢 日縁部 半私竹管状工具による刺突列 密耗 外スス ? 内外磨耗ひどΨ

]U83 Ⅱ層下 LRヨ コ、ナナメ→半哉竹管状工具による刺突、沈線 ナ デ 琳薗 ス ス Y、 円 回 コグ 4寸看

3U83 Ⅱ盾下 朱鉢  月同罰
`

LRナ ナメ→半萩竹管状工具による沈線 ナ デ 内面 コゲ付着 ?

〕U84 1層 笑鎌 (1れ周以下) 4単位 ?(貼付剥落→意匠不明) 半裁竹管状工具沈線、頸部押し引き ナ デ 内外黒涎

3U84 1層 しRタ テ→頸部深め沈線/底部～底面 :赤 く摩耗 ナデ? 再面下部コゲ (底中央には無 し)

420 IX'84 1層 朱鉢 口縁部 日唇突起に弧線文 2 △隆帝貼付 半散竹割 犬工具による沈線、lTし引き沈線 ナ デ

421 3U84 1層 朱鉢 日縁部 日 :高め隆帯上太 く深い沈線/顕 :半数作管状工具による細い沈線 ナ デ 外面摩耗、内面下部ただれ

422 〕U84 1層 朱鉢 ? 日縁部 半萩竹管状工具による浅い沈線 ナ デ 下の割 れ口、粘土接合面剥離

423 3U84 Ⅱ層上位 4単位 7 高いボタン禦訂寸→半萩竹管神 し,き /結東 1種 (駅、跡0タ テ ナ デ

424 〕U84 Ⅱ層上 朱鉢Q泡周以下 4単位 ? 胴LRヨ コーロ縁LR側面圧痕 ナ デ

'卜

やや摩耗 内外黒斑 ?

425 IGU84 Ⅱ層上 朱鉢 (1幻司以下, 日 iタ テ隆帯剥落 浅い沈線/頭 :高 い隆帯深い押圧/胴 :囃 節タテ ナ デ 下の割日、擬似日縁 内外一部摩耗

第69図 縄文土器 (36)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部邪同都/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

文

載

GU84 Ⅱ層上 球胴  口縁部 弧状貼付剥落 浅い雑なit線 ミガキ?

GU84 Ⅱ層上 深鉢  日縁部 半教竹管状工其 による雑 な沈線 ナ デ

428 GU84 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 最上部単軸絡ユ (Ll ?ヨ コ 半激竹管状工具の大く深め沈線 (一部押し引き) ナ デ 7f.面スス付着 ?

429 休鉢 (lμ周以上 , 剥洛ひどく阜 4立小明 竹管状二其 による万!突 、沈線/1‐A向 :ナ デ ナ デ

GU84 1層 下位 深鉢 胴下部 LRタ テ、ナナメ (疎 ら)→半裁竹管状工具による細 く深い沈線 丹外 やや麿耗

41 GU84 Ⅱ層下位 深鉢 胴上部 半裁竹管状工具による細い沈線 ナ デ 勺外赤 く摩耗

432 GU84 1層 下位 LRタ テ ?→半萩竹管状工具による細 く深い沈線 ナ デ 光 択

433 GU84 Ⅱ層下 鎌 (1た周以下 伺結東 l種 (とR、 RL)ヨ コ→ 回縁 ナデ ?(麿 耗景J落 ひ どい ) ナ デ 句面 も大部分摩耗

GU84 Ⅱ層下 鉢 (1海周以下) LR結節 ヨコ、一部タテ (摩耗剥落ひどい) ナデ? 勺面 も摩耗

保鉢 (1/勿剤以下 , ヨ縁凹 2、 4単位 ツ RLタ テ?(二次焼成による金み ? 歴耗剥落ひどい) 墜耗 村面黒斑 ? 外上スス、内下コゲ i
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

GU84 Ⅱ層下 ヨ縁太 く深い押L 半繊宵管状工具による潮 く深い沈線 噺 節タテ ナデ凹凸 有外赤 く摩耗

437 GU84 Ⅱ層下 深鉢 胴上部 半裁竹管状工具の細く深い沈線、深い押し引き 結東1種 (Ы《硼 タテ? ナ デ 殉面一部ただれ

438 GU84 Ⅱ層 下 とR結節ヨコ (*登録時のミスによる紛れ込みと思われる) ナ デ

439 GU84 Ⅱ層下 ノーメ ン状 浮線文 藍耗 陰土砂多 く内外麿耗 ひどく剥落

440 GU84・ Ⅱ層下 いヽ沈線 LRナナメ

GU84 Ⅱ層下 深鉢 日縁部 隆帯上深め刺突 ソーメン状浮線鋸歯文 ?(摩耗で不明 ) 茎耗 勺外磨耗ひどい

442 筆 糀

443 GU84・ Ⅱ層下 深鉢 日縁都 半我竹管状工具 による刺突 雑な沈線 ナデ 勺外赤 く摩耗

444 GU84 Ⅱ層下 隠文 ?(原体不明)→半載怖管状工具による4Fし 引き、太 く深め泥線 71・ 向スス付看 ?

445 GU84 Ⅱ層下 備東 1種 (LR、 RL)タ テ→太 く浅 い沈線 アド向黒妊 Y

446 Gu4撹 乱、6Wtt I層上位 顕都 :太い沈線 /胴 :LRタ テ、ナナメ/底面 :ナ デ (磨耗 ) ナデ (座耗 ) ホ下赤 く摩耗、内下コゲ (底無)

第71図 縄文土器 (38)

-139-



〉
γ

魔

攀
(鴛∫雲4it i!― ―

鶉

一　

偽

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)

備  考

CV83 Ⅱ層上位 球胴 (1/2周 ) 吉東 1種 (LR、 RL)結節 タテ ?/底面 :雑なナデ

ヨ縁隆帯上摩耗 半散竹管状工具沈線 低め隆帯上竹管状沈線 駅 タテ

ナ デ /1・ 赤 く摩耗、内下 コゲ (底 無

448 3V83 Ⅱ層上位 深鉢  口縁部 摩雅 内外矮耗 ひ どヤ

449 GV83 Ⅱ層上位 深鉢  日縁部 タテ隆帯剥落 縄文 (原 体不明)?→ 太 く深め沈線 ナ デ 胎土砂多く、表面剥落
450 3V83 Ⅱ層上位 深鉢  日縁部 円形押圧 太 く浅め沈線 細い沈線 珂外 や や 摩 雅

日唇平 ら 低いタテ隆帯 細め浅い沈線 ナ デ oヽ453と 同一個体 ?

452 3V83 Ⅱ層上位 深鉢 ?,国縁部 日縁内面途切れる細 く浅め沈線 高め貼付→LRイ ロイロ ナ デ

63 SV88  11層 上位 朱鉢 Y 口縁乱| 回唇半 ら 低 い タテ 1笙帝  茂め沈線 ナ デ No4「Jlと 同一個体 ?

454 iV83 ■層 上 恒 朱鉢 Y 口稼 剤 口唇平 ら 沈線 ナデ丁寧

455 3V83 Ⅱ層上位 深鉢 日縁部 表面剥落 深い沈線 摩耗

456 3V83 1層上位 深鉢 ? 回縁部 内面幅広低め逆T字隆市 高め貼付 雑鋸歯文 頸隆帝下から刺突 ナデ
｀

=V83 
Ⅱ層上位 深鉢  日縁部 LRヨ コ ?→太 く浅い沈線 ナデ

'卜

面スス付着 ?、 摩耗

3V83 1層上位 LRタ テ→半教竹管状工具による細 く深い沈線 ナデ ? 勺外摩耗

459 3V83 Ⅱ層上位 深鉢 ? 日縁部 半叡竹官扶上具 による利 く辰い泥線 ナデ

3V83 1層上位 深鉢  回縁都 口唇ナデ 太 く浅め沈線 ナ デ 71・面 スス付着

】V83 Ⅱ層上位 深鉢 回縁部 LRヨ コ→太 く浅め沈綜 ナ デ

462 3V83 1層上位 深鉢 (1/8司 未満) 細め深い沈線 ナ デ 71面スス付着 内外やや摩耗

3V83 Ⅱ層上位 深鉢  日縁部 低め隆帝→駅 ヨコほか→半数竹管状工具による押し引き、太く深め沈線 ナ デ

464 ,V83 Ⅱ層上位 内面肥厚、突起内面弧状隆帯 高い貼付 LRタ テ ただれ
'卜

面スス付着、赤 く摩耗

465

'V83 
Ⅱ層上位 深鉢 口縁部 太 く浅い沈線→ナデ ナ デ 勺外摩耗

ヨ唇半 ら 太 く浅 く雑 な沈線 ナ デ

467 :雨上刻 日夕」 ナ デ
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V 遺物

0          1 : 3        10cm

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部が同都/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

468 ,V83 Ⅱ層上位 深鉢 (1ん周以下 ヨ縁剥落 太く浅い沈線 深いヨコから刺突列 結東1種 (駅、RLlタ テ ナ デ 内外赤 く摩耗

469 深鉢 ヨ:太 く浅い沈線 摩耗/駅ナナメ→ナデ、太く浅い沈線、ヨコ刺突 ナデ凶凸 内外黒斑? 外スス 下、擬似日縁

470 3V83 Ⅱ層上位 深鉢 口縁部 口縁高 い隆行上半孜竹管棋工具 による綱 く深い沈線 LRタ テ 内外黒斑 ? 外面スス付着

]V83 Ⅱ層上位 深鉢 日縁部 深め沈線 、深め刻 目列 LRヨ コ ミガキ ?

472 朱鉢 (1れ周以 ト 司形貼付 半税竹管状工具によるヨコ刺突 LRタ テ 外血麿耗 、スス付着 '

473 深鉢 ?(1ん周 ) 訂いボタン、隆帝 結束 1種 (LR、 RL)ヨ コ→夫く浅い洸線、浅め押し引き、課い刑突 ナ デ 回唇半 ら 口縁 に縄文娠 る

IV8a Π層 ifar 艇鉢 (1ノ嫡 以下 悠東 1種 (LR、 砒 )タ テー半載竹管従 I具沈線→貼付→深い界」突

第73図 縄文土器 (40)
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∞
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁都/胴部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調 整など)
備   考

文

郵

本

記

475 GV83 Ⅱ層上位 球胴 胴下部 結東 1種 (よ R)?タ テ→半散竹魯状工具による非常に浅い沈線 ケズリに近い 勺面コゲ .下の割れ日、接合面剥雛
476 GV83・ I層上 沐(底 のみ一周, 結束1種 (鷲去 LRl結節ヨコ/底面 :網代痕→ナデ (外上スス、下赤塵耗) ナ デ 付上赤摩耗、下 コゲ (底 まで )

477a GV83 Ⅱ層上 剌 同(1/0司以下) 突起日唇刻目 低い櫓伏貼付 結束2種 化R RL)結節タテ→深め維沈線、刺突 ミガキ Ⅲ面赤く摩耗
477b 3V83・ Ⅱ層上 IX4日 (ν型司以 ト 口唇片側 jAk扶賓起 格状貼付 は横 貰通せず ミガキ?

478 3V83 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 太 く板め泥線→ LRタ テ→ ナデ ナデ

479 3V83・ Ⅱ層上 深鉢 ? 胴都 半萩竹管状正具による細 く深い、非常に浅い沈線 ナデ雑 天地逆? 上の割日、擬似日縁 外黒
480 駅 ヨコ、ナナメ→半戦竹管状工具による浅い沈線 ナデ 勺面 ヨゲ付着 ?

日顕部 :半散竹管状工具沈線→竹魯伏刺突 Lal面圧痕 太い沈線/Lタ テ ナ デ 再外 やや麿耗
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V 遺物

|

0         1 :3       10cm

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部/1同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

GV83 Ⅱ層上 深鉢 (1れ周未満) 突起下深め円形押圧、半哉竹管状工具下から刺突 Rタ テーLRタ テ ナデ凹凸

'卜

黒斑 ? 外面スス付着

3V83 Ⅱ層上 日唇二山突起 太 く深い沈線、 ヨコか ら刺突→高 いボ タ ン貼付 ナ デ

3V83 Ⅱ層上 瓜めボ タン賄付積刻 目 鋸億文は浅 く、水平沈線 は深 〈 ナ デ 外スス、内コゲ 上の割日、擬似日縁

3V83 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 太 く浅い沈線 ナデ丁寧 外面摩耗ひどい 内面黒班 ?

486 竹管状工具 による細 い沈線 ナ デ 釉ボく麿耗ひどい砂質 内面コゲ

肇耗 奇外麿耗 ひ どし

488 3V83 Ⅱ層上 深鉢  日縁部 高め弧状貼付 RL側面圧痕 (*下の割れ日、粘土接合面剥離 ) 摩 耗 内外摩耗ひどψ

489 3V83 Ⅱ層上 深鉢 胴部 LRナ ナメ?→半載竹管状工星による細く深め,オ線 人地左石不 明 内外 やや摩耗

490 3V83 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 日縁肥厚 LRヨ コ ? 摩耗 ひどい

3V83 Ⅱ層上 深鉢 (1/J司 以下 ) LRタ テ ?(顕部)→太 く深い沈線 ナ デ 有外赤 く摩耗ひどい

勺外摩耗492 突起 口唇押 l■ 高 い殖付 タテ 測 く茂い抗繰  表 向剥 落 ナ デ

493 3�電9 Ⅱ層上、誤uⅡ 層上位 深鉢 (υワ周以下) ボタン貼付→沈線、押 し引き→単軸絡 1(L)、 日縁 ヨコ、胴 タテ ナデ丁寧 /1・黒斑 外上スス、内下 コゲ ?

第75図 縄文土器 (42)
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496

No 出土地点・層位 器種 部位
外   面

(日縁部 //1同 部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

ド文

494 GW留  Ⅱ層上 (,7)、 Ⅱ層下 突鉄  口縁部 たく没い沈線 ナ デ ,卜面塁軒? 内外下産耗ただれ

495 GV協 コ層上、下、GW留 Ⅱ層上 深鉢 (1潟周以下) 結束 1種 (Rと、駅 )タ テ 半裁竹管状工具沈線→ボタン貼付 ナ デ 外胴上スス、下摩耗、内下 コゲ D8C

496 栗鉢 (ν 9司 以下) 4単位 単釉絡 l lL,すナメ (接合しない同一個体胴部片 9号4FID程
度 ) ナ デ ント黒斑 外下部スス付着

ナ デ

498 GV83 Ⅱ層下位 深鉢 胴部 半載竹管状工具 による浅め沈線 ナ デ 勺外示 く矮耗

GV83 ■層下位 深鉢 日縁部 非常に高い突起上深い沈線 日縁 :太 く深い沈線/顕 :半織府管状工具浅め沈線 朴面スス付着 ? 内面剥落

GV83 Ⅱ層 下位 く浅め沈線 竹管状工具による東J突コI ナ デ

GV83 ■層下位 深鉢 (1れ周未満) 太 く深め沈線、半裁竹管状工具 ヨコ刺突→高い貼付 LRタ テ ナ デ 再面コゲ? 下の割日、接合面剥離

GV83・ Ⅱ層下 深鉢 (底のみ司剖| 単軸絡 1(R)タ テ、ナナメ/底部 ～底面麿耗 ひ どい なで? 上スス、下歴耗、内下淡いコケ Y
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第76図 縄文土器 (43)
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0         1 :3       10cm

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部刑同部/底都/底面、縄文原体 など)

内 面

(調整など)
備   考

ヽ技

503 GV83 1層下 深鉢 (1/3周以下) 半我竹管状工具による沈線/底面 :ナ デ丁寧 ナ デ 本上 スス、下摩耗、内 コゲ 7 p31

504 GV83 Ⅱ層下 鉢 (1ん周以下) 日唇刻目4と 2/日縁 :半裁竹管状工具による雑な鋸歯文ノ/顕 :刻 目列 ナ デ 戻色がかっている

GV83 Ⅱ層下 深 鉢 ヨ唇押圧列 高いボタン 低い隆帝上深い押圧列 単軸絡 5(?)タ テ ただれ 峠上スス 外下、内上赤摩耗、内下コゲ

ЭV83 Ⅱ層 下 商歯状沈線文 (*No 507と 同一個体 ナ デ 卜面赤 くやや産耗

507 画歯状況線文 (*No 506と 同-4団体 ナ デ

GV83 ■層下 深鉢 胴部 LRヨ コ (疎 ら)→半裁竹管状工具による細い浅め沈線 ナ デ /1・面黒 い

ラR絹節 タテ→LRtt Ell■反 ナ デ 8土砂歩い? 外薗スス付着Υ

CV83 ■層下 深鉢 頸部 半税竹管状工具による雑な沈線 ナデ凹凸 L下吉Jれ日、擬似日縁

l 半萩竹管状工其 による茂 く雑 な沈線  高 い隆帝上亥U目 列 ナ デ

512 半税竹管状工具 による/FHい 沈線  低 い隆帝上刻 日夕」 句外灰色

GV83 Ⅱ層 下 果鉢  口縁部 波状日縁 日 :太 く深い沈線/頸 :半裁賄管状工具雑沈線 低い隆帯上押圧列 ナデ

GV83 Ⅱ層 下 深鉢 胴上部 隆帯上刺突列 LRタ テ→半裁竹管状工具による細い沈線

515 J「開 Ⅱ層下、GVM Ⅱ層下 架錬 上部単軸絡 5(R)タ テ、ナナメ、下都LRタ テ、 ナナ メ ナ デ

第77図 縄文土器 (44)
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0         1 i3       10cm
|

出土地点 層位 器種 部位
外   面

(回 縁都/B同 部/底部/底面、縄文原体など)
面
だ

内
縫

備   考
文

載

GV84 層 上 球胴 口縁部 内面隆帯 貼付 △掘 り去 り 細 く深め沈線 ナデ丁寧
'卜

面やや摩耗

GV84 層 、 Ⅱ層上 (8/9) 朱鉢 (〃〕司以下 FR罰

`:太
い界!突 Y/LR結節タテ/底薗 :網代反?→ナデ ナ デ 十胴 中央黒斑 ? 胴中央スス

層 朱鉢 (1刑司以「 局いボタンタhl寸 4剰豆→深い況線/高い鋸歯状蛸付 結果2種 (駅、RL)タ テ ナ デ 剰外一剖
'麿

耗

GV84 層 深鉢  口縁部 短沈線 刻 目 蓄耗 ひどし 句外麿耗 ひ どい

520 GV84 層 深鉢  目縁部 高い隆帯賄付→刻 目、細 く深い沈線 スヽス、内コケ妙し 内面一部ただれ

CV84 層 深鎌  口縁部 日縁鋸歯状貝ど付 に太 く浅 め録歯支  高い降帯 ナ デ
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第78図 縄文土器 (45)
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0         1:3       10cm

出土地点 層位 器種 部位
外   面

(国 縁部刈Π部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

本

一

522 Gヽ軽  I層 修お)、 Ⅱ層上 深鉢 (1れ周以下) 細 く深 い沈線 結東 2種 (LR、 とR)結 節 タテ ナ デ 71面歴耗

523 GV84 Ⅱ層上位 球胴深鉢冤物 文様■単位?(細部微妙に異なる) 結東1種 は 、RL)ヨ コ/底面 :ナ デ ナ デ 再黒斑 ? 外下赤麿耗、内下コゲ

GV84 Ⅱ層上位 深鉢 (1泡周以下 結東 2種 (LR、 とR)タ テ (疎 ら)一頸部沈線 (整形痕状 ) ナデ (線多 ) 勺外黒斑 ? 外スス付着

GV84 Ⅱ層上位 深鉢 (1れ周弱) 細かいLR、 日縁 ヨコ、胴 タテ→太 く深い沈線 71.ス ス ?、 内下部 コゲ ?

GV84 Ⅱ層上位 深鉢 頸部 頸部LRヨ コほか→半裁竹管状工具による沈線 刻 目 ナ デ 上、擬似日縁 外黒斑 天地逆 ?

527 GV84 Ⅱ層上位 栗鉢  口縁部 日縁内面厚 く高いItk5~鼈付 羊裁竹管状工具太 く深い沈線 隆帝上刻目 ナデ 勺面一稿歴耗

528 CV84 1層 上位 深鉢  胴部 L?タ テ→深め沈線 ナデ 上下割 れ日、擬似 口縁

第79図 縄支土器 (46)
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No 出土地点 層位 器種 部位

外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

本文

3V84 1層 上 球胴 (レ9司以上) 4単位 ?(弧伏貼付上短沈線) 結東 2種 (猷、RL)タ テ/底面摩耗 ナ デ 櫂 耗ひどい (特に下, 内コゲ
GV84 Ⅱ層上 ](1潟周以下) LRヨ コ ?(下の割れ日、粘土接合面から剥離 ) ナ デ 界赤 く摩耗 、内全面 コゲ付着

GV84 Ⅱ層上 小型 (1/3周 ) 手づ くね (凹 凸著 しい 底面中央窪み) ナ デ

532 GV84 Ⅱ層上 口 :太 く深い沈線/頸 :半裁竹管状工具によるit線 ナデ J寧
,V84 ■層 上 際鉢 (1/5周 ) 太い沈線 太 く低め隆帝 単軸絡 1(Rl、 隆帯上ナナメ、胴タテ rl土 スス多、下、周上赤摩耗、千コゲ

534 GV84 Ⅱ層上 深鉢 胴部 低め隆市上刺突 結束 1種 (LR、 RL)結節 ヨヨ ナ デ 雑 摩耗、下スス ?、 内一部ただれ

535 GV84 Ⅱ層上 イ男こ9卜 (1/9司巧け, 日～鎖 :羊蔵竹管状押,に 沈線 顕～胴 :単瓢絡 1?(R)タ テ→沈線一言ボタン ナ デ 外赤、スス、内赤表面剥落

536 GV84 1層 上 深鉢 日縁部 爵め隆常上太 く蔑め泥線 ナ デ

GV84 1層 上 深鉢 日縁部 日緑内面隆帯剥落 ? 浮線文 太 く浅い沈線 ナデ (級 ) 71・面スス付着 ?

GV84 Ⅱ層上 太め隆帝上深 い剰突  深 め沈線

GV84 Ⅱ層上 深鉢 日縁都 半萩竹管状工具 に よる水半沈線→鋸歯文 ナデ光沢 外面摩耗 下割日、接合面剥離
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)
面
擢

内
縫

備  考
本文

540 3V84 ■層上 駅 ヨコ (疎ら)→半載竹管状工具による細い浅め沈線司氏いボタン只j41 ナ デ 内外摩耗 上下、擬似口縁

CV84 Ⅱ層上 浅鉢 日縁部 口唇平 ら 日縁最上部高 く太め隆帯 ナデ ナ デ 71‐ 一部摩耗、内面黒ψ

GV84 Ⅱ層上 太 く深め沈線 ナ デ 外やや摩耗 、内面 コゲ付着

GV84 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 太 く深め沈線 ナ デ 外面やや麿耗

GV84 Ⅱ層上 ヨ縁最上部隆帝上押圧列 LRヨ コ ナ デ

545 GV34 Ⅱ層上 深鉢  口縁ヨ
'

ヨ縁最上部折 り曲げ隆言賄付→深い刻目 浅め泥緑 ナ デ 下の割れ日、粘土接合面剥離

GV84 Ⅱ層上 鉢 ? 顕都 ? 短沈線、沈線 ナ デ 上の割れ日、擬似 日縁

蜃め タテ貼付 半数竹管状工具 による茂い泥線  B IIILタ テ イ ナ デ

548 劇 同 胴上部 LRヨ コ→細め深い沈線 ナ デ 界面下部 スス付 着

549 CV84 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 タテ隆帝上深い半裁竹管下刺突 顕 :半激士管雑沈線 単軸絡1(?)タ テ? ナデ ? 内外摩耗ひどい、外スス ?

550 3V84 Ⅱ層上 (く 深▼琥 線、 ヨコから界Jtt LRタ ア ナ デ 551と 1可 -1回体 Y

GV84 Ⅱ層上 太く深い沈線、 ヨコから刺突 LR(Lに 見える)タ テ ナ デ 550と 同一個体 ?

552 GV84 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 内面丸く高い隆帯剥落 高い弧状貼付 半執竹管状工具の深い沈線 ナ デ 下の割れ日、粘土接合面剥離

553 〕V84 Ⅱ層上 休纂  口稼罰
'

とRヨ コ→太 く深 い沈線 ナ デ ントスス 内面摩耗剥落

554 〕V84 Ⅱ盾上 深鉢 口縁部 最上部LR、 その下RL側面F■長 高いボタン賄4寸 ナデ光沢

555 ,V84 Ⅱ層上 朱鉢 (1ん周弱) 貼付 による波状日縁 LRヨ コ ナデ ? 内外赤摩耗 下の割日、擬似日縁

556 〕V84 Ⅱ層上 日縁 1/5周 ) 深い沈線、下から刺突 刻 目帯、最下段隆帯状 とRタ テ ナ デ 外赤摩耗、内 コゲ、一罰坊弾寮

第81図 縄文土器 (43)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

ヤ
ス
謝

GV84 Ⅱ層上 深鉢 ?(1れ周写げ 帝上浅め押圧列 LRタ テ、ナナメ (*輪積痕 ) ナ デ 内外摩耗 上割日、擬似口縁 ?

GV84 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 回縁隆帯剥落 太 く浅め沈線、押 し引 き L結節 ?タ テ ナ デ 外面朱色
GV84 Ⅱ層上 鉢 ? 頸 部 LRタ テー半敬竹管状工具による鋸歯文 ケズ リに近 ▼

GV84 Ⅱ層上 深鉢 顎部 LRヨ コー太 く深め沈線 ナデ光沢
561 iV84 Ⅱ層上 浜鉢 ? 頸郡 口唇刻 目列 竹管状工具による刺突 浅め沈線 高いボタン ただれ
562 3V84 Ⅱ層上 深鉢 顕部 半裁竹管状工具による浅い沈線 ナデ ? 上、擬似日縁、内面ただれ気味
563 口縁剥落 半裁竹管状工具による刺突 ナ デ 下の割れ日、粘土接合面剥離
564 3V84 1層 上 宋鉢  口縁部 (く 深め沈線 ナ デ 再面躍耗

565 3V84 Ⅱ層上 深鉢  口縁部 低い幅広隆帯→RLヨ コ→半裁竹管状工具による押 し引 き沈線 ナデ丁寧
566 3V84 Ⅱ層上 深鉢 胴部 半萩竹 管状工具 による浅い沈線 ナ デ 下の割れ日、擬似日縁 内外摩耗

567 ,V84 Ⅱ層上 保鉢 日縁部 太め深 い況線 邪向スス付看 ツ

568 GV84 1層 上 深鉢 ‐口縁部 最上部隆帯剥落 半載竹管状工具による押 し引き 高め隆帯上刻目 下の割口擬似日縁 外スス付着 ?

569 ナナメシタか ら刺突 隆帯上深い刺突 LRタ テ ナ デ

深鉢  日縁部 回唇ナデ 幅広高め隆帯 深い沈線、刻 日 ナ デ

CV84 Ⅱ層上 浅鉢 ? 日縁部 弧 を描 く隆帝剥落 浅い沈線 (*未貫通補修孔 ) ナ デ

572
'V84 

Ⅱ層上 深鎌 胴上部 島い陸,に珠め刻日 太 く浅い沈緑 結束 1種 屹鳳 RL)結節タテ ナ デ
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

GⅥX Ⅱ層上位 l10/■ )、 Ⅱ層下 深鉢 0同 罹 閣周 , 口唇半 ら 緒 剰 霜E(LR、 RL)ヨ コ チ デ ll■H 外スス胴突出部、内コゲー部

GV醜  Ⅱ層上 (8/9)、 Ⅱ層下 朱鉢 (1/21司 以下 | 口縁最上罰
`泥

線、その下LRARlttl■ 反→結真 2種 llvR、 1/Rlタ テ ナガ 」学 rI・黒斑  内面コゲ ?

Gヽ電4 Ⅱ層上、 Ⅱ層下 (97) 深鉢 (1/2周以上) 4単位 半裁竹管状工具刺突→沈線→日縁貝M寸 結東1種 (LR、 LRl?タ テ ナ デ 付外黒斑? 州嗣突出スス・器壁厚

隙1同浸鉄 (1浴日) 里位 口唇平 半幾竹管状工具抑Bに 刺突、沈繰 弧状貼付下沈線 LRヨ コ ナ デ 1落ひどい 外スス 内コゲ

第88図 縄文土器 (50)
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577

型 韓鰯咤4

579

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

本

記

577
'V84 

Ⅱ層下位 宋鉢 (1れ周以下 太く深い沈線によるタテの短沈線 1と ヨコの沈線2(胴は全面摩耗剥落)摩耗 Ⅲ面土師器甕に似るほど摩耗
578a ,V84 Ⅱ層下位 深鉢 (1カ周以下 t沢結節タテ  (他にνO司程度の接合 しない胴破片→黒斑 ?あ り) ナ デ (上スス ?、 下摩耗、内下コゲ

578b
'V84 

■層下位 深鉢 (1れ周以下) ナ デ 句外摩耗

579 3V84 Ⅱ層下位 鉢 (/3周 以上 ) 4単位 LRヨ コ→半萩竹管状工具/底面 :ナデ (縁摩耗 ) ナ デ 柳 上スス、下赫 、内下ヨゲ(底 ar)

,V84 Ⅱ層下位 異形  日縁部

'

盈上部内面に粘土まくれ(日縁でない?) 半n4t割大正具による雑な渦巻文 ナ デ

581 〕V84 Ⅱ層下位 :帝上太 く深い刻目 顕 :半我竹管状工具による浅い沈線 ナ デ

582

'V84 
Ⅱ層下位 深鉢  口縁部 口唇刻 ロ ナデ整形痕 ナ デ 外面黒斑 ?

〕V84 Ⅱ層下位 保鉢  口縁部 く浅め沈線 半萩竹管状工具による刺突列 ナ デ 界面やや麿耗  内面剥落

〕V84 Ⅱ層下位 深鉢 頸部  1隆帯 浅め沈線半救竹管状工具による刺突、沈線 ナ デ 上の害」れ日、擬似日縁

585 V84・ Ⅱ層下位 深鉢 国縁部 口縁隆帯ユ」落 ナ デ 外面黒し
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(回 縁部刑月部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整 など)
備   考

文

載

GV84 1層 下 劇 同?(日 1/鯛欠 8波状 ? 多軸絡Lタ テ/底面 :ナデ  (*内面コゲ底には無 し) ナデ ホ、上スス、下赤摩耗、内下コゲ

GV84 ■層下 深鉢 (1れ周 ) 4単位 ? 日頸 :太 く深い沈線雑/胴 :半萩竹管状工具沈線→賄付 ナデ 外黒斑 ?

栗鉢 (1洛周以下 4阜イ立Y LRタ テ→沈線 ナ デ 1黒斑? 外下摩耗ひどい 内朱色

589 GV84 ■層下 鉢 (日以外略一周| 萄報手づ くね rdl出 /康面 :ナ デ 階なで ? 花エスス ?、 下赤歴耗 内下コゲ

第85図 縄文土器 (52)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁都刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

文

載

3V84 Ⅱ層下 深鉢 Qん周以下) LRタ テー半裁竹管状工具による沈線 ナ デ 朴面スス付着

3V84 Ⅱ層下 深鉢 (1ん周 ) 単軸絡 5(R)タ テ、ナナメ (*接合しない同一個体胴下部破片レ創司分 ナ デ 本、内上赤摩耗、内下コゲ

592 3V84 Ⅱ層下 栗鋏 大波状日縁 日縁強い折 り返 し 低め隆帝強い刻目 L結節 ?タ テ ナデ (線 ) 71下スス、内下 ヨゲ

593 3V84 1層 下 瑚 同(1ん周以下 ) 口縁 隆帝貼付  半萩竹管状工具 に よる浅い沈線  ボ タン貼付 ナ デ 卜、内上スス、下コゲ 下擬似日縁

3V84 Ⅱ層下 LRタ テ→半萩竹管状工具 による浅 い沈線 ナ デ 71上 スス、下赤、内コゲ

595 3V84 Ⅱ層下 しRナ ナメ→低 いボ タン賄付→半我竹管状工其 による深 い沈線 ナデ ホ黒斑? 内面コゲ?

3V84 Ⅱ層下 深鉢 Qん周以下) 波頂部久損 半裁竹管状工具による浅い刺突、沈線 ナ デ 外黒斑 ? 外スス付着
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

597 CV84 ■層下 深鉢  胴部 LRナ ナメ→半裁竹警状工具による浅い沈線→低いボタン貼付 ナ デ 上下/r右不明 内コゲ ?

598 GV84 Ⅱ層下 深鉢  口縁部 口縁貼付  太 く深 い沈線  半裁竹管状工具 による刺突 ナ デ

'ト

スス、内コゲ ?

599 GV84 Ⅱ層下 鉢 口縁部 単軸絡 1(R)ナ ナメ 肇耗

600 GV84 1層 下 深鉢 (1ん周以下 ;
ヨ縁押圧列 頸 :半税竹管状工具による整形痕状 ケスリに近ψ外面摩耗ひどい・内面一部剥落

GV84 Ⅱ層下 傑鉢 胴上部 LRナ ナメ→半萩竹管状 工具 による沈線→ ボタン貼付 ナ デ 下の割れ日、粘土接合面剥離

602 CV84 Ⅱ層下 l■A言上深 い扉む突 半載竹管状工具 による沈線 ナ デ 上の割 れ日、擬似 日縁

603 GV84 Ⅱ層下 深鉢 (1泡周 ) 高めボタン貼付→半萩竹管状工具による方1突 LRタ テ ナ デ 71・ スス ? No 620と 接合

604 GV84 Ⅱ層下 く浅め沈級 ナ デ 勺外表面剥落

605 GV84 Ⅱ層下 深鉢 日縁部 日縁内面粘土まくれ痕 日唇隆帯上刺突列 半載竹管状工臭による浅い沈薪 ナデ指押 l■

GV84 Ⅱ層下 深鉢 回縁都 太 く深い沈線 半嶽竹管状工具による深い刺突、浅い鋸歯文 チ デ

GV84 Ⅱ眉 下 鉢 ? 胴部 半裁竹管状工具による浅い沈線 ナデ

'卜

面 スス、表面景J落

GV84 Ⅱ層下 深鉢 頭部 ? 太 く浅い沈線  (*隆 帯剥落 ?) ナ デ 上の割れ日、擬似口縁 内コゲ

GV84 ■層 下 浜鉢  日縁部 半載竹管状工具による太 く浅い沈線 ナデ

610 3V84 ■層 下 こヨコ、タテ→細 く高い隆帯→半鼓竹管状工具による深い刺突、沈線 ナ デ 勺面一部剥落

GV84 Ⅱ層 下 日唇平 ら LRヨ コ→太 く浅め沈線、半載竹管状工具 に よる刺突 ナデ丁寧 71面スス付着

GV84 1層下 深鉢 胴上部 LRナ ナメ→半萩竹管状工具 による浅い沈線→低いボタン貼付 ナ デ Ⅲスス、内コゲ付着 ?

GV84 Ⅱ層 下 深鉢 口縁部 喬状把手、その上回唇深い刻 目 太 く浅い沈線 ナデ雑

GV84 Ⅱ層下 LRナ ナメ ?→半載竹管状工具による細 く深め沈線 肇耗 句外麿耗

GV84 Ⅱ層下 深鉢 頸部 ? 半萩竹管状工具による浅い押 し引 き 浅い沈線 ナデ? との割日、擬似日縁 内外摩耗ひどい

第87図 縄文土器 (54)
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No 出土地点 層位 器種 都位
外   面

(日 縁部/月同部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調整など)

備  考
ヽ女

3V84 Ⅱ層下 深鉢  口縁部 日唇鋸歯状 隆帯貼付 細 く深め沈線 ナ デ 内外黒ψ

3V84 1層 下 決欲 ? 日縁を「 大波状 日縁  日縁高い隆帯貼付  LR結節 タテ→ ナデ ナ デ

たく嵩いIIk帯 [相序 多軸絡タテ 肇耗 外面スス付着 ?、 摩耗

,V84 1層 下 深鉢 ? 日縁部 日唇平 日:深い沈線、半散竹管状工具刺突、押引 頸 :同工具浅い沈覇 ナデ 勺外摩耗ひどく表面剥落

620 3V84 Ⅱ層下 *登録後、No 603に 接合

WV I層下 GV85 Ⅱ層 GW絲 Ⅱ唇よ 決鉢 (1れ周以下 ) 日顕 :高い貼付→太 く浜い沈線/胴 :結東 1種 (駅、駅 )タ テ ナ デ 外黒斑 ? 下割れ口接合面剥離

3VM Ⅱ層下位 (骸6)、 Ⅱ擢 日縁 (1ノ90 4単位把手 (横貫通せず) ツーメン状貼付文格子状 ナ デ 白色、コゲ茶灰

第88図 縄文土器 (55)
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口縁部刑同部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調 整など)

備  考

文

載

ヽ

記

623 〕V解 Ⅱ層下 (19ノ劉 )、 Ⅱ層 胴部モザイク欠 決頭漉伏(頭平ら)2単位 ? オオバコ回転文/底面 :網代痕 ?→ナデ ナ デ 外上スス、下摩耗、内ヨゲ縦位

624

'V84 
Ⅱ層 深鉢 (″9固以下 ) 突起 4単位 結東 1種 (LR、 RL)ヨ コ (二次焼成による?底付近歪み) ナ デ 外上スス、下摩耗、内下コゲ (底 も)

625 ]V84 Ⅱ)詈 深無  口縁部 ヨ縁高い隆帝上太 く深い沈線 劉 管状工具による浅い鋸函文 憂耗 対面摩耗 ひ ど▼

626 3V84 Ⅱ層 決鎌  国縁部 葛い鋸歯状隆帯一口縁趾 側面圧根、胴部結東 1種 (LR、 RL)ヨ コ ナ デ 朴スス?、 内下コゲ? 下、擬似日縁

627 GV84 ■層 深鉢     1太 く浅め沈線 結束 2種 (駅、釈 )タ テ (*下の割れ日、接合面剥離) ナデ 外黒斑 ?、 スス付着

628 3V84 Ⅱ層 深鉢 口縁部 内面高い断面三角隆帯 維沈線 LR結節 タテ ? ナ デ

629 GV84 Ⅱ層 深鉢 口縁部 1厚 ぼつたい突起 太い沈線 ナデ?平滑 琳面 スス付着

第89図 縄文土器 (56)
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No 出土地点 層位 器種  都位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

技ヽ
己事

630 3V85 層 深鉢 (1泡周 ) 日縁 :太 く深い沈線/頸 :整形鹿様沈線/胴 :結束ユ種 (RL、 LRl結節ヨコ ナ デ /1上赤、下スス ?、 内下コゲ 981
631 3V85 層 Fal同 ? 日筋モБツーメン状浮線文 ミガキ? 勺外黒い

632 ,V85 層 栗鉢 (1刀酎以下 半n4t管状三具による刺突 駅 タテ、すナメ (*同一個州隔部片少しあり ナデ 句外黒いが、外一部赤 い

633 〕V85 層 浅鉢 (1ん周以下) 再面突起外隆帝 夫波状日縁台形突起 高いボタン状貼付 LRイ ロイロ ナ デ ホ、内上スス
634 ‖GV85 層、 Ⅱ層 (2ν 21) 深鉢 (1洛周以上) LRヨ コ、ナナメ/底面 :ナ デ ?(剥落、摩耗 ) ナ デ Ⅲ黒斑? 外中下スス、内コゲ
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No 出土地点 層位 器種・部位
外   面

(日縁部/胴部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

文

載

本

電

635 3V85,I層 、 こ層 (5/6) 日以外略一周 : RLヨ ヨ→ソーメン状浮繰文 /氏面 :ナ デ伊聯つ  (表面剥落ひどい) ナ デ Ⅲ上スス、剥落、下摩耗、内コゲ
636 3V85,こ 層 深鉢 (1/30以下 日頸 :太 く深めの沈線/胴 :LRタ テ、ナナメ? (下 部は底近い) ナ デ 4上スス、下赤い、内下コゲ?

第91図 縄文土器 (58)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 緑部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

ヽ

記

637 3V85 B 債住/3/ 日 i太 く深い沈線/顕 :半m7J管状岬し引き/胴 :跡弾櫛 タテ/底面 :ナ デ ナ デ 外上赤、中スス クト底面縁摩耗

3V85 B I(1/絣 4単位 橋状把 LRヨ コ ?→綱め沈線 ナ デ 外上スス、下 i麿耗 、内 コゲ

第92図 縄文土器 (59)
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No 出土地点 層位 器種 都位
外   面

(日縁部/胴部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

640 3V85 Ⅱ層 朱鉢 (1れ周未満) タテ隆帝 円形刺突 大 く浅め沈線 Rタ テ、ナナメ ナデ下部凹避 内外黒斑 ? 外下スス付着

3W83 ■層上位 朱鉢 (1れ周未満) LRヨ ヨ→太 く浅い沈線 チ デ 下の割れ日、接合面剥離

642 宋鉢 Q潟周以下 〔沢緒節、日縁部側向圧痕、llll部 ヨコ(逆位も,(*同 一個体片同部位1/81』 ) ナ デ /1・黒斑  外赤やや麿耗

643 3W83 Ⅱ層上 貞部 (略一周) 底部～底面磨耗ひどし ナ デ 勺面一部摩耗 ,内 コゲ (底無 )

644 GW83 Ⅱ層上 鉢 (1ん周以下) 太 く浅め沈線 LRタ テ→頭部整形痕状沈線 Ⅲ上スス、下赤摩耗、内上スス、下コケ
645 GW83 Ⅱ層上 しRナ ナメ、半裁竹管状工具浅い沈線→同工具 ヨコ深い刺突 ナ デ

646 CW83 Ⅱ層上 深鉢 口縁都 回縁 内面低 く肥厚  低 い蛇行 隆符  LRタ テ ? 摩耗 ひ どい 句外摩耗 ひ どい

GW83 Ⅱ層上 鉢 ? 日縁部 半裁竹管状工具による沈線、押 し引 き ナデ丁写

第93図 縄文土器 (60)
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底都/底面、縄文原答など)

内 面

(調 整など)
備  考

648 GW83 1層 上 深鉢  口縁部 非常 に高い弧状 隆帯  太 く深め沈線  LRタ テ ナ デ 句上 スス、 中赤摩耗

GW83 Ⅱ層上 深鉢 ? 胴部 粂痕】犬整形痕 ナ デ /1・スス、内コゲ付着

650 GW83 Ⅱ層上 深鉢 国縁部 双頭波状 口唇平 ら 非常に高い貼付 LRタ テ ? ナ デ ■面摩耗

CW83 Ⅱ層上 雪め タテ貝占付  刻 目 ナ デ 1面やや摩耗

652 CW83 Ⅱ層上 1集鉢 ? 日縁音| LRヨ コ→ ILA帝貼付 ナ デ

3W83 Ⅱ層上 埜好

CW83 Ⅱ層下 日以外略一周 口 :LR側 面圧痕/胴 :単軸絡 lA(L?)タ テ/底面 :摩耗 ナ デ Ⅲ下摩耗、内コゲ??(灰色)

655 CW83 Ⅱ層下 鉢 (1海周以下 ) ナデの上、極めて疎 らにRと結節 ヨコ ナ デ ′曝 斑 ? 外上スス、内下コゲ多

GW83 Ⅱ層下 深鉢 太く深い沈線→結東1種 (LR、 7)タ テ ナ デ

GW83 Ⅱ層下 深鉢 lkl夫目縁 日縁太く浅い沈線 LRタテ→顕部半裁竹管状工具による沈線 ナ デ 外面黒斑 ?
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

ヽ文

GW83 Ⅱ層下 深鉢 (1泡周未満|大波状口縁 波頂部押圧 太 く浅め沈線 ナ デ

GW83 Ⅱ層下 深鉢 胴都 目縁部不明 頸部低め隆帯△切れ目 半載竹管状工具の浅沈線 駅 タテ ナ デ Ⅲ面やや摩耗 内面一部剥落
GW83 Ⅱ層下 深鉢 (1//4司未 l~n 径言 日縁 に深 い押圧 、深 め沈線  LRイ ロイロ ナ デ 窯斑  下の割 国、擬似 口綴

GW83 Ⅱ層 下 深鉢 日縁部 低い渦貼付 太い沈線 高い ヨヨ隆帯に△切 り込み ナ デ

GW83 Ⅱ層下 深鉢 日縁半我竹管状工具による浅い整形痕状沈線 Lタ テ ただれ Ⅲ上スス、下赤摩耗

GW83 Ⅱ層下 深鉢 頸部 RLタ テ→低め蛇行隆帯貼付 ナ デ

GW83 Ⅱ層下 日縁 内外交互押圧 に よ り口唇蛇行  網 目状沈線 ナ デ Ⅲ赤い、内コゲ付着
665 ヨ唇半 ら 口縁刃じ厚  姑付剥落 低 め隆帝 LRタ テ ナデ

GW83 Ⅱ層 下 決鉢  回緑部 く浜い1先線、半栽竹管状工具による決め刻1裟 ナ デ

CW83 Ⅱ層下 i条鉢 ? 回脚 日綴小炭状? 日翻氏い隆帯 駅 タテ?→半裁竹割 犬工具による浅い沈務 ナ デ 句面コゲ付着 ?

GW83 Ⅱ層下 深鉢 日縁部 回縁隆帝上深い押圧、沈線 LRタ テ ナ デ Ⅲ面黒斑 ?

GW83 Ⅱ層下 ]縁隆帝上太 く深 い沈線  LRナ ナ メ 耗 耗

670 GW83 Ⅱ層下 深鉢 口縁部 太い隆帯 ナ デ /1・ 面やや摩耗

671 ,W83 Ⅱ層下 RLタ テ7→ボタン貝占付 蟹耗 ひどい

672 CW83 Ⅱ層下 深鉢 胴部 RLタ テ、ナナメ ?→半裁竹管状工兵による浅い沈線 事耗ひどい 外スス 上下の害J回、擬似口縁

第95図 縄文土器 (62)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部/胴部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

文

郵

本

記

673 〕W83 Ⅱ層 下 小型 底部 1/5周未満 ナデ ナ デ

3W83 深鉢 日縁内面則軍 突起内外押圧 低い隆帯 結東 1種は 、RL)イ ロイロ ナデ丁寧 91・上スス、内下コゲ付着

675
'WM I層

(1う )、 CW85 1 瞭胴 (1/5周 ) 爪形文 LRタ テ 彗耗剥落 厚ぽったい 内外 矮耗

676 〕W84 Ⅱ層上位 際

`

日縁 、顕部低 め隆帝  深い短沈線、刻 目 LR結 節 タテ ただれ 外面下部摩耗 同一個体片あり

677 3W84 Ⅱ層上位 深体  日縁部 日縁高 め隆行  竹管状工其 による浅い刺突、鋸歯文 ナデ

,W84 二層上位 深鉢 頸部 LRイ ロイロ→半教竹管状工具による浅い沈線→弧状貼付 ナ デ 内面下部コゲ付着

GW84 1層 上位 深鉢  胴部 獅歯状 工具 による沈線 ナデ 外上スス、下赤摩耗 ?、 内下コゲ

GW84 Ⅱ層上位 折 り返 し口縁  穂歯状工具 による沈線 ナ デ

GW84 Ⅱ層上位 深鉢? 胴上部 ? 顕部低め隆帯 単軸絡 1?(L)ヨ コ→刺突 ナ デ 外面摩耗

GW84 1層 上位 深鉢 口縁部 半萩竹管状工具 による浅い沈線 ナ デ 外面スス付着

3W84 1層 上 日以外略一周 日 :太 く深い沈線/嚇 節タテ→半裁竹管状工具による顕部整形痕状沈線 ナ デ クト上スス、内上スス ?、 下コゲ
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部 //F同 部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

文

朝

本

記

684 GW84 Ⅱ層上 果鉢 (1ん周以下 単位? 沈線、日深く、胴浅い 竹管状刺突 LRタ テ→半裁竹害快鋸歯文 ただれ 外下、内面摩耗

685 GW84 Ⅱ層上 真のみ3れ周 単位 ? LRヨ コ→半哉竹管状工具沈線→高いボタン貼付/底面ナデ デ 外上スス、下赤、内下コゲ (底無)

686 GW84 Ⅱ層上 朱鉢 (1/4周 , 4単位 ? LRタ テ、ナナメ→半萩怖管状沈線→ボタン擬lfI 釧 夫隆言 ナデイ(た だれ ントスス 下割れ日接合向剥離

687a GW84 Ⅱ層上 鉢 (l�周以上 ) 踊陸帯‐ 回縁単軸絡 5化 ?)タ テ ?/胴 :結東 2種 (RK LRlヨ コ ナ デ 外上スス、下摩耗、内上ただれ、下コゲ

687b CW84 Ⅱ層上 底 (1ん周以下 ) 同 :結東 2種 (Rを 、LR)ヨ コ ?/底部～底面 :ナ デ ナ デ 内コゲ(底面中央コゲ無く、ただれ

688 GW84 1層 上 集鉢 (1/3周以下〕 4単位 ?(3波 状)・ 半哉竹管状工具による沈線、押 し引 き 事耗 タト黒斑 ? 外面も麿耗ひどい

GW84 Ⅱ層上 底部 (略完形 ) ナ デ ナ デ 球胴鉢

第97図 縄文土器 (64)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整 など)
備  考

本政

GW84 ■層上 深 鉢 口縁文様ナデで消えてる LRナ ナメ→太 く深い水平沈線 ナデ雑 外面黒斑 ?

GW84 Ⅱ層上 深鉢 (1ん周来れ 太く浅め沈線粘土 まくれ痕 結東 1種 (LR、 LR) ナ デ 軍ぼったい 内面日だけ肌色、他こげ凍

GW84 Ⅱ層上 深鉢 局い隆情上株い刻日 太く深め沈線 鎮部隆再剥落 単軸絡 lA(L)タ テ ナ デ 疑似 口縁 ? 内下歴耗

GW84 Ⅱ層上 深鉢 (1/り司以下) 日縁肥厚 結東 1種 (駅 RL)、 口縁側面圧痕、胴部ヨコ回転 撃耗

694 GW84 Ⅱ層上 深 鉢 結東 ユ種 (LR、 RL)ヨ コ→沈線→低めボタン貼付 ナデ 司一個体片 (胴下部 も,多
695 3W84 Ⅱ層上 浜鉢 ,管状工具による押 し引 き 隆帯上押圧 LRヨ コ ナ デ 側下部摩耗 下の割口凝似日務

696 3W84 Ⅱ層上 球胴 (1れ周未満 結東 1種 (LR、 RL)ヨ コ ナ デ 夏ばったψ

697 3W84 ■層上 幅広高め隆帯・太 く深い沈線、半萩竹管状工具による深い刺突 ミガキ 7

698 3W84 1層上 LRヨ コ→ ソーメン状浮線文 ナ デ Ⅲ面スス付着
699 CW84 Ⅱ層上 深鉢 頸部 太 く深い沈線 ナ デ 上の割れ日、擬似口縁

700 3W84 Ⅱ層上 薬赳横方向貫通 沈線 刻 目 ナ デ 勺外摩耗
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

文

載

GW84 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 日縁最上部鋸歯状隆帯 ナデ? 内外摩耗

702 GヽV84 Ⅱ層上 」ヽ型 (略一周) 丸底  ナデ ナ デ 上の割れ日、擬似日縁

703 GW84 Ⅱ層上 深鉢 口唇平 ら 太 く高い控帯上押圧 単軸絡 lAタ テ ナ デ

704 GヽV84 Ⅱ層上 え起頂部押圧 太く深い沈線 半載竹魯快正具による大く深い押写k浅い鋸歯文 ナ デ 外面黒斑 ?

705 GW84 Ⅱ層上 たく浅め沈線 蟹耗 内外摩耗ひどψ

706 ヽく浅い沈線 半蔵竹管状工具による押し引き ナ デ 内外矢色

GW84・ Ⅱ層上 深鉢 回縁部 太く高い断面山形隆帯 結束1種 (LR、 LR)、 日縁側面圧痕、胴部タテ回転 ナデ輪積痕

GW84 Ⅱ層上 RL結節 タテ→細 く深 い沈線 ナデ丁寧 外面スス付着 ?

709 GW84 Ⅱ層上 朱鉢 口縁部 高い隆帯口縁に太 く深い沈線/顕 :半裁竹管状工具による深め沈弱 ミガキ7

GW34 Ⅱ層上 果鉢 口縁部 口縁内面肥厚  口唇刻目 幅広隆帯 茎耗 内外摩耗ひど▼

711 GW84 Ⅱ層上 条鉢 日縁部 高い隆帯日縁に大 く浅い沈線/顕 :半哉竹省状工具による浅い沈線 ナ デ 勺外黒斑 ?

朱鉢 口縁部 内面肥厚 大波状口縁 口唇山形突起 悔去隆帯 太 く浅め沈線 ナデ丁寧

GW84 Ⅱ層上 朱鉢 ? 口縁部 再面肥厚 折 り返 し回縁  日縁下 ヨコ突起→LRヨ コ ナ デ

3W84 Ⅱ層上 (め浅い沈線・縄文 ?(摩耗ひどく不明、LR結節タテ ?) ただれ 内外赤摩耗 ひど�

3W84 Ⅱ層上 太 く深 め沈線 ?(摩 耗 ひ どし 外産耗 ひ どし

第99図 縄文土器 (66)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)

備  考

文

覇

GW84 ■層上 深鉢  胴上部 死線  低 い隆帯 に押圧列 結東 2種 (LR、 RL)タ テ ナ デ ホ面スス付着 外下部摩耗

GW84 Ⅱ層上 深鉢 ? 胴都 ヨコ方向深め沈線 ナナメ方向細 く浅い沈線 摩耗 下の割日、擬似日縁 内外摩耗ひどい

718 CW84 Ⅱ層上 深鉢  日縁部 太 く高 い隆帝 ナ デ

GW84 1層 上 ヨ縁部剥離  太い沈線 示明

720 GW84 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 半載竹管状工具 による沈線 墜 耗

721 SWR4 ■層 r 深鉢 顕部 半載竹管状工具による細 く深い沈線 ナ デ

722 GW84 Ⅱ層上 深鉢 ? 日縁部 高い断面山形円形突起 太 く浅い沈線 整耗 勺外摩耗

723 GW84 ■層上 深鉢 ? 胴部 単軸絡 1(R)ヨ コ、ナナメ ?→深 め沈線 ナ デ 下の割れ日、接合面景」離

724 GW84 1層 上 深鉢 頸部 ? 結束 1種 (Rし、LR)ヨ コ→鋸歯文→低いボタン貼付 ナ デ 下の割日、擬似日縁 内外やや摩寮

725 GW84 Ⅱ層上 深鉢  口縁 部 突起  ナデ ナ デ 外スス、内上赤摩耗、下コゲ

726 GW84 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 内面肥厚 顕部隆帯剥落 深め沈線 LRヨ コ ? ナ デ タト面スス付着

727 GW84 1層 上 深鉢  口縁部 熊く高め隆帝剥落 沈線→弧状貝占付 ナ デ

728 GW84 Ⅱ層土 深鉢 ? 口縁部 内面肥厚 口唇高い蛇行隆帯 高い隆帯剥落 蟹耗ひどラ 厚 く重い 内外摩耗ひどい

729 GW84 Ⅱ層上 球胴 口縁部 口唇沈線? 日唇跨ぐよう貼付 墜耗 内外摩耗

3W84 Ⅱ層上 浜鉢  口緑部 曳め沈線 ナデ? 71・ スス付着

深鉢 口縁部 深い押圧列 沈線 摩耗 内外摩耗ひどい 内面下コゲ付着

732 GW84 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 単軸絡 5(L)タ テ ナ デ 内面摩耗、剥落

733 GW84 厭層上 深鉢  口縁都 (波状 口縁  内面突起下深い刺突  日唇刻 目 細 め隆帯剥 落 ナ デ
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

文

載

本

記

aW84 Ⅱ層下位 朱鉢 (1海周以下) 4単位? 日縁肥厚、竹省状刺突 半裁竹管状工具沈線、押し引き→貼付 ナ デ

'ト

スス?、 内胴上ただれ、下コゲ p8]

736a 3W84 Ⅱ層下位 瑚 同(1洛周以下) 4単位 ? LRヨ コ→半裁竹管状工具による沈線、刺突→貼付 ナ デ 外スス、表面剥落

736b 3W84 Ⅱ層下位 剥同(1/4剖 以下 回 :太 く深い沈線 半裁竹管状工具刺突列/顕 :半微竹管による浅い沈線 ナ デ 下の割れ日、粘土接合面から剥離

3W84 Ⅱ層下 」ヽ型 (完形) 4波状回縁 RLタ テ/底面 :ナ デ ナデ 勺外 やや摩稚

738 今WA4 1層 下 朱鉢  日縁罰
`

形にヽ 押L 低 い隆帝上板い況線 至託 ひ ど� 殉外磨耗ひどψ

739 3W84 工層下 宋鉢 口縁部 折 り返 し日縁 櫛歯状工具による沈線 摩耗ひどい

740 3W84 Ⅱ層 下 日縁隆帯 LRタ テ ?(圧痕浅 く、摩耗 し不明 ) 憂耗 ひ どい

3W84 Ⅱ層下 深鉢 回縁部 日唇刻 目 単軸絡 1(R)ナ ナメ ナ デ

742 3W84 Ⅱ層 下 LR、 日縁側面圧痕、胴 ヨコ回転  隆帝 に深 い刻 目列 肇耗
'卜

面スス付着

743 3W84 ■層下 朱鉢 日縁部 大波状 日縁  LRヨ コ ? ナ デ

'ト

スス 外面表面剥落

744 3W84 Ⅱ層下 深鉢 (1ん周以下 i 単軸絡 1(L)タ テ、ナナメ ナ デ
'ト

スス、内下コケ付着
3W85 1層 深鉢 日縁部 突起下高い断面三角形突起 太 く深い沈線 ナデ輪積痕 ホ面摩耗ひどい

746 ]ヽVtt I層 (レ6)、 Ⅱ層上位 深鉢 (1ん周以下) 日 :貼付周囲沈線/半赦竹管状工具による整形痕状沈線→酎 節タテ ナ デ
'卜

面黒斑 ?
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No 出土地点 層位 器種 ‐部位
外   面

(日 縁部が同部/底都/底面、縄文原体 など)

内 面

(調 整など)
備  考

文
載

本

記

747a 朱鉢 (1/』司以 Ⅲ ナナメ刺突夕J 太 く浅め沈線 鴎 節 タテ (下部中心に摩耗ひどい) オデ 句、上表面剥落、下 コゲ付着

747b 3W85 Ⅱ層上位 深鉢 (1れ周 ) 渦巻文 半我竹管状工具による沈線、刺突列 LR結 節 タテ Ⅲやや摩耗、内表面景I落
748a 3W8「D I層、Ⅱ層上位、Ⅱ層 期同(1ん周以下 ) コ貼付2種 2単位 太めで深い沈線 結東2種 にRIの 結節タテ ナ デ 句外上スス、外下赤摩耗、内コゲ

748b‖ CW85 Ⅱ層 底部 (1洛周以下 結束 2種 (LR、 RL)結節 タテ ナ デ 界赤 く歴耗 、内全面 コゲ付着

第103図 縄文土器 (70)

-171-



く

―

即

叩

祥

No 出土地点 層位 器種  都位
外    面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)
面
茫

内
縫

備  考

本

記

749 CW85 1層 (2/3)、  Ⅱ層 胴 (1/4周以下 日唇平ら 駅 ヨコ(キ 接合しない同一個体日縁～胴部片合わせると、 I ナ デ rI・赤、下部摩耗、内全面 コゲ
750a

単軸絡 ユA(L)タ テ/底部ナデ/底面 :網代痕 ?→ナデ ナ デ
'I赤

、内 コゲ (底直上以 下無 )
p8:

CW85 1層 上位 ナ デ

752 じW85 ■膳上イ了 付近除き略完形 日唇平′/日 :整形痕状雑な沈線/結束 l ttlLR、 LR)タ テ/底面 套 好 対外単斑Y 71・■スス、下赤、内下コク

754 3W85 Ⅱ層上位 LRヨ コ→深ψ球」突 ミガキ ?

755 ,W85‐ Ⅱ層上 lly 際鉢 (1ん周未l~|)内副捌早 日縁隆行 低い州大隆帯 喘 節上半ヨコ、下部ナナメ、その下無文 タト向ススイ寸着

第104図 縄文土器 (71)
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篭

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部刑厨部/底部/底面、縄文原体 など)
面
茫

内
譴

備  考
卜茨

756 W85 Ⅱ層上位 深鉢 胴部 しRタ テー深め沈線 ナデ丁寧 下の割れ日、粘土接合面剥離

GW85 Ⅱ層上位 深鉢 胴上部 半萩竹管状工具による押 し引 き ▽掘 り去 り ナ デ 内外面表面剥落

W85 Ⅱ層上位 渠鉢  口縁部 口縁突起下押圧 日縁隆帯 LR結節 タテ ナ デ 外面スス付着

759 CW85 Ⅱ層上位 深鉢 ? 顕部 半赦竹管状工具による沈線 下部隆帯剥落 ? ナデ ? 天地逆 ? 外スス、内コゲ ?付着

GW85 Ⅱ層 上位 深鉢 ? 口縁罰 高い貼付→半載竹管状工具による沈線 (*下の割れ日、接合面景ど離) ナ デ 外 スス、内 コゲ

GW85 Ⅱ層上位 深然 胴上部 LRヨ コ→刺突、半裁竹管状工具によるit線 ナ デ PI・ 面スス付着

762 CW85 Ⅱ層上位 深鉢  口縁部 日唇突起、刻目 隆帯貼付→太 く浅め沈縁、深い下から刺突 ナ デ

GIV85 Ⅱ)書 」二十立 栗鉢  日縁詈Ъ 太く深い沈線 ナ デ 外面黒斑 ?

W85 Ⅱ層上位 口縁隆帯状 太 く深い沈線 ナ デ

765 GW85,Ⅱ 層上位 深鉢  日縁部 高い貝占何上綱い沈線ナデで消えている ナ デ

766 GW85 Ⅱ層上位 深鉢 日縁都 RL(末端 も)側面圧痕 ナデ (線 ) 米面産耗

767 CW85 Ⅱ層上位 渠休  日縁部 渡頂部機 小突起 (No76膨妄照)剥落 ? 低め貼付剥落 太 く茂め泥線 内外摩耗

768 GW85 Ⅱ層上位 深鉢 日縁部 内面肥厚 波頂部横小突起 低め隆帯 太 く浅め沈線 ナデ光沢 内面黒斑 ? 内外朱色

769 3W85 Ⅱ層上位 深鉢  口縁部 略 帯 BF付 ★ て注 あ ,T織 磨耗ひど� No 768と 同一個体 ?

770 GW85 Ⅱ層上位 深鉢 口縁部 口縁肥厚 沈線雑 ナデ光沢

3W85 Ⅱ層上位 瞭胴 (1//3周 以下 雑で浅め沈線 銀部椅状突起欠損 ? 結栗 1種 (駅、RL)タ テ ナ デ 外面下部摩耗 同一個体片あ り

第105図 縄文土器 (72)
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No 出土地点 層位 器種 郡位
外   面

(日 縁部 //1同 部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

文

器

772 3W85 1層 上位 深鉢 ? 日縁低い隆帯状 浅 く雑沈線 LRナ ナメ ナ デ 71・ スス、内下 た だれ

3W85 Ⅱ層上位 深鉢 (1角周以下 深い沈線、半萩竹管状工具による押 し引 き とR結節 タテ ナ デ 司一個体底部片 あ り ?

774 ,W85 Ⅱ層上位 (4/7) 単軸絡 1(R)?タ テー結節 タテ ? ナデ ? 内外摩耗
775 3W85 Ⅱ層下位 深鉢 ? 頸部 細 く非常に高い隆帯 単軸絡 lA(R)?タ テ 震面剥落

3W85 Ⅱ層下位 深鉢 日縁部 口縁鋸歯状 F4k帯 彗耗 ひ どい 勺夕確 耗 ひ どい

777 3X83 Ⅱ層上 小型 (〃〕司以下 氏丸い 手づ くね ナ デ 拾土砂 ほ とん ど含 まず
778 3X83 Ⅱ層上 深鉢Q為周以下 日唇平 ら 折 り返 し日縁 LRイ ロイロ ナデ丁寧 内面黒斑 ? 外面スス付着
779 3X83 Ⅱ層上 い隆雨上深い刻 目 細い沈線 ナデ

780 〕X83 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 突起 太 く高い隆帯 深い押圧 摩耗 対外摩耗

3X83 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 高い円形貼付口唇深い沈線  Iフ Rヨ コ 摩耗 朴赤摩耗、内下 コゲ

7鬱 3X83 Ⅱ層上 深鉢 胴都 ツーメン状浮線文 摩耗

X83 Ⅱ層上 浜鎌  日縁部 ナ デ
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部//1同 都/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

卜文

784 G�路  Ⅱ層上 深鉢 胴部 しRタ テ→低いボタン貼付→半載竹管状工具による沈線 ナデ丁寧

785 GX83 ■層上 球胴 日縁部 1内 面肥厚 片寄突起 日唇刻 目 太い沈線 ナ デ

786 GX83 Ⅱ層上 ナデ 7f・面摩耗
GX83 こ層上 深鉢 日縁部 頸都半我竹管状工具による細い沈線 ナデ 朴面黒斑 ?

GX83 Ⅱ層上 深鉢 胴部 半裁竹管状工具による沈線 ナデ丁寧 朴黒斑 ? 上下割れ日、擬似日履

3X83 Ⅱ層上 突鉄 (1れ周以下 ERナ ナメ ?→半稜竹管状工具による細 く浅い沈線 (痕跡浅く不明瞭) 事耗 アト向スス付着
G必田、 GYtt Lヽ ,( 螂 略1/3周 以上 4単位 日と胴の一部太 く深い沈線 LRタ テー半献怖魯伏工具沈線 ナデ 外下郡スス、内まだらコゲ ?
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出土地点 層位 器種 都位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)

備  考

791a GX83 Ⅱ層上位、Ⅱ層下 深鉢 (2//3周 以下 4単位 ? LRイ ロイロ→半萩竹管状工具による沈線 (摩耗ひどい) ナ デ 下の割れ日、粘土接合面から剥離

791b GX83 Ⅱ層上位、こ層下 日縁 (1/6周 ) LRイ ロイロ→半萩竹管状工具による沈線 ナ デ 下の害Jれ日、粘土接合面から剥離

GX83 Ⅱ層下 オ デ

GX83 1層 下 深鉢 胴部 LRタ テ ?→半萩竹管状工具による深め沈線 ナ デ

794 GX83 Ⅱ層下 深鉢 口縁部 日縁肥厚 ソーメン状浮線文 ナ デ

'卜

面スス付着

795 GX83 Ⅱ層下 氏いボ タン貼付  LRヨ コ→半赦竹管状工具 による決め沈線 肇 耗

GX83 Ⅱ層下 球胴 胴上部 LRヨ コ→浅め沈線 ナ デ (線 ) 木黒斑 ? 内面色須恵器詞

797 GX83 Ⅱ層下 深鉢 頸部 ? 半我竹管状工具による深め沈線 ナ デ

798 GX83 Ⅱ層下 深鉢  回縁部 ヨ縁肥厚  太 い沈線  鎖状 隆帝 (亥J目 深い ) ナ デ 外 面黒斑

GX83 Ⅱ層下 深鉢 日縁部 二最上部刺突 剥落

800 ω(84 1層、Ⅱ層上位 (17■ ) 1/3周 以下 も付→半載竹管旗工具による沈線 (*小型球胴鉢 ? ナ デ 外獲耗 内外表面景J落 外 コゲ
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整 など)
備  考

本技

801a GX84 Ⅱ層上位 鎌 (1海周以下 ) 4単位  波頭部刻 ロ オオバ コ回転文 ナ デ 内面回縁下 コゲ付着

GX84 Ⅱ層上位 底部 (1刻封以下 ) オオバコ回転文/底部ナデ/底面剥落 ナ デ 全面コゲ付着 (底 も)

GX84 Ⅱ層上位 1/3周以下 囃 節タテ ?(表面剥落多く不明瞭)(*上下、粘土接合面から剥離) 方 デ 琳スス、剰落、内 コゲ

GX84 Ⅱ層上位 小型 (1ん周以下 ) ナデ丁寧/底面ナデ ナ デ

804 GX84 Ⅱ層上位 浜鉢 (1洛周以下 4単位 鎖状隆帝 半識竹管状工具沈線 摩耗、剥落ひどく縄文原体不明 ナ デ 内外摩耗 (特 に外 )

805 GX84 Ⅱ層上位 浅鉢  日縁部 為面沈線 日唇突起、亥Jロ メガネ状浮文 駅 ヨコ 磨消縄支 (磨消部浅▼〕 ミガキ 面 コゲ付着

GX84 Ⅱ層上位 深鉢 ? 胴部 高め隆帯貼付 ナデ雑

807 GX84 Ⅱ層上位 浜鎌  回縁都 高めボタン摂M寸→半政竹管状工具による深め押し引き 大く深い沈線 駅イロイロ ナ デ

808 保鉢  回縁部 鯖東 1種 (LR、 RL)→ 深い下か ら刺突、深め沈線 ナ デ

809 GX84 1層 上位 深鉢 胴上部 LRヨ コー半我竹管状工具による深め沈線 ナ デ

3X84 Ⅱ層上位 深鉢  口縁 部 日縁 隆帯状  深い ヨコか ら刺突  浅め沈線 ナ デ

GX84 Ⅱ層上位 深鉢 口縁部 波状日縁 日縁隆帯状 細 く浅め沈線 LRナナメ ナデ維
‐２

一橡

3X84 Ⅱ層上位 深鉢 胴部 ? LRヨ コ→半萩竹管状工具による押 し引き、沈線 ナ デ 天地逆 ?

3X84 Ⅱ層上位 深鉢 口縁部 日縁隆帯剥落 日 :太 く深め沈線、押圧/頸 :半裁竹管状工具沈線→Lタ テ? ナ デ

3X84 Ⅱ層上位 半裁竹督状工具 に よる沈線 ナデ    1内朱やや麿耗

第109図 縄文土器 (76)
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内 面

(調 整など)
備  考

文

載

GX84 Ⅱ層上位 深鉢  口縁部 回縁 隆帯状 夫 く深め沈線 顕部半税竹管状工具 による ヨコ東J突 ミガキ ? 句面黒斑 ?

GX84 Ⅱ層上位 深鉢 口縁部 再面隆帯剥落 日縁隆捌 大 半稗竹管状工具による浅い沈線→太く浅い沈線 ミガキ ?

朱鉢  回縁罰
`

ナ テ

GX84 Ⅱ層上位 果鉢 ?(1/4周 ) 細 く高め隆帯、両側整形痕 ナ デ 外上スス、下赤摩耗、内コ舛付着

GX84 1層上位 朱鉢 (1ん周未滴 LRタ テ→半裁竹管状工具による浅め沈線 (*表面剥落 ) ナ デ 外面上摩耗、下スス付着

820 条鉢 (1洛周未満 4波状 口縁  高 いボ タン貼付  夫 く浅め沈線 ナ デ 十黒斑 ? 内タト歴 耗

GX84 Ⅱ層上 案鉢 (1/6周 ) LRタ テー半裁竹管状工具による沈線 ナ デ 外黒斑? 外胴中スス、内下コゲ?

821b GX84 Ⅱ層上 深外 (1/4周 ) 4単位 LRタ テ→半教竹管】犬工具による沈線 ナ デ 外黒斑 ? 外胴中スス、内下コゲ

822 GX84 Ⅱ層上 氏部 (lЮ剖以上 LRタ テ→単軸絡 1(R)タ テ7 底部～底面ナデ (*出土時のまま) ナ デ 内外赤 い

823 CX84 Ⅱ層上 貞部 (1洛周以下 底部ナデ (粘土まくれ痕)/底面 :網代痕 ?→ナデ (粘土まくれ痕) ナ デ 光沢 ,上の割れ日、擬似口縁

824 GX84 Ⅱ層上 Jヽ�(1洛周以上 胴 ～底面 ナデ ナ デ 軍底
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部/胴都/底都/底面、縄文原体など)
面
枕

内
縫

備  考
ヽ文

825 GX84 Ⅱ層上 深鉾 (″9司 以下 4単位 縄文 ??→半裁竹魯腫 具による沈線 底面鰍 痕 ?→ナデ ナ デ 内外剥落 外胴 中央 スス付着

826 CX84・ Ⅱ層上 刺 同(1/J司 以下 口縁 :太 く深い沈線/状 ヨコ、ナナメ→半載竹管状工具沈線→貼付 ナ デ (線 ) 内外黒斑 ? 外中スス、内下コゲ

GX84 ■層上 栗鎌  頸部 ? 半致竹管状工具 に よる浅 く雑 な沈線 ナ デ

GX84 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 日縁高い隆帯状 半教竹管状工具による浅い沈線 ナ デ 外 スス付着  内外摩耗

渠鋲 覇縄 ナデ

GX84 Ⅱ層上 深鉢 胴部 LRヨ コ→半裁竹管状工具 による浅い沈線、ボタン状貼付 ナ デ

太く茂い沈線 深い下から刺突 ナ デ

GX84 Ⅱ層上 深鉢 日縁部 日縁突起 日縁隆帝上太く深め沈線、押圧 低い鎖状隆言 半裁竹害決深め沈線 ナデ丁寧
833 GX84 1層上 日縁隆稀状剥落 浅め沈線、短沈線 ナ デ 卜面赤 く産薙

GX84 Ⅱ層 上 深鉢 頸都 沈線 高め隆帯上指頭状押圧 (爪形痕跡 ) ナ デ

835 GX84 Ⅱ層上 衆鉢  日縁都 日縁隆帯状 単軸絡 1(L)側 面圧痕 竹管状刺突 低い小粘土粒 深い沈薪 ナデ丁寧
GX84 Ⅱ層上 低めヨコ隆荷押圧列 高いタテ隆符刺突 羊裁竹管状工具による浅ヤ、 ナデ ? AB外 摩耗

GX84・ Ⅱ層 上 朱鉢  日縁部 太 く深め沈線 ナ デ

3X84 Ⅱ層 上 朱鉢 (1れ周禾荊 回縁月じ厚 単軸給 1(L,タ テ→太 く深 い沈線  竹管状刺突夕」 ナ デ 琳口縁 スス付着

第111図 縄文土器 (78)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整 など)
備  考

文

一

839 GX84 Ⅱ層上 架鉢 (1/5周 ) ヨ縁肥厚 単軸絡 1(L)タ テ→太 く浅め沈線 ナ デ 71.下 、内摩耗

Gメ臣盟 Ⅱ層上位、Ⅱ層下位、Ⅱ 回縁 のみ欠損 遥歯文11単位 (途中乱れあり)L側面圧痕 (1箇所だけ十字)伏 ヨコ ナ デ

～
赤自く、摩耗 内面コゲ付着 D8

841a 朱鉢 (1刀司以上 4早仁 Y 太 く萩い泥線 LRタ テ ナ デ 外上 スス、下赤摩雅、円 コグ D8

841b GX84 Ⅱ層下位 底部1/2周 底都～底面ナデ ナ デ 勺面 コゲ (底 には無 し)

GX85 1層 深鉢 ? 日縁言[ ヨ縁突起  口唇環状隆帯 細い隆帯 太い沈線 ナデ丁寧 Ⅲ面スス付着
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外   面

(回 縁部/B同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

十
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載

843 GX85 Ⅱ層下位、GY86他 1深鉢 (1泡周以上 l
択籍節タテ→半裁竹管状工具による刺突、太深沈線、底部～面ナデT寧 1内 外黒斑 ? 外スス付着 ?

第113図 縄文土器 (80)
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外   面
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内 面

(調整など)
備  考

文

載

844 3X85 Ⅱ層上位 央鉢 (1ん周以下 4単位 単軸絡 lA(R)タ テ→整形痕状顕部沈線 ナ デ 輩耗ひどい (特 に外面 )

845a 3X85 Ⅱ層上位 爽鉢 (1洛周以下 4単位 ? 半散竹管状工具による大く浅めの沈線、ヨヨ刺突 L?タテ ナ デ 内外黒斑 ? 外下摩耗
845b 3X85 Ⅱ層上位 深鉢 (1海周以下 し?タ テ/底部～面ナデ 界一部麿耗  内面 一部 コゲ D&

3X85 Ⅱ層上位 深鉢 顕部 うRナ ナメ→半裁竹管状工具による沈線 ナ デ 界粘土 ま くれ痕 外黒斑

847 3X85 1層上位 嗽胴  胴上部 LRヨ コ→太 く浅いヨコ線、半裁竹管状工具による深め沈線→低め貼

`

ナ デ 外上スス、内下 コゲ ?

848 GX85 1層 上位 深鉢  口縁部 日縁肥厚 太く深め沈線 半税竹管状工具による押し引き(粘土まくれ痕) ナ デ
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外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整 など)
備  考

女

ヨ

ヽ

己

849 GX85 Ⅱ層上 深鉢 (l�周以下
|

LRヨ コ (摩耗 ひどく、文様不鮮明 頸部 より下は顕署に赤い ) ナ デ 口縁内面月pJ●  内外麿耗 ひどい

GX85 Ⅱ層上 深鉢 (1れ周以下 | 葛い貼付 半萩竹管状工具による太い沈線、押 し引 き LRタ テ ナ デ 外黒斑 ? 内外一部摩耗

虫いボ タン賄付→キ萩竹管状■具 による況線 ナ デ た地逆Y 外下スス、FA」
コゲ付盾

GX85 Ⅱ層上 深鉢 日縁都 口唇跨 ぐ高め突起、LRナ ナメ ?→大 く浅め沈線 ただれ 外面摩耗

GX85 ■層上 深鉢 口縁部 日縁やや剛写 日 :太 く浅め沈線/頸 :半裁竹害妊 具による沈線、ヨコ刺突列 ナ デ

854 GX85 Ⅱ層上 没錬 胴上部 栽竹管状工具 に よる沈線 ナ デ 米面 ススfI着 ?

GX85 Ⅱ層上 深鉢 胴部 倍東 1種 (RL、 LR)タ テ→半我竹管状工具による沈線 ナ デ

856 とRナ ナメ→半栽 竹管状工星 による

'オ

繰 ケズ リに折彰 対外 産舞

第115図 縄文土器 (82)
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外   面
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本

記

857 3X85 Ⅱ層上 決鎌  口縁部 内面肥厚  突起 日唇沈線  高め貼付→LRヨ コ、ナチメ 不 明 勺面焦 げている ?

]X85 Ⅱ層上 朱鉢 胴部 半散竹管状工具による深め沈線 ナ デ Ⅲ面スス付着、内面摩耗 ?

859 3X85 Ⅱ層上 LRヨ コ ?→半萩竹管状工具による沈線 デ ミ地逆? 外スス、内一部ただれ

860 3X85 Ⅱ層上 条鎌  口縁 部 結東 1種 (駅、RL)タ テ回転 ?→側面圧痕、高目隆帯深い押圧列 ナ デ ■スス付着? 内面磨耗

〕X85 Ⅱ層上 朱鉢 口縁部 口縁肥厚 太 く浅い雑沈線/頸 :半裁竹管】夫工具による沈線 ナデ

862 〕X85 1層 上 饗鍬  Π同常K LRナナ メー細 く浅め沈線 璧 耗

863 3X85 1層上 剌同? 月同上部 健文 ?→半載竹管状工具による沈線 ナ デ 面ヽスス、内面コゲ付着

864 〕X85 Ⅱ層上 半載竹管状工具 による浅い沈線 デ 界面スス、内面 コゲ ?付着

〕X85 Ⅱ層上 疎胴 ? 胴上訓 半戒竹管状工具 による深 め沈線 デ ? ント面スス ?、 内面コゲ付着

決銚  口緑部 ヨ縁肥厚 太 く深い沈線、押圧 堅繕 内外麿耗 ひどい

867 ]X85 Ⅱ層上 決鉢 ? 胴部 葛いボ タン貼付→半裁竹管状工具 による浅い沈線 ナ デ 外面 スス付着

Rタ テ→ 大 〈溝 ぃ llI線 、 半 裁 竹 管 状 T二 に よ る注 い 鵠 斎 甘 ナ デ

,X85 Ⅱ層上 深鉢 口縁部 高め隆帝 深い押圧 太 く浅い沈線 ナ デ

'卜

面 、内面 回緑最上部産耗

870 GX85 Ⅱ層上 深 鉢 結東 1種 (LR、 RL)タ テ→太 い ヨコ線、細 め沈線 ナ デ

Ct出 Ⅱ層 L位、Ⅱ層下位 (3/4 浜鉢 (1た周以下 | 貯加条 (LRにRを右巻 き)??タ テ、ナナメ チデ凹凸 外下部 スス付着

第116図 縄文土器 (83)
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外   面

(口 縁部/胴部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整 など)
備   考

GX8rD Ⅱ層上、Ⅱ層下(ly14 劇 同(1/Jヨ 以上
| 口 :深い、ヨコから刺突、沈線/半裁竹管刺突ヨコ/頸ナデ→駅 ヨコ ナデ (線 )

'卜

上 スス、内上 スス、下 コゲ

GX85 Ⅱ層下位 深鉢 (1れ周以上 | 口縁雑 な沈線 LRタ テ、ナナメ ナ デ 斑? 外胴上スス、下赤陸霜

874 3X85 Ⅱ層下 期 鳳(″9周以上 員部 ～底面 ナデ (*出土時の まま、接合せず ) ナ デ 71.赤摩耗、内コゲ多 (底 も)

875 3X85 Ⅱ層下 球胴 (略一周 ) 借束 1種 (LR、 RL)結節 タテ/底面 :網代痕→ナデ ナ デ /1k面剥落、内全面コゲ(底 も)

876a 3X85 Ⅱ層下 朱鎌  月同音【 結束 1種 (LR RL)タ テ→半哉竹管状工具による沈線、押し引き、刺突 ナ デ 再面 コゲ付着 ?

3X85 ■層下 朱鉢 胴下部 結東 2種 (LR、 RL)タ テ→半載竹管状工具による沈線

単軸絡 lA(R)タ テ

ナデ
ナデ

対面 コゲ付 着 ?

877 3X85 1層 下

878 Rナ チ メ→半敢竹管状工具 による沈 4/R ナデ? 牛面下部スス付着 内面摩耗

第117図 縄文土器 (84)
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備   考
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879 G必認5 1層下、GY86 Ⅱ層ほか 球胴 1/璃以下 票体不明 (多軸絡 ?)ナ ナメ→細 く深い半我竹省状it線、ヨコ刺突 ナ デ 外上スス、内下 コゲ

880 GX85 Ⅱ層 深鉢 11ミ以下 嗣く深い半裁竹管状沈線、ヨコ刺突 ナ デ 朴面やや摩耗、スス付着 ?

G漁逓 Ⅱ層(16/17)、 G�% Ⅱ娼 深鉢 [泡周以上 4単位 駅 ヨコ→日縁、胴円文太 く深い沈線 他、半載竹管状扉」突、沈イ ナデ ″確 耗ひどい 内下コゲ (底 中天無)

882 GY80 Ⅱ層 深鉢 Iる周未満 日縁肥厚 太 く深め沈線 LR結節 タテ、ナナメ (疎 ら) ナ デ 外スス ?、 内下 コゲ付着

883 GY80 Ⅱ)詈 深鉢 (1/4周 ) 卿夫日縁 日縁隆帯状太く深い沈線、押圧 LRナ ナメ→顕半我竹管沈線 ナデ 勺外黒斑? 外面日縁、下摩耗スス?

884 CY83 1層 深鉢 日縁部 勺面肥厚押圧 LRヨ コ、高い貼付→浅い沈線 ガキ?
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第118図  縄文土器 (85)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

文

載

885 3WttB I層 、GY84 Ⅱ層上 深鉢 (ン2日以上 2種 2単位 (反対側は日唇二山突起のみ)高 い賭付にヨコ刻目、日唇ヨコ貼付 ナ デ 外上スス、下赤摩耗、内斑コゲ

886 3Y83 1層 上位 深鉢  胴上部 結束 1種 (LR、 RL)ヨ コ?→■致竹管状工具による深め沈線→高め貼句 ナ デ

887
=Y83 

Ⅱ層下位 深鉢  回縁部 日縁隆帯状 単軸絡 1(L)側 面圧痕 ナ デ

888 3Y83 Ⅱ層下位 深鉢  日縁部 波頂部 高い貼付 太 く深い沈線 ナ デ 外面黒斑 ?、 スス付着

889 GY83 Ⅱ層下位 ヨ縁隆帯状 ナデ状沈線/顕 :半載竹管状工具による沈線 ナ デ

890 GY83 1層 下イ立 ヨ縁隆稀状 深い沈線/顕 :LRナ ナメ→半裁竹管状工具による沈新 ナ デ 勺外表面剥落

GY83 コ層下位、GY84 Ⅱ層上位 深鉢 日縁隆帝、深い押圧、△掘芸、沈線/顕胴 :LRヨ コ→半ntr管海尤線→隆帯、ボタン ナデ丁寧 下の割日、擬似口縁  内外麿耗

892 GY84 1層 上位 口縁やや肥厚 半教竹管状工具による深め沈線、押 し引 き ナ デ

893 GY84 1層 上位 深鉢 胴上部 駅 ヨコ、ナナメ(頸都にも)→半裁祐管状工具による沈線、深いヨコ剰突 ナデ丁寧
894 GY84 Ⅱ層上位 深鉢 胴上部 LRナ ナメ→半裁竹管状工具による沈線 ナデ? 内面摩耗

GY84 Ⅱ層上位 深鉢  日縁部 日縁隆帯状  半裁竹答状工具 による沈線、押 し引 き ナデ 勺外やや摩耗

896 GY84 1層 上位 深鉢 日縁隆帯状 細 く高め貼付 LRヨ コ、ナナメ (粘土まくれ痕 ) ナデ (線 )

897 GY84 Ⅱ層上位 及上部隆帝剥語 ナナメ下から刺突 半裁竹害伏工具による沈線 隆帯上深い刻目 ナ デ 外赤摩耗、スス、内コゲ ?

898 GY84 Ⅱ層上位 昧胴 (1お周以下 ヨ縁隆帯深い押圧 LRタ テ、ナナメ→半載竹書状深い沈線→低いボタ ナ デ 下暑」口擬似 日縁  外スス付着

第119図 縄支土器 (86)
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騨

No 出土地点 層位 器種 都位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体 など)
面
鷲

内
縫

備  考
卜技

F84 Ⅱ層上 深鉢 (2/3周 以上 4単位 日縁 :太深沈線/頸 :半裁社管状沈線/胴 :結束1種 (LR、 RLタ テ ナデ 勺タト黒斑 外上スス、内下 コゲ D&

3Y84 Ⅱ層上 深鉢 胴上部 LRナ ナメ→半載竹管状工具による丁寧沈線→高めボタン貼付 ナデ

SY84 Ⅱ層上 断向三角隆帝上 卜から刺突 絹栞 2オ亘 (LR、 RL Y)Yタ テ ナデ雑 VI・ 下スス、内コゲ ?付着

3Y84 Ⅱ層上 深鉢 ? 日縁部 台形突起上面円い押圧 2 最上部隆帯状 高めボタン LRナ ナメ ナ デ

3Y84 Ⅱ層上 深鉢・顕部 半裁竹管状工具による沈線 低い鎖状隆帝 ナデ

決慾  質都 半裁竹管状工具 による沈線  高い鎖状 隆帯 ナデ雑

3Y84 1層 上 深鉢 ? 回縁都 突起 深い上下交互刺突 ナ デ 朴面表面剥落

3Y84 1層 上 深鉢 口縁部 波頂部下隆帯剥落 太 く浅め沈線 羊載竹管状工具によるヨコ刺突 ナ デ

」r脇 Ⅱ層上、GY招5 Ⅱ層GЮ 鉢 (3れ周 以下 右下方か ら刺突 半載竹管状工具 に よる雑 な沈線 肇耗 米面スス付着

XM Ⅱ層上位、GY8b Ⅱ層他 深鉢 (1洛周以上 4単位 ? 駅 イロイロ→半裁竹管状工具による沈線、ヨコから刺突 ナ デ ホ上スス? 外底部～面黒斑 ?

-188-
第120図  縄文土器 (87)
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引

出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

本文

909 Or馳  I層上位、下位、0ど

“

 Ⅱ層 嘲 同(1潟周以上 5単位 日唇平 夢聡節?タ テ、ナナメ→半載竹管状工具沈線、押し引き ナ デ 外スス、内コゲ

GY84 Ⅱ層下位 鉢 (1/4周以下 ) 単軸絡 1(R)タ テ、ナナメ/底部ナデ/底面剥落 指なで ?

91la 球胴 (″8周 以下 (LR?)イ ロイロ/底部～底面ナデ (*表面景」落ひどい 器壁厚い, ナ デ 外上スス、内コゲ 7 上擁以国褐

GY85 Ⅱ層 口縁部 (1/4周 ) 口唇竹管刺突列 貼付上L側 面圧痕 L?イ ロイロ ナ デ 下の吉Jれ日、接合面から剥離

GY85 Ⅱ層下位 深鉢 (一周 ) 4単位 半栽竹管状工具による沈線 ナ デ 外面黒斑 ?

3Y84 ■層下位 際鉢 (1/5周 以下 タテ隆帯 LR結節 タテほカ ナ デ 下葡 □梯似 回縁・外 ススイ寸着

GY84 Ⅱ層下位 深鉢 (1ん周以下 深い半救竹管状工具 による沈線  結束 1種 (LR、 RL)タ テ ナ デ

915a GY84 ■層下位 漁鎌  胴部 縄文疎ら RLナ ナメ?→単蜘絡 1(L)タ テ? 半蔵竹割 大工具による雑沈線 ナデ凹凸 外面黒斑 外スス付着 ?

GY84 Ⅱ層下位 深鉢  日縁部 回線空tE A? 下から漢い押序 半栽竹答状工具による率形痕状沈線 ナ デ ナ デ

第121図  縄文土器 (38)
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No 出土地点・層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刈同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整 な ど)
備   考

ヽ

記

3Y84 Ⅱ層下 朱鉢 9ん周以上 4単位 日縁 :円形凹、太く深め沈線/胴 :LRタ テ/庚面 :網代虐→ナデ ナ デ rI・日一部スス、胴中スス、内コゲ p&

琳(1/2周以下 ) 回 :ナ デ/頸 :隆帯上爪形圧痕/胴 :LRタ テ、ナナメ 71赤 く磨耗、内全面 コゲ ?

DY84 Ⅱ層下 異形 (y切町以下 透か し彫 り4単位 ナデ (そ れほど丁寧で もない。凹凸あ り) ナデ 土砂 rFr入

小型 指なで (凹 凸 )(*国 除 き3れ 周以 ト ナ デ 合土 白秒混 入

920 濃鉄イ1れ日以下 日頸部 :LR?(L??)狽 !面圧痕 /胴 :LRタ テ チデ
`キ

旨席痛 牛面スス付着
? 胴部 ? 半我竹管状工具 による浅い ,オ線 ナ デ

922
=Y84 

Ⅱ層下 深鉢 胴部 LRヨ コ→半裁竹管状工具による深い沈繰 ナ デ 勺面黒斑 ?

3Y84 Ⅱ層下 眠い幅広貼付→ LRイ ロイロ ナ デ

GY84 Ⅱ層 下 浜鉢  口緑部 日縁肥厚 半裁竹管状工具による沈線 ナ デ 下の割回潮 以□綴  内面 コゲ ?

925 GY84 Ⅱ層下 決欲  回緑常【 口縁肥厚 太い沈線 ナデ凹凸

GY84 Ⅱ層 下 ヨ縁隆帝状 日唇竹管状刺突 L?イ ロイロ ナ デ

927 GY84 Ⅱ層下 深鉢 口縁部 笙言賄付  XIHい 沈線 ナデ丁寧 再外摩耗ひどい 外面スス付着

928 GY84 Ⅱ層下 深鉢Oん周以下 日縁肥厚 下から刺突列 LRタ テ ただれ 内外赤い 外面スス付着
929 CY84 Ⅱ層下 多軸絡 (R)ナナメ→半萩竹管状工具による浅い沈線 ナ デ

930 GY84 Ⅱ層下 深鉢 胴部 半哉竹管状工具による沈線→ボタン貼付 ナ デ 勺外ただれ 外面スス付着、表面剥整
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第122図 縄文土器 (89)
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調整など)
備  考

文

載

931 GY84 Ⅱ層下位Q3/1ゆ 、餞Ъ E 深鉢 (長胴 ) 日 :貼付剥落/顕 :波状沈線間鎖状隆帝剥落、半裁竹管沈線、駅 ヨコ ナ デ ツ6日以下 の残岸

932 GY84 Ⅱ層下位、GY85 Ⅱ厄 深鉢 (1泡周以上) 4単位 突起ヽ横沈線 駅 タテ、一部結束 lC沢、硼 タテ→大く深め沈線 ナデ光沢 外ヽ黒斑? 外胴スス、内下コゲ

GY84 Ⅱ層下位、HA箭  Ⅱ殖 鉢 9■周以下 ) ヨ唇抑圧 4箇所4射立 単軸絡 1(R,ナ ナメ/底部ナアウ/底向網代FR― ナデ ナデ 十上スス、下赤、内ほぽ全向ヨク D82

第123図 縄文土器 (90)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(回 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)

備   考

文

載

〕Y85 Ⅱ層 深鉢 (1ん周以下
|
口縁 :太 く浅め沈線/顕部沈線状ナデ→結束 1種 (LR、 RL)タ テ ナデ丁寧 勺外黒斑 ? 外 スス付着 ?

〕Y85 Ⅱ層 球胴 (l�月以下) 訳 タテ、胴上鋸歯貼付→半載竹管状 ヨコ刺突、沈線→ボタン貼付 ナ デ

'解
斑 ? 内面全面 ?コ ゲ付着

3Y85 Ⅱ層 深鉢 はれ周以上 日縁 、底部 ナデー 多軸絡 (L?)タ テ ナ デ 上スス ?、 内 コゲ (下 多 )
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第124図 縄文土器 (91)
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

卜文

937 GY85 工層 深鉢 (1ん周以下) 4単位 半ntr管状工具沈線、ヨコ刺突 LRタ テー日頸部太深沈線→胴沈線 ナ デ ″憬 斑 ? 下割回、接合面剥雛

CY85 Ⅱ層 奨鎌 G郷司以下 | ヨ:最上部一部爪形文 半周駅 ナナメ、半周RLタ テ→太 く深め沈線

嗜束1種 (駅、RL)?タ テ→頸部整形痕状の沈線 (*下割日、接合面剥離)

ナデ雑 勺外黒斑 ? 外スス付着 ?

GY85 ■層 深鉢 (1ん周以下 ) ナデ (線多 )

'卜

上スス、下赤摩耗、内下コゲ

940 GY85 Ⅱ層 刺同(1/』司以上i КLヨ コ 底部～底面ナデ  (底面大部分剥落 ) ナ デ ホ下赤摩耗、内コゲ多 (底無)

第125図 縄文土器 (92)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)

備   考

3Y85 Ⅱ層 深鉢 (″g司 以上) 4単位 LRヨ コ、最下部結飾ヨコ→半載竹管状沈線/底面 :網代痕→ナテ ナ デ rI・スス付着 上割れ日、擬似日帝

942a 3Y85 Ⅱ層 深鉢 (略一周 ) LRイ ロイロ、結節 タテ ナ デ 内面黒斑 ? 外下剥落ひどヤ

942b 3Y85 Ⅱ層 底部(1/3周 ) LRタ テ/底面 :ナデ ナ デ 愴土砂多 内面縁コゲ

943 3Y85 Ⅱ層 保鉢 (1/2周 以下 ) 4単位 駅 ヨコ 半散竹管状工具沈線、ヨコ刺突 制 夫隆帝 』 罠μ付 ナ デ 再外摩耗、剥落

944a 3Y85 ■層 深鉢 (1海周以下) 8単位? 日1大深め沈lR/顕 1大浅b沈線/胴 :結束1種 は 、地)タ テ→上部ナラナ デ 勺外黒斑 ? 外下スス、内下コケ

944b 3Y85 Ⅱ層 FA部 (″創司以上 ) 氏部～底面ナデ (麿耗 していない) ナ デ 勺縁 コゲ付着 遅
一945 3Y85 Ⅱ層 深鉢(1/3H以下) 4単位 RLイ ロイロ?→半載竹管状工具による細 く浅め (円 文も)沈翡 ナ デ 本中スス、下摩耗
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第126図 縄文土器 (93)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調 整など)
備   考

卜文
こ載

946 GY85 Ⅱ層 浜鉢  口縁部 隆帯上深 い刺突 ナ デ

947 GY85 Ⅱ層 浜鉢 (1れ周以下 ) 日縁隆静快 ボタン上深い押圧 隆帯上半我竹管刺突 低い鎖状隆帯 駅 ヨコ ナ デ 内外黒斑? 外スス、摩耗 内下コゲ?

熙鉢 (l�周以下) 口縁隆帝状 鎖状隆帝 駅 ヨコ→半載竹管状工具による浅い沈線 ナデ輪橋痕 外面スス付着

949 3Y86 撹舌しⅡ層 深鉢 胴部 LRナ ナメ→半萩竹管状工具による浅い沈線 ナデ 琳面スス付着 、摩耗

H篤4 1層 住y10、 出わ I層 浅鉢 (1れ周以上) 4波状 口縁～底面ナデ ナ デ 外黒班 ? 内部底面摩耗

HA84 Ⅱ層上位 深鉢 日縁部 タテ隆帯剥落 半裁竹管状工具による浅い押 し引き 太い沈線 ミガキ ? 下の言」れ日、粘土接合面剥離

HA84 ■層上位 際鉢  日縁部 葛めタテヨコ橙帝剥落 半散竹管状工具太い鋸歯文 太く深い沈線、下から簾J突 ナデ

EA84 Ⅱ層 下位 棗鉢 (1洛周以上 ) 2種 2単位? 日姑付文様/LRタ テ、ナナメ→願整形痕
'伏
沈線/底部～面ナテ ナデ /1‐Iスス、下赤麿耗、内下 コゲ

第127図 縄文土器 (94)
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出土地点 層位 器種 部位
クト   面

(目 縁部刑同部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

文

載

954 HA84 Ⅱ層下位 深鉢 口縁部 日縁隆帯状 半散性管状工呉による深い沈線、ヨコから刺突/肩 :i克 い沈線 ミガキ? 小面 日縁 スス付 着

HA84 1層下位 球胴 ? 日縁封 日縁肥厚 半我竹管状工具による押 し引 き 沈線 ナデ?

956 HA84 Ⅱ層下位 局いタテ隆需 太い沈線 太く深い半織竹管状工其によるヨコ戸1突 錦歯文茂い ナ デ 刊向コゲ付 看

HA84 Ⅱ層下位 深鉢 胴上部 LRヨ コ→半萩竹管状工兵 による 」寧 な泥線 、界」突夕」 ナデ丁寧 牛面黒斑 ? 外面スス付着

HA84 Ⅱ層下位 深鉢 胴上部 RLヨ コ→ ソーメン状浮線文 ナ デ 句面 コゲ付着

959 HA84 Ⅱ層下位 深鉢 口縁部 隆帯貼付 ナ デ

960 HA84 Ⅱ層下位 鎖状隆帯→半赦竹管状工具による沈線 ナデ 」寧
'卜
向スス付 着

961 HA84 Ⅱ層下位 LRヨ コ、ナナメ→茂い泥線

HA84 Ⅱ層下位 球胴 胴上部 半載竹管状工具による浅い鋸歯文 隆帯剥落 LRヨ コ ナ デ Ⅲスス 下の割れ日、接合面剥離

963 HA84 Ⅱ層下位 深鉢 回縁隆帝剥落 半alt管状工具による浅い沈線 LRヨ コ (疎 ら) ナ デ

HA84 Ⅱ層 栗鉢 (1洛周以下 口縁剥落 半alI「 管状沈線→m沢 (*下の割れ日、接合嵐から剥離 ) チ デ 句外黒斑 ? 外下スス、内下コゲ 〕88
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第128図 縄文土器 (95)
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No 出土地点 層位 器種  部位
外   面

(口縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)

備   考
本文

HA84 Ⅱ層 深鉢但洛周以下) 半我竹管状沈線→RとR ナ デ 内面上部黒斑 D83

966 HA84 Ⅱ層 果鉢 日縁部 波頂都口唇押圧 2、 他亥」目 深い刺突 太 く浅い鋸歯文 ナ デ 外面スス付着 ?

967 ユ騨 Ⅱ層、H485 Ⅱ層はレ切 |

集鉢 (1.螺以 _ヒ 日縁、底部雑ナデ→半我竹管状工具蛇行沈線/底面丁寧なナデ ナ デ 71・ 上スス、下赤摩耗、肉下 コケ

HA84 栗鉢 口縁部 太 く深い沈線 半裁竹管状工具による刺突列 ナ デ

HA84 条鉢 頸部 半我竹管状工具による浅い沈線 高め鎖状隆帯 ナ デ タト面スス付着 ?、 摩耗

970 HA84 深鉢 日縁部 LRヨ コ ?→半裁竹管扶工具による深め刺突、沈線 ナ デ 県面スス付着

HA84 浜鎌  口縁部 日縁高い隆帯貼付 半裁竹管状工具による沈線 ナ デ

第129図 縄文土器 (96)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調整など)
備  考

文

載

ヽ

己

972 EA8D Ⅱ層 深鉢 (1れ周以下 4単位 日縁太く深い沈線 LRタ テ→半織汁會代I具による押し引き、沈線 ナ デ 71黒斑 ? 夕棚同中スス、内下コゲ

974 HA35 ■層 大深鉢(y叩日以下 4単位 日縁貼付、LRヨ コ→半n4t魯伏工具刺突、沈線→胴ポタン貼付 ナ デ 再外黒斑  内外歴耗
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第130図 縄文土器 (97)
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第131図 縄文土器 (98)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

ヽ文

HA85 1層 鉢 (1/2月以上 ) 倍節 7単位  LR結節 タテ→底部 ～底面 ケズ リに近 いナデ 指 なで ? 標 斑 外上、底 ?ス ス、内下コケ

HA85 Ⅱ層 鉢 (1れ周以上 ) 寛都 ナデ、日縁 貼付→指亜状圧痕、LRヨ コ/底面網代 痕 ただれ 本上スス、剥落、内下 コゲ ?

HA85 Ⅱ層 異形 4脚 ナヒ啜的 J隼なナデ  (*胎 土大 きな少種 な し ナ デ 勺外黒斑

HA85 m層上位 深鉢 (1ノ9司以下 しRナ ナメ (ナ デで大分消えてる)→半裁竹管状工具による沈線 ナ デ 米上スス 下の割日、接合面剥離

HA85崩 落土 鉢 (″9司以上) しRイ ロイロ (口縁ヨコ)だが胴部は疎ら→底都～底面ナデ ナ デ 71・上、底面 ?ス ス、内下コゲ

イ党係(1お周以下 ヨ縁 内側肥厚  ナデ/底面 :網代痕 ?→ケス リに近いナデ ナ デ
'際

斑? 内外茶色で光沢あつた ?

HB85 Ⅱ層 深鉢 (1ん周未満| ヨ縁台形 高い貼付 日 :太 く深め沈線/LRイ ロイロ→半載竹管状工具沈線 ナ デ

-200-

第132図  縄文土器 (99)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口縁都刑同部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(Fll整 など)
備   考

文

載

982 HC85  1層 小型 (一部久損 ) 三山突起 2単位 井戸底  ナデ 指なで ? 本底部摩耗、内面底部剥落

983 Htt I層 、 1層、 Ⅱ層上面 鉢 (1を周以上 ) 口縁隆帯 ナデ/底面 :網代痕→ナデ ナデ凹凸 Ⅲ日縁スス、下赤、内コゲ(底 も
984 HC85 Ⅱ層 挙 し御剖以 ト 湘 入期 寸4剰立(欄立八形文あるものも, 日縁二条隆言 (下刻 日テげ 十上 スス、下示麿耗  内 コゲ )83

985 HC85 11'詈 深鉢 (1た周以下: 大漉伏日縁頂部刺突ほか駅 ヨヨ ロ翻 Dtt L側 面E痕 深い刺突/m嚇 節ヨコ ミガキ? 肇通孔 外上スス、下赤摩耗、内下コゲ

986 EC86 Ⅱ層上他 小型 (1/3周 ) ナデ (底 面 も) ナ デ

987 lD80 Ⅱ層 栗鉢 (1洛周以下 鼈軸絡 1(L)ナ ナメ、 タテ ナ デ スス、下赤摩耗?、 内日縁スス、下コゲ D83

988 ID84 1層 深鉢 ? 底部 ナ デ ナ デ

989 ID84 1層 喬状把手 半我竹管状工具による浅い沈線 ナ デ 天商摩耗剥 落

第刊33図 縄支土器 (100)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(回 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

文

載

990 HD84 1層 深鉢 (1れ周未満 最上部高い隆帝、他低め隆帯上411突 ナナメ下刺突 結束1種 (LR、 Юり結節タテ ナ デ

HD84 Ⅱ層穴  ■層 深鉢 (1ん周以上 4単位  タテ貼付 LR結節 タテ (*胴 ～底面摩耗 ひどい ) ナ デ 外上スス、内下コゲ(一部上まで)

992 宋鉢 (1埒周以下 日類 :太 く深め沈線、鎮状 隆帝/結粟 1種 (Rし、LR)結節 ヨコ VI・■スス、下摩耗、内下コゲ ?
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第司34図 縄文土器 (101)
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994a

＝

�

出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部 //4同 都/底都/底面、縄文原体 など)

内 面

(調整など)
備  考

文

載

ヽ

記

993a ID84 ■ 鉢 (1れ周以下 ) 4単位 日顕 :高い貼付 (縦下突起)/胴 :雑 なナデ ナ デ p83

993b ID84 ■ 飛鎌  回顕部 ナ デ 下の書Jれ日、粘土接合面から剥離 pB3

994a 4単位 貼付→ LR結節 タテ ヨコ貼付下 ～中央刻 日列 ナ デ D EB

第135図 縄文土器 (102)

-203-



由
一
導
Ｋ
ふ
単

一礫

／

１

Ｉ

，

イ

‐

キ

ー

ー

、

畝機睡鶴蝉

999

0         1 :3       10cm
:

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

文

載

994b HD84 Ⅱ層 HG4 Ⅱ層下都 底都 (1泡周以上) LR結節 タテ/底面網代痕→中央ナデ ナデ 勺外赤摩耗

995 ED85 1層 鉢 (1洛周以下) 結束 1種 (LR、 RL)タ テ他/底部ナデ/底面 :網代痕→ナデ ナ デ 外上スス ?、 内コゲ

996 HD85 Ⅱ層 下部 深鎌 (2/3周 以下 ) 4単位 ? 貼付→ LR結節  タテ ナデ 外スス、内上スス ?付着

997 HD85 Ⅱ層 下部 夫波状 口縁頂押圧 LRヨ コ→太 く浅い沈線 デ 内面コゲ付着

998 HD85 Ⅱ層 下部 小型鉢 ? 高め隆帯 半裁竹管状工具による鋸歯文 LRイ ロイロ ナ デ ■面摩耗

999 HD85 Ⅱ層 下音Ъ 深鉢 口縁部 日縁隆帯 Lヨ コ、ナナメ ナデ ? 再外面赤摩耗

1000 HD85 1層下部 深鉢 ? 回縁部 内面肥厚 半祓竹管状工具による深め沈線 ナ デ

HD85 Ⅱ層下音[ 栗鎌 胴上部 径言上下か ら刺突  RL結節 タテ 7 ナデ

1002 HD85 Ⅱ層 下部 深鉢 回縁部 内面隆帯状 太い沈線 半裁竹管状工具によるヨコから刺突 頸部高め隆帯 ミガキ?

1003 HD85 Ⅱ層下部 深鉢 最上部隆帝 細め隆帝 太い沈線 結束 1種 (猷、RL)結節タテ ナ デ 勺外摩耗

1004 HD85 1層 下部 深鉢 Q/Ы司以下) 台形状突起口唇に刻 目隆帯貼付 高いタテ隆帯 LRイ ロイロ 内外里騨 ? 休スス 内コゲイヤ着
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第136図 縄文土器 (103)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部/胴部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調整など)
備   考

ヽ茨

1005 HD85 Ⅱ層下部 深鉢 口縁部 有面隆帯 口唇平 ら 大 く深い水平沈線、浅め鋸歯文 ナ デ Ⅲ面黒斑 ?

1006 HD85 Ⅱ層下都 深鉢 ? 顕部 半我竹管状工具による大 きな鋸歯文 ナ デ 勺面摩耗

1007 ED85 1層 下部 日縁 隆帝上深い扉J突 ナ デ TIHlス ス付看

1008 HD85 Ⅱ層下部 竹管状工具による浅い鋸歯文 ナ デ ■面赤磨耗

1009 HD85 1層 下部 深鉢 日縁部 ノーメン状浮線文  (十 日縁左側 も欠損 ? 萎耗 勺外摩耗ひどい 下の割日擬似日縁

HD85 Ⅱ層下部 深鉢 日縁部 ヨ縁隆帯剥落 ? ミガキ?

HD85 Ⅱ層下部 口 :太 く浅い沈線/頸 :半我竹管状工具 による沈線 ナ デ Ⅲ面スス付着

1012 ID85 Ⅱ層下部 内面隆帯 日唇平 ら 隆帯剥落 沈線 刻 目 ナデ

ID85 Ⅱ層下部 深鉢 口縁部 盗帯上爪形文 半蔵竹管状工具 による泥線 ナ デ 地ヽ逆?←輪橋=内傾で判断

lD85 1層 下部 深鉢 胴上部 LR側 面圧痕 刻 目列 LR結節 ヨコ ナデ丁寧
「

寧 肌色 搬入品 ?

1015 ED85 Ⅱ層下部 深鉢 最上部隆帝状 幅広低い隆帝 太い沈線 彗耗

1016 ED85 Ⅱ層下部 上部隆稀状  深め沈線 ナ デ 芍外摩耗

ED85 Ⅱ層下部 深鉢 日縁都 台形突起 ? 細 く高い隆帯貼付 彗耗 付外摩耗

ED85 Ⅱ層下部 葛め隆帯 タテ、ヨコ 深い刻 目 LR側 面圧痕 ナ デ

HD85 Ⅱ層下部 深鉢 回縁部 最上部隆帝 最下部櫛歯状沈線 ナデ丁寧

1020 lD85 Ⅱ層下都 ナ デ 摩耗

HD85 ■層下 鉢 (底のみ一周 ) LR結節 タテ/底面ナデ ナ デ ′罐 耗 外上スス ?、 内下?コ ゲ

1022 HD85 Ⅱ層穴 深鉢 日縁部 日縁肥厚 結束 1種 に照 RL)タ テ→半数脩管状工兵による沈線 ナ デ 再外摩耗

1023 HD85 ■層穴 深鉢 日縁隆常上太い沈線 半執竹管状工具による沈線→低いボタン貼付 肇耗 付外摩耗 ひどし

第137図 縄支土器 (104)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部/胴部ノケ氏部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

文

書

1024 HD85 Ⅱ層穴 深鉢 胴都 LRタ テ ?→半我竹管状工具による沈線 ナデ ? Ⅲ上スス 内外磨耗ひどψ
1025 HD85 Ⅱ層 深鉢・頸部 LR側 面彊王痕・亥」ロア」 LR薦 1節 ヨコ  (■ タト面黒証 ?) ナデ丁寧 〔地逆 ?←輪積 =内傾で判断
1026 ■D85 終鉢 (1/」町以下 面肥写 タテ貼付日唇まで短沈線 半載竹魯煙 具ヨコ刺突 顕隆常 ミガキ? スス? タテ隆帝ヨコ△調 り去り
1027 EE84 Ⅱ層 深鉢?(1刻胃以下 まなで (凹 凸) 指なで凹凸
1028 HE85 1層上面 深鉢 胴上部 髯い隆〒上刻 目列 沈線 (*赤摩耗 ひどく見えない) 撃耗 上補修孔  内面下 コゲ ?

1029 HE85 Ⅱ層上面 深鉢 胴上部 し?結飾 タテ ナ デ 上の割れ日、擬似 口縁
1030 HE85 Ⅱ層 深鉢 他8日以下〕 4単位 ? 突起貫通 しない箇所 も 結東 1種 にR RL)結節タテ ナ デ Ⅲ黒斑? 外下赤摩耗、内下コゲ?

1031 HE箭  Ⅱ層 高め隆帯 深い沈 llR、 下か ら刺突 LR結節 タテ ミガキ 下の割日擬似日縁 ? 内下コゲ ?

1032 IE85 Ⅱ層 最上部内外隆帯状 深い沈線、下から刺突 ナ デ 小面黒斑 ?・ 内面磨耗
1033 IE85 Ⅱ層 、HF85・ Ⅱ層 則 同(1/引円以上) 単位 ?・ 結東1種 ⊂R RLl結節タテ/底面 :網代痕→ナデ ナデ 性 スス、下赤剥落、内上スス、下ヨゲ
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第138図 縄文土器 (105)
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No 出土地点 層位 器憧 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

文

載

1034 HE85 Ⅱ層、HF93・ Ⅱ層 深鉢(1/4R以下) 貼付→櫛歯状沈線 ナ デ 外面下部摩耗 D83

1035 HF85(住居内 ) E層 深鉢 胴部 多軸絡 (Llタ テ ナ デ 71黒斑 ? 外赤摩耗

HF85 Ⅱ層 栗鉢 甲圧により日唇蛇行 隆帝上深い押圧 多軸絡 (R)?タ テ、ナナメ

HG86 Ⅱ層 深鉢 (1凋町以下) 4単位 ? 日縁ナデ LR結節 タテ ?(痕跡薄ψ ナ デ 7H・スス?、 内上産耗、下コゲ?

HG86 Ⅱ層 鉢 (1/2以上 ) 2種 2単位変形 舶付、囃 節タテ→太めで深い沈線、底部～底面ナデ ナ デ /t赤 み、内 ヨゲ ツ 〕遷〔

H184・ 携舌し 小型 (1れ周未満) 日縁隆帯状・日唇、日縁半裁竹管状工具による刺突列 ナデ 補修孔 色調質感他 と異 なる

1040 m84 撹舌[(■/12)、 HD4 ロ 浅鎌 (ツ 9日 以下 ) 1起 1単位 ?(日縁復元線 根拠 な し) 口唇突起部横 I字状肥厚 ナデ丁寧 外黒斑 外面ナデ粘土 まくれ痕 p8〔

第139図 縄文土器 (106)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同郡/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)

備   考
文

載

H187 Ⅱ層 朱鉢 (1洛周以下) LRヨ コ ナ デ 外面スス付着、内面上ただれ

1042 H187 Ⅱ層 朱鉢 (1れ周以下) 日縁肥厚 LRヨ コ、ナナメ→口縁一箇所深い押圧 ナデ ? 外黒斑? 外スス、内面荒れている

と043 H187 Ⅱ層 突鉢 (1/41剖以下 日縁 隆希】大 Lナ ナ メ、 タテ→ L側 回肛涙 ナ デ 7tス ス、内下 コゲ ?イ寸看

1044 HS87 1層 求月同? 陸帯上押

『

列 沈線文様 ナ デ 内外黒班 ? 外面スス付着

1045 HS87 1層 、 Ⅱ層 (3/4) 衆鉢 (1氾周以下) 単位不明 太 く深め沈線 LRタ テ/底部ナデ/底面 :網代痕 ナ デ ホ黒斑? 外上スス、下摩耗、内下コゲ

1046 HS87 ■濤
`勿

/3) 渠鉄
`И

日以下 □縁線斎支 4塁位 ? 結東 2種 (LR、 RL)タ テ→半裁竹得伏細 く深い沈線 米里群 外中革スス、内下 コゲ
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第140図 縄文土器 (107)
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0         1:3       10cm ■0弦

No 出土地点 層位 器種 都位
外   面

(口 縁部/】同部/底部/底面、縄文原体など)
面
楚

内
譴

備  考
文

載

ヽ

己

1047 闇  Ⅱ層 (木根)、 Ⅱ層、Ⅱ～Ⅲ層 深鉢Q海周以上) 脱周多軸絡 (L)タ テ→1刻司強単軸絡5(R)タ テ→y期翻弱単軸絡 1(R)ナナメ ナ デ

'卜

上スス、下赤摩耗、内下コゲ p83

1048 HS87 Ⅱ層 深鉢Qれ周以上) 6単位 帯鮎付 2と S宇折 り返 し貼付/底面ナデだが何かの圧痕あり ナ デ ホ上スス、下赤摩耗、内下コゲ

1049 HS87 Ⅱ層 球胴 (1/4周 ) 日唇押圧 2/票 :竹管状刺突、半裁竹管状劇突/1a:単軸絡 1(R)タ テ ナ デ rI・ 甲スス、 卜摩花 、肉 トコゲ

1050 HS87 Ⅱ層 底部 (略一周 ) 底部 ～底面 ナデ ナ デ 外底朧 耗、底面スス?、 内ツ凋コゲ

内面黒斑 ? 外面摩耗箇所あり1051 HS87 Ⅱ層 大型 (1れ周以下 ) 漑頭突起 日 :LRヨ コ→LR側面圧痕/胴 :LRタ テ、ナチメ ナデ雑

1052 IS87 1層 底部 (1洛周以下 ! 氏部 ナデ/底面 :(う っす ら)網代痕→ ナデ ナ デ タトスス?、 内コゲ (底面には無)

第14司 図 縄文土器 (103)
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0          1 :3        10cm

轟

1054

1056

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部/胴部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整 など)

備  考
メ
爾

1053a HS87 1層 深鉢?(1刑 ]以下) 半我竹管状工具による沈線→高い貼付→竹管状工具による刺突 ナデ 下指なで 十面黒斑 ?、 スス付着 ? p84

!0531 HS87 Ⅱ層 深鉢 (1れ周未満) 半裁竹管状工具による沈線→高い貼付 ナ デ 天地逆? 外下スス、内コゲ付着 D84

闇  Ⅱ層 (75)、 18i コ層 深鉢(1ん周以下, 結東 1種 伍R RL)、 日唇ヨコ、日縁～胴タテ→日縁部lll面圧rH‐顕部ナデ ナデ輪積反 ホ面黒斑 ? ,84

1055 HS88 1層 栗鉢 (1刻剖以下 日 :太 く深い沈線/附加条 (LRに Rを右巻き?)タ テ、ナナメ→半繊竹管沈線 ナデ光沢 木黒斑 ? 外中央スス付着 D84

1056 HS88 1層 保鉢 (1れ周未満 , 鎮部棚状 隆稀 LRナ ナメ、 ヨコ→幅広め ソーメ ン状浮線 文 ナ デ ホ面スス、内面 コゲ付着
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第142図 縄文土器 (109)
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拓本あり。

0          1 :3        10cm

No 出土地点 層位 許種 部位
外   面

(日 縁部/胴部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

本政

1057 HT86 1層 大型深鉢 (長胴〕4単位 頸 :鎖状隆帯/胴 :ボタン貼付 2、 縦長貼付 1を 1単位、LR ナ デ 一部擬似口縁 ススコゲ不明瞭
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第143図 縄文土器 (140)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部/胴部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

文ヽ

1058 HT86 Ⅱ厨 鎌 (1泡周以下 ) 単位不明 単軸絡 1(R)タ テ、ナナメ ナ デ 71・ 突出部スス、内下コゲ

1059 HT86 Ⅱ層 深鉢  口縁部 双頭状  高い貼付  LRヨ コ→太 く深め沈線 (顕部浅め ) ナ デ 外面スス付着

1060 HT86 Ⅱ唇 球胴 (11ミ以下) 口縁肥厚 半裁竹管状工具によるヨコか ら刺突、沈線 ナ デ ント面スス、内面コゲ?付着付着

HT87 1層 (1/26)、  Ⅱ層 栗鉢 ll海周以下 ) 結東 2種 (LR、 RL)タ テ→太 く浅めの沈線 ナ デ

'卜

面 白 く歴耗

1062 HT87 Ⅱ層 鉢 (7,司以下 ) ?タ テ、ナナメ (ほ とん ど圧反見 えない ) ナ デ 治土きめ細かく、色調自色基調

第144図 縄文土器 (111)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体 など)
面
擢

内
縫

備   考
本技

1063 HT87 Ⅱ層 朱鉢 (レ9日以下) RLタ テーロ縁都太 く深い沈線 ナ デ 本黒斑 ? 外面スス付着 ?

1064 HT87 ■層 朱鉢 ll刻町以下) 丸い突起 4単位 ? LR日 縁ヨコ、胴部タテ (粘土まくれ痕、爪圧痕) ナ デ 勺面黒斑 ? 外面スス付着

HT87 Ⅱ層 期同(1/3周 以下 ) 貞都～底面ケズリに近いナデ ナ デ Ⅲ底面中央以外赤、内その裏以外コゲ

HT87 覆層 衆鉢 住/4周以下 ヨ縁部剥落 /頸 :太 く深 め沈線 /RLタ テ、ナナメ ナ デ

1067 HT87 ■層 突鉢 (略一周 ) 4単位 日 :太 く深い沈線/頸 :隆帯剥落、半裁竹管状工具の浅い沈線 ナ デ 勺外黒斑 ?

HT87 Ⅱ層 沐 (略完形 ) 4単位突起 丁寧だ力輪 積痕残るナデ→底部～底面ケズリに近いナデ ナ デ Eみ ,外スス、内まだらコゲ 外‐部摩耗

第司45図 縄文土器 (112)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁都刑同部/底部/底面、縄文原体 など)
面
だ

内
譴

備  考
文ヽ

1069 圧出7 Ⅱ層 ('9)、 HT88 Ⅱ層 漂鉢 (″9苗以下 日唇押圧 2(単位不明)と Rイ ロイロ→底部付近ナデ ナ デ 琳回黒斑Y 外一部スス、潟下コゲ

1070 HT88 1層 (1/2)、 こ層 深鉢ψ創罰以下) 単軸絡 1(L)ナ ナメ疎 ら ナ デ 対外黒斑 ? 内面下 コゲ付着 〕黎

HT88 1層 、Ⅱ層 (こ ちらが大部分) 蕨胴 (1/3周以下 町弘 つ 銀のみ太く株い泥線 LRヨ コ→半秘イ管/_E異による別突、沈線 ナ デ 対外麿耗 注記 ミスで割合不 THE
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第146図 縄文土器 (司 13)
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No 出土地点 層位 器種・部位
外   面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)
面
擢

内
罐

備  考

1072 HT88 Ⅱ層 突鉢 (1れ周未滞 日唇平ら 太く深い沈線 (粘土まくれ痕)LRタ テ、ナナメ→半融竹管状工具押引 |ナ デ Ⅲ黒斑? 下の割日、接合面剥離
1073 HT88 Ⅱ 求冴同 (月同一―垢 4単位 ? 太 く浅め沈線 結東 1種 に、Rlイ ロイロ→底部付近ナデ ナデ丁寧 打外黒斑? 外上スス、下赤、内下コダ )g瑠

1074 ナ デ 外上 スス、下赤摩耗、肉下コゲ

-215-

第147図 縄文土器 (114)
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)

備  考
本文

1075a HT88 Ⅱ層 (1ん周以下 4単位 ? 太 く浅め沈線 竹管状刺突 猷 タテ、ナナメ (疎 ら) ナ デ 外面スス付着、剥落 D84

075L HT88 Ⅱ層 れ周以下 ) LRタ テ、ナナメ (疎 ら) ナデ雑 外上スス、下赤摩耗、内コゲ ? D84

1076 休鉢 (1/9司以 ト 単位不明 日 :太 く深い沈線/胴 :LRヨ コ→半載結管沈線→貼付 デ 外面歴籍 (自 � D84

-216-

第148図 縄文土器 (115)
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No 出土地点 層位 器種・部位
外   面

(口 縁部 //B同 部/底部/底面、縄文原体など)

内 両

(調整など)
備   考

1077 HT88 Ⅱ層 案鉢 (1れ周以下) 4単位 ? 口 :貼付に沿って所々整形沈線/LRタテ痕跡薄 く疎 ら ナ デ ,土白砂顕老 内外黒斑? 外胴中スス

1078 HT88 Ⅱ層 果鉢 (1ん周以下) 結束 1種 (し、R)タ テ/底部～底面 :ナデ ナデ雑

1079 果鉢Q郷司以下) 口 :太 く深め沈線/半激竹管ItE具沈線、刺突→単軸絡 1(R)タ テ ナデ (線 ) Ⅲ上スス、下赤摩耗、内IElコ ゲ7

1080 HT88 Ⅱ層 (1潟周以下) RLタ テ、ナナメ回転→LR側面圧痕 ナデ 恰土砂多 外スス、内下コゲ

-217-

第149図 縄文土器 (116)



No 出土地点 層位 器種 ‐部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

本文

1081 HT88 Ⅱ層 朱鉢 (1/9司 以下 ヨ縁肥厚  Lタ テ、ナナメーL側面圧痕 (*同 一価体口縁部片あ り) ナ デ ホ上スス、下赤摩耗、内下ヨゲ多

1082 :型浜鉢 (長胴〕三山突起 4単位/頸 :半04t管状工具 による押引/結東 ユ種 Lタ テ ナデ Ⅲ胴屈曲部より上ヨゲ ?、 剥落多 っ84
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第150図 縄文土器 (司 17)
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0         1 :3       10cm
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口縁部刑同部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

ヽ文

1083 HU86 Ⅱ層 以下 | 単位不明 結束1種 (LK硼 ヨコ→半裁竹管状工具の深い沈線→日縁下ナデ沈線 ナデやや丁寧 /1面黒斑

1084 HU86 Ⅱ層 家B同 (1泡 以下 日 :太 く深い沈膨 /駅ヨコ?→半哉竹管状工具の細 く浅い沈線→貼付 ナデ ? 勺外摩耗 外面スス付着 ?

1085 HU86 Ⅱ層 朱鉢 (1カ周 以 ト 4早任 キ激打害状■兵妄い況線、下から扉!突 隆術刻日 結乗 1種 (LR RLlタ テ ナデ丁軍 〕廷И

1086 HU86 Ⅱ層 剣同aあ日以下 | 猟頭状 ,日縁肥厚 半裁竹管状工具によるヨコ刺突 沈線 ナ デ 勺外黒斑

第151図 縄文土器 (118)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

本文

1087 HU86 Ⅱ層 深鉢 (1れ周以下) 日唇平ら 高い隆帯上押圧 半救竹管状押引、沈線 齢 節タテ ナ デ 勺外黒斑? 外スス 下吉!日擬似日縁

1088 HU86 Ⅱ層(1/吻 )、 m発7 ]擢 景 1同 金衣

`た

掲 )

'海
4望行 つ I裁 ヨコ→半着竹管状T旦の虐め,ケ線 剤察、庚都～廣而ナデ ナデ下室 にスス 蒸面剤落、下ホ匿好、内下コゲ
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第152図 縄支土器 (相 9)



V 遺物

|ヾ

―
―
―
サ
色

フ
ーー
Ｈ
ＩＩ
脇0         1 :3       10cm

¥静

鰯

�

鰻

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部//1同 部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

文

載

1089 HIJ86 Π層、HU8i Ⅱ層、IIU8,E層 集鉢(底のみ―周) LRタ テ→底部～底面丁寧ナデ、半萩竹管状工具沈線→賄付 デ丁寧 外面黒斑 ? )84

1090 HU87 Ⅱ層 沐 (略一周 ) 口唇平 ら 隆帝上雑な沈線 ナデ凹凸 (*下 の割れ日下ほぼ底部) デ 内外面黒斑 ? 外面上部スス付着

HU87 Ⅱ層 G犯周以下) 半激 竹管状工具の茂い泥線 (*上下剖れ日、粘土接含向か ら剥駆 , 彗耗 外面赤 く摩耗、内面一部コゲ ?

1092 HU87 Ⅱ層 瑚 同(1/3周 以下) 顔酪節 タテ→大深沈線、半A4t管状押 し引き、底部ケズリにいナデ ナデ丁寧 外上スス、下赤摩耗、内下 コゲ )84

1093 HU87 Ⅱ層 集鉢 (レ9司 以下) 日縁隆帝状、上下刻日列 単軸絡5(動 ナナメ (*下の割日、擬似日縁) ナデ ? 内外黒斑 ? 外 スス、赤摩耗

コ緑降帯状 結東 1種 (LR、 RL)ヨ コ→半栽竹管状工具ヨコ凍J突、

第153図 縄文土器 (120)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

1095 HU87 Ⅱ層 衆鉢位れ周以下) 単軸絡 5(R)タ テ (*同一個体口縁～胴部破片同じ程度あ り) ナデ凹凸 71・ スス ?、 内コゲ付着

1096 Itlr 隠 、Hu88 Ⅱ層、削冊 突鉢 (1れ周以下 日縁太く深い沈線、LRヨ コ→胴半n4t管状工具による沈線→胴下ほかナデ ナデ (線 ) ホ面黒斑? 外胴中央スス付着
1097 HU88 Ⅱ層 剌同●刻司以下) 太く深い沈線 LRヨ コ、ナナメ→雑なナデ//底部～面ケズリに近いナデ ナデ維 将外黒斑イ 州樹上スス、下赤摩耗、Aコケイ 削

1098 HU88 Ⅱ層 5単位 ? 結節 (RL?)タ テ→竹管状刺突、刻日、沈線/底面赤摩耗 ナデ凹凸  1外上スス、下赤摩耗、内面コゲ?p84
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第154図 縄文土器 (121)
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No 出土地点 層位 器種 都位
外   面

(口 縁部刑同部/広部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

本技

1099 HU88 ■層 深鉢 (1れ周以上 単位?,日唇平 隆帝→結東1種 (LR、 RL)ヨ コ→ボタンhll、 底部ヽ 面ケズリに近いナデ ナデ丁寧 用上スス、下赤磨耗、内下コゲ D84

1100 HU88 4層 鉢 (底のみ略一周; 日 :隆帯2(頸部の方刻目)、 結節ヨコ/1同 :夢弾節 タテ/底面 :ナ デ ナ デ 外上スス、下赤摩耗、内面ヨゲ

鉢 (IIE一周 ) 4単位 日鎮部 :HLl・l‐半激作害決I具の浅い洸緑/胴 :結東1(Ы《 RLl結節タテ ナデ ホ面上スス、内面下コゲ付着
1102 HU88 Ⅱ層 深鉢 (長胴 ) 4単位 日 :構供把手窪む力潰 通しない/胴 :駅斗 裁竹管→ボタン貼付 摩耗 日のみ 1/2周  日～胴上 スス D8t

1103 浜鉄 (1カ憲以下 ) ヨ唇内外両倒から刻目 L?ヨ コ、ナナメ→L側面圧痕 (キ 下割口擬似日縁) ナ デ 外黒斑 ? 外スス、内下コゲ

第155図 縄文土器 (122)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部/胴部/底部/底面、縄文原体 など)
面
継

内
譴

備  考

1104 HU88 Ⅱ層 際鉢 (長胴 ) 4単位  日頸 :貼付下端突出、下か らの東J突 /胴 :ナ デ ナ デ 1同都絃繰支 の痛跡 ??
1105 HU88 Ⅱ層 深鉢 (長胴 ) 6単位 ? 日 :下からの刺突/胴 :LR結節 タテ ナ デ 2/3周 以上の残存 外スス

1106a EU88 Ⅱ層 浜

`

(1ん日以
~F

面低い隆帝状 高い隆帯上深い刻目 深い沈線 ナ デ

1061 ,Rタ テ ナデ 外上 スス、下赤麿耗
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部/月同部/底都/底面、縄文原体など)
面
掟

内
縫

備   考

ユ107 ΠU88 Ⅱ層 衆鉢 (1麗周未満 ) 日縁肥厚 日唇跨ぐ高い隆帯 深い沈線 Ы弾櫛 タテ (*同一個御キあり) ナ デ 71ス ス、表面剥落、内コゲ

1108 EL188 Ⅱ層、HU89 Ⅱ層 (1/m) 4単位? 太深沈線、刺突 胴半裁竹管状浅め沈線 ,同下 底ヽ部ケズリに近いナデ チ デ /1‐■スス、下赤摩耗、内面コゲ p8t

1109 HU88 Ⅱ層、HV89 Ⅱ層 ホ (″9司以上) 4単位  I沢結節 タテ→ナデ (一部ケスリに近い)でほt離 底面ナデ ナデ '吐スス、下赤座耗、内生産耗、下コゲ

1110 HU88 浅鉢 ? 日縁部 内面肥厚 ナデ ? ナデ?

HU89 1層 球胴 (1/3周 以下) 4単位Y 日唇 :突起外刻日 日 :太深洸線、亥」目/朋 :LRヨ コ→半激4書浅い沈線 小上スス、下自摩耗、向上スス7、 下コゲ

HV86 ■層下位 浜鉢 (1ん周以下 回唇押圧引 単軸絡 5(R)タ テ ナ デ /k而スス付着

第157図 縄文土器 (124)
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁都刑同部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

本文

床 鉢 半我竹管状工具による雑沈線 単軸絡 1(R)?ナ ナメ ナ デ 殉外黒斑 ? 外スス付着

S86 コ層下位、Ⅱ層、HV8r Ⅱ層 深鉢 (″8周以下) 太めで深 め it線 胴 :ケ ズ リに近いナデ ナ デ 界スス、内 コゲ ?付着 D8[

IV86 Ⅱ層 際鉢 (″9司以下 ) 4単位 突起下貼付則落? 朧 節ヨコ 1同 下部ナデ (キ 最下割日、軽合面から剥離) ナ デ ヨ顕部剥落多 とヽスス、内下コゲ

IV86 1層 、HV87 Ⅱ層 深鉢 (1ん周以下) LRタ テ ナ デ 外スス 注記 ミスで割合不明

艇欲 イー鶏衣娼 ) 4望仕 口覇 :隆帯 トョコ芸‖李、シタカラ剤奈 /月同:HM寸 →r衆結飾タテ ナデ丁雪 iΠ トスス、下産矛、内下 コゲ ? D8E

第司58図 縄文土器 (125)

-226-



軍

― ‐

　

‐‐‐９

一、
＼

）
一

二

V 遺物

1118

Ⅷ
1121

出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁都刑同都/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

本政

1118 HV87 Ⅱ層 浅鉢 (1れ周以下 ) 更新平 ら LR結節 ヨコ ナ デ 勺外黒斑 Y 内薗下タスリに近し

1119 HV87 Ⅱ層 琳 (1れ月以下 ) LRタ テ、ナナメ? ナ デ 外面スス、内面下コゲ ?付着

1120 HV87 Ⅱ層 果鉢 (一部欠技 4単位 噺 節イロイロ→高い瘤貼付、底部ナデ/氏面 :網代戻 ナ デ

'卜

面下部までスス、内面全面コゲ

HV87 Ⅱ層 案鉢 (1/4苛未満 ) 日縁肥厚 、その下低 い隆帝→しRヨ コ/胴 :LR結節 タテ ナ デ

1122 HV87 Ⅱ層 突鉄 (1海周未満 ) 半鼓竹管状工具による沈線 (*接合しない同一個体片多、日縁、底部も ナデ輪積痕
'卜

面上スス付着

第159図  縄文土器 (126)
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No 出土地点 層位 器種・部位
外   面

(日 縁部/胴部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)

備  考
文

載

1123 HV88 Ⅱ層 沐(1/2周以下 ) R側面圧痕 ‐LRヨ ヨ (疎 ら) 底部ナデ 底 血麿耗 ホ面上スス、内面下コゲ付着

1124 圧V88 E層 異形台 ナデ (*下 は1/3周以上残存 ) ナ デ 陰土砂混入 外面黒斑

1125 EV88 Ⅱ層 深鉢 日縁部 内面肥厚 環状貼付貫通 上深め刺突列 ナ デ ll・面摩耗

1126 IW87 Ⅱ層 朱鉢 (一部欠損 ) 隆帯hrll_LRヨ コ→頭部隆帯両側ナデ (*下割れ日、粘土接合面から則離) ナ デ (線 ) 芍外黒翼 ? 外スス、内コゲ ?疎

1127 HW87 Ⅱ層 深鉢(yJ司以下) 日唇突起 1? 口縁)佃 占付 4単位 邸稀 節タテ→貼付→駅 側面圧痕 ナデ丁寧 ホ面やや磨耗、スス付着 ?

1128 玉W88 Ⅱ層 探鉢 (1ん周以下 ) LR結節 ヨヨ→低め貼付の周 リナデ ナデ丁寧 Ⅲ黒斑? ,絲、内一部タール状付着

-228-

第160図 縄文土器 (127)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同都/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

ヽ文

ナデ丁寧 外 面一部 自色麿耗

11291 HX87 Ⅱ層 条鉢 (1海周以下) aと 貼付異なり、隆帯上刻 目列 LR結節形に沿つて ナデ丁寧 陰土 白砂含む

1129c HX87 Ⅱ層 突鉢 (ツ4周以下 しR結飾 ヨコ/庭部～面 :ナデ ナ デ ホ面黒斑 ?、 スス ?

HX87 Ⅱ層 条鉢  日縁ぞb 内面 :太 く深い沈線、半裁竹皆状工具による刺突/半裁竹魯伏刺突、沈線 ナ デ アト表面剥落 内面コゲ ?

HX87 ■層 ぷ(1か』以下) 内面沈線  口唇刻 ロ メガネ状浮文 LRヨ コ 磨消部浅い ミガキ ll・上スス、下赤摩耗、内コゲ

ナ デ ホ面スス、内面下都コゲ付着 DE距

第161図  縄文土器 (128)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体 など)
面
だ

内
譴

備  考
文

４

1133 HX89 Ⅱ層 深鉢 (1れ周未満) 単軸絡 1(L)ナ チメー半裁竹管状工具による浅い沈線 ナ デ Ⅲ向スス付着
1134 西区上段  1層 深鉢 日縁部 利回胆星 頂郡崇杖貯付上押l■ 低い蛇行隆帝→結東 1種 (LR、 RL)タ テ ナデ 再外 えひ茶色

1135 西区上段  2層 磁ゝん周以下) 日縁太 く深い沈線/胴LRタ テ→底部～底面ナデ ナ デ 勺外黒斑 ? 外上スス、内下コゲ

1136 朱鉢 (1海周以下サ 氏部 :ナ デ/底向 :網代反→ ナデ ナ デ 対面 中央種状賄付  外赤麿耗

西区上段  2層 深鉢 顕部 鱗 上深い刻目 結束1種 (駅、RL)?ヨ コ 半裁竹管状工具深く雑沈線 ナ デ

西区上段  2層 深鉢 胴上部 氏め隆帯上刺突列 縄文 ??(摩 耗 して不明 ) ナ デ 琳面摩耗

西区上段  2層 深鉢 口縁都 高い隆帯貼付 半栽竹管状工具による沈線 ナ デ

1140 西区上段  2層 深鉢 胴部 しRナ ナメ→半裁竹管状工具 による沈線 ナ デ 米面スス付落

西区上段  2層 架鉢  口縁部 内面肥厚 環状貼付 Itk帯 貼付 LRヨ コ デ Y」 学 卜の割日、柄土接含 向か ら剤離

1142 西区上段  2層 紹沐(1ん周以下 ) 日縁幅広隆帝状 大い沈線 単軸絡 1(R)ナナメ→半我竹答状工具押し引き ナデ丁黛
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第162図  縄文土器 (129)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口 縁部 //B同 部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調 整など)
備   考

文

卦

1143 西区上段  2層 究起内面深い刻目 内面肥厚/日唇 :突起刻 目両側押圧 ?/貼付 ナ デ

1144 I区上段  2層 と3層 の間 (底のみ一周 ) 結束 2種 (LR、 LR)タ テ ?→底部ナデ/底面 :網代痕→ナデ ナ デ ″卜上スス、下赤摩耗、内コゲ ?

西区上段  2層 と 3層 の間 鉢 (日縁1泡周 ) 双頭突起2単位 ? 結束1種 他К 地 )ヨ コ→日縁浅め沈線、底部ナデ ナ デ 示色付着物 ? 内外黒斑 ? )箭

1146 栗鉢 (1//3周以上 ) 4単位? 突起頂部凹 日:下から△則突 半政竹告浅沈線/1同 :駅結節タテ→下ナデ ナデ光沢 小黒斑? 外上スス、下赤摩耗、内下コゲ

西区上段  3c層 異形 (廃外 1珍冒 ナデ丁寧 底面のみ一周 (精円形)内 下ヨゲ ?

第163図 縄文土器 (130)
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出土地点 層位 器種 都位
外   面

(口 縁部 /R同部/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

本文

西区上段 3c層 劇 阿?(″3月以下) 単位不明 突起頂部深い刺突 深め刻目 結東 2種 は 、RLlタ テ ? ナ デ 外上スス、下摩耗、内コゲ多 p85

西区上段  3層 球1同 (1れ周以上) 日2種 2単位、胴4単位 日唇突起外刻目 駅 ヨコ→半数竹管沈線→ボタン ナ デ Ⅲ上スス、下赤磨耗、向上スス、下コゲ

1150 西区上段  3層 渠鉢 (1/5周 以下 太く深い沈線 結束1種 (LR、 RL)タ テ→下部中心ケズリに近いナデ消し トデ(下ケズリ?) 小黒ri? 外上スス?、 下騒耗、内下コゲ

西区上狭  3層 深鉢 Qん周以下) LRタ テ ??→半裁竹管状工兵による深 く雑な沈線 ナ デ (線 ) 治土石多

g区上段 3層 深鉢  胴上部 ナデ? 内外麿繕

耳区_ほ段  3層 深鉢 口縁都 太 く深め沈線 ナ デ

西区上段  3層 深鉢  口縁部 内面 に もソーメ ン状浮線文  (*環 状貫通孔 萎耗 殉外摩耗

1155 西区上段  3層 深鉢  口縁都 結束 1種 (LR、 RL)側 面圧痕 ナ デ

第164図 縄文土器 (131)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口縁部/Л同部/底都/底面、縄文原体 など)

内 面

(調 整など)
備  考

文

載

156a 西区上枝  3層 栗鎌 (1ん周以下 半織竹管状工具による雑沈線 ナ デ 内面コゲ多

156b 西区上段  3層 深鉢 (1れ周以下) 歪み 底面直上破片 ナ デ 内面 コゲ多

西区上段  3層 深鉢 (1ん周未満〕 Rタ テ ? 底面直上ケズ リに近いナデ/底面ナデ ナ デ 内面底面直上 1伽 までコゲ多

西区上段  4層 深鉢 (1れ周 ) 判立? 附加条 (駅にRを 右巻き)?ヨ コ、すナメ→半哉竹管沈線→太く深い沈線 ナ デ 内外黒斑 ? 下割れ日、接合面剥離

西区上段  4層 深鉢 (1れ周以下) 太 く深め沈線 貼付 LRタ テ  (*外 面黒斑 ?) ナ デ 外上スス ?、 下麿耗、内上麿耗 D85
1 ム区上炭  4店 しRナ ナメ→半教竹管状工具による沈線 ナ デ

西区上段  4層 深鉢 胴部 低いボタン貼付 LR結節 タテ→半裁竹管状工具による沈線 ナ デ 外上スス ?、 下赤摩耗 内面剥落

I区 上段  4層 深鉢 口縁都 1回唇平ら 日縁隆帯剥落 LRIHJ面 圧痕 駅 ナナメ→高いボタン貼付 ナ デ 外面スス付着

第165図  縄文土器 (132)
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外   面

(口 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

文

載

1163 西区上段  4層 深鉢  口縁部 日縁 隆帝状 LRタ テ→太 く深 い沈線 ナ デ

西区上段  4層 深鉢 口縁部 ナ デ ただれ 71・スス ?、 内ただれ

1165a 西区上段  4層 深鉢 (1海周未満 ) Lナナメ、ヨヨ (*器壁歪み) ナデ II■ スス、内下コゲ 同一個体片あり

165b 西区上段  4層 深鉢Q/5周以下) 日縁隆帯状 太 く深い押圧、沈線 Lナナメ、 ヨコ ナデ凹凸
'卜

面スス付着  同一個体片 あ り

西区上段  4層 と 5層 の問 深鉢住ん周以下) LRタ テ→半萩竹管状工具による深め沈線 ナデ雑

西 区上段  4層 と 5層 の問 深鉢住れ周以下) 4単位 ? LRタ テ、ナナメー半裁竹管状沈線→ボタン貼付 ナ デ 上の割れ日、撓 lll日縁

1168 西区上段  5層 深鉢 l1/9司 以下) 日 :太 く深い沈線/LRヨ コ 半載竹管状工具による沈線→低いボタンHhft ナ デ 勺外摩耗
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第166図 縄文土器 (133)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)

備  考
本技

1169 西区上段 ‐5層 深鉢 胴上部 日縁ほか貼付剥落 LRタ テ→半裁竹管状工具による沈線 ナデ 71・赤摩耗 ?

1170 西区上践  5層 朱鉢  回縁部 ヨ縁高い隆帯状 半裁竹管状工具 による沈線、刺突列 ナ デ

西区中段南  Ⅱ層 妹月同 回縁言L しRイ ロイロ→太く決い沈線、竹管状工具によるナナメ刺突テJ ナデ ヨぼつたい 外スス、内面コゲ付着

1172 西区 中段 南  Ⅱ層最下 渠鉢 (1/4剖以上 ) ヨ稼内外交互押L 阜釉維5 0タ テ、ナナメ→捩半徹竹管花繰→ナ//展部～回ナデ ナ デ 勺外黒斑 ? 外上スス、内下コゲ D85

1173 西区中段南  Ⅱ層最下 鉢0同のみ一周) 日唇亥」目4単位 LRヨ コ→半裁竹管状工具による浅い沈線 ナ デ 「卜上スス、下赤、内上スス?、 下コゲ

西区中段南 1層 最下、口層、Ⅲ層 深鉢 (1た周以下) 8単位? 日 :太深め沈4R/願 :LRタ テー半裁竹管状工具による細く深めの沈線 ナ デ 外面スス付着 縄文ナデで消えかけ多 D8E

第167図 縄文土器 (134)
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出土地点 層位 器種 部位
外    面

(回 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

攻

事

l175 西区中段抜根 表土 浅鉢 ? 回縁部 細 く高い隆帯 ナデ (輪積痕残る) ナ デ

1176 画区中段  1層 深鉢 ‐口縁部 半教竹管状工具 による浅 く雑沈線 (粘土まくれ痕 ) ナ デ 内面黒斑 ?

177 西区中段  1層 深鉢 頸都 高い隆帯剥落 隆帯上深い刺突、刻 目 太 く深め沈線 ナ デ

西区中段  2層 深鉢 口縁部 太 く深い沈線 ナデ丁寧

1179 西区中段  3層 深鉢 口縁部 口縁隆帯状 低い隆帯→LRイ ロイロ→深い刺突 ナ デ

1180 西区中段  3層 縄 文 (摩耗 で原体不 明)→半栽竹管状工具 による沈線 ナ デ 勺外麿耗 上下の割日擬似口縁

両 阪 坤 I_L A層 半裁竹管状工具 による沈線、押 し引 き ナデ凹凸

l182 西区中段  5層 深鉢 口縁部 日縁隆帯状 太く高い貝M寸 太く深い沈線 駅 タテ?→半載竹害代工具沈線 ナ デ

1183 西区中段  5層 深鉢 口縁部 最上部ヨコ隆帯剥落 隆帯高→LR側面圧痕 結束 2種 (駅、RL)ヨ コ ナ デ 勺外磨耗  下割 口接合面剥離

西区中段  5層 深鉢 口縁部 日縁隆帯状 太 く深い沈線 ナ デ 内面黒斑 ? 外スス

1185 西区中段  5層 深鉢  口縁部 口縁 隆帯景J落  太い沈絞 ナデ丁寧

1186 西区中段 5層 ( ■ヽS、 6層 深鉢 (7洛周以下) LRナ ナメ→隆帝貼付→刻目押圧 (*下 の言」れ日、接合面から剥離 ) ナ デ 外黒斑 ? 外スス ?、 内ただれ

1187 GY92 Ⅱ層最下部 深鉢 口縁部 細 く高い隆帯 LRヨ コ ? ナ デ 朴面スス付着 ? 外面摩耗

1188 GY92 Ⅱ層下都 深鉢 口縁部 幅広低い隆帯→LRイ ロイロ→両脇深い刺突 ナ デ

1189 GY92 Ⅱ層下部 深鉢  口縁都 高 め隆稀只占付  LRヨ コ ナ デ 勺外摩耗
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外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調 整など)
備  考

文

載

1190 GY92 Ⅱ層下部 内面隆帯状 LRヨ コ?→羊載竹管状工具による沈線、ヨコから刺突 タト団摩れ

GY92 Ⅱ層下部 深鉢 胴上部 低い隆帝→刻目 LRヨ コ→半裁竹魯伏工具による沈線、押 し引き 摩 耗 内外摩耗

1192 GY93 1層 球胴 口縁部 内面高い隆帯状 口唇ほか深い刻 目→貫通するほど深い刺突 ナ デ 内面摩耗

1193 HA92 Ⅱ層上 深鉢 頸都 RLヨ コ ?(摩耗 して不明)→半萩竹管状工具による沈線 ナデ ? 外スス付着 内外摩耗

1194 HA92 1層 最 下 日縁隆帯状 細 く浅い沈線 ナ デ 外面摩耗

1195 HA92 1層 下部 深鉢 頸部 浅い沈線 LRヨ コ ナ デ

1196 HA92 Ⅱ層下部 深鉢 口縁郡 日縁部肥厚 太い沈線 半敷竹管状工具による押 し引 き ナ デ 外面スス付着

1197 HA92 層 ■ 深鉢 胴上部 LRヨ コー半教竹管状工具による沈線、押 し引 き ナ デ 殉外摩耗 上割 日、機似 口縁

1198 HA92 Ⅱ層下 深鉢  胴上部 LRナ ナメ→半教竹管状工具によるヨコ刺突 ナ デ 外面摩耗

1199 HA92 Ⅱ膳下 渠鉢 口縁部 日縁貼付 半裁竹管状工具による沈線 ナ デ 71・ 赤歴耗、内下 コゲ付着

1200 HA92 Ⅲ層 深鉢 胴上部 LRタ テ→深め沈線 摩 耗 内外摩耗

HB92 1'詈 深鉢 Qん周以下) LRヨ コ→低い隆帯→刻 目、半裁竹管状工具による沈線 ナデ ? 内外摩耗

1202 HB92 1層 、1層下部 にあ) 深鉢Q/却司以下) 単位不明 駅 ヨコ、ナチメ→半枚竹管状工具沈線→貼付→太く深い沈繰、刻目 ナデ雑 外上スス? 下の割日、接合面剥離

1203 HB92 Ⅱ層上部 突鉱 ? 回緑き 回 :大 く深い沈線 /褻 :半裁竹答状工具 に よる沈線 ナ デ 外面摩耗

1204 HB92 Ⅱ層上音[ 榮鉢 頸部 太い沈線 半教竹管状工具による深い刺突列 ナ テ

第169図 縄文土器 (136)
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外   面

(回縁部刑Π部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

文

載

1205 HB92 Ⅱ層下部 球胴 ? 日縁部 日縁大 く高め隆帯状 太 く深い沈線 ナ デ 上の割 れ日、擬似 口縁

1206 ■B92 Ⅱ層下部 球月同?  胴」二音[ 団く深い刻 目 LR結 節タテ→△刺突掘 り去 り 階なで との割れ日、糠似回線
1207 HB92 Ⅱ層下部 面隆言状 回唇突起 幅広 く高い隆帯 太 く深い沈線 ナ デ 内外表面パラパ ラ剥落

1208 EB92 Ⅱ層下部 勺向 に皮  肉外細 い浮線文 爪形文  LRナナメ (疎 ら) ナデ 内面黒色

ユ209 HB93 Ⅱ下層 (西 ) 深鉢 胴部 単軸絡 lA(R、 L)タ テ  (*天 地逆 ?←輪積み内傾 ) 埜耗 外赤麿耗 、内上 コゲ

1210 HB93 Ⅱ上層 深鉢 胴上部 貼付剥落 高い隆帯剥落 深い刻目 駅 ナナメ→半裁竹管状工具による沈線 ナデ丁寧
1211 HB93 Ⅱ上層 深鉢  回縁部 隆帯に左右交互押圧 結東 2種 (LR、 LR)ヨ コ ナ デ 左上未欠損

1212 HB93 Ⅱ上層 昧骨同? 日縁部 内面隆帝、突起上刻目 半執竹管状工具による沈線 細い下から刺突 亥」目 ミガキ ? 下の割日擬似日縁 外摩耗、スス

1213 EC93 1層 深鉢 日縁部 大 く高い隆帯 LRヨ コ 半裁竹管状工具による深いヨコ刺突 ナ デ

HC94 Ⅱ層上部 深鉢 頸部 太い沈線 高め隆帯上押圧列 ナ デ 対外摩耗

1215 EC94 Ⅱ層上部 深鉢 口縁部 半教竹管状工具による沈線 ミガキ? 下の割日擬似日縁 外スス ?、 瞳耗

1216 EC94 Ⅱ層下部 日例卿厚 太く浅い雑沈線 半裁竹管状工具による浅い雑沈線、押し引き ナ デ

1、 型
`廣

のみ― 骨円 さみ lFkい 粘土粒貼付 底部 ～底面 ナデ なで ?
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(回 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

1218 工V I層、Ⅱ」管、ユ層上位、週下盾 衆鉢 (1/3翻 以下 単位不明 贈 寸→趾 ヨコ、下タテー羊融作管状工具沈線、東!突、底部ナデ ナデ R把手賂膏通せず 外黒斑? 外スス
1219 HD92 Ⅱ上層 朱鉢 顕部 隆帯上刻 目列 ? ナ デ ホスス付着 ?・ 内麿耗

1220 HD弦  Ⅱ上層 宋鉢 口縁都 高い隆帯 半裁竹管状工具による沈線、刻 目 ナデ

■D92 1下層 卜型(底のみ一周) ナデ (*擬似口縁 ) ただれ
1222 ED92 Ⅱ下層 高め隆符 結節 タテ (歴耗 して原体不 明 ) ナ デ

1223 HD92 Ⅱ下層 朱鉢 日縁部 非常 に高いボタン 砒 ヨコ ? 沈線 ナ デ

口縁高 い隆帝 R?側 面圧痕 ナ デ

1225 HD92 Ⅱ下層 榮鉢 日縁部 単軸絡 5(L)タ テ→低め隆帯貼付→爪形文 ナ デ

1226 ■D92 Ⅱ下層 太 く高 い隆行貼付 ナデ 再面摩耗

1227 HD92 Ⅱ下層 深鉢 口縁部 日縁隆帯状 低い隆帯上亥」目列 下から刺突列 結飾タテ?仮 体不明) ナ デ 界スス、示魅薙 、内 コゲ ?

1228 HD92 1下層 深鉾 口縁部 日唇平 ら 口縁幅広低い隆帯 ボタン貼付 LRヨ コ、ナナメ ナデ丁寧 琳面 スス、内面 コゲ ?付着

1229 HD92 Ⅱ層下都 JAl同 ? 日脚 半萩竹管状工具による沈線 ナ デ 内外摩耗

1230 ID92 1層 下部 深鉢 口縁部 日唇平 ら 日縁隆帯状 細 く浅い短沈線 羊哉竹管状工具による沈線 ナ デ 内面摩耗

1231 HD92 Ⅱ層下部 太 く深 い沈線 ナ デ

1232 HD92 Ⅲ層 深鉢 (1ん周以下) 内面低い隆帯状 隆帯上半裁竹管状工呉による押引き Lヨ コ、ナナメ ナ デ

第171図 縄文土器 (138)
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外   面

(日 縁部刈同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

本政

1233 ED93 Ⅱ上層 休外  国稼 剖
'

日縁隆帯状 日 :太 く深め沈線/頸 :半載竹管状工具による沈線 ナ デ

ED93 Ⅱ上層 日縁隆帯状 半裁竹督状工具による沈線 短沈線 ナ デ

1235 HD93 Ⅱ上層 深鉢 口縁部 日縁隆帯状 隆帯上刻 目 太 く深い沈線 ナ デ

1236 HD93 Ⅱ上層 深鉢  口縁 部 内面肥厚 LRヨ コー高め隆帯、交互刺突 (突起頂部日唇 も) ナ デ

1237 HD93 Ⅱ上層、 Ⅱ層上 (プ5) 瑚 鳳(1洛周以下 単位 日内面突出 日最上部下から刺突 △掘り去り 細深沈線 囃 節タテ ミガキ? 僑状把手貰通せず 内外黒班 ?

1238 HD93 Ⅱ下層 深鉢 (ツ
g日以下) LR結節 タテ ?→底部～底面ナデ ナ デ 内面中央突赳伏突出 内面黒斑 ?

1239 HD93 Ⅱ下層 瑚Π(1ノ9胃以下 単位不明 内面 トンネル状突出刺突するも貫通せず 深め短沈線 ミガキ? 句外票斑?夕悧諮 欄 日、桜合IHpl離

1240 HD93 Ⅱ下層 深鉢 日縁貼り合わせ 太く高い隆帯 深い刺突、短沈線 沈線 嚇 節ヨコ ナデ ?

1241 HD93 Ⅱ下層 深鉢  日縁部 最上部隆帝状 低め隆言 太く深い沈線、下から刺突 浅め短沈線、曲線、亥J目 ナ デ

1242 HD93 1下層 口縁突起 高い隆帝 刻 目浅い 深い刺突 ナデ ?

1243 HD93 Ⅱ下層 高め隆言上刻目 沈線 下か ら刺突 多軸絡ナナメ ナ デ
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出土地点 層位 器種 部位
外   面

(口縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

文

載

1244 ナ デ 下の言」れ日、接合 間承J離

1245 HD93 1 Ff 深鉢 胴上部 い隆帝△掘 り去 り 深い沈線 結束 1種 (LR、 ?)ヨ コ ? ナ デ

1246 HD93 Ⅱ下 深鎌  口縁都 押 圧 摩耗 内面摩耗

1247 HD93 Ⅱ下層 太 く高め隆帝→LRヨ コ 半載竹管状工兵による沈線 ナ デ 91・面赤摩耗

1248 HD93 Ⅱ下層 深鉢 胴部 ヨコ ?→半萩竹管状工具による沈線 ナ デ 表面パラパ ラ剥落

1249 HD93 Ⅱ下層 深鉢 胴部 半萩竹管状工具による ナ デ

1250 tID93 Ⅱ
~F層

深鉢 頸部 ? 日縁 ?肥厚 LRヨ コ→半私竹管状工具による沈線 ナ デ 天地逆

1251 HD98 Ⅱ下層 深 鉢 タテ隆帝剥落 細 く深め沈線、下か ら刺突 ナ デ

1252 ED93 Ⅱ層最下を【 下 タテ/底面 :網代痕→ナデ ナデ凹凸 擬似口縁

1253 HD93 Ⅱ層最下部 太 く深 め沈線 と半載竹管状工具 による沈線 RLナ ナメ 肇耗 /1・ スス ?、 内外摩耗

1254 HD93 Ⅱ層最下部 深鉢 口縁部 高い断面三角隆帯上刻 目列 隆帯剥落 廃似 口縁 7、 天地逆 ?

1255 HD94 Ⅱ層上音【 深鉢  回縁 部 口縁 隆帝状  LRヨ コ ナ デ 外面黒 こげで発砲、剥落 ?

1256 HD94 Ⅱ層上部 失鎌  口縁 部 口縁 隆j~貼付 肇耗 内外摩耗ひどし

HD94 Ⅱ層上部 深鉢 (1ん周以下 ) 盗帯上深い沈線 ? LRヨ コ ?→半萩竹管状工具による沈線 ナ デ 外上スス、下赤摩耗 内ヨゲ??
1258 HD94 Ⅱ層上部

HD94 1層 上部

深鉢 日縁部

口縁部深鉢

内面肥厚 高いltk帯貼付 (日 唇も)―LRイ ロイロ→半我竹管状工具による沈線 ナ デ

1259 突起頂部内面肥厚 高いボタン員訂寸 半裁竹管状工具による沈線 ナ デ 殉外歴耗、外 スス付着

HE92 1層 1集鉢  月同をL Lr面三角降帯 LRヨ コ、ナナメー半裁竹答状丁具による
'オ

縦、押1ン引き ナ デ 米スス ?、 内下 コゲ ??

第173図 縄支土器 (140)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(回 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備   考

文ヽ
己郵

1261 HD3 1層 (HD3の 間違い?) 異形 (一部欠損 ) 船形 突起 2単位 綱 く高い突起 口縁～底面比較的丁寧なナデ ナデ丁寧 71黒斑 ? 外スス ?、 内下コゲ ?

262a HE93 1層 浅鉢 ? 内面肥厚 突起表裏環状貼付 細 く高め隆帯 ナ デ 勺外やや摩耗

1262h HE93 Ⅱ層 、HF93 Ⅱ層 浅鉢 ? 内面隆帯状 内面環状貝占付剥落 口唇刻 目 ナ デ 主記 ミスで出土割合不明

262c HE93 Ⅱ層 もとほぼ同 じだが、突起環状只占付 3方向 ナデ 司一個体月同部片ほかにもあ り
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No 出土地点 層位 器種 都位
外   面

(口縁部/胴都/底都/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

1263 HE93 Ⅱ層 鉢 (1れ周以下 ) LR結 節 ヨコ→日頸部ナデ 再白黒斑 7 外スス、肉下コグ Y

1264 HE93 Ⅱ 浅鉢 (1/割司 ? Rヨ コ、ナナメー底部ナデ 底面楕円形 ? ナ デ 胎土石 器壁不均一 外黒斑 ?

1265 HE93 こ 熙鉢  日縁 部 勺面隆帝状 突起口唇押圧 低め貼付→LRイ ロイロー交互刻 目 ナ デ 勾面やや磨耗

1266 HE93 Ⅱ層 深鉢 胴上部 氏め隆帯貼付→LRイ ロイロ ナ デ

1267 HE93 Ⅱ層 深鉢  口縁部 突起剥落 日唇平ら 高め貼付→駅 ヨコ、すナメ→半薮竹管状工具による押引 ナデ 勺外黒斑 ?

1268 u93 Ⅱ層 (ν■)、 Hm3 Ⅱ層 鉢 (1た周以下) 節歯状沈線/底面 :網代痕 ナ デ

1269 HF93 1層 榮鉢 (1/5周 ) ヨ縁内面肥厚 貼付―LRヨ コ→半哉竹管状工兵による沈線、刺突 ナデ光沢 接合しない同一個体日縁部片あり

第175図 縄文土器 (142)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備  考

文

載

1270 HF93 Ⅱ層 浅鉢 ? 辰形文 ナデ

HF94 Ⅱ層 深外 内面隆静伏 細く高め隆帯 構伏把手 LRナナメー■a1/J状工具による押引、沈様 ナ デ /1黒 斑 外スス、内表面剥落

1272 lG93 Ⅱ層 浜鉢  日縁部 高め貼付 半裁竹智状工具 による押 し引 き沈線 下か ら交互刺突 ナ デ スス、内下 コゲ多

1273 HG93 1層 G々 )、 ■層TltI[合 浜鉢 (1ん周以上) 結東 1種 伍R RL)結節 ヨコ→日縁部ナデ/底面 :網代痕 ?→ナデ ナ デ ホ黒斑?? 外上スス、内下コゲ

1274 Hω4 Ⅱ層最下部 劇 厨? 口縁部 日縁隆帯状 RLa面圧痕 低いボタン貼付 半裁竹管状工具による沈線 勺外摩耗、表面剥落

1275 HG94 Ⅱ層最下部 深鉢 胴上部 高め隆帯 深い沈線 斜め下から刺突 ナ デ

1276 lG94 Ⅱ層 小型 住ん周 7) 底面楕 円形 ? 日唇瘤状突起 、その右刻 ロ ナデ雑 ナデ

1277 HH93 Ⅱ層最下言Ъ 深鉢  口縁都 回縁高い隆帯状 櫛歯状沈線 ナデ    1外 スス、内コゲ付着

1278 HH93 Ⅱ層最下部 深鉢 日縁都 突起 絡状体圧痕 (R)? ナ デ 勺クト黒こげ

1279 HH93 Ⅱ層 i完鉢●潟周以下) 単位不明 突起外側粘土紐円形貼付 ナデ雑 ナデ    1外 面黒斑 ?

1280 HH93 1層 果形 台 ? ミガキ ? ミガキ ? 粘土接合面か ら剥離

HH93 Ⅱ層 深鉢 日縁都 日唇隆帯貼付上深い刻 目 幅広橋状隆帯 深い沈線 ナ デ
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第176図 縄文土器 (143)
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No 出土地点 層位 器種 都位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)

備   考
文

藪

1282 IH94 1層 (1/2)、 Ⅱ層 矢鉢 (1れ周以下 ) 峯位不明 日 :整形痕状四線 結東1種 (L、 R)タ テ→半鼓桁曽状工具浅い泥線 ナ デ

1283 HH94 Ⅱ層、H194 Ⅱ層 浅鉢 (底のみ欠) 4単位 貼付―LRヨ コ、ナナメ (胴部ナデてほとんど消えている) ナ デ 勺面肥厚 外肌色、内面黒色

1284 I193 1層 、 Ⅱ層 、 皿層 深鉢 23剖以下 ) 4単位 太く浅め沈線 結東1檀 (RL、 LR,結節ヨコ ナ デ
'卜
向スス1寸君

1285 HH93 1層 微0、 H193 Π層 深鉢 (1/9司 以下) 員占イ■J択口縁ヨコ、胴タテ‐駅側面圧痕、深い刺突列、胴下部ミガキ? ナ デ 琳黒斑? 外上スス ?、 内下コゲ?p85

第司77図 縄文土器 (144)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(回 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整 など)
備   考

本茨

1286 H百付→押庄→Ⅸ 絹節 ヨコ  (*上 下の言」れ回、擬似 回縁 ツ ナ デ 朴面スス ?、 内面 コゲ ?

1287 H193 Ⅱ層 矢鉢 口唇突起  タテ隆帯剥落 RLタ テ、ヨコ→RL側面圧痕 ナ デ 内外黒斑? 外スス?、 内下コゲ?

1288 H193 ■層 深鉢Qた周以下 波頂部刻 ロ ロ頸部厚 い ナデ ナ デ 内面黒斑 ? 外上スス、内コゲ
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第178図 縄文土器 (145)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(回 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調 整など)
備   考

文

蒻

本

記

H193 Ⅱ層、HI盟  Ⅱ層 深鉢 (レ3周 以下) 七句4単位? 貼付―LRヨ コ、ナナメ/底部ナデ丁寧/底面 :網代FR→ ナデ ナ デ 内外黒斑 7

H194 1層 隻鎌 (底のみ一周 | 口唇刻 目列  ナデ/底面 :網代痕→ 中央押圧 ?で消 え ナデ丁軍 タト黒班? 外スス?、 内やや摩耗

H194 Ⅱ層 沐 (1/2周 以下) 口縁内面肥厚 LRヨ コ、ナチメ ナデ丁寧 外黒斑 ? 外スス、内コゲ ??

第180図 縄文土器 (147)
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0          1 :3        10cm

No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

ド攻

1293 H194 Ⅱ層 決鉢 (L/2周 以上 回肥厚 突遷4早匡Y ttШ突起日縁積に Lイ ロイロ→下部、賽起周囲ナデ ナ デ
'檸

朝 ? 外上スス、下赤睡耗、内コゲ?

1294 H194 ■層 深鉢 (1れ周以上) 記 4単位 太く深め洗線 LRイ ロイロ→底部ケズリに近いナデ/底面ナデ ナ デ

'性
スス、内コゲ?(不整形 底有)

1295 H194 Ⅱ層 鉢 ψ9司以下) 低め貼付・貼付上雑な刻目 LRタ テ→ナデ (縄文消えた部分多い) ″際 斑 ? 外上スス、内下 ヨゲ

1296a E194 Ⅱ層 鉢 (1潟周以下 ) 4単位 ナデ光沢・器壁薄い (*bと 同一個体 らしいが   ) ナ デ 朴スス ?、 内下 コゲ

1296b H194 Ⅱ層 鉢 (2/3周以下 ) ナデ光沢 (*下 の割れ日、接合面剥離 aと 同一個体らしい力ヽ 器形が   ) ナ デ 71面スス、内面 コゲ付着

第131図 縄文土器 (刊 48)
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脚川川脚門
日日倒爛り
／‐２９７

No 出土地点 層位 器種  都位
外   面

(口 縁都/1Π部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)
備  考

本技

1297 H194 Ⅱ層 深鉢 (1ん周以下) 雷め貝き付→ LR結節 ヨコ→半裁竹管状工具 に よる押 し引 き、沈線 ナデ丁寧

1298 mlJ4 Ⅱ層 3j)、 東区トレンテ3 Ⅱ 浅鉢 (2/3周 以上) 面肥厚 やや井戸底気味 口縁～底面 ミガキ、一部指圧痕 ミガキ? 内外黒斑 ? 内面やや摩耗

巴子93 1層 注目 (1ん周以下 ) 審消縄文 (LRイ ロイロ) ガキ 黒色 ナデ雑 胴～底部 D8こ

2991 HK94 1層 、田筋 I層、EM% I層 注目(1ん周未満) 警消縄文 (LRイ ロイロ) ガキ 黒色 指なで ? 出土割合 ほぼ 1:1:1 D8こ

299c HK94 Ⅱ層 注目 (1ん周以下 ) 昏消縄文 (LRイ ロイロ
) ガ キ 黒色  高い突起 に深 い押圧 指なで ? 注目欠損部に黒色付着物 ? D85
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第182図 縄文土器 (149)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(国 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体 など)

内 面

(調 整など)
備  考

卜文
こ載

1300 炭預郡日唇突起深い渦巻泥TR 微隆稀にむう沈線 m沢 7ヨ コ、ナナメ 整形 J寧  外 白スス歩

1301 圧子94 1層 、 E層 鎌 (底のみ一 佃い貼付→駅 タテ→底部 ナデ/底面 :網代痕ナデで一部消 え ナ デ 外上スス、下赤摩耗

1302 諜鉢 (1/3周 ) 4射立Y 三つの対弧隆百 隆帝→隆言■pl突 (RLARl向に反イ)、 結節RLYタ テ ″ス リ 捨土砂歩  外 スス ?、 内 コゲ ,遅K

1303 町 95 Ⅱ層 深鉢 (ν O日以下) 日縁隆静状 タテ隆帯剥落 LR日縁ヨコ、胴部タテ、ナナメ→半裁竹管状深い沈線 ナデ 朴下産耗、内コゲ? 同一個体片あり

1304 HK94・ I層、 こ層 (3/5) 深鉢 (プ』司以下) 単位不明 貼付→駅 口縁 ヨコ、胴タテ (等間隔でタテ磨 り消 し) ナ デ 外上スス、下赤摩耗、内コゲ ?

1305 Hhr94 1層 (,9)、 HV陽  Ⅱ層 朱鉢 (1ん周以下| 粘土輪橋痕  ナデ  (*下 の割 日、粘土撥合面景J離 ) ナデ(輸橘無 琳面スス、内面 コゲ付着

1306 口縁月じ
'早

 填罰
'亥

J日 、 向脇突起  貝占4寸  月ヽ形押 L LRイ ロイロ 再向コグ ツ

第183図 縄文土器 (150)
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No 出土地点 層位 器種 部位
外   面

(日 縁部刑同部/底部/底面、縄文原体など)

内 面

(調整など)

備   考
文

1307 阻M95 Ⅱ層 朱鉢 (1/』円以下) 内面刻目 日縁最上部、低い隆帯上刻目列 結束1種 (臥 L)ナ ナメ ナ デ 小スス、赤摩耗、内コゲ? 下擬似日縁

1308 HM95 Ⅱ層 朱鉢 口縁部 口縁歪み 顕部高い隆帯剥落 半裁竹管状工具による沈線 LRナ ナメ ナ デ 面乾 き始めた時荏形

1309 HM95 Ⅱ層 刺 同(1/9司以下) 内面高い隆帝 日縁性帝剥落 半稗士魯伏工具による沈線 ▽掘芸 LRタテ? ミガキ?

HM95 1層 集鉢 口縁部 分厚い日唇 にもソーメン状浮線文 肇耗 外ヽ摩耗 下の割日、接合面剥離
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第184図 縄文土器 (151)
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存

況

残

状
外面

(口縁部刑同都/底部 )

内面

(日 縁邪同/底 )
備考

攻

郵

ユ 第 号住居跡配 1と その下、HFB5(住 居内)Ⅱ層 杯 (底欠損 ) 1/3周 以下 ロクロナデ/底 :回転糸切 ? ロクロナデ 内外摩耗

2 第 号住居跡民o4(9/10)、 第1号住居跡① 不 ロクロナデ/砥 :回転糸切 ロクロナデ 外スス、内面スス多

第 サ仁居跡No5 1/4周 以下 ロクロナデ ロクロナデ 内外摩耗

4 第 号住居跡No7、 No8、 第1号住居跡④ 杯 目縁部 1/6周 ロクロナデ 不明 出土割合ほぼ同 じ 内外スス付着、摩耗

5 第 靴 居跡No10(6/81、 No12(L81、 No14の下 杯 2/3周 以下 ロクロナ
'/底

:回転糸切 ミガキ? 外面刻文 ? 内面黒色処理

6 第 号住居跡柱穴 2、 剛臥 HC・ 85■部?{住居内) Ⅳ層 イ 一部欠損 ロクロナデ//底 :回転糸切 ミガキ タト面墨書 内面黒色処理 ) 86

7 嘉 サ住居跡カマド覆土 不 1/4)司 上大千 ロクロナデ ミガキ 対血黒色処理

8 第 判 E酢② (879)、 第1号住居跡東壁中央近く疑似 不 1/4周 以上 ロクロナデ//底 :回転糸切 ミガキ? 外面墨書 内面黒色処理

9 真区雨裂北ベル ト 6層 不 底部 一 周 ロクロナデ?/底 :回転糸切 ロクロナデ 内面表面剥落

10 東区雨裂北ベル ト 杯 1/4周以上 ロクロナデ?/底 :回転糸切 ? ミガキ? 内面黒色処理 内外摩耗

11 東 区雨裂北ベ ル ト イ 2/3周 以下 ロクロナデッ/底 :回転糸切 ロクロナデ 内面黒色処理 ?(麿 耗 )

東区雨裂北ベル ト lTN 1/3周 以下 ロクロナデ/底 :回転糸切 ロクロナデ 外面摩耗

第185図 土師器 (1)
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出土地点 層位 器種 部位
存

況

残

状
外面

(口縁部刑同部/底部 )

内面

(口 縁刑同/底 )
備考

)ヽ

東区雨裂北ベル ト 台イ寸不 1//3周 以下 ロクロナデ7 確 耗) ミガキ

14 東区雨裂北ベル ト 菱 日縁部 1/7周 ロクロナデ? ロクロナデ? 内外摩耗ひどヽ

GX84 Ⅱ層上位 (4ん )、 GY84・ Ⅱ層下位 琵 7ん周以下 ヘラケスリ (底面も) ヘラケズリ 外面黒斑 ?,外面下スス、胸面下コゲ ?、 剥落

GY85 Ⅱ層 、 撹舌し (5/6) 啄 1/4周以上 ロクロナデ/底 :回転系観 ロクロナデ 外面スス付着  外面灰褐色

17 HD84 1層 甍 1/7周以下 ロクロナデ? ロクロナデ 外面摩耗 外面スス ?、 内面コゲ ?付着

HD84 Ⅱ層、I・D85 1層、 Ⅱ層、HE85 Ⅱ層 麗 75周 以下 ロクロナデ→ヘラケスリ ロクロナデ→ヘラナデ /1・面スス、赤産耗、日縁部産耗、内面コダ
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第186図 土師器 (2)
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お 出土地点 層位 器種 部位
存

況

残

状
外面

(日縁部/1同 部/底部 )

内面

(日 縁/1厨 /底 )
備 考

HD85 I層 0/5程度)、 Ⅱ層下部 杯 3れ周以下 ロクロナデ/底 :手持ヘラケズリ ミガキ 内面黒色処理  外面 やや摩耗

20 HD85 Ⅱ層 甕 1/4周以下 ロクロナデーヘラケズリ ロクロナデ→ハケメ外面スス、内面 ヨゲ ?付着

HE85'I層 (1/2上半 )、 HF85 1層 甕 1/5周以下 ロクロナデ→ヘラケズリ ロクロナデ→ヘラナデ? 外面スス多、内面 コゲ ?多付着

22 H184 範乱 霊 1/5周以下 ロクロナデーヘラケズリ? ロクロナデ

23 HW88 Ⅱ層下 (10/11)、 HX88 ■層 養 一部欠損 日縁ヨヨナデ→ヘラナデ (底 も ヘラナデ 外赤摩耗、底面剥落、肉面コゲ、底面三」落 p86

24 HG93 Ⅱ層 不 彦/3周以上 ロクロナデ?/底 :回転糸切 ロクロナデ クト面摩耗

第187図 土師器 (3)
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出土地点 層位 器種 部位
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況

残

状
外面

(口 縁部刑同都/底部 )

内面

(日 縁部刈同部/底部 )
備 考

本

当

l と号住居跡柱 穴 1 重 ? 頚部 1/6周 ロクロナデ ロクロナデ 自然釉

2 第 号住居跡 (1) 甕 ? 日縁 ガヽ片 ロクロナデ ロクロナデ 自然釉

3 第 号住居跡① 審 ? 肩都 1潟周 ロクロナデ ロクロチデ

4 第 号住居跡① 大甕 胴部 月ヽ 片 平行 タタキ ロ 平行タタキロ】大当て具痕 傾 き不明

5 第

一第 柳一柳
ネ? 底訂 1/8周 ロクロナデ/底 :回 転糸切 ロクロナデ

6 杯 日縁 巧ヽ片 ロクロナデ ロクロナデ

7 第 号土抗 杯 日縁 小片 ロクロナデ ロクロナデ

8 東区雨裂北ベ ル ト 5層 霙  打何剖
`

おヽ片 平行 タタキロ ヘラナデ ? 生焼け (内 面肌色)‐ 傾 き不明

9 東区雨裂北ベ ル ト 杯 一部欠損 ロクロナデ/底 :回 転糸切 ロクロナデ

東区雨裂北ベ ル ト 郭 一部欠損 ロクロナデ/底 :回 転糸切 ロクロナデ 枯土 まくれ痕 褐色がかつている

11 杯 2/3周以下 ロクロナデ/底 :回 転糸切 ロクロナデ 内面スス付着 `

12 束区雨裂北ベル ト 郭 3/4周 以下 ロクロナデ/底 :回 転糸切 ロクロナデ 外面酸化鉄 ?付着

13 束区雨裂北ベル ト 杯 1/5周 以上 ロクロナデ/底 :回 転糸切 ロクロナデ 外面酸化鉄 付着 外底故意 ?ナデ

東区雨裂北ベ ル ト 不 1/2周 禾満 ロクロナデ/底 回転糸切 ロクロナデ

東区雨裂】ヒベル ト (7/8)、 HA93 Ⅲb層 杯 1/3周 以下 ロクロナデ/底 :回 転糸切 ロクロナデ 「H A931出土片色調異なる
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第188図  須恵器 (1)
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出土地点 層位 器種 部位
存

況

残

状
外面

(口 縁部刑同部/底部 )

内面
(口 縁都刑同部/底部 )

備  考

16 東区雨裂北ベル ト (■ /12)、 HM95 1層 郭 2/3周 以下 ロクロナデ/底 :回転糸切 ロクロナデ 易げ底変形 色調赤みがかる

17 束区雨裂北ベル ト、東区北 トレンチ (小片 ) 大藷 胴音
「 1/4周 以下 タタキロ(格子 ) 痕跡見 えなし 他に 1雨劉 から接合しない柄倍胴部片

束区雨裂北ベ ル ト (プ5)、 東区表採 啄 3/4周以下 ロクロナデ/底 :回転糸切 ロクロナデ 内面 スス付着 ?

GY93 Ⅲb層、HA93 111 b層 郭 ン3周以上 ロクロナデ/底 :回転糸切 ロクロナデ 赤みがかっている

20 出V ほ層、れヽ93 Ⅱ層、剛  I層上部、HD3 ⅡЫ唇下部 (え ) 甕 底部 1/4月以下 ヘラケズリ 底面中央指なで ? ヘラナデ? 内面底指なで ?、 ひびあ り

HA93 Ⅲb層 係 毛形 ロクロナデ/底 :回転糸切 ロクロナデ 調査 時欠損  内面酸化鉄 ?

22 HA93 Ⅲb層 杯 一部欠損 ロクロナデ/底 :回転糸切 ロクロナデ 内面酸化鉄付着 ?

23 HA93 Ⅲb層 、HB93 Ⅲb層 (5/7) 鉢 1/3周以下 ロクロナデ→ヘラケズリ ロクロナデ 外面スス ?付着 内面 コゲ ?付藩

24 HB93 ■層下 (西 )(2/3)、 Ⅲb層 笠  月同音Б 1//4周 以下 ロクロナデ ロクロナデ 自然釉

東区南端 大変 日縁 1/3周未満 ロクロナデ/胴 :平行タタキロ ロクロナf/RI当 て呉痕 自然釉

第189図 須恵器 (2)
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第190図 土製品 (1)
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出土地点 層位 器  種 分 類

最大計測値 (伽 ) 重量

(g)
質

瑚
石
催

存

況

残

状 備考
文

載

析

定
分

鑑長 さ 幅 享 さ

1 第23号焼土 石鏃 (」丞 2 買 岩 古生代～ (中 生代) 北上 地 ) 基部欠損 ―著К晩子IvT)キヨ‖離

吏区雨裂北瑞 言鏃 (凹共 Z 49` 卒形

GS80 Ⅱナロ 百鏃 2 190 築害ほ次福

4 GS82  1帰彗 石鏃 1 4釈 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 基部欠損 階段】犬剥離→未成品 ?

真岩 (新生代新第三紀  lAL羽 山lFFe) 部欠損 新面反 る

6 T81 Ⅱ層上位 石 鏃 1 頁岩 (古生代～ (中 生代) 北上山地 ) 丞剖∫欠 預 断面反る

石 餅 藩 地

T82 Ⅱ層上位 石 鉄 l 買岩 (新 生代新第三紀 奥羽山脈 ) 軍い 未成品 ?

9 GT82 ■層上位 石鏃 (凹基 2 040 17 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFK 形 ? 脂秩状剥離 基部黒色付着物

GT82 Ⅱ層下位 石 鏃 2 175 買岩 (新 生代新第三紀 羽山 lFt 形 ? 不整形

1“ 而端欠損

2 GU84 1層 石鏃 (凹基 | 225 更岩 (新生代新第三紀 羽山脈

餅 22F
=形GV84 1'曽 FT鏃 1 280 買 岩 新生代新第三紀  奥羽山脈 を 形

GV84 1 石 鏃 ] 325 125 質 xFr生代新第三紀 jAL羽 山jIFFK

=形
? 髭い 不 啓形  断面反る

CV84 1層 上位 石鏃 (平基 240 075 頁 新 生代新第三紀 4羽 山lR 卒形 ? 軍さ不均― 厚い部分最終剥剛
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第196図 石鏃 (1)
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出土地点・層位 器  種 分類

最大計測値 (m) 重量

(質 )

質
幼

石
に

存

況

残

状 備考 効
緩

GV84 ■層上位 石鉄 (平基 39〔 190 060 頁岩 (新生代新 第三紀 奥 羽山脈 ) 七端欠損 場所 によ り色異 なる

8 GV84 Ⅱ層上位 石鏃 (凹基 ) 34( 050 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 先、基部欠 断面反る 石質悪い ?

9 GV84 Ⅱ層下位 百鏃 (凹基 ) 肇部欠損 断面先端反る

GV85 1層 石鏃 (凹基) 1260 (180 040 1 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 基部欠損 基部広がる

I V85 Ⅱ層 Ff鏃

`聞

柔う 055 猪、共都欠 柴都 広 が る

GW84 Ⅱ層上位 石鏃 (凹基 ) 2 140 045 0〔 黒曜石 (産 地不朝) 完形 基部広 ★黒曜石分析一CX12 産 地

GW84 Ⅱ層 上位 石鏃 (凸基 2 葺岩 (IFri/t新 第三紀 興羽山脈 疑部欠損 ☆基都黒色付着物 厚さバ均―

X84 ■層上4立 75f 7 百崇 (新十代新箆
=紹

 距羽 lII脈 下菩ζ夫愁形

GY84 1層 石 鏃 1 255 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 未成品 ?) 下部未整形

GY84 1層 石鏃 (凸基 397 買岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 略完形

27 石 餅 250 al面反る

3Y85 1層 石 鏃 36( 080 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 キ瑞笑娼 砦段状剥離

HA84 1層 石 鏃 1 葺岩 新生rt新 第三紀 興羽 山脈 る年形 ? 護さ不均一

HC84 Ⅱ層 石 鏃 1 300 233 頁 岩 新生代新 第三紀 奥羽山脈 を完形 ? 不整形

HC85 1眉 石 鏃 460 230 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 る完形 ? 裏面階段努犬剥離

第197図 石鏃 (2)
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出土地点 層位 器 種 分 類

最大計測値 (cm) 襲
⑭

石 質

(産地)

残任

状況
備考

ヽ文 析

定
分

鑑長 さ 幅 一旱

HD84 巴層 石鏃 (凸基 ユ 頁岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 略完形 ? 厚 さ不均一

HD85 Ⅱ層下都 石鏃 1 頁 岩 新生代新第二紀 興羽山脈 ) 略年形 ? 厚 さ不均

HD85 Ⅱ層下部 百 岩 斯Ⅲrt新筆=紺 鳳羽11「 1確 Ⅲ 懸部広が る 整形

HD85 1層 石鏃 (凹基 2 頁岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 胴部欠損 整形

HD86 Ⅱ層 石鏃 (凹基 2 略完形 基部広が る 自い

HE86 1層 石鏃 (凹柔 21( 045 慕部久損 警 形

石鏃

`凹

来 際卒形 ? 1階 IvL状剤離

HC86 Ⅱ層 石鏃 (凹基 2 頁岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 先端欠損 整形

HH86 1層 石鏃 (凹 2 080 7 頁 岩 新生ft新第三紀 先端欠

42 HT87 Ⅱ層 石鏃 (凹 2 0411 訂岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 端欠

43 石鏃 2 114 新生代新第三紀 理羽山脈 ) 略字形

44 HU86 1層 石鏃 (凸 ) 380 12C 070 頁岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 先端久損 厚い 不整形 石錐 ?

4Fj HU88 Ⅱ層下位 石鏃 (凹 1 35( 090 頁 岩 新生代新第二紀 興羽山脈 ) 婁形 ? 蒸部不率形 厚 さ不均 一

百 舞 新十/t新 筆 =組 蕪羽 III脈 ) 走形 ?

HV87 ■層下位 石鏃 (凹来 2 060 1 洞部欠損 ★共都黒角付着物

48 HV88 1層 (■ 層含む) 石鏃 (凹基 170 040 ユ 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 略完形

O HW88 Ⅱ層 石鏃 (平懸 08( 際学 彰 階段状剥離

HX88 Ⅱ層 石鏃 175 05〔 ユ 疑部 侭損 兵部不
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第198図 石鏃 (3)
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出土地点 層位 器 種 分 類
最大計測値 (cm) 襲

り
質

期
石
健

仔
況

残
状 備考

ヽ文 析
定

分

鑑長 さ 幅 さ

HB92 Ⅱ層上部 百鏃 37C 160 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 基部欠損

HB98 Ⅱ上層下部 石鏃 (円 1 44〔 11 葺肴 (新生/t新第三組 興羽 IL脈 1同 害L久辛目 階段】夫剥離
HD93 Ⅱ上層 石鏃 (凹基 055 頁 岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 略完形

HF93 1層 石 鏃 1 3質 240 150 赤色買岩 (古 生代 北上山地 ) 先端欠損 厚す ぎる 石材挟雑物

石鏃

`凹

基 160 スス状付 着物 ?

HF93 1層 (木根 ) 百鏃 (凹基 190 055 頁 岩 新生代新 第三紀 4羽 山脈 熔年形 スス状付着物 ?

HH95 Ⅱ層 石鏃 (凹 来 90 略宇 形 自ヤ

H193 Ⅱ層 石鏃 1 390 頁岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 る完形 ? 階段状剥 離多 夫成品 ?

HT94 Ⅱ層 石鏃 1 158 070 赤色買岩 (古生代 北上山地 ) 4完形 ? 厚 さ不均一

HM94 Ⅱ屠 石鏃 (凹基 190 040 11 新4代新第二紹 ユ羽 III脈 築縮次椙 基部広がる

HM95 1層 石 鏃 240 095 頁 肴 新上rt妍 密三組 理羽山脈 曇部欠損 砦炭 状剥離

HM95 1層 石鏃 1 130 買岩 (新生ft新 第三紀 奥羽山脈 ) る年形 ?

GT81 Ⅱ層上位 発豆百器 16『 49, 貢岩 (古生代～ (中 生代) 北上山地 ) 各完形 ? 胴下部 に狭れ 階段状剥離

第199図 石鏃 (4)。 尖頭器 (1)
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最大計測値 (cm) 重量

(II)

石 質

(産地 )

仔
況

頻
状 備考

析

定

分

鑑

64 GU82 1層 上位 尖頭器 2 480 230 090 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 冨さ不均一

65 GU83 Ⅱ層上位 尖頭器 ユ 230 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 享さ不均

GX85 Ⅱ層下位 尖頭器 〕 280 尺主員 師血反 る

67 HD85 Ⅱ層下部 尖頭器 ユ 670 225 090 買岩 古生代～ (中 生代) 北上山地 ) 先端欠損 ヨさ不均
68 西区中段  5層 尖頭器 ユ 465 250 125 新生代新第三紀  奥羽山脈 損 に挟雑物

HG94 Ⅱテ詈 尖繭器 25f 新上代新第三組  鳳羽山脈 kキロ

70 尖顕器 ユ 88〔 375 563 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 先端、基部欠損

7 石能 265 菌 岩 1新生rt新 第三紀 興羽 山脈 岳端久損 つ まみあ り 軸 曲が る

72 GV84‐ Ⅱ層上位 石錐 455 150 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) る完形
73 GV84 Ⅱ層上位 石鉦 1 180 頁 岩 1新生代新 第三紀 興 羽山脈 七端久損 軸曲が る 断面反 る

第200図 尖頭器 (2)。 石錐 (1)
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出土地点 層位 器  種 分 類
最大計測値 (∞ ) 重

⑭
質
り

石
健

仔
況

残
状 備考

文

鼓

析

定

分

鑑
長 さ 幅 早 さ

GV84 Ⅱ層 下位 石 錐 150 買岩 (古生代～ (中 生代)北 上山地 ) ∴端笑福

百錐 305 更岩 古生代～ (中 生代)北 上山地 ) つまみあり

HU87 Ⅱ層 石錐 120 110 斯 片 付 新 筆 =紳  ぬ 刑 II「 1に ヽ

η HX87 Ⅱ層 石錐 560 230 膏岩 古生代～ (中 生代) 北上山地 ) 先端欠損 つまみあり

猪 HA92 Ⅱ層上部 石錐 l 265 瑞久損

石舘 百猪 新上代新第三紀 晃羽山脈 盛言Кノκ十昌

筆寄 僻 十 下 石早ヒ
`44)

485 新生代新第三紀 異羽山脈 疼隼 杉

第17号焼土下穴 石匙 (斜 ) 2 390 頁岩 新生代新第三紀 奥羽山脈

第28号焼上下 石証 (橋 3c 585 214 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 各完形 ? 階段状剥離
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第201図 石錐 (2)・ 石匙 (1)
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出土地点 層位 器  極 分類
最 大 計測値 にm) 襲

くｇ，
質
切

石
に

残存
状況 備考

文

朝

本

記
分析

鑑定長 さ

東区雨裂北クリーエ ング 石匙 (縦 ) lc 65( 124 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) t形
東区雨裂北ベル ト 臼匙 (斜 ) 2 335 055 4〔 員看 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 吟死形
CS81 1層 38〔 460 065 百 岩 新片仕新筆 =紳  ぬЯЯIIIΠお つまみ笑モ 刀部弧を描 く
CS81 Ⅱ層 ξ匙(維 ? lc 100 157 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 洛完形 LT面歪む

醜
一配

縦 ?

斜 ?

la 47( 09f 疑灰岩 (新生代新第三紀  興羽 山脈 ) つ まみ曖味 石錐 との中間胚
3T81 Ⅱ層上位 1 7ユ 1450 買岩 新生代新 第三組  4羽 |II脈 先端久損
じT81 Ⅱ層 ,イア 言匙 斜 ? 1 1510)240 頁岩 新生 ft新 第二紺 4羽 11lЛ雁 毛端欠嶺
GT81 Ⅱ層「 位 百匙 変 ) 1 470 07C 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 容卒形 度用痕
3T81 Ⅱ層上位 石匙 (オ畜) 075 151 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ▼部久損
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GT81 Ⅱ層上位

買岩 (古 生代 北上山地 )

買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 )

石分析ICT l‐ 005

Lr面ジグザグ
つまみ不明際 厚い
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cゞ 出土地点 層位 器 種 分類
最大計測値 (cm) 重量

(g)
石 質

(産 地 )

存

況

残

状 備 考
本文 析

定
分
鑑長 さ 幅 旱 さ ItB覇

,T83 ■層 有早ヒ
`結

3( 030 185 貢岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 喀完形 石材に挟雑物

3U82 Ⅱ層 下位 有匙 (斜 ld 545 325 85 元端欠捜

Π,詈 卜柿 石早ヒ

`斜 `220

260 2f 慕都 衣 椙

3U83 ]層 _と位 匙 (斜 3 黒曜石 (産地不 明 ) 盛ヨSの み 透明 ★黒曜石分析 003 産地

』F旨 卜1立 石早ヒ(絆 ユ 略竿形 tFr面 反る

'U83 
Ⅱ層下位 石匙 (斜 2 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 先端 欠損

〕U83 1層 下位 石匙 (斜 2 460 080 頁岩 (新生代新 第三紀  鼻 羽山脈 ) る年形 光沢 吏用 痕

〕U84 1層 石尋ヒ(維 1 1530 290 赤色頁岩 (古生代 北上山地 ) 基部欠預

3U84  1層 有匙 赤伍百岩 (古生代  北 上 山lb)

〕 Ⅱ層 L位 石早ヒ 24「J 075 赤色頁岩 (古 生代 北上山地 ) 略完形 ? つ
=み

不明踏

石早ヒ錦干】 頁岩 (新生代新第三紀  奥 羽山脈 ) 先端欠福
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存
況

残
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文

一

析
定

分

鑑

1乏 CVも 3・ 1'膏 (330) 6封 赤色頁岩 (古生代 北上山地 ) つ まみ不 明瞭 石匙 ?

1〔 GV83 1層 石匙 (斜 ) 0 260 100 買岩 (新 生代新第 奥羽山脈 ) 基部久損

1コ CV83 Ⅱ層上位 石 匙 3 085 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 )

1〔 CVR4 ■層「 付 石 匙 1 220 7 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 略完形 ? つ まみ不明瞭

GV84 Ⅱ層上位 石匙 (斜 ) 1 325 107 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 略完形

I 石匙 (斜 ) 2

」 GV84 1層 上位 石匙 (斜 2 64( 34C 222 買岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 基部欠損 ? 厘 彰ヽ

| GV84 Ⅱ層 石匙 ? lb 58( 頁岩 (新 生代新第三紀 奥羽山脈 ) 基部欠損 ?

GV84 ■層 石匙 ? 0 470 095 8 百岩 (斯 牛代新第
=経

 4羽 |IIЛ雁) 基部欠損

石匙 ? 0 (220 100

赤色頁岩 (古生代  北上 山地 ) 集 形 午端薄ψ

第205図 石匙 (5)
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最大計測値 (cn) 襲

⑭
石 質
(産地 )

存

況

残

状 備考
攻

蒻

本

記
分析

鑑定長 さ 幅 旱 さ

石尋ヒ? 0 際年形 ? 石暫票 い ?

124 3W83 ■層上位 石匙 ? lc 220 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 基部欠損 ?

3W83 Ⅱ
'曽

■iイ lj 石匙 (縦 330 完形

12( 3W83 Ⅱ層下位 百記 (構 570 160 菖 岩 古生代 ～ (中 生代 )北 上山地 )

121 IW84 1層 百尋ヒ(構 720 百 猪 新生代新 第二紀  興羽山脈 )

=形
? つまみ狭りなし

12〔 3W84 Ⅱ層上位 百匙 (斜 39f 24f 百 岩 新■代 新密
=組

 瑾羽山脈 ) キ形

形 ? 刃部不 明瞭

!3( ,W84 Ⅱ層上 llT 石匙 (斜 ld (310)(150 07( 赤色頁岩 (古生代 北上山地 ) 欠損 ? 半裁 ?

3W84 Ⅱ層上位 石匙 (斜 2 230 06( 赤色頁岩 (古生代  北上 山地 ) 年形 ? 石材 に狭雑物

第206図 石匙 (6)

-274-



◇◇ ◇

一

一

V 遺物

ガ
側

リ

一
◇

→

⇔

→

0

0         2:3        5cm

オ
、

姿

⌒

"
ハ
悧
Ⅲ
υ

悧
―――
は
崚

ｍ

＝

Ｎ

ＩＩＩ

‐―

‐―

キー

翻

向

倒

問

‐――

‐――

――‐

リ

一

｀
 134

つ

一
◇

一
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最大計測値 (cm) 重量
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質

り
石
健

残存

状況
備考

文

載
析
定

分
鑑長 さ 幅 早 さ

a CW84 Ⅱ層上位 石匙 (斜 ) 2 300 赤色 買岩 (古生代  北 上 山地 ) 略完形 ? 巨材に挟雑物

ま GW84 Ⅱ層上位 石匙 (斜 ? 3a 34C 340 赤色頁岩 (古 生代 北上山地 )

3Z GW84 Ⅱ層上位 石 lz 075 赤色頁岩 (古生代  北上 山地 )

よ CW84 Ⅱ麿上位 石匙 380 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 先端欠損 ? 刃部不明瞭→未成品 ?

31 GW84 Ⅱ層上位 石 匙 420
缶 CW84 Ⅱ層上位 石 匙 0 (070 基部のみ

百匙 0 64 買岩 (新生代新 第三紀  奥羽 山脈 ) 来成品 ? 蜃部 のみ 7 刃部 な し

3W85 1層 百匙 (斜 ) 2 060 赤色頁岩 (古生代 北上山地 ) 尭端 欠嶺

GX83 Ⅱ層上位 石匙 (斜 ) lc 060 90 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) i端 欠損

GX84  1層 衝匙 (斜 ) ζ用崇

第207図  石匙 (7)
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石匙 (斜)1 2

最大計測値 (cm) 石 質

(産 地 )

赤色頁岩 (古生代 北上山地 )

頁岩 (古生代～ (中 生代) 北上山

三紀 奥羽山lrk)

頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 )

買岩 (新生代新第三紀 奥羽山

買岩 (古生代～ (中 生代) 北

三紀 奥羽山脈 )

石材挟雑物→欠損

1未 成品 ?)
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況

残

状 備考
本文 析

定
分

鑑
長 さ 幅 厚 さ

4(

5(

5〕

5を

5〔

GY84 Ⅱ層上位 石匙 (縦 1 809 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山lrt) 毛形 都非常に厚ψ

GY84 Ⅱナ詈_L位 石匙 (斜 2 頁岩 新生代新 第三紀 奥羽山脈 ) 刃部欠損

GY84 Ⅱ層上位 石匙 (横 3c 065 頁岩 吉生代～ (中 生代)北 上山地 ) 形

GY84 Ⅱ層上位 石匙 (縦 lz 230 090 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 先端欠損

V84 Ⅱ層 L位 0 37( 075 頁岩 Fl・ 生代新第三紀 奥羽山脈 ) 1石質 も異 なる ただの景J片 ?

GY84 1層 下位 石匙 (縦 ) lc 百岩 新准代斯 第三組 聾羽山脈 ) を形

石 匙 よ 56( 385 085 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 〒形 (斜)～ (維)中 間 [

第209図 石匙 (9)

-277-



― ら

一 ◇

代
Ｒ
日
即

Ａ
八
日
℃

八
日
Ｗ

劇
川

悧

〕

Π
∩

日

Ｖ

0         2:3        5cm

◆

出土地点 層位 器  種 分類
最大計測値 (cm) 難

①
質

り
石
帷
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状況
備考

本文 析

定

分

鑑長 さ 旱 さ

GY84 Ⅱ層下位 石匙 (斜 ) 2 41( 050 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 略完形
GY84 Ⅱ層下位 百匙 30〔 075 未成品 ? 冠部不明瞭
GY84 Ⅱ層下位 石匙 (斜 4∝ (635 095 17 七端欠損 石質不良  (斜 )～ (オ責)中 間

CY84 Ⅱ層下位 石匙 (横 ) 3c (730 を20 298 めのう (新生代新第三紀 奥羽山lFR) 先端欠損
GY85 Ⅱ層 石匙 (緞 lc 28C 075 百岩 (新牛代新密

=綿
 嵐羽 IIIR鷹 Ⅲ 形 七JR

6 GY85 Ⅱ層 石早ヒ(斜 ) 57( 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 疑部久椙

IYA5 T痺 曇 石匙 (斜 ) コ部元々欠け ?
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GY85 Ⅱ層 石匙 425 42( 154 砂岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈基盤 ) 毛形 ? 百質不良 未成 品 ?

164 GY85 崩土 石 匙 070 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 七端 のみ

GY86 Ⅱ層 (構乱?〕 石匙 (糖 ) 080 194 百岩 (新生 ft新第三紀 理羽山脈 蕪著Б久キロ?

HA84 Ⅱ層下位 石匙 (斜 ) 2 (550 128 頁岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 七端欠損

HA84 Πナ喜 石畢ヒ

`締

) 烙字形

債

“

HA84 Ⅱ層 石 匙 420
=形

狩斗) (構〕中間的
HA84 Ⅱ層 石匙 (横 ) 3 330 470 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 先端欠損

HA84 ■層 石 匙 480 貢岩 (新生代新第三紀 興 羽山脈 ) 欠損 〃部不 明瞭→ 未成 品 ?

第211図 石匙 (11)
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鑑長 さ 幅 _Hさ

HA85 Ⅱ層 石 訂尭ヨ 古生代 ～ (中 生代 )北 上山地 久

石匙 (斜 ) 750 295 07G 慕吉ほ矢 帽 き而階段状剥離
f150 基菩ほ矢 掲

HB84 1層 石匙 (縦 ) 135 頁岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 先端 欠損 基都不明瞭 石錐 との中間Ⅸ 使用痕

臣B85 Ⅱナ詈 石暑ヒ(維 ) 190 130 際字形 厚い 不整形
HB85 11婚 石匙 (縦 ) 260 060 赤色貞君 (古生代  北上 」地 ) 略完形

HB85 Ⅱ層 石匙 (斜 ) t660 380 050 貞 岩 新生代 新第三紀  興羽 山脈 ) 両端 欠 弔猿

HC84 Ⅱ層 石 匙 390 080 7 負 岩 新生代新 第三紀  奥羽 山脈 ) 基部 のみ
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HC85 Ⅱ層 石匙 (斜 ) 3c 60( 62C 140 更岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形

HD85 1層 万 早ヒ (390 055 82 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 先端欠損 石質不良

HD85 Ⅱ層下部 石匙 (斜 ) 405 270 更岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 基部欠損

HD85 ■層下音h 石匙 2 48( 89 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 未成品 ? 不整形→失敗品 ?

HD85 Ⅱ層 石匙 1 26( 070 68 赤色頁岩 (古生代 北上山地 ) 未成品 ? 刃都不明瞭→失敗品 ?

HD86 ■層 ね 匙 1 090 赤色頁岩 (古生代 北上山地 ) 基部のみ

HE85 1層 石匙 (斜 ) 085 貢岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 先端欠損 光沢

HE85 1)冒 石匙 (横 ) 3 590 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山lrFK) 略完形
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HE85 Ⅱナ冨 石匙 (斜 ) 11 更岩 (新生代新第三紀 奥羽山LFt) つまみ、先端不率形
HE85 Ⅱ

'言

石早ヒ
`斜

) 0 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 疑都代福

石匙 0 310 6と 貝石 (新生代新第二祀  奥羽ШIR) 1未 成品 ?) 1刃部不明瞭、不整形→失敗品 ?

HF85(住 居内 ) Ⅱ層 石匙 (斜 ) 1 395 赤色買岩 (古生代 北上山地 ) 各完形

9 HF85 Ⅱ屠 石匙 (維 ) 1 81C 360 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) る完形 石材挟維物避 けて成形 更用預

寝
一

HCj85 1層 石匙 (横 ) 39C 690 春学形 左右非対称 ▼用娘

HG85(住居内) Ⅱ層 石匙 (斜 ) ld 360 08金 9〔 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 未成 品 ? 刃部不賜際 画すぎ→失敗品 ?

HG85 Ⅱ層 石匙 (縦 ) 1 290 100 111 市瑞矢帽
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出土地点 層位 器  種 分 類
最大計測値 (cm) 重量

(g)
石 質

(産 地 )

存

況

残

状 備考
文

載
所
定

分
鑑長 さ 幅 軍 さ

HC86 崩土 百尋ヒ(斜〕 2 540 寅岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 略完形 質不良

[■85 1層 石匙 (斜 | 0 080 赤色頁岩 (古 生代  北上 山 41j) 」辞∫イヽ 明瞭

阻S86  Ⅱ 石匙 (斜 ) 基部 矢 椙 諄面 ツ ル ツ ル

HS87 1 石匙 (斜 0 (540 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 先端のみ

(III) lc 44( 050 貞岩 (新生代新第三紀  奥 羽 山脈 略字形

HS88 1層 丘匙 (斜 ) 095 1■8 ご岩 (新生代新第三紀 興羽山脈 ]同 き【災キロ

HS88 1層 石 匙 0 43( 120 責岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) (未 成品 ?) 刃都不明瞭
HT86 E層 石早ヒ 0 赤色買岩 (古 生代 北上山地 ) 托端 欠損 刃部不 明際→未成品 ?

石早ヒ
`締

) b 60( 32( 頁岩 (新生代新 第二紀  興 羽山脈 | 年 形

石匙 (縦 ) la 100 赤色頁岩 (古 生代  北上 とし地 ) 烙年形
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出土地点 層位 器 種 分類
最大計測値 (cn)

長さ 1幅 1厚 さ

重量

(g)
質

り
石
磋

存

況

残

状 備考
文
載

本

語

析

定

分

鑑

HT87 Ⅱ層 石匙 (縦 ) 1 赤色頁岩 (古 生代 北上山地 ) 伺部欠損

HT87 Ⅱ層 石匙 (斜 ) 095 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 側部 欠預

HU86 1層 石匙 (横 ) 3 290 赤色頁岩 (古生代 北上山地 ) 未成品 ? 刃部不明瞭

HU87 1層 石匙 (斜 ) 2 5ねЭ 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 刃部欠損

HU87 Ⅱ層 石匙 (横 ) 3 450 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 刃部久損

HU87 Ⅱ層 石 匙 3 7 買 岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 完 形 (横 ) |(斜 )中間的

21 HU88 1層 (1層含 む ) 百匙 (維〕 1 550 啓卒形

第216図 石匙 (16)
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出土地点 層位 器 種 分 類
最大計測値 (cm) 襲

＜ｇ，
石 質
(産地 )

残存
状況

備考
文

載

本

記

析

定
分

鑑長さ I幅 県 さ

lZ HU88 Ⅱ層 石匙 (斜 ) 63C 630 頁岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 毛形 節理面

l[ EV86 Ⅱ層 石匙 (斜 3c(475 090 17ι 頁岩 新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 懸部欠損 石質不良

HV88 1層 (I層含 む ) 石匙 (斜 ) 3 bl 買 岩 新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 完形 ? 左右)隊寸称、階段剥離→未成品 ?

HW88 1層 石匙 (斜 ) 300 買 岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 刃部欠損

1( HW88 Ⅱ層 石匙 (斜 ) 2 (660 凝 灰 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 基部欠損 石質不良

17 HW88 Ⅱ層 石匙 (斜 ) I 78頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 未成品 ? 刃部不明瞭

EW89 Ⅱ層 石匙 (斜 ? 160 I 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 蓉完形 ? 薄す ぎる ?

HW89 Ⅱ層 石匙 (横 ) 660 231 更岩 (新生代 /Fr第 三紀 興羽山脈 )  1略 完形
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第217図  石匙 (17)
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N℃ 出土地点 層位 器 種 分 類
最大計測値 (cm) 襲

⑭
石 質
(産地 )

存

況

残

状 備考
文ヽ

記謝

析

定
分

鑑長 さ 幅 厚 さ

HX87 Ⅱ層 石匙 (斜 ) 3 550 100 245 頁岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 寇形

西区上段県教委 トレンチ 石匙 (斜 ) 2 650 340 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 4完形
西区中段抜根 表土 石匙 (斜 ) 060 頁岩 新生代新第 紀 奥羽山脈 ) 刃部欠損 不整形→失敗品 ?

GY92 Ⅱ層上部 石匙 (斜 ) 425 440 090 頁 岩 新生代新第二紀 奥羽山lFt) 9部欠損

GY92 Ⅲ層 石匙 (斜 ) 1 460 240 060 3 赤色頁岩 (古生代 北上山地 ) 未成品 ? 刃部不明瞭→未成品 ?

GY93 1層 石匙 (斜 ) 460 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 刃部久椙

HA92 1層 石匙 (鋤 (460 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) ]部欠損

HB92 Ⅱ層下都 石匙 (斜 ) (530 560 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFe) 肇部欠損

HB93 Ⅱ上層下都 石匙 (斜 ? 1 (315 085 赤色頁岩 (古生代 北上山地 ) 基部のみ
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第218図  石匙 (18)
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最大計韻JfeL(Cm) 襲

⑭
質
幼

石
に

残存

状況 備考
文

朝

本

記
分析

鑑定長 さ 幅 厚 さ

HB93 Ⅱ上層 石匙 (斜 ?) 0 400 115 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 基部欠損 則離雑

HB93 Ⅱb層 石匙 (横 ) 3c 33( 515 075 116 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 略完形 ヒ右非対称
8 HB93 mb層 石匙 1 (3 mЭ (400 050 6 疑灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 楽部のみ 薄す ぎる→失敗品 ?

HB93 Ⅲb層 石匙 0 60〔 080 361 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山llR) 未成品 ? 刃部不明瞭
HC92 Ⅱ層 石匙 (斜 ) 570 55C 322 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 略完形

HC93 Ⅱ層 石匙 (斜 ) (470) (520 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 刃部欠損

第219図 石匙 (19)
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出土地点 層位 器 種 分類
最大計測値 (cm) 重量

(g)
石 質

(産 地 )

存

況

残

状 備考
本

記

析

定

分

鑑
長 さ 早 さ

HE93 1譴 百匙 (納 lc 60( 070 頁岩 (古生代～ (中 生代)北 上山地 ) 春完形 使用痕

HE93 1層 石匙 (斜 ) 3 30( 買岩 (古生代 ～ (中 生代 )北 上山地 ) 各完形

HE93 Ⅱ層 石匙 ? 0 30( 590 110 17 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 未成 品 ?) 刃部なし (先 端厚いまま)

HE93 Ⅱ層 石匙 (斜 ) 0 (200 (■ 80) l 黒曜石 (産地不明) 七端欠損 透明 ★黒曜石分析 -004 産地

HF93 Ⅱ層 石匙 (斜 ) 1 57( 285 070 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 各完形 白黒

HF93 1層 石匙 ? 3 50〔 545 買岩 新生代新第三紀 奥羽山HIt) 七端欠損 ? 未成品 ?

先端階段状剥離HG93 1層 石匙 ? 0 46( 買 岩 古生代～ (中 生代) 北上山地 ) 蜃部欠損 ?

HG94 Ⅱ層 石早ヒ

`斜

) 59f 770 新生代妍 第三組 4羽 山照 ) る察形

-288-
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石
磋

存

況

残

状 備考
本

一

析

定

分

鑑長 さ 旱 さ

型 HH93 1層 石匙 ? 0 480 300 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 未成 品 ?) 刃部な し 厚いまま

型 HH93 Ⅱ層 石匙 ? 3 630 石英 (中 生代 自亜紀 北上山地 ) 4完形 ? 石材不適 ?

HH94 1層 石匙 (横 ) 745 頁岩 (古生代～ (中 生代) 北上山地 ) 完形

HH94 Ⅱ層 石匙 ? 595 100 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 未成品 ?) 刃部不明瞭→失敗品 ?

H193 Ⅱ層 石匙 I 195 185 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈) 完形 ? 縦か斜めか

型 H193 1層 石匙 (斜 ?) 1 095 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFFk) 完形 ? 不整形

H194 Ⅱ層 石匙 (横 ) 3 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形 左右非姑称

H194 Ⅱ層 石匙 ? 120 買岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 | 先端欠損 ?
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第221図  石匙 (21)
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残

状 備考
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分

鑑長 さ 幅 厚 さ

H194 Ⅱ層 石匙 (斜 ) 0 770 18C 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 基部欠損 ?

H195 Ⅱ層 石匙 (斜 lc 100 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 基部欠損

HJ94 Ⅱ層 石匙 (横 ?) 590 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 先端欠損 右非対称

H耳94 Ⅱ層 石匙 (斜 0 055 赤色頁岩 (古生代 北上山地 ) 先端欠損

HK銘  Ⅱ層 石匙 (創 2 470 090 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 先端欠損 石材挟雑物

HL95 Ⅱ)詈 石匙 (斜 2 420 頁岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 略完形

EM94 1層 石匙 (斜 2 290 070 貢岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 先端欠損 光沢

-290-
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(g)
質
幼
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存

況

残

状 備考
本文 析

定
分

鑑長 さ 幅 厚 さ

HM95 Ⅱ層 石匙 (縦 ) 1 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 阿部欠預

HM95 Ⅱ層 石匙 (斜 ) 3 44七 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 未成 品 ?) 刃部不自然

HN95 1層 石匙 (斜 ) 2 6Ⅸ 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 各完形 ? 不整形

H094 F層 石匙 (縦 | ] 55( 060 頁岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 皓完形 石錐 ?

西区北抜根 表土 石匙 (斜 ) 2 49( 340 080 頁岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 略完形

第28号雉十 石笛 80f 330 買岩 新生代新第二紀 奥羽山脈 完形
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出土地点 層位 器 種 分 類

最大計測値 (帥 ) 襲
⑭

石 質

(産 地 )

存

況

残

状 備考
本

記

析

定

分

鑑長 さ 幅 軍 さ

GW84 Ⅱ層上位 石 箆 3 49( 270 1214 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 1完形 ? 階段状剥離多

GX85 1層 石箆 2 160 400 買岩 (新 生代新第三紀 奥羽山脈 ) 1略完形

GX85 Ⅱ層下位 石箆 1 130 頁岩 (新 生代新第三紀 奥羽山脈 ) 1完形 ? 曲がってる 階段状剥離

GY84 1層 石 箆 155 買岩 (古生代～ (中 生代) 北上山地 ) 完形 階段状剥離

GY84 1層 石 箆 5 86( 45C 150 買岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 1完 形 ? 断面拉 げ る

GY85 崩土 石箆 5 (735 155 買岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 )

I欠

損 階段状剥離

第225図 石箆 (3)
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状 備考
文
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本

記
分析

鑑定長 さ 幅 一旱

HU88 Ⅱ層 石 箆 380 20( 買岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 完形

HV88 Ⅱ層 石箆 5 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山RFt) 未成 品 ?) 刃部不明瞭

HYV Ⅱ層 石箆 3 390 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈) 完形 短冊状・側面波打つ

西区上段  4層 [箆 2 88( 頁岩 (古生代 ～ (中 生代) 北上山地 ) 洛完形 不整形

GY93 1層 百箆 1 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 走形 砦段状剥離

HB98 Ⅲb層 石箆 5 64( 頁岩 (新 生代新第三紀 奥羽山脈 ) 港宰形

第227図 石箆 (5)
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長 さ 1幅 1厚 さ
重
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質
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況
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状 備考
ヽ攻 析

定
分

鑑

HC93 Ⅱ層 石箆 5 8404902∞ 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 右上欠 ?

HD92 Ⅱ下層 石 箆 5 431 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 完形 ? 不整形

HD94 Ⅱ層下部 石 箆 4 24( 252 買 岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 完形 ? 石材挟雑物

HE93 Ⅱ層 石箆 5 54( 186 買 岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 完形 ?

HE93 Ⅱ層 石箆 5 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 未成品 ? 石材挟雑物

HE94 Ⅱ層 石箆 3 625 225 1192 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 未成品 ? 階段】夫剥離
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酒

日
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∩

℃

出土地点 層位 器  種 分類
最大計測値 (cm) 重量

(g)
石 質

(産地 )

存

況

残
状 備考

ヽ技 析

定
分

鑑長 さ 幅 一旱 己調

HN95 Ⅱ層 石箆 5 80( 68C 1223 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山HFR) 走形 不整形

第10号土坑 不整形 その他 (395 080 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 略完形

第20号土坑 下整形 その他 (430 150 320 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 石箆 ?

CS80 Ⅱ層 不整形 その他 438 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 下欠損 ? 石箆 ??
CS81 Ⅱ層 不整形 その他 54( 140 539 頁岩 (古 生代～ (中 生代) 北上山地 ) 毛形 石箆 ?

3T82 ■層 F整形 その他 87( 360 買岩 (新生代 新 第三紀 真羽山 RFre る第形

第231図 石箆 (9)・ 不整形、その他 (1)
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出土地点 層位 器 種 分 類
最大計測値 (clll) 重量

(g)

質
り

石
に

存

況

残

状 備考
本

当 姉
簸昆 さ 幅 旱 さ

,ユ DIV83 1層 不整形 その側 名2( 72C 140 露岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 略完形

■ ,W84 1層 不整形 その刊 641 1035 105 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 烙完形

3X84 1層 109( 26C 160 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 夫成 品 ?) 刃都不 明躊  階段状剥 離

491 109C 120 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 有下欠 ? 有下石暫不 良

第233図 不整形、その他 (3)
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出土地点 層位 器 種 分 類
最大 i

長さ 咆帷
襲
ぐｇナ

質

期
石
磋

残存

状況 備 考
本文

記載

析

定
分

鑑

GX85 Ⅱ層上位 不整形 その判 850 465 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 刃部久 ?

I GX85 撹舌L 不整形 その刊 1041 1505 砂岩 新生代新第三紀 奥羽山脈基盤 ) 未成品 ?) 刃部不 明瞭

l GY85 1層 不整形 その刊 頁岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 未成 品 ?) 石匙未成品 ?

GY85 Ⅱ層 不整形 その側 42C 買岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 未成品 ?) 刃部不明瞭 石鏃未成品 ?

GY86 Ⅱ爆∃ (描舌と?) 不整形 その側 49G 更岩 古生代～ (中 生代) 北上山地 ) 未成品 ?) 刃部不明瞭

-302-
第234図  不整形、その他 (4)





苅 出土地点 層位 器 種 分類
最大計測値 (cll) 韮

⑭
質

幼
石
帷

存

況

残

状 備考
本文 析

定
分
鑑長 さ 幅 厚 さ

ED85'Ⅱ 層下 不整形 そのll 50( 66〔 100 337 買岩 (新生代新第三紀・奥羽山脈 ) 刃部欠 ?

HE85,Ⅱ 層 441 97〔 220 742 頁岩 (古生代～ (中 生代) 北上山地 ) 生下欠 ?

HF86・ 1層 不整形 そのll 3質 29C 100 100 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 各完形 ? 整形

HG86・ I層 不整形 その1 52〔 59C α85 頁岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 客完形 ? 三角形

HH85 1層 不整形 その他 7質 97C 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山旅 ) を形

-304-
第236図 不整形、その他 (6)
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0         2 : 3        5cm

⇔

出土地点 層位 器 種 分 類
最大計測値 (cm) 釜

⑭
石 質

(産 地 )

存
況

残
状 備考

文

載

析

定
分

鑑長 さ 幅 厚 さ

HU88 Ⅱ層 不整形 その他 560 980 150 807 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 略完形

HV87 Ⅱ層 不整形 その他 400 860 140 434 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 右上欠 ?

西区上段  Ⅲ層 不整形 その他 390 060 更岩 (新 生代新第三紀 奥羽山脈 略完形 比較的整形

CY93 1層 不整形 その他 580 l ηЭ 307 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 略完形

HH94 1層 不整形 その他 525 260 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 卒形

-305-

第237図 不整形、その他 (7)
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出土地点 層位 器 種 分 類
最大計測値 (帥 ) 重量

(g)
石 質

(産 地 )

存

況

残

状 備考
女
覇

本

記
分析

鑑定長 さ 幅 厚 さ

HH94 1層 不整形 その刊 400 070 5 凝灰岩 (中 ―新生代 北上山地 (臭羽山脈)) 客完形 質質

HHtt I層 不整形 その相 970 145 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 各完形

EH94 Ⅱ層       1不轡作 その側 265 1001 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山FFR) 未成品 ?) 巨箆? 刃部不明瞭 階段状剥離

HK95 Ⅱ層 不整形 その刊 160 671 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 一部欠損

第 1号住居跡南検出 磨 敲 凹石 (900 (5Ю 315 204, デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) κ損 表裏磨面 裏面窪む 度用痕
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第238図 不整形、その他 (3)。 磨、敲、凹石 (1)



ド
．
轍

紗

一
課

I

V 遺物

∩
‐―

‐Ｉ

Ｕ

一

∩
日

日

Ｕ

1

●                     343

I ∩
日
Ｕ

一

(〔::::::::;)                344

彎
聟

―

リ

諄
ｉ
鑽

0         113       10cm

出土地点 層位 器 種 分類
最大計測値 (cm) 菫

⑭
質
切

石
に

娠仔

状況
備考

攻ヽ
記調

分桝

鑑定長 ど 幅

'軍

ど

第 9号焼土 80( 386[ 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFR) 略完形 左面 凹周 り磨面 ?

第21号癖土 171( 6質 537( 年 形 表墓磨面

第23号焼土 Z∈ 23( デイサイ ト(新生代新第三紀 奥羽山脈 | 完形 石劇凹周 り塔 向 Y

第 1号土抗  1層 昏 敲 凹雅 al 481 649C デイサイ ト(新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形 凹周 り磨面

第 1サ土坑  1層 841 203, 凝灰岩 (新生代新第三紀  奥羽 iテ杉
第 5号上坑 63( 珍肴 (中 生ft |〕 杉 蓉面不 明騰

第 6号十坑 127( 9702 埒岩 (中 ■代 白亜組 訛 にIbれ 卒 形 (1ま む

第239図 磨、敲、凹石 (2)

-307-



〔
鰍
問
Ｕ

一

鍮
珊

1(こ
と:「

~~i:)

I

〇
,

m

oヾ 出土地点 層位 器 種 錬 議
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1測値 (c ll)

臆 1匡 x
重量

(g)
質
切

石
磋

存

況

残

状 備考
卜文 効

繊
第 6号土坑 暮 改 凹石 750 330 2837 山 讃石

第10号土坑 香 敵 四石 950 520 8638 安山岩(新生代 奥羽山脈 冠形 向窪みの周 り磨 向 Y

第15号土坑 改 凹石 650 385〔 刃緑岩 (中 生代自亜紀・北上山地 ) 完形

第15号土坑 暮 萩 凹石 598〔 吟岩 (中 生代 自亜紀  北上 山地 ) 柔形 石 ?

第17号土抗 敵 凹石 585 268〔 買岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 元 ,修

需23号土抗 126( 620 440 4046 珍岩 (中 生代 日立紀  北上 山地 ) 毛形 凹周 り暦面

第27号土坑 550 8054 デイサイ ト(新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 形 面スス肺 着彰

第240図 磨、敲、凹石 (3)
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出土地点 層位 器 種 頻

最大計測値 (cal) 嚢
①

質

鯛
石
催

嚇
糊

備考
本文 姉

畿長 さ 幅 享さ

棄区雨裂北ベルト 2～ 3層 馨 敲 凹石 881 780 610 572, デイサイ ト(新生代新第二紀 奥羽山阿 を形 改石

東区雨裂北ベル ト 5層 磨 .故 四石 1031 850 粉岩 (中 生代白亜紀・北上山地 ) 毛形 生面磨面顕著

東区雨裂南ベル ト 磨 散 .凹石 128( 620 944〔 デイサイ ト0雅と代新第三紀 奥羽山Lk) 完形 平坦磨面 度用痕

東区雨裂南ベル ト 磨 .散 凹石 960 490 739〔 鱗 岩(t■Ftオ ルドビス紀 北上山地倅池峰山周辺)) え形 磨石 使用涙

3S82・  I層 馨.散 凹石 540 7411 デイサイト (新生代新第三紀 奥羽山刃0 え形 暦石 随用涙

-309-
第241図 磨、敲、凹石 (4)
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行
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踊 出土地点 層位 器 種 鑢
最大計測値 (cn) 襲

⑭
石 質

(産 地 )

存

況

残

状 備考
本文 析

定
分

鑑長 さ 幅 軍さ

GT81 1層下位 春 敲 凹石 al 110( 870 550 765〔 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形 磨石 魔用顔

GT81 Ⅱ層下位 督 改 凹石 129〔 590 3盟0 3628 砂岩 (新生代斯第三紀 曇羽山脈共難 ) 完形 凹石

CT81 Ⅱ層下位 暮 散 凹石 3670 花商岩 (中生代自亜紀・北上山地) 完形 凹周 り磨面

GT82 Ⅱ層上位 晉 敲 凹石 Hα 400 4921 デイサイ ト (新生代新第二紀・奥羽山脈 ) 走形 昏石  右面明瞭 覧用韻

GX84 Ⅱ層上位 暮・敲 凹石 6185 デイサイ ト (新生代新第三紀・奥羽山脈 ) 完形 昏石 右面明瞭 使用顔

GY84 Ⅱ層下位 督・蔽 四石 1525 6お 365 56&3 化商閃緑岩 (中生代自亜紀・北上山地 ) 完形 凹 石

-310-
第242図 磨、敲、凹石 (5)



た
~く

溺

「

日

日

日

日

＝

日

日

日

Ｈ

日

日
Ｏ
ｏ
引
　
　
　
　
　
　
　
∞

一　
引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

0
〔
Ｕ

V 遺物

勒

出土地点 層位 器 種 蝉
最大計韻J値 (cm 襲

⑭
質

り
石
催

存

況

残

状 備考
文
載

本

記 飾
餓長 さ 幅 厚 さ

GY84 Ⅱ層下位 磨 散 凹石 1■ 4( ll1 00 50( 9356 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 毛形 側面磨石 肢用猿

GY85 1層 880 4853 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 元形 凹周 り磨面 使用痕

GY85 ■層 磨 敲 凹石 480 2261 砂岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈基盤 ) 完形 凹 石

GY85 崩土 磨 改 ,日石 108〔 840 ■25 4728 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山lrR) 完形 磨石 使用痕

HA84 Ⅱ層下位 磨 敲 凹石 108〔 63Zユ 安山岩 (新生代 奥羽山llR) 毛形 随用 痕

HA85 Ⅱ層 140( 650 35( 46&7 麒 岩(古生代オルドどス紀 北上ul地 (早池峰山周遡) 走形 凹 石

第243図 磨、敲、凹石 (6)
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出土地点 層位 器 種 分類
最大計測値 (cnl) 重量

(g)

質

幼
石
に

存

況

残

状 備考
ヽ文 分析

鑑定長 さ 幅 一旱

HB85 Ⅱ層 督 散 凹石 123( 590 490 433〔 砂岩 (中生代 ? 北上山地 ) 毛形 』・敲石

HC85 Ⅱ層 暮 散 凹る (770 64■〔デイサイト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 茂片 琴製石斧未成 品 ?? 睫用痕

HC86 1層 160〔 5511 270 302` 妙岩 (新■rt新第三紀 真羽山脈共辮 ) 一部欠損 J石

HD84 Ⅱ層 散 凹る 1070 8Ю0 395 479〔 3増駅古生代オルドビス紀 北上山地(早池峰山局d) 一部欠損 昏、敲、凹石 使用痕

HD84 Ⅱ層 磨 散 凹石 98( 870 450 467〔 デイサイ ト (新生代新第三紀・奥羽山則0 老形 督石 使用痕

HD84・ Ⅱ層 磨 散 凹箔 13お 585 ■95 偲81 お彼岩(古生代オルドビス紀J仕山地(早池峰由周辺) を形 』石

第244図 磨、敲、凹石 (7)
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政 出土地点・層位 器  種 分類
最大計測値 (cm) 重量

(g)

質

幼
石
に

存

況

残

状 備考
ヽ文 析

定
分
鑑長 さ 幅 嘱 さ

ED85 Ⅱ層下部 磨 散 凹T 140〔 520 345 3973 花尚閃緑岩 (中生代白亜紀 北上山地) 恙形 」石

HE85 Ⅱ層 磨 散 凹石 820 490 776ラ 妥山岩 (新■ft 興羽山脈 ) 春完形 昏石 寛用痕

HE85 Ⅱ層 1多 2C 905 525 747C デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 形一一Ｃ 督石 使用痕

HE85 Ⅱ層 磨 藤 凹雅 141( 480 340 22■7 乾紋岩(古生代オルドビス紀 北上山地(早池峰山周辺)) 毛形 」石 使用猿

HT86・ Ⅱ層 磨 敷 凹を 112( 900 745η 花尚岩 (中生代白亜紀 北上山地 ) 毛形 蕃石 度用痕

HT87・ Ⅱ層 磨 敷 凹石 106C ,90 記形 藤石 使用填

第245図 磨、敲、凹石 (3)
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長さ 幅 1厚 さ
車
⑭

質
幼

石
催

残存

状況
備考

ヽ政 効
簸

ET87・ ■層 lll質 915 48C 676, 毛形 磨石 lt用 痕

西区上段 c2層 磨 改 凹石 96( 720 4も 3933 吟岩 (中 生代 白亜紀・北上山地 ) 十デ修

西区上段  3層 1 890 6106 花筒岩 (中生代白亜紀・北上山幼 一部欠損 散石 磨面不明瞭

西区上段  5層 42C 433℃ デイサイ ト 面不 明瞭

西区中段・ 1層 磨 敷 凹石 (870 670 2584 砂岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈基盤 | 敲石

495 2482 デイサイ ト lM■rtw第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 審石 用 痕

IrA93 Ⅱb層 磨 散 凹猛 10Ⅸ 850 405 539つ 藩、凹石 睫用ボ

第246図 磨、敲、凹石 (9)
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19

出土地点・層位 器 種 辣
最大計測値 (cln) 軽

①
質
幼

石
催

存

況

残

状 備 考
卜致 分析

鑑定長 さ 唱 阜 さ

HB93 Ⅱb層 磨 散 脱 141Xl 560 3611 380( 砂岩 (中生代 ? 北上山地) 壱形 昏、凹石

HC94・ Ⅱ層下部 磨・敲 .凹雁 1&60 430 390 367( 石英攻岩(中生代白亜紀 北上山地(奥羽山脈基盤) 毛形 」石

HD93・ I層 磨・散 凹T 1040 &80 520 6435 石英攻岩(中生代白亜紀 北上山地(奥羽山闘 t形 督石 使用痕

HD93・ Ⅱ下層 117C 370 2955 を形 」石

HG93 Ⅱ層 磨 敲 凹T i830 970 5725 安山岩 (新生代 奥羽山脈 ) k損 督石 D92 使用戻

HH94 1層 磨 敲 ,凹 T &∞ 430 6882 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山〃0 (損 暮石 D92 使用痕

-315-

第247図 磨、敲、凹石 (刊 0)



日

ぷ I

出土地点・層位 器 種 頗
最大計測植 (孟 ) 穀

⑭
質
り

石
健

残存

状況
備 考

姉

鑑定長 さ 幅 早 き

HH94 1層 曽・散・口石 123( 1020 580 948挺 デイサイ ト (新生代新第三紀・奥羽山Lk) 老形 藩石 随用娠

HH94 Ⅱ層 曽 散 凹石 143〔 9611 5 5kl 11324 デイサイト(04rt新 第三紹 ,疑羽山服) 完形 磨石 睫用滲

皿 95 1層 督・説・凹石 lZO〔 845 664て 確商閃緑岩 (中生代自亜紀・北上山地 ) 一部欠損 磨、敲、凹石 礎用壊

記IInな し 督・散 凹石 1205 4ω 710だ デイサイ ト (新生イt新第二紀・奥羽山VR) 宅形 磐石 使用痕

-316-
第248図 磨、敲、凹石 (11)
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〇 0         1 :3       10cm

/へ浜

卜

，

408

殴

一
０

一
矧

一

出土地点 ‐層位 器 種 分類
最大計測値 (cl l) 韮

①
質

瑚
石
磋

残存

状況
備考

本文 分析

鑑定長 さ 幅 早 さ

第20号土坑 特殊磨石 505 4807 珍岩 (中 生代 白亜紀 北上山地 ) 欠損

GT81 1層 上位 持殊磨石 ユ 270 175, 安山岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形

401 CT82 Ⅱ層上位 特殊磨石 la 217( 455 989, ホルンフェルス(古生代(変成は中生代自亜紀)奥羽山脈基盤) 完 形

404 CV84 Ⅱ層下位 特殊磨石 2 153( 440 546( デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山lrt) 略完形 磨面をなさず
GV84 Ⅱ層 待珠磨 IJ 2 155( 63( 452( デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 一部欠損

GV85 Ⅱ層 特殊磨石 I 74f 5457 細粒閃緑岩 (中生代自亜紀 北上山地 ) 一部欠損 畿→磨面

-318-
第250図 特殊磨石 (2)
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出土地点 層位 器 種 分類
最大計測値 (cl) 義

⑭
質
り

石
に

残存
状況

備考
ヽ技 析

定
分
鑑長 さ 幅

]W83 1層 侍殊磨石 850 8334 密山岩 (新生代新第三紀 塁羽山脈 ) 一部久損 磐面 まであ と少 し

l

=W83 
Ⅱ層下位 侍殊磨石 142( 7B0 3B( 6359 花筒閃緑岩(中Lrt白亜紀 北上山地?(奥羽山脈基盤)) 一部欠損

l

=hr84 
Ⅱ層上位 仔殊磨石 150( 8n 5999 細粒閃緑岩 (中生代白亜紀 北上山地) 一部欠損 磨面まであと少 し

=W85 
携舌七 特殊磨石 128( 800 55猛とデイサイ ト (新生代新第三紀・奥羽山脈 ) 一部欠損 敗→磨面

3X84 1層 特殊磨石 650 2056 デイサイ ト (新生代新第三紀・奥羽山脈 ) 略完形 磐面 まであ と少 し

3X85 Ⅱ層上位 持殊磨石 670 411116 ボルンフェルス〈古生代(変成は中生代白亙紀),民羽山脈基盤 欠相 磨面 をなさず

第251図 特殊磨石 (3)
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11

出土地点 層位 器 種 分類
最大計測値 (cll) 襲

①
石 質
(産地)

難
糊

備考 効
簸長 さ 幅

一阜

GX85 Ⅱ層上位 時殊磨石 740 748: デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 毛形

GX85 1層上位 俸殊磨石 2 630 395 5571 女山岩 (新生代新第三紀・奥羽山脈 ) を形 側面強敲打痕状

GY84・ I層 障珠磨石 1 490 259ウ デイサイト (M■Itrf第三紀・奥羽山耐 一部久損 藩面 まであ と少 し

GY85 Ⅱ層 特殊磨石 ■6tl 885〔 デイサイ ト (新生代新第三紀・奥羽山翔p 一部欠損 磨面まであ と少 し

12( HA83 1層 特殊磨石 1041 690 260 2蕊,( 砂岩 (古生代 北上山地) 蓉完形

HB84・ Ⅱ層 特殊磨石 17α 570 5B5 794〔 デイサイ ト (新生イt新第三紀・奥羽山翔0 一部欠損 磨面をなさず・磨面不明瞭

-320-

第252図 特殊磨石 (4)
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出土地点 層位 器 種 分類
最大計測値 (帥 ) 襲

ぐｇ，
石 質

(産 地 )

残存
状況 備考

ヽ文 析

定

分

鑑長 さ 幅 旱 さ

HC84 Ⅱ層 特殊磨石 1761 ■70 420 84イ〔安山岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 )
一部欠損

HF84 Ⅱ層 特殊磨石 lb 1■41 700 300 430( 安山岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈)
一部欠損 磨面まであ と少 し

HG86 Ⅱ層 特殊磨石 168( 600 490 601t デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) を形

HH85 Ⅱ層 籍殊磨石 193( 750 380 865, lB粒閃緑岩 (中生代白亜紀 北上山地) 略完形 裏の磨面 も平 ら

И

一
HT88 Ⅱ層 特殊磨石 lb 700 230 412: 少岩 (古生代 北上山地) 一部欠損 磨面まであ と少 し

HV87 Ⅱ層 特殊磨石 160( 580 400 481: 安山岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 一部欠損 磨面まであ と少 し

第253図  特殊磨石 (5)
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哺 出土地点 層位 器 種 分類
最大計測値 (cm) 重量

(g)
石 質
(産地 )

残存
状況

備考
本文 析

定

分

鑑長 さ 厚 さ

西区上段  el層 特殊磨石 (745 326【 石英攻岩(中■lt自 亜紀 北上出地(奥羽山脈基盤)) 破片

HA92 1層 特殊磨石 230 3348 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 部磨面化

HA93 1層 特殊磨石 1381 770 5242 安山岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 一部欠損 也磨面 も平 ら

HD93 1上 層 待殊暦石 665 4137 k損 一部磨面化? 磨製石斧莉成品?

HD94 Ⅱ層中部 特殊磨石 137( 820 475 6863 安山岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 走形 側面赦打面 というより磨面 ?

HF93 1層 特殊磨石 lc 98( 405 1112 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 部欠損 磨面 なし

HG94 Ⅱ層 特殊磨石 2c 176( 610 ■5( 5773 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山旅 ) 一部久損 磨面な し

-322-
第254図 特殊磨石 (6)
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出土地点 層位 器 種 分類
最大計測値 (cal) 重量

(g)
石 質

(産地 )

存

況

残

状 備考
ヽ文 析

定
分
鑑長 さ 幅 厚 さ

HH94イ子近 I層 特殊磨石 1435 520 285 32&〔 砂岩 (古生代 北上山地) 一部欠損 審面 をなさず 磨面平 ら

幽

一４

HH94 Ⅱ層 特殊磨石 ic 16質 320 587( 鯛粒閃緑岩 (中生代 白亜紀 北上山地 ) 一部欠損 啓面 をな さず

HD4 Ⅱ層 特殊磨石 ! 225t 430 9931 ホルンフェルス(青生代(変成は中tlt百亜紀)疑羽也脈崇幣 欠損 審面 をなさず

H195 Ⅱ層 特殊磨石 154C 405 463( デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 一部欠損

HL93 1層 特殊磨石 1 140C 740 290 454〔 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 一部久損 」石類 との折哀 ?

GT82 Ⅱ層下位 磨製石斧 i510 (225) 買岩 (古生代 ～ (中生イt) 北上山地 ) 破片 表面剥落

GT82 Ⅱ層下位 磨製石斧 450 270 167( 欠損

第255図  特殊磨石 (7)・ 磨製石斧 (1)
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448

出土地点 層位 器 種 分類
最大 ;

長 さ

十測値 (cm)

幅 1厚 さ
輯
くｇ＞

石 質

(産 地 )

存
況

残
状 備考

本文 析

定

分

鑑
一阻
一

GT82 ■層 暦製石斧 (■80 買岩 (古生代～ (中生代) 北上山地) k損 ひよう面黒い

560 190! 皮片 ff珠磨石か未成品
GU82 ■層下位 曙製石斧 270 122を 蛇紋岩(古生代オルドビス紀 北よ山地(早池峰山周辺) 破片 凹石への転用 ?

GU83 Ⅱ層上位 磨製石斧 445 230 買岩 (古生代～ (中生代) 北上山地) 破片 刃鋭い

GU83 Ⅱ層 _ヒ位 磨製石斧 (435 460 tt片

GX85 1層 磨製石斧 (910 石英攻岩(中 生代白亜紀 北上山地(奥羽山脈基盤) 欠損

GY84 Ⅱ層上位 磨製石斧 109C 450〔 蛇紋岩(古生代オルドビス紀 北上山地(早池峰山周辺) 欠損

GY85 Ⅱ層 磨製石斧 (395 420 491 百 碧 r苦岸 II～ r巾片 /tゝ  J″ 卜「lIIb】 彼片 ひょう面副1落

HB85 1層 磨製石斧 (665 160 74( 頁岩 (古生代～ (中生代) 北上山地 ) lt片

6 HD86 1層 磨製石斧 (90C 365( 化両閃緑岩 (中生代 自亜紀 北上山地 ) 欠損

HD86 Ⅱ層 磨製石斧 12 iC 445 1521 頁岩 (古生代～ (中生代) 北上山地 ) 縦久損 材不適 ?

ユ HE85 1層 磨製石斧 85( 120 75ユ 買岩 (古生代～ (中生代)北 上山地 ) 略完形 」ヽ形で薄い

.5` HE85 Ⅱ層 磨裂ね々 (770 585 1365 佃粒花両閃緑岩 (中生代白亜紀 北上山地) 茂片

HC84 1層 磨製石斧 (■60 60 凌片 光沢

-324-

第256図 磨製石斧 (2)
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出土地点 層位 器  種 分類
最大計測値 (cm) 羮

⑭
石 質
(産 地 )

存

況

残

状 備考
本

記

析
定

分

鑑長 さ さ

HG85 1層 1よ か 磨製石斧 1161 1500) 3647 砂岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈基盤 ) 欠損 HT86 ■層出土片 と接合

HS86 覆層 磨製石斧 (310 290 頁岩 (古生代～ (中生代) 北上山地) 片

HU88 Ⅱ層 磨製石斧 (250 1305)( Jヽ片 表面ツルッル

HW87 Ⅱ層 磨製石斧 (485 325) 474 茂片

HW88 Ⅱ層下位 磨製石斧 (9Ъ

`201
305 2787 屹紋岩(古生代オルドビス紀 北上山地(早池障山周辺)) k損

HW88 Ⅱ層下位 裂石斧 (790 340)二 728 買岩 (古生代～ (中生代) 北上山地) 能欠損

HW88 Ⅱ層 磨製石斧 1440 670 350 5582 買岩 (古LTt～ (中生代) 北上山地) 欠損

CY98 1層 磨製石斧 t箭 360) 235 465 買岩 (古生代～ (中生代) 北上山地 ) 茂片 ひょう面摩耗

GY93 Ⅱb層 磨製石斧 480 260 2118 貢岩 (古生代～ (中生代) 北上山地) 一部欠損

HA93 Ⅱ層     1磨 製石斧 1025 285 2500 買岩 (古生代～ (中生代) 北上山地 ) κ損 不整形

HF93 Ⅱ層     1磨 製石斧 (930 1490)260 235B 珍岩 (新 生代 興羽山脈 ) た子員

HCD4 Ⅱ層 磨製肩斧 (900 |■80)(310 1888 買岩 (古生代～ (中■ft)北 上山地) kキロ

HG94 1層 磨製石斧 B40 500)(290 頁岩 (古生代～ (中 生代)北 上山地) て損

HH94 1層 唐製石斧 (530 315)(220 651 網粒花商閃緑岩 (中生代白亜紀 北上山地) 茂片

第257図 磨製石斧 (3)
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479

出土地点 層位 器 種 分類
最大計超1宿 ( 襲

⑭
石 質

(産 地 )

残存

状況
備考

本政 析

定
分

鑑長 さ 幅 厚 さ

磨製万奪 頁岩 (古生代～ (中生代) 北上山地 ) え損 光沢

17 HH94 1層 磨製石斧 570 235 270f 買岩 (古生代～ (中生代) 北上山地 ) 欠損 平 ら

HH94 1層 磨製石斧 (525 (570 頁岩 (古生代～ (中生代) 北上山地 ) !ナヤ ひょう面歴耗
HH94 1層 磨製石斧 (870 550,(370 2397 細粒花商閃緑岩 (中 生代白亜紀・北上山地 | 欠損

HH94 1層 磨製石斧 345 2578 珍岩 (新生代 奥羽山脈 ) 欠損

HH94 1層 磨製石斧 1250 333( 陀紋七(古生代オルドビス紀 北上山地(早池峰山周辺) 欠損 ひょう面磨耗
磨裂石斧 t285 小 片

HH94 Ⅱ層 製石斧 (■40 570 i320 2071 吟岩 (新生代 興羽山脈 ) 欠損

HH94 Ⅱ層 磨製石斧 t640 475 280 茂片 片面スス状付着物 ?

HH95 Ⅱ層 磨製石斧 179( 565 340

-326-

第258図 磨製石斧 (4)
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出土地点 層位 器  種 分類
最大計測値 (cm) 重量

(g)

質
り

石
帷

存

況

残

状 備考
析

定
分

鑑長 さ 幅 1厚 さ

H194 1層 審製石斧 515 2971 細粒花両丙緑岩 (中 生代白亜紀 北上山地) k損
H195 ■層 磨製石斧 (600 細粒花商閃緑岩 (中 生代白亜紀 北上山地) 茂片

HK95 1層 磨製石斧 1385 330 3239 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損 縦剥離

EM95 Ⅱ層 磨製石斧 (280 324 貢岩 (古 /1rt～ (中 生代) 北上山地) 卜片 光 沢

HM95 ■層 磨製石斧 880 260 1776 買岩 (古生代～ (中 生代) 北上山地) を形 再加工品 ?

東区北トレンチ I層 (撹乱) 磨製石斧 (1190 350 3608 花両閃緑岩 (中生代白正紀 北上山地 ) 欠損

東区雨裂北端 審製石弁未成S [b 325 鬱53 ホルンフェルス(古生代(変成は中生代白亜紀)】と上山地) 剥離段 階

東区雨裂北端 審製石斧未成岳 lb 330 4801 流紋岩 (新生代第三紀 奥羽山lrR) 説打段 階
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第259図  磨製石斧 (5)・ 磨製石斧未成品 (1)
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況
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状 備考

本文 分析

鑑定長 さ 幅 一阜

CS80 Ⅱ層 磨製[弁未成品 2 (710 (460 340 1655 頁岩 (古生代～ (中生代) 北上山地) 欠損 敲打段階

G能2 1層 磨製石斧末成品 130( ■95 頁岩 (古生代～ (中生代) 】ヒ上山地) 剥離段階

GT82 Ⅱ層下位 暦梨石弁未成品 66( 2912 砂岩 (中生代 ? 北上山地 ) 欠 損 散打段階

GV84 Ⅱ層 磨製石斧未成品 30: 480 240 2353 砂岩 (中 生代 ? 北上山地 ) 散打段階

GX84 1層 藩製石斧末成品 18K 595 280 4331 輝緑凝灰岩 (古生代後期 北上山地) 欠損 敲打段階 ?

GY84 Ⅱ層下位 奢製石弁末成品 0 12《 買岩 (古生代～ (中 生代) 北上山地) 敲打段階
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第260図 磨製石斧未成品 (2)
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分析

鑑定長 さ 幅 一旱

GY85 1層 督製石斧未成古 2 (905 (625 3125 蛇紋岩(古■ltオルドビス紀 】Lt山地(早池峰山周辺)) 欠損 研磨段階 ?

HP87 1サ詈 督製石斧未成古 2 (400 245 1623 細粒花尚閃緑岩 (中生代自亜紀 北上山地 ) 欠 損 研磨段 階 ?

HB93 Ⅱb層 暮製石斧末成よ 3 126( 3034 ホルンフェルス(古生代(変成は中生代白亜紀)北上山地) 欠損 研磨段階

H■94 Ⅱ層 磨製石弁末成f 2 44b 1643 比紋岩(古生代オルドビス紀 北上山地(早池峰山周辺)) 欠損 研磨段階 ?

IN95 Ⅱ層 13釈 540 3946 買岩 (古生代～ (中生代) 北上山地 ) 研磨段階 ??
東区北 トレンチ 黒色土 善XII弁未成∫ 2 1555 820 5908 緑色凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 到離段 階 ?

第261図 磨製石斧未成品 (3)
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残存
状況

備考
卜文 析

定

分

鑑長 さ 一阜 己載

東区雨裂北ベル ト 打製石斧 227こ 430 12″ ( 細粒花筒閃緑岩 (中生代白亜紀 北上山地 ) (未成品 ?) 研磨段階 ?

GU83 Ⅱ層下位 打製石斧 ? i520 365 買岩 (古生代～ (中生代)北 上山地) 破片 審製石斧未成 品 ??
東区北 トレンチ 黒色土 打製石斧 660 130 1004 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 破片

第21号焼土 礫石鍾 1 795 230 127〈 デイサイ ト (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 完形 短軸方向

第 6号土坑 礫石錘 1 180 82( 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形 ? 短軸方向 1の み→未成品 ?

第 5号土坑 礫石錘 lc 60( 230 2055 砂岩 (中生代 ? 北上山地 ) 完形 短軸方向
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第262図 打製石斧 。礫石錘 (1)
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存

況

残

状 備考
本文 分析

鑑定長 さ 幅 厚 さ

第 19号土坑 礫石錘 839 238C 珍岩 (中 生代 自亜紀  北上 山地 ) 形、一厄

東区雨裂北ベル ト 5層 礫石錘 8Ⅸ 6 mЭ 152, 砂岩 (中生代 ? 北上山地 ) 走形 長軸方向ほか 3箇所

GT81 Ⅱ層上位 礫石錘 7R( 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 寇形 長軸方向

GU83 Ⅱ層上位 礫石錘 70℃ デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形 打ち欠け部分間荒れている

GU83 Ⅱ層上 穣 石錘 675 125C デイサイ ト (新生イt新第三紀 奥羽山脈 ) 形一一店 長軸  問荒れている

l CU84 1層 礫石錘 645 砂岩 (古生代 北上山地) 急形

GV85 1層 礫石錘 68( 82つ 砂岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 毛形 短軸方向

CW83 Ⅱ層上位 礫石錘 670 320 215g 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 毛形 長軸 片倒敲打 ??
GW84 Ⅱ層上位 礫 石錘 3 68( 690 160 1025 デイサイ ト (新生イt新第三紀 奥羽山IFR) 毛形

GW84 Ⅱ層下位 撰石錐 109( 1065 335 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 岳形
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第263図 礫石錘 (2)
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載
分析

鑑定長 さ 早 さ

GX83 Ⅱ層上位 礫石錘 3 80C 900 2988 デイサイ ト (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 形一〓に

GX84 1層 礫石錘 1125 2697 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形

CX84 Ⅱ層下位 礫石錘 2 1130 240 544E 安山岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 走形

CX85 Ⅱ層下位 穣石鍾 865 245 1981 安山岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) I「形 ? 短軸方向に 1→未成品 ?

GY84 Ⅱ層上位 礫石麺 680 頁岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 定形 ? 短軸 片側窪みで代用 ?

修 HA83 1層 礫石鍾 3 665 330 215( 砂岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 毛形

HA84 Ⅱ層下位 礫石錘 珍岩 (中 生代 白亜紀 北上山地 ) 宅形 ? 短軸方向に 1→未成品 ?

HE86 Ⅱ層 撰石錘 67Э 買岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 毛形 4箇所 ?

HU88 Ⅱ層 礫石錘 lb 120 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形 スス状付着物 ?

HV88 Ⅱ層 礫石錘 3el 320 342( デイサイ ト (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 毛形 3箇所
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第264図  礫石錘 (3)
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本文 分析

鑑定長 さ 幅 厚 さ 記載

西区上段  -3c層 穣石錘 Lc 880 珍岩 (中 生代 白亜紀 北上山地 ) 毛形 短軸方向

西区上段  2層 礫石錘 180 133〔 葺岩 (古生イt～ (中生代 ) 北上山地 ) を形 片側窪みで代用 ?

西区上段  4層 礫石錘 1 240 2294 デイサイト (新生代新第二紀 奥羽山脈) 毛形 長軸方向

西区上段  5層 礫石錘 1101 屹紋岩(古生代オルドビス紀 北上山地(早池峰山周辺) 完形

西区中段  1屠 礫石錘 680 190 1132 級 岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) を形

HA93 Ⅲb層 礫石錘 695 220 露山岩 (新生代新第三紀 興羽山脈 ) を形 三箇所

HD92 Ⅱ上層 礫石錘 吟岩 (中 生代 自亜紀 北上山地 ) 岳形 凹箇所  間荒 れている

HE93 Ⅱ層 礫石錘 [0客Э 4521 安山岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) を形 打 ち欠け部分間荒れている

HE94 1層 礫 石錘 1125 345 砂岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈) と形 打ち欠け部分間荒れている

HF93 Ⅱ層 礫石錘 470 765 160 安山岩 (新生代新第三紀 奥羽山lFR) 完形 短軸方向

第265図 礫石錘 (4)
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分析

鑑定長 さ 幅 厚 さ

HC94 1層 礫石錘 lel 190 1235 坊岩 (中 生代 白亜紀 北上山地 ) 走形 三箇所

HG94 Ⅱ層 礫石錘 59( 200 1403 デイサイト (新生代新第三紀 奥羽山Lre) 完形 短軸方向

HH94 Ⅱ層 礫石錘 2e2 115( 1035 275 3075 砂岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 略完形 四箇所 ?

HH94 Ⅱ層 礫石錘 761 290 2292 安山岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈) 略完形

HH94 Ⅱ層 礫石錘 80( 2725 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山旅 ) 走形 不整形

14 H193 1層 礫石錘 lel 1360 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山旅 ) 走形 三箇所  問荒れてい る

４

・

H193 Ⅱ層 礫石錘 980 270 3949 ゆ岩 (中 生代 白亜紀 北上山地 ) 完形 長軸方向

'4t

HJ93・ I層 葉石錘 660 205 1081 買岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形 黒色付着物 ??
,字 EJ95 1層 礫石錘 lc 370 買岩 (新生代新第三紀 臭羽山脈 ) 完形 短軸方向

EM95 Ⅱ層 礫石錘 129( 350 3535 砂岩 (新生代新第三紀 其羽山脈 ) 走形 短軸方向

-334-

第266図  礫石錘 (5)
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畑

備考 効
簸長 さ 幅 一早

GU83 Ⅱ層下位 石 皿 1600】 (■ 40 819Z デイサイト 師 生代新第三紀・奥羽山脈 ) 腱片

II酪5 Ⅱ層 石 皿 A 2180( 舞山岩 (新生代 奥羽山脈 ) 茂片
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第268図 石皿 (2)
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鑑定長 さ 早 さ

第 1号炉跡 台 石 2571 1950 705 毛形 一部暦面 ?

1号炉隊 台 石 26α !505 6903側 0( i形
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第269図  台石 (1)



「

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

相

Ｈ

Ｈ

旧

旧

坦

０
日
０
０
出
　
　
　
　
　
　
　
∞

一
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

出土地点 層位 器 種 分 類
最大計測値 (c ll) 嚢

⑭
質
切

石
催

嚇
糊

備考
文

載

ヽ

こ
姉

鑑定長さ 1幅 厚 さ

第10号土坑 台石 B0 1590 ,lX ll〈 佗筒斑岩 (中生代 北上山地) 茂片

CW84・ Ⅱ層上位 台石 B2 15拗引(13∞ 970 〕隅85( 化筒岩 (中生代白亜紀・北上山地 ) 客完形 磨面以外の面の縁あばた状

HT87・ I層 台石 B3 1680113お 0 980 16941 露山岩 (新生代第四紀 。 (岩手山)) を完形 あばた状の窪み
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第270図 台石 (2)
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勅
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技ヽ 姉
簸長 さ 鴨 厚 昏

HL94・ I層 台石 ? 16`髄 1315 i969 , デイサイ ト (新生代新第三紀・奥羽山臓 を形 き面??
第 5号土坑 砥石 25錠 660 5.剛 303( 駆 岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 君形 俸状・一部磨面

第13号土坑 砥石 1605 1125 575 .576` 安山岩 断 生代 奥羽山脈 ) 茂片
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第272図 台石 (4)・ 砥石 (1)
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分
鑑長 さ 鴨 旱き

EU87 1層 砥石 1940 630 5 6Cl 976千 デイサイト (新生代新第三紀 奥羽山翔0 完形 角棒状

西区上段・ 3層 砥石 ? (1540 505,ィ 弁イサイト (新生代新葬三紀 奥羽山脈) 皮片 板状 石皿の破片 ?

西区上段・ 5層 砥 石 (370 i5101 291ド 蛇紋岩借生代オルドビス紀 北上山地(早池峰山周辺)) 炭片

HA93・ Ib層 砥石 ? t2070 (■制 1230 1 安山岩 (新生代・奥羽山脈 ) 疲片 玉砥石 ?

第29号焼土 多面体石 イ30 ■10 580 315i 施 買岩 倍 生代 北上山地 ) 欠損 ただの残核 ?

GT81。 こ層下位 多面体石 655 55t 3011t 略完形

ヽ

第273図 砥石 (2)・ 多面体石 (1)
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定
分
鑑長 さ 幅 量 さ

西区上段・ 3層 多面体石 1 665 570 紛岩 (中 生代 白亜紀 北上山地 ) 毛形 面をなさず

GU82 1層上位 石柱 455 439 7021 デイサイ ト (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 疋損

H194 Ⅱ層 石 柱 18111 410 4911 デイサイ ト (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 欠損

HF94 Ⅱ層 有孔礫 390 430〔 現灰岩 (新生代新第三紀・奥羽山脈 ) を形

働鰯5 1層 その他 不明衝 1&60 1661 頁岩 (新生代新第三紀・奥羽山脈 ) κ損 k平板状破片
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最大計測値 (cm) 重量

(g)
石 質

(産地 )

残存

状況
備考

政

ヨ

本
掲長 さ 幅 厚 さ

1 GT81 Ⅱ層上位 石食1類 とその夫成品 308 砂岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈基盤 ) 小片

2 GU82 Ⅱ層下位 石剣類 とその未成品 29( 21111 頁岩 (新生代新第二紀 奥羽山lFR) 破片 側面階段状

3 GU82 Ⅱ層下位 石剣類 とその未成品 i7801 207 吸片

4 GX85 Ⅱ層上位 石剣類 とその未成品 23( 289 ス レー ト(古生代 北上山地 ) 破片

5 HB84 Ⅱ層 石剣類 とその未成品 25C 頁岩(古生代 ～ (中 生代 ) 北上山地 ) 吸片

6 石剣類 とその未成品 23( ス レー ト(古 生代 北上山地 ) 小 片

7 HT87 1層 石剣類 とその未成品 多生] 」ヽ片

8 HU87 Ⅱ麿 石剣類 とその乗成品 480) 買岩(古生代～ (中 生代) 北上山地 ) 」ヽ片

9 西区上段  I層 石剣類 とその未成 品 670 455 ス レー ト(古生代 北上山地 ) 小片 則面敲打痕→未成品 ?

10 石剣類 とその未成 品 820 300 150 483 ス レー ト(古生代 北上 山地 ) 茨片 剥離段階未成品

11 右 ズ」類 とそ の 禾 灰 品 135G 35C ■8C 1021 凌片 剥離枝 階乗成品

東区北 トレンチ  I層 (鵜矧 ) 石食‖類 とその夫成品 含6f 16f OR n ス レー トr苦 十 1t 】ヒト1lI BV｀ 破片 尿1離段 階来成 品

-343-

第275図 石製品 (1)



∩
日

日

日

Ｖ

川
――
――
日
日
日
日
７

○
20

m

―〇
Φ

企
0

出土地点 層位 種類
最大計測 ftL(Cm 襲

⑭
石 質

(産 地 )

残存
状況

備考
本政

長 さ 幅 厚 さ

HW88 Ⅱ層 下位 箆状石製品とその未成品 1010 72B 頁岩 (古生代～ (中生代) 北上山地 ,
I16年 形 ?

4 HA98 1層 箆状石製品 とその未成品 1100 330 ス レー ト (古生代  北上 山地 ) 改打段階 ?

H194 Ⅱ層 艶】大石製品とその未成品 36C 441 スレー ト (古生代 北上山地 ) (未成品 ? 研磨段階 ?

犬石製品とその未成品 64ユ ホルンフェルス (古生代 (褒成は中生代白艶紀) 北上山地) (未成品 ?

17 HM95 Ⅱ層 E状石製品 と未成品 ? ス レー ト (古生代 北上山地 , 剥片 百剣類破片 ?

HA93 Ⅱ層 箆状石製品 と未成 品 ? 600 12C 122て スレー ト (古生代 北上山地 ) 剥片 石∩U類未成 品破 片 ?

HH94 1層 箆状石製品とその未成品 450 22C 92ラ ホルンフェルス(古生代(殉魂は中生代自証祀)北上UI地〕(未 成品 ?) 剥離段階失敗品 ?

HB93 Ⅱ上層 石剣 箆類と≧飾品中関邸 7901 57〔 砂岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈基盤 ) 破片 麻 先端剥難は穿孔 ?
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出土地点 層位 種類
最大計測値 (cH) 襲

①
質

崩
石
催

存

況

残

状 備考
文

載

本

掲長 さ 幅 旱 さ

HH94 1層 石剣 箆類 と垂飾品中間出 1160 170 774 頁岩 (新生代新第三紀・奥羽山脈 ) 欠損 研磨段階未成品 ?

CT82 ■層 石剣 箆類 と垂節品中間出 020 298 頁岩 (古生代 ～ (中 生代 )北 上 山地 ) 欠損 両側穿イし

石剣 箆類と垂飾品中間的 700 100 223 貢岩 (古生代～ (中 生代) 北上山地 ) 欠損 かつおぶ し形 ?

ι4 GW84 Ⅱ層上位 針形垂飾品とその未成品 600 060 蛇紋岩 (古生代オルドビス紀 北上山地 (早池峰山周辺) 先端欠損 面組1年平|

GU83 1層 針形垂飾品 とその未成品 740 253 姥紋若 (古生代オルドビス紀 北上出班 (早池峰山周辺) 来成品 ? 匡さ不均一→未成 品 ?

阻打94 Ⅱ層 勾玉 とその来成品 470 280 蛇紋活 (古生代オルドビス紀 北上山地 (早池峰山川辺) 元形 角張 る 片側 穿孔 ?

HC86 1層 勾玉 とその来成 品 520 330 292 靡 鷹 男 (新雅 rt斯筑 =紹  鳳 刑 II「 1確】 両側穿孔 研磨段階 ? p96

630 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 未成品 ?) 自然礫 ?

西区中段  3層 短冊】夫垂飾品の未成品 430 040 凝灰岩 (新生代新第三紀 lA_羽 山脈 未成 品 ) 穿孔 しかけ

GV83 Ⅱ層下位 短冊状垂飾 品の未成品 480 疑灰岩 (新生代新 第三紀 奥羽山脈 未成 品 ) 先端 に傷

3Y84 Ⅱ層下位 &冊状垂節品の未成品 ■90 270

阿キ94 T層 師冊状峯飾品の夫茂品 390 kキロ

第277図  石製品 (3)
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(g)
石 質

(産地 )

残存
状況

備考

文

載

ヽ

ち

GU82・ ■層 下位     1業 状耳飾 420 055 蛇縦を (古生代オルドビス紀 ,4L也地 (早池蜂Uj周 辺)) 完形

映状耳飾 200 060 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 1/2以 下

GX84 Ⅱ層上位 攻状耳飾 050 滑石 (中 ―古生代 北上山地 ) 欠損

36 GX85・ 1層下位 吹状耳飾 050 滑石 (中 ―古生代 北上山 1/2以 下

HT86・ I層       1攻 状耳飾 i350 050 滑石 (中 ‐古生代 北上山地 ) 1/2以 下

HE92 Ⅱ層       際 状耳飾 050 疑灰活 (新生代新第三紀  異羽山脈 ) 1/2以 下

HC86 Ⅱ層 状 耳飾 i290 055 滑石 (中 ―古生代  北上 山地 ) 破片

GT83 Ⅱ層 t状昇飾 400 l180 堤灰岩 新生代新第三紀 奥羽山lre) 破片 瑛状耳飾でない ?

1 HT88'I層 映状耳飾未成品 1 80( 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 茂形澄 陰夕1中 o9℃

GT83 Ⅱ層 、HA85 Ⅱ層 次状耳飾未成品 1 260 070 凝灰岩 新生代 新第三紀  奥羽山脈 一部欠損 キ接合→図参照

HE93・ Ⅱ層 喫状 毒飾未成品 1 58( 070 未成 品 支形溝 陰刻 開始

44 GT82 Ⅱ層下位 【状 尋飾来成品 1 57( 080 274 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 未成品 友形両側穿孔段階

GY84・ Ⅱ層上位     | 央状耳飾未成品 1 50〔 055 1 最灰岩 新生代新第三紀 奥羽山lrFt) 未成 品 成形両側穿孔段階

第21号焼土下 喫状耳飾未成品 2 400 090 凝灰岩 新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 未成品 成形両側穿孔 開始 ?

HU87・ I層 下位 喫状 坪飾未成品 2 60( 060 1&6 頁岩 (新生代新第三紀・奥羽山脈 ) 未成品 享さ不均一失敗品

48 H■94・ I層 央状 昇師禾成品 54( 120 482 凝灰岩 新生代新 第三紀 奥羽山脈 来成品
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り
石
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残存
状況 備 考

本文

長 さ 幅 旱 さ 掲 敢

H194 Ⅱ層 小形板状 65( 490 100 疑灰君 (新生代新第三紀 興羽出脈 ) JFl歪 時欠頼

Ю 可ヽ形板扶 420 35C lЮ0 22[ 欠積 則回融打反反

CW83 1層 小形板状 520 120 凝灰岩 (新生rt新 第三紀  興羽山脈 ) 字形 番面不 明瞭

52 HM95・ I層 小形板状 65( 430 404 頁岩 (新生代新 第三紀・興羽 山LFR) 略完形 奎み成形 ? 側面敲打

j3 CV84‐ Ⅱ層下位 小形板状 500 130 573 砂岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈基盤 ) 完形 磨面不明瞭

HA85 1層 小形板状 5よ ■70 090 309 完形

HC84 Ⅱ層 小形板状 58C 450 砂岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈基盤 ) 一部欠損 調査時久損

HS86 1層 小形板状 4質 440 100 337 頁岩 (新生代新 第三紀  奥 羽 山脈 ) 一部欠慎 不整形

第279図  石製品 (5)
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最大計 預J値 (cll) 難

①
質
幼

石
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存

況

残

状 備考
本

掲
長 さ 幅 早 さ

57 H195・ I層 大形両面剥離 1■50 ,6C 130 1753 頁岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形 ? 長い不整形板状

58 HU86・ I層 大形両面剥離 700 ■2C 300 109考 一部欠損 判 く厚 い 。歴耗

59 HM95 1層 大形両面剥離 57C 48C OB0 凝灰岩 (新生代新第三紀・奥羽山脈 ) 乏形 ? 表裏面凹凸

60 HA84 Ⅱ層 大形両面剥離 820 0つ0 634 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山旅 ) 久損 表裏面凹凸・ 自然礫 ?

HU88・ Ⅱ層 大形両面剥離 890 170 822 凝灰岩 (新生代新第三紀・奥羽山BFR) 欠損 ? 片側雀む・磨耗 ?

62 HU87・ I層 大形両面剥離 67( 150 凝灰岩 (新生代新第二紀・奥羽山脈 ) 完形 ? 表裏面凹凸

第280図  石製品 (6)
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状況
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長 さ 幅 掲 載

63 HT86 1 両面剥離 &90 640 080 5&E (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 一部欠損

GX/84 ■層上位 た形片面景J離 1390 2237 脆 商閃緑岩 (中生代 自亜紀 北上山地 ) 欠損 ?

GW84・ I層 大形片面剥離 &90 650 2011 77C 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形 ? 厚 さ不均―・摩耗

HT86 Ⅱ層 大形片面剥離 1270 910 1433 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形 ? 割面凹凸・摩耗

HV86 11層 !形原石 ? ■80 後10 550 2224 新第三紀  奥羽山脈 ) t浅い窪み 歴耗、ひ0判れ

第281図 石製品 (7)
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本政

長 さ 幅 厚 さ 局 瑠

認 その他 1l llC 500 888 やや摩耗

HB93 Ⅱ上層下部 その他 24お 夏岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 剥片

HU87 Ⅱ層 その他 260, 498 砂培 (新生 Tt新 第三紀 奥羽山脈基盤 ) 破片 誉面

HE85・ ■層 その他 530 340 120遇 疑灰岩 (新生代新第二紀 奥羽山脈 ) 略完形 ? 片面浅い窪み 摩耗

H184‐ 撹乱 その他 580 66И 凝灰岩 (新生代新第三紀 奥羽山脈 ) 完形 ? 閉く浅い線状戻 摩耗

HV87・ ■層 その他 5:9C 480 351 軽石 (新生代新第三紀 奥羽山脈基盤 ) 完形 ? 肇耗か磨面方

GU82・ Ⅱ層下位 曽玉 ?の 未成品 40C 270 25C 487 滑石 (中 _古生代  北上山地 )

第283図 石製品 (9)
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報 告 書 抄 録
ふ り が な たきのさわいせきはっくつちょうさほうこくしょ

書 名 滝ノ沢遺跡発掘調査報告書

副  書  名 一般回道 4号北上拡幅事業関連遺跡発掘調査

巻 次

シ リー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第590集

編 著 者 名 金子昭彦

編 集 機 関 (公財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所  在  地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡■地割185番地 TEL 019-638-9001

発 行 年 月 日 2012年 2月 20日

ふ りが な
所収遺跡名

な
地

町
在

ふ
所

コ ー ド 】ヒ糸車 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

たきのさわいせき

滝ノ沢遺跡 岩手県北上市
しもおにやなぎ15ち わり

下鬼柳15地割

31-3ほ か

ME75-0373 度

分
秒

141度

05ケ)
58秒

2009,0409

20090826

1,2521ば 一般国道 4号
北上拡幅事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な遺 構 主な遺物 特記事項

滝ノ沢遺跡 集落 縄文時代 炉跡 1基 (後晩期 ?)

焼±29基 ?

(1基は現代 ?)

土坑26基 (柱穴主 ?)

遺物包含層

縄文土器大コンテナ約227箱

(約3,840kg)

土製品62点

(土偶29、 耳飾 4ほ か)

石器中コンテナ約290箱

(特殊磨石1,018、

礫石錘1,4071ま か)

石製品373点   (未成品主)

(攻状耳飾 8、 勾玉 1、

石剣 |ま か)

前期後葉～中期前葉がほとんど。

(大木 6式主体)

中期後葉土器 (大木 8b式 )、

後期後葉土器 (十腰内Ⅳ式)、

晩期中棄土器 (大洞C2式)数点。

円筒系土器比較的多い。

剥片石器少ない。

石匙 9点、磨石29点使用痕分析

黒曜石全点原産地推定 (Ⅶ 章)

集落 平安時代 竪穴住居跡 1棟

土坑 1基

(平安時代以降)

土師器・須恵器大コンテナ

1箱 (約20地弱)?
フイゴ羽口 ?1点

鉄製品 3点 (全て不明)

(1点は現代 ?)

9世紀後～10世紀初がほとんど。

須恵器鉢出上。

要 約 滝ノ沢遺跡は、東流する和賀川を北に望む中位段丘崖に立地する、東西に長い遺跡である。
これまでの調査で、縄文時代前期後葉～中期中葉の集落跡 (前期末主体)、 晩期前半 (大洞C2式まで)

の散布地 (小規模集落跡 ?)、 平安時代の集落跡であることがわかっている。縄文時代の集落は、中期

前葉 (大木 7a式)ま でが主で、中期中葉 (大木 8a式 )の集落は、遺跡の東端付近に位置するようだ。

今回の調査区は、遺跡北端の中央付近に位置し、縄文時代集落跡の中心部であったようで、大量の遺

物が出土したが、遺物包含層中のため、竪穴住居跡などは検出できなかった。土器は、通常集落のそれ

だが、石器や石製品のあり方は、上に記したように、やや異なっている。

今回の調査では、縄文時代後期後葉土器も明確に確認できた。

平安時代の集落跡も、今回の調査区がその中心に含まれるようだが、時期および立地から散居集落の

可能性が高く、遺構、遺物とも少ない。
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